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交通指導取締”時の応接五則

一安全を願う心で応接を

交通指導取締りによって、車社会の安全とI:II

滑を守るとともに、違反者自身の安全も願って

いるという心で応接しよう。

二簡潔、適切な説鶚を

説教といわれ愚ようなくどい説覗は避け、違

反事実、違反と認定した理由、取締りをす愚理

由、反鋤手続き等を必要に応じて篤潔、適切に

説明しよう。

三相手の立場を考えて迅速、適正な処理を

簡単な切符処理であっても、急いでいる違反

者等にとって鐘非常に長く感馨られるものであ

る。相手の立場や濁囲の交通状況にも十分配慮

しながら、過速かつ遥正な処理に努めよう．

四冷静な態度と明嬢な言葉で応接を

不用意な蓄葉づかいや居丈高な態隣まトラブ

ルの元である鰯常に冷静な態度と弱瞭な言葉で

膳接をしよう．

五応接の最初と最後は敬礼を

応接は礼に始まって礼に終わる。端正な服装

に努めるととも#こ、制服のときは確実・丁寧に

敬礼しよう:，

I
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一－ u二斗
反鰯〈交通)切符作成S則

1．免講証の確認をしたか。

（住所、氏名、有勃期臘その他）

2，違反事実を王薙#こ分かり易く違反者に指摘し

たか．

3．署名ば違反者氏籍と同一で、かつ指剛ま鮮弱

か。

4，交付前#こ、勢籍の記戴事項、内容及び蕊鰯金

相瀦額を再蕊チェックしたか鯵

5．交付時に、鑓頭鰯圃、仮納付制度等を説明し

て理解させたか。

~ｮ1 ｢F-斗一
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交篭鏡識の公安委貴会意思決定確認の徹底

遭路標識鎌種類や形状蕊がその設霞方法砿ついてば、 『道路

標識、蕊醗綴及び道蕊標示#こ関する命令（鰯和筋年]2"l7日総

理蔚・建設省令蕊3藩）.“こ定められて鶏＊、公安委員会が設

潰管理す為ものと道路管理響が設篭管蕊するものと#ご分かれて

います．

しかし、一部鰯規綴標識#こついてば公安黍農会と道路管理着

の双方が設置管理す島ことができ、その様式;ま全く舜じです．

1 公安委農会と道路管理者の濁者が設麓できる主な標識

憲議車専蛸、 溌転蕊及び歩祷蕃専嬬、歩褥者専購、…方通

行．指定方輝弾進行禁挫、徐痛、遮祷止め、箪蒋選行止め、

車淘進入禁止、悪輪の鴬動蕊以外の自鐵車遮衛止め縮図参

照〉

2設置者鯵確認

標識ﾙﾆ憾、蕊蕊やポール;こ設置者籍のシールをちょう付す

烏騨#重より、設濯肴を明らかに1-,て瀞ます．

○公安委貴会設鐙の標識

標識の蕊蕊に、設篭者大旗瀞公安委震会、製造繍入〉

年月圏を記載したシール蝿溌62年賦溌紘スタンプ）がも

よう撒き識て､､ます．

○道路管理者設置の標識

標識繊蕊藤やボールに、 ザcc蒲j等の議職や、市鈴シ

ンボルマークが録驫きれています．

3 『公安委員会の意思決定』鰯確認

道路標識が設麓きれていても、交通規誘#こかかる『公安委

「＝1 －
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員会の意思決定」が無い場合は、道路交選法上の違反は成立

しません．

双方が設置できる道路標識のうち、道路管理者が設置､する

標識には、ほとんど『公安委員会の意思決定」がありません。

よって、道路管瑳者が設置する標識や、設置者が確認でき

ない標識、 また公安委員会が設置した標識でも相当古くなっ

たものや、標識の種類に疑問がある場合〈補助標識の内容を

含む｡）等{ま、取締り前に交通規制情報総合管理システムに

よる確認を必ずし,てくだぎい、

4 その他

（1）取締りの際、違反者から標識が見えない又は見えなかっ

た等の抗弁があれば、違反者とともに必ず標識の視認性を

確認してください。

（2）通行禁l上違反、指定通行区分違反及び-･一時停止違反を告

知した際ば、必ず交通規制情報総合管理システムによ鳥確

認を行い、反則切符〈乙）票裏面右上の識外に『規制確認

済』スタンプを押印してくだきい、

I公安委員会と道路管理者の両者が設置できる主な標識】

＝訓 ､－
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○反則通告制度の説明例
今臓の違反に．つい-ては、お渡しする仮納付書により、

納付書に記載の納付期限までに反則金を納付されますと、

以後は、本件について刑事手続きがとられたり、切符記

議の出頭日（交通反則通告センター）に出頭する必要は

ありません。

また、仮納付できなかった場合でも、切符記載の出頭日

〈交通反則通告センターー>に出頭すれば、本納付書の交付･を

受けることができますI./、後癒ど郵送される本納付書で

反則金を納付しても、本件は完結します‘

ただし、本納付書の郵送職ば違反者の負担となります。

ただ今の説明は、切符の裏間にも詳しく記載され

ていますので、 よく確認して~下さい．

’
O否認事件の場合の教示例
あなたは違反を認めないということですが、告知書と

仮納付書は受け取るということですので、後に、違反事実

を認めるという場合は、お渡しした仮納付書、又は後日郵送

される本納付書により茂則金を納付してください，

また、仮納付の期隈が切れた後でも、告知書の

出頭周〈交通反則通告センター）に出頭し、反則金

を納付することもできます。

※出頭は任意であるため強制にわたらないよう醗明すること。

○受領拒否事件の場合の教示例
あな.たは違反を認めないということで、告知響と仮納付

書を受け取らないということですが、 垣.ちらの『交通違反

通知書」記載の出頭日、場所に出頭してください。

※出頭は任意であるため強制にわたらないように溌明すること。

~計 ｢F－卜
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道路交通法違反現認･認知報告霧等の記載要領
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・ 違反事実瀞蕊溌・認知した警察官が、作蹴牢〃罵、所蔑、塒wR1武名｛押貫酔災び
寮農長鈴職堪を馳入寺･患‘
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警察奮乞切鍔を俸成L,此瞥壊官が逃磐奇.息一

・ 違反車爽奪我瀧しだ鵠合は、心現認』の。即き、一般人等ｵふら“迩総、申告等に
より理鍵;g:上.ら憩い違反蕊夷を認知したときば． 『ロ篭識」ぬ口印を･･で囲む
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I,述
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交通切符の「反則制度不該当』欄の記載要領
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潅静い、穏気帯び麻薬等影審

臆よる灘転肴で、鍵に反蝋行
為があ為鵜･合腱･を●職る

この織紘、反瓢行為をしたため、青切符で需知すべきところを

『OOの理由があるから非反溺者となり、赤湧符となるjという意

味で、不該当擢の各項融冨･瓢をつ↓ナること;こなっているのであ

り、特に、無免許運転が過失のため、遡件できない蟻含又は駐車違

反の場合で、無免許運転《こついて裏篭;ﾅができない場合でも無免許

であるならばすべて赤切符となる．

ノ
、注〉
I うっかり失効者が繕号無視をした場合のO印のつけ方

『ご無免許、無資格j (zO印をつけ･るが、無免許で処分するのでは

なく、信号無観はこの場合、あくまでも反雛祷為であるから；国非

反難行為』 ｛こ雑C鐸をつ諭ないこと．

＝1 「
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略図記裁

現場付近及び違反の状況並びに特詑すべき事讃を認職i
すること．

<擁）

,約0cm通行

’
図 蕊

人
唖
恥
’麺一一一一底

『a現謹始蛎地点
9画違反藻｛b停止命令地鳶

kc停蕊地点

･歩行者

△現露位避 ．

－12－

=1 ｢F－

I
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一

ニョ」 －－■ IL

｛

I 鋼‘趾》
－

1選;ぴ蕊
5

6

画鐙定鰯

；<蕊
行驚》
鋤､農、

・狸0．1 ”$こパス等嬬

涛織

哩麗迩職澱玖外@

選越し遮霧
鋤･証､120.I徹

－13－

~==卜 ｢F
！

~-卜
I

I

番
号
反難く遮鱒

行為鈴識議

適
溺
鰯

漠珊金額
十
八
噸
梁

普
蕊
登

蕊
蕊
撒

反則《遮反》事項、溺条欄

本文
酌
。
毎
ｖ
、 謹渉） 補足事項く補足綴）

蕊術講耀鼠
勺

9

〔1点〕

0

９
９
０
■
Ｇ
ｇ
Ｑ
■
●
ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
●
①
由
血
■
由
白
色
申
●
、
。
色
白
”
Ｄ
Ｐ
Ｅ
毎
℃
Ｅ
Ｄ
Ｄ
ｐ
ｐ
呂
早
Ｄ
〃
ひ
じ
。
。
。
。
●
●
●
●
●
●
合
Ｂ
Ｂ
Ｂ
凸
凸
。
■
企
Ｃ
Ｇ
申
●
凸
２
．
早
早
呂
目
申
申
色
申
申
由
由
申
早
申
血
色
血
色
凸
申
凸
凸
申
凸
血
色
申
中
中
血
色
由
由
■
甲
申
申
甲
甲
の
２
申
守
■
。
■
■
Ｅ
■
ず
■
■
巳
勺
ｑ
ｇ

8

C

ダ

、

L

恩
”

' 6 6

9
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繕

季

報溌譜 。 溌繊

略溌蕊敷

溌場付迩及び遮反の繊溌麓び;こ灘認すべ;誉事項を記赦
ずること禽

(例〉

鞠ﾆﾉ0m通行

擢定通行祷舛通行橇歎上通行講道蕊で簸磁燃通得帯遠

行も周要領》厩溌
翌

4．

歩 逮

曇1 9m
－●｡●●4－－△Qのー一一●。●華●ー全一■ー●…●ー｡一－

口 I~~一……－－－－－…｜

恩…{:灘撫：灘鱸へ

？ ”c停車鑓点

－］4－

弓 「－ト

タ
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画交通混雑時‘二路線バス

めその遥祷籍交通混雑28鐸2‘X、4．1、

とができなく家錨､令]鍾負

患の;こ選蒲

－－－申一“ｰ毎Ce申らb凸凸…■■■ひ■ ■■■■■■

鏡鼠態線轤議〕
瀧行準蕊線碩ス

路綴バス等優先遥行帯外；篭支障
”の2，1‘＃・ I

輯､令lの2

1’
〔違反難繰騨識

箪道選講が鰯篭であるのに
靴行軌道激湾轟遥行

〔妨審態識畷識

＝鱈･－

｢F＝1 －卜

番
号

震劇〈溌反〉

行為の穂類

遜
一（蕊難金

難爵
０
０
一
一

鍵

蕊 漠 慰橇蕊）事項・識条撚

も
ロ
・
〃
も蕊

鐡
鯵
一
一

、
ｂ
少
Ｐ
、
Ｐ
、

蝋
迩

込
〃
〃
虹
屯
、
文本

鹿
鋸
隆
悩

●
Ｑ
Ｑ
ｂ
ｑ
ｑ
Ｑ
Ｕ
■
●

鶴患事項輪足欄》
２
ざ
グ
ー
～
卍
～
と
～
Ｉ
１
ｔ
ｆ
ｔ
ｆ
お
ｌ
ｆ
Ｐ
ｒ
ｆ
も
も
も
ｂ
、

6

少
ｂ
少
少
や
り
〃
Ｇ
◆
〃
◆
◆
◆
◆
ｐ
、
●
●
●
ｂ
ｅ
ひ
じ
●
ロ
ロ
■
■
ｂ
ｂ
ｂ
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一

： ：

｜
■ b

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■

： ：

： ：

： ：

： ：
： ：

： ：
： ：
： ：
： ：

： ：

： ：

： ： 8
： ： 3

： ： ；
： ： ：

l i I
q ■ ■

！: ；

癖6
I ; :
脈

|M
、

I

| , I

鶏線ﾉ《ス等溌

錦選衡諾違反
9

《1点〕

〃
”
ア
ア
ア
ァ
沙
心
も
■
Ｆ
Ｕ
ｂ
■
巳
●
巳
■
ｎ
泊
Ｆ
ｐ
■
■
●
■
も
凸
巳
■

口
進
ｆ
ｆ
５
Ｐ
Ｉ
４
ｆ
ｆ
４
口

ザ
り

Ｌ
も
ｏ
Ｊ
Ｐ
Ｊ
ｆ
ｆ
Ｅ
も
、
。
〃
″
丑
嘔
堰
晶
、
昼
ｆ
５
Ｆ
Ｅ
ｆ
里
毎
Ｅ
４
ｆ
＄
や
〃
ｆ
Ｐ
４
４
Ｊ
凹
弔
β
じ
ひ
〃
１
０
＄
刀
，
ひ
少
少
″
〃
Ｐ
少
少
少
や
歩
乃
Ｆ
Ｐ
少
少
い
ち
〃
少
少
し
り
６
◆
少
少
ル
ル
レ
ク
ル
砂
夕
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
抄
夕
Ｐ
Ｄ
Ｐ
お
Ｐ
洩
乃
泌
戸
沙
Ｐ
や
、

ｆ
ｆ
Ｋ
Ｋ
ｇ
４
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
５
５
ｑ
ｆ
ｇ
ｇ
ｆ
ｒ
ｆ
ｇ
Ｆ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
■
刊
Ｂ
Ｅ
Ｌ
。
Ｆ
ｒ
ｅ
Ｌ
お
お
ｎ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
ｅ
も
孔
巳
ｒ
Ｐ
酔
歩
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｄ
Ｐ
Ｐ
〃
ク
ア
、
＄
矛
汐
■
・
西
Ｐ
Ｐ
Ｐ
省
β
●
β
●
凸
、
夕
１
β
ひ
β
ｄ
ｐ
ｐ
Ｊ
Ｄ
Ｊ
ｂ
■
Ｆ
戸
口
Ｊ
■
ｈ
も
■
■
■
悔
巳
腸
砂
ゆ
り
ル
ル
ゆ
り
●
ら
砂
ら
ぁ
少
少
ｂ
ｂ
Ｆ
ｂ
Ｄ
ゆ
り

遭難拷溌蕊

劇点〕

℃

f

3

：

：
心

◆

◆

：

；

；
◆

3

8

：

8

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

8

8

：
■

■

●

■

■

■

■

■

■

■

：

：

:
わ

り

●

：

＄
8

：
■

：

:職
I
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
■
Ｑ
■
■
●
ｏ
●
０
９
■
。
４
．
■
■
ｑ
ｏ
ｇ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ
ｑ
ｅ
４
ｑ
ｑ
６
Ｃ
６
旬
。
ｑ
■
令
ｑ
ご
■
ｑ
包
虻
ｆ
ｄ
■
■
■

4
P4

I
31

●
■
β
使
臼
▲
▲
■
◆
。
。
◆
６
４
。

燈議這敷内選行
灘．X、蕊〕′I識

麗職道鐵淘通行中路諭電

ｑ
今
△
争
今
■

◆
◆
＆
Ｇ
Ｂ
●
①
●
①
◆
●
◆
、
◆
●
●
◆
◆
令
●
凸
Ｄ
Ｃ
◆
ｂ
Ｏ
令
Ｄ
Ｄ
ｂ
ｂ
ｐ
い
む
○
七
ｂ
①
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
●

単の逓行妨構
灘･図、X2i･I録

ー －･…一・…･･…･……．
◆

;憲戦遭敷内遥術中路蕊霞

蕊の蕊祷支蕊
蕊･班､X2i・I録
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１
１
｜一一一

総
一
議
一
▲
一
篭
一

涯
動
》

ｆ
亜
～
一

報 備 考

略図記載

現場慰蹴及び違反の状況並諜こ籍記すべき事項を記載I
すること。

(例）

・路線バスの蓮前を約○・錘通行
肘 1

蕊線バス等運誇覚灘蹴擁 《｜
： ：

？ I

一一..｡.･-.........中央綴

I

一
》
○
・
一
寅
戻
優
先
標
議

一
一
漣
パ
ス
鰻
先
潔
示

一
銅
遡
一

一
一
一
一
》
癖

一
發
一
錘
一
蠅
塾

鮒
一
蝋

鰄
一
轄
韓

一
懲
一

鶏
令
点

一
“
嘩
一
密
公
遜反

》
》

酢
幸

農

I ’
略醗記載

現場付透及び違反の状況蕊ぴに特認すべき事項を記載I
すること。

<”

、約Oom違行
・道路記事、道路損壊等葱なかった諺

(綴）

、目測鶴速約Ck職.ﾉ．hで総cc蒋麹行
！

ｑ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
■
Ｏ
ｇ
ｑ
Ｏ
ｇ
Ｃ
ｑ
ｄ
ｑ
ｇ
Ｃ
●
■
■
●
ｑ
■
■
Ｏ
ｄ
ｑ
ｄ
ｐ
１
ｑ
ｊ
已
勺
ｑ
ｑ
ｑ
１
９
ｑ
９
１
ｑ
０
ｐ
田
口
早
■
Ｑ
ｐ
Ｕ
ｑ
ｑ

-･ l.6･･-

－1 ｢F
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８
口
け
り
Ｐ
９
９
９
＄
９
９
９
９
９
９
８
９
９
９
９
９
１
日

擬篭畿 、 続綴 蕊 噂

聡織諺灘

現場付逓蕊び難茂の状溌〈譲走、遥蕊(_,擁選撮状潟雷

特認）雛ぴ;ご特認ずへき寵蕊詮議載繁-ること．

’

-18
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一鱒一
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番
号
旗期(燃反）

行嘉の穂類

適
用
繍

反灘金繍

大
型
曹
蕊
二

鰺
鼠
蕃

’農期（違織馨項･識条鰯

’本 文職霧獅 構足事項〈補鯉鋤

鶏
の
５

急ブレーキ・

禁止違反

〔2点〕

9 7 §
~

衝

画急ブレーキ禁進違反

2“.]､9.1“の3》

9 1

〔違蕊態織明記〕
(礎〉
1，急;こ縛止さぜた．

2．急激;二滅速した．

14

(1点〕

6

6

4

｝

丘 3

合
■
。
■
●
Ｑ
夕
ｐ
ｂ
Ｑ
ｑ
ク

いな命寧籍
い
鐘
な
錨
し
繍
行
左
徐Ｉ塵
葱路外龍蟹るための左鋳

25.1,遡I・顕

蜜蝋競篭い；
道路外に逃愚た鯵の恵携
鰐･唾121．1

国･････方逓稀路で

騨繍蝋に霧鳥篭い｝i総瀞し鞍い
道蟹外に鰯るための窟撰
海･恩､121.X鶴

〔違反態樺鶚記〕

(例）
･中央《こよら燕

Q

い右折 ‘

15

〔1点〕

7

勺

勺

6 6
一

躍

蜜鎧鐵外{ﾆ出るための左
･折合鰯車進路蕊翼妨需
鰐･恩､1鈴･I

ロ道路外に出るための窟

誘含鬮鰯讓遮鰭ら

.･変蕊妨審
25･班､120，1輯

● P

鋤馨態犠鞠識
(鰯〉
･滅遮ぜず進路を蕊らなかつ
た 9 ．

識害態犠明溌〕

(鍔）
･右折雷職麗勤寧の麗前を縦

磯~…厳、
■

躍りせた．

警礁させた。
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ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
４
ｊ
Ｉ
ｔ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
８
８
Ｉ
ｆ
Ｉ
ｌ
１
，
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

麓綴告襟 . 続繍 億

■■毛■■毛一■■

図礎 ｡

一一……、…鳶懸…………
－

ｙ
ａ
私
‐

鞠:”

露遮腫箪繊灘繊篭警:繍錘腫
争 丸偉誘導停止麹点

蕊蕊蕊譲
現鶚特遊及罫違反の状溌遊び踵特議すべき事蕊を認識
･苛患こと．

寧央;こよら激い篭路鶴撚右鋳鬮鍔

一一篤一瀧巽量ﾆﾆﾆﾆ-...... .. .､乱..=. ．_←,.....….-... ..-..,

重ﾐﾆﾆﾆ尋
＊

蕾一』塗一一…(寧炎綴》‐

..．~.~~~...~..~~~~~~..~~~~~熱~~~重…
§”渉遭

雪道鯛{蝋蕊鯉塁△蕊蕊値篭、

踏麓記載

現溌侭近及び違反蕊鱒蕊溌．舎溌蕊鈴灘離等蕊農鞠状
況舷謬に鵜記すべき事蕊を露載す悪こと．
道路外蟻凄折含溌蕊雛誉蕊鍔

g雪雲’一

I

！荊
蕊
篭
餅
Ｉ

…

１
１

一
雲
一
糊

灘

に捧寧難点 金現認侭騒

…鋤＝

~ｮ1 ｢F－卜
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章』

計 F－卜

番
号

反則鱸”

行為繊灘類

適
篇
綴

茂餓金額

■

■

■

｡

◆

。

□

●

■

嵐則〈違反》蕊項，購条機

大
副
普
通
二1譲
繕嬢
本文〈

鰯
②
一
一
戦
の 讃〉 練足事項（補足綴〉

隼〆

1℃
法定椴漸等

■
■
日
守
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｑ
■
。
■
。
■
。
■
●
■
●
。
。
■
●
■
。
■
○
○
○
○
．
●
●
■
●
４
。
●
。
●

禁止遮羅
：

〔2点〕

●
■
■
■
■
●
●
■
■
■
●
●
Ｑ
■
■
■
●
●
●
●
●
●

一

9

一

拝
ｆ
や

：簿道鐇外施設熱::出入り

菫す…鯵鰯蝿
； ； 違反
； ； 25の2．1，溌9,1<2の2）
： 〈

： g

6i5岸－－－－－－－－－－－－

； ： 横舗
;鱸法定転凝禁止違反
； ； 後退

； ；泌揮2.1．蕊9､:(2“

(遮虞態橡明記》

徽
識
方
方
続

鋤
歩
対
窯
左
後

グ
ー
も
↑
・
色
ｒ
ｄ
：
：
ｑ
４
ｑ
ｑ
Ｑ
Ｅ
ｑ
ｌ
Ｂ
も
。
Ｑ
４
ｑ
ｑ
５
昼
●
◆
●
●
●
ｃ
ｑ
９

鞠
車
単
車
車

。
＄
■
Ｒ
８
Ｂ
１
３
Ｊ
ｆ
０
ｑ
５
別
、
ｆ
ざ
ｑ
ｆ
伍
勺
包
已
■
日
日
■
８
■
〃
。
。

と接触のおそれが

あった

鴬戟鮮I7

; ('点〕

《
〃
刀‘

i ；

｜ ；

1 1
i i
l ；
！ ；

i ：

| ：
i :
｜ 》

“
雌
蕊蔦
！ ；

霊

i i
"
； （

; ｛

ｐ
〃
Ｂ
、
沙
り
り
ｐ
ｌ
ｂ
ｐ
Ｄ
Ｂ
少
乃
吟
じ
ｐ
分
も
＄
吟
、
お
も
ｐ
汐
、
う
り
■
心
乃
、
ｂ
ｂ
ｂ
や
ｈ
ｂ
Ｄ
咽
ｂ
Ｄ
や
ク
ワ
●
や
■
も
●
も
ｂ
ｊ
Ｐ
″
お
り
■
も
み
Ｄ
Ｐ
汐
虫
ｐ
〃
〃
Ｐ
Ｐ
〃
ｒ
と
伍
晒
ｊ
ｂ
ｂ
＄
Ｔ
箔
、
弔
訪
、
あ
あ
予
汐
沙
ｂ
秘
汐
わ
、
弘
抄
も
ち
抄
℃
、
、
夕
、
お
あ
Ｆ
ｂ
も
＄
毛
私
お
玉
ｆ
Ｕ
Ｌ
も
、
、
込
叡
、
も

画議定禁1k鶏所
I摸畷
;謹迩
i後退

25の2.11,4. 1,12()・ I

雑.令lの2

追
句
。
延
延
召
ひ
雪
迅
ｑ
ｑ
ｆ
■
■
唖
起
冬
ｑ
灯
。
‘
唖
ｆ
ｆ
己
召
■
君
寺
勺
亜
㎡
■
■
ｑ
“
呈
弓
用
可
９
９
９
名
ｑ
名
名
５
旬

I
巳
守
Ｑ
ｑ
ｑ
汀
Ｑ
■
■
ｄ
Ｑ
Ｈ
口
■
ｑ
ｄ
Ｆ
■
■
。
■
■
■
■

■

■

■

■

q
■

■

■

q
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

●

。 ：
■

■

■

｡

｡

●

■

●

●

●

●

◆

▲

●

●

●

●

●

e

●

●

●

の
舎
中
◆
①
●
令

〔規識癖溺弱認〉
《例〉

､鏡瀧

午前○時から午後C時毒で

<蝋失調120､、〉

●
も
●
こ
り
も

い
●
●
、
■
●

聡蝋"不I
： ロ蕊; I

ザ
イ 鱗6

~

お Ⅱ
蕊煎箪との蕊離率係持
26、”0，1（2）

【遮反態様畷記〕
(鋤
･時速総罵X”･で前箪
矯逓乗溺、時速約〈罵勘”〉
臆追従接近:_,、車濁願離
雑約○mで約ご”走行

▲
●
◆
の
今
Ｇ
Ｇ
◆
◆
◆
◆
◆
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：

賭；為速自動車
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●
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●
●
●
。
ｅ
巳
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の
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■
●
？
●
巳
巳
■
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Ｇ
ｑ
ｃ
■
巳
尋
■

懲透等車閥
距離不保持
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I捲定転回禁止違鼠

／一雫二二二会=噂撫蕊謬雲獺蕊
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ー~冨蕊蕊蕊焉~…~.'覇蕊蕊…~~… ！
§違反蕊《b停止命令勉点2襟識位篭
へ 《c停車地点。 △蕊認鐘麗

略錘記載

現總葡遊及び違反鰯状瀧並び聴轄記すべき事項を記瀧
す鳥こと。

(擁）

約C二雌通行

I
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番
号
鼠卿《違茂》

行為の蕊鎮

溺
壼

舜
翻
》
銅

蕊難壷額 鼠離《懲韓蕊蕊？溌条欄

爽
蕊
蓄
蕊|雷
蕊
綴 率寛獣識〉 ’輔患蕊･蕊〈鑪足欄）

鯵
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選蕊蜜蕊

禁蹴鍵蕊
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〃
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Ｆ
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Ｆ
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卓
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卓
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： 驚蕊禁識鍵蕊
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：
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逼擢篭鍵狩講進蕊蕊蕊難
逸鎚蕊
灘繊2．魁4．1魁鰯●'1

ロ ﾛ
C

《鍬令1鎌2

I

’
■
■
■
や
、
■

■
■
■
■
Ｐ
Ｐ
ひ
ゆ
ｂ
■
■
甲
早
早
●

総皮態織畷謎
《綴）

滞
を
か
作
を
操
キ
ル
、

一
・
ド
た

坪
た
ン
篭

ブ
強
ハ
ら

患
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ｑ
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ｑ
ｑ
ｑ
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Ｑ
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△

『a現認始鰯地点

闇違反鱗b“命令地点
す i瞳停章地点

進路変更禁.{k途反翻携

置後寧急･ ﾚｰｷ趣鳶
△現謹位置

>､違路奨更禁鹿樺示

－－－－』望－－－－－－－－ 大駁府道路交通規則第2条
の6により路線バスは除く

肘
肉
乳
輔
Ｉ

’
1皇

｛鍵謬。琴違反露 膨鍵鱗令鑓点
△現認値溌

’
略隠記戦

現場付近及び違反の状況舷ぴに特記すへき事項を記載

すること、

最慰速溌が藩い蕊撚の這越《今燕熱わらない鱒;ご純蕊した
醗擁 刑

《、
B

一一や①｡･－－－■－ロー亜一 画一一早－句や争＝■甲勺与甲争。－口－

蕊》一一一一錘j、
ｰや一屯● ◆凸 や■ ●■ ◆● 句c ■申 L町 角｡ 心･ ●･ qP ■G qb Gb雲･･ ｡. ●合 口一･･ 句｡ ●● b◆｡①｡ ■◆ 申 ① ●■一｡｡ ■● ■心一・凸 い私 生●q

志~/-零一………感電露 華?c畠・・一一○瀬一一
ーー巳一申一争全一

1．a窺謹姑総地点
患違反車”停止命令地点
《.． 〔嬉停蕊地点

愚後庫《鐘いつを‘た蕊両）

嘗現認単(”
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鰯

填雛金額

大
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欝
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翰
臓
儲

蕊講総反）事項･蕊条擬
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も り

遥越し違反

〔2点〕

随 9

e
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I
E
8
8
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8
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7諦
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2
■

■

2
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：
E

g
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■
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8
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8
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8
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台
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3
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8
8
●

■

：．
●

■

3
G

8
：
：

：
：
■

■

由

■

：
3
：
：
●

8
●

毒単議左鰯追越し
28．1，119．X （Zの鰯

霊窺讃し謀うとする車の
海灘遡錘し
28.11 . ｡､ 9．X （2の2）

遍路蔵電箪窃鰯耀越し
錨､畷､鰹9．1 〈2鈴2〉

蜜追越し条件違反
28.1V､i19．1 〈2の2〉

躍二蕊追越し驫始

2幾119'1 〈2鐙2》

〔被追越し車認記〕
(擁）

I､前率〈普還乗鰯）の左蝿か
ら遮謹し

0 も

〔被遮越し章輔雛〕
<縄〉 ，

，瀦携蕊〈普潔錆鯛〉の右灘
から遥越し ．

織遮越し章鞘雛〕
(繩〉

､北進中の路麓電寧〈OCo
○鋳鐸右認を追越した。

倣遮越し車及び追越し状溌
鴫露〕
(繩》

･前率罎逮乗用）を追越す
に当おり、対御蕊（普通賃

物）髄注意しなか．｡た。

q c

〔被追越し車鞘記〕
鋼〉
‘普逮貨物と普通染用を濁時
3－

$～（

i蝋鶴した。
I進趣暑争とした。
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略潤記載

現場付逓及び違反の状況鮭ぴに特記すべき事項を記載

すること亀
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ご蕊蕊灘車 ：鍵演態様騨識 ‘

{雛職懲い:獺瀞畷躍鯵ヵ鵯ゎ.でぃ礁
識鷲具鱒･I 〈2の2》 ： い・
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繍砿懲蕊から1.5メートル

鐙金蝿がある場競ぞ徐狩し
なか壷た烏

■
Ｂ
ａ
■
■
且
■
■
＆
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■

■

■

■

■

0 ：
■

●

七

●

■
■
■
甲
■

旬
■

○

｡ ◇

■
自
由
曲
■
■
車
●
早
申
早
甲
■
甲
早
早
。
申
甲
●
●
■
●
●
ｅ
Ｇ
Ｃ
ｅ
の
●
●
●
凸
合
ｂ
■
由
■
舎
■
告
■
４
■
”
■
母
■
■
弓
■
■
■
Ｆ
■
Ｐ
■
■
■
Ｂ
■

鶏糞謹響鑿
■
●
由
■

■
由
■
由
■
自
由

■

由

白

白 6

〔1点；

ｂ

由
由
阜
阜
申
早
早
申
早
早
早
早
早
早
早
早
甲
●
。
甲
●
。
●
Ｕ
Ｕ
ｃ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
●
●
凸

：

．：

q

i
8

3
8
8
8
●

8
8
：
●

●

8
$
8
8
8
● ■

由

由

：
：

7鵠

：
■

■

■

8
8
8
8
：

§
：
8
：
：
自
由

由

申F

■

■

申

申

申

j8
：
8
8

5
~

｡

鰯溌含豊灘蕊蕊進時の選;識警態樵溌溌〕
路変更鱒警

●

蕊の2亀蕊●．X鯵） ； (礎》 、
■

■

■

■

■
■
■
■
■
甲
■
Ｅ
夕
■
■
■
■
■
戸
■
佃
■
■
■
■
Ｄ
ａ
Ｊ
Ｕ

ク
ワ
●
Ｇ
Ｂ
●
。
●
。
●
凸
面
向
ｈ
由
■
由
的

■
■
車
申
早
■
申
申
■
■
甲
申
阜
■
申

1．漣遮ぜず進鶏壷譲ら葱か
鍾た藤

、
、

d q

勢､･乗金宮勤単の蕊諭を繊灘

,鱈驚-…け簿
（鯵.愈馨ぜた．

p ■

ゆ

早 口甲

● ■｡

号
■
。
Ｂ
、

ｅ
ｅ
●
。

Ｇ
ｅ
ｅ
Ｂ
ｐ
Ｂ
ｂ
ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｇ
■
■
■
■

ｇ

Ｐ
Ｆ
■
ｐ
■

Ｐ
ｐ
■
旬
■
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I 鎌 零鞭誇醤 ． 読織

略懐記赦

蕊場催迩及び遮鼠の状溌篭び;二特記すべき事項曙離職
すること,，

《例〉

･路藤電蕊から総I.“Iの溌蕊を豊潤爵:速約0k罫'hで逓
遥

畷篭認識

現場“及び違反"歌況並び腱特認すべき事穎を記載I
すること轡

乗合麗鋤蕊発進鑪霧

選例
瀞 ；

紺
…●●●●一

b
ｰ｡一●“■｡■…ー■阜巳一匿己…●…■＝b一一…面

露a

曇蜜豆 一一一ーー一
－

農"率{鰯:鞭
ず 、噂停車難点

識辮蘇冨パｺ
襟柱

一郎一
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一

衝
号

鼠認(違反）

行為の種類

麹
．
蕊
：
辮

鼠 金識 賦剣鑪緯事項･溺粂綴
大
溌
普
懲息議 本文

－簿
､《j:,…種

､ -

項〉
ｆ
Ｌ
卜
く
も
Ｉ

補足事項〈締足溌）

24
字
Ｉ

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｐ
Ｊ
〃
Ｊ
ｆ
ｆ
Ｊ
Ｊ
刀
，
Ｊ
Ｐ
Ｊ
Ｐ
〃
，
〃
、
３
Ｐ
ｂ
ｂ
０
４
、
も
も
、
ｂ
’
β
ｐ
ｏ
ｂ
和
も
Ｂ
Ｐ
Ｐ
ａ
ｐ
ｂ
わ
ｐ
や
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
り
ｂ
Ｂ
ｐ
Ｄ
Ｂ
Ｄ
ｐ
Ｄ
ｂ
ｈ
ｈ
ｂ
■
ｂ
ｐ
■
ｈ
や
Ｐ
戸
Ｂ
ｈ
Ｐ
Ｐ
■
ｐ
ｐ
ｂ
ｐ
Ｆ
ｂ
毛
■
Ｐ
ｂ
■
Ｐ
ｐ
ｂ
ｏ
や
ｐ
ｐ
Ｄ
ｐ
６
Ｄ
Ｐ
ｐ
Ｄ
Ｄ
〃
Ｄ
ｐ
Ｄ
ｐ
ｂ
ｐ
ｂ
■
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
Ｄ
ｐ
ｂ
■

Ｆ
ｂ
ｂ
ｂ
ｇ
●
０
●
■
●
●
■
■
■
Ｆ
■
■
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
●
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
色
■
●
●
色
■
●
Ｂ
●
参
◆
●
Ｇ
号
、
●
●
令
◆
●
●
●
Ｆ
■
合
舎
■
■
■
■
■
■
ゆ
り
■
●
●
色
●
口
争
■
０
●
の
巳
の
？
●
ｑ
ａ
ｑ
４
ｑ
等
ｑ
ｑ
■
ｏ
冬
分
。
●
。
。
●
◆
■
◆
◆
●
■
●
。
●
●
●
寺
■
■
●
■
■
●
●
ｑ

灘込み等

〔1点〕

｡q■
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菫唇繊懲
; I I危険訪止のため

室 ｜鱒榊繍鎌鎌，
: i 煎瀕|鯨
； ； 漣､i2c, 1浬〉

誇議熟麹｜
; 1 鎮織の…繕i
菫議いて|鯛"零｜
霊赫簿の煎万|麓: I
蕊謡:”･”）
； ミ

〔遮反態糠明記〕
銅｝
･警選貨物戦前方に割込み

9

瓢
＃ ； （

熟
： ： 《

i ; !

鍬
＄ ： ；
： ： 6

； ； ！
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－ L P
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● の p

： 《 《

； 9 8

蕊！
】 9 9

I
25;踏切不停賎等

； 腫点］

急 ：

3 ：
； ：

1 ：

； ：
： ：

| ：
71雛
$ ：

M
I

■
■
■
■

■
●
■
■
■
■
■

｜蕊擬憲章畷噸""種γ画踏灘

33． 1，1漁･I(2) ； ,逮過

： 《緯.泌線が畿けられている蝿
i △吟.）
： 璋孝
ｐ
●
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
』

這停.圭線設置

4,1､令lの2

(過失塊Il9｡野

談踏切

入 吟

や
、
■
・
〕
坐
担
ｗ
一

マ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
の
凸
。
●
○
●
●
。
●
○
句
○
○
○
○
●
■
○
○
○
○
ｑ
‐
軸
口
紅
弓26

I
[2点］

■
■
■
Ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
も
口
Ｑ
■
■
■
■
Ｑ
ｏ
■
Ｅ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｐ
Ｇ
Ｃ
ｅ
ｏ
Ｇ
Ｃ
。
■

の
亀

； i
： ；
● β

； ！
： 8
： 8
： 8
3 8
： §
◆ p
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q b
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： ：

： 8
● ■
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： ：

： ：
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： ：
： ：
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： ：
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q ●

8 5

： ：
｡ ●

1 ：
： ：
① ■

I

ﾛ蕊劉…"》
；鐘蕊態様明認〕

：嬬切鋤芋繍で嬬鶏機が入り

； 鰯僅!はじ島…“鰐
認･腰､1.1.9. 1(聾

； ， （したが；
； 蛾(せず臆1通行
●
●
Ｑ
釘
●
●
●
■
■
●
■
■
巳
■
巳
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｃ
Ｑ
■
■

(過失躯11.9．爵〉
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略図瀧職

現場1寸迩及び違反鈴状況並び漣職記寸-べき事墳を、記戦

割

雪儀
3i ! i iF

胸<了>rY子ｼ′

略図記載

現場付逓及び違反の状況錐ぴ↓こ篝記すべき事項を蕊蔵
す､患屋.と。

繭。 ｜ゞji津：
恩違反蕊獺鯨“一す ‐---..------－-----

K｣鰯
△蕊認位通
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~ヨー ‐十 ｢F ／

番
号
反割く違反〉

行葛の穂類

適
繍
‐
鰯

凝雛金蕊

大
蝋

饗
二
超

二：

輪
藤
付

反蕊〈遮反）事項，燃条機

本文
鰯
③
一
一鐙 蕊〉 輪足事項輔足繍〉

27

■ 6

交蕊点窺瀧折

方法遮鼠

〔1点〕

6 4 4 ヨ

鰯

弔
目
Ｂ
Ｊ
ｐ
唾
５
℃
■
。

い
い
鞍
鞍
ら
わ
寄
沿

寺
》
寺
一

分
＆
９
９
⑭
Ｔ

端
鍛
繍
繍
左
左Ｉ
塞擬
“'1、l観､I鶴

蜜溌行し鞍い左携
葵･X､]21. :I齢

霊徐行しない右折
鍵･爵､121・ :I総）

｜
；這蕊の中央に鍔ら

画|難点…‘こ審
鯛ない内翻り ．
満読 ．
鍵"葱､1鰯･I僻

鍾外翻り潅折
鋒､図､1蕊･I<誘

総反態様轤溌〕
<鍵〉
･左車道鱗昌寄ら激い左鋳

，雛反態様轤露〕 ，
鰯〉
?簿遮約○軸鰯蕊蕊で左擬

錘蕊態様弱記〕
鱗〉
･篭蕊総･趣の速度で薦講
<小躍りを錨定した多通行帯
謹蕊の場合》

曇小圏り鍔定の交驚点
鍵､Vた麓も鍵4．1，
令lの2

《違漂態様溺罷）
《鍵〉
1. ．中央線の左蝿約◇蝿を鍾
鍔お鋳、
璽．蕊蕊点中心の”織約●蕊
の趣蕊溌右折
“､鰯り鷺議定した多躍霜瀞
蕊鑛零の瀦折方法瀧艇の溌含》
雪小蹴り錯定の交遷点
鐵・Vただし瀞､4.X､令1の勘

鍵蕊態様鵜溌〕
鱸）

,交差点中心の外蝿約○mの
地点を窃折

〈小通りを指定した多選行帯
遭路の轄含）
画小鰯り錯定の交謹点 ‘
殿．Vた麓し職&､X,令1の2
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鯖図記磯

溌場付近及ZK違反の状混雑び(二特認す･べき事項を記職
すること。

"…鋪､ :
イーーーエーー=一輔 1
約1厩,癖-ﾍ趣)‘一…一

『二::::蔓::蓋駕篝“
：x》蕊畿蕊I獅煎…－－

｜篝| 道…"“

園…{;難蕊箇…す． △現謹位置

総 考

交篭点の中心に寄らない淘鍵りち擬

闘例

認墨二二塁
△ず

－－－一一一二幸
； ：

｝ ；

； ：
： ：

一一::X:::::I一一－－－ー

雛鼠箪蕊繊燃
i僅停恵地点呼、 △窺認砿麓

一難一
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十 i=一-－

番

号

反剣総反）

行為の蕊鎮

適
画

「可可

懸

反則金顎

喧
胤
曾
圃
二

絵
漂
懲

蕊蕊（違茂〉事項・罰条擢‘

本文（
麗
鍾
一
一
露
① 渡〉 鋪足事項〈補耀撰〉

27
交篭点右左謙
方綾違反

〔1点〕

6
1
､

4 4 急

画編…“鳶通行し瀞雛畷憾
”隠読 ：.，猶定された部分の鰯繍釣○

掛獄““．:瀕辮を石森
鋪､.令1鰯2 菰瑛～右折

弧小蹴りを錯定もた多遮朽帯
■
写
■
由
■
■
■
■
■
ｑ
■
阜
甲
■
写
早
口
甸
○
申
写
■
写

口
卓
。
ｐ
ｄ

●
●
甲
■
■
●
。

●
●
日
日
●
ｇ
■
●

●
●
Ｇ
ｇ
ａ
Ｇ

■

進蕊鋤場合）

垂小回り指定の交蕊点
34'Vただし繕､4．1，

令1の2

I右礎端〔違反態様明認〕

ﾛｰ施瀞鰯の繍瀞…籍"約.鰯の．

|*#¥"瀞…外"｡”
に寄らな吟、

ない

秘‘郷､】21'X緋 i認時逮約○雑録速度
■

■

、 勺
：

I
ｑ
旬
矼
矼
旺
母
召
■
■
■
ｄ
迫
ロ

ｄ
ご
ｒ
ｒ
Ｐ
ｒ
Ｔ
〃
ｑ
■
ｒ
ｒ
■
ｒ
■
け
己
乃
旺
起
ロ

“､翻りを捲定した多通行糖
道路での右折方法違反の壌鈴
ロ小蕊りま定の交差点
34.VただL磯491，
令1の2 ：

■ L■

a

■

●
■

ロ一方通行路指定部分以

外を瀧行しての海折
34．藤､4.1’嬢121.1僻‘

令:.の2

鍵反態様聡認〕
<例）
･捲定ぎれた部分の内侭約○
mの地点を窟折

c ◆

● 凸
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儲 考

一○一一画｡……一⑧■一一

略錘記載

現蟻付近及び違反の状混並びに塒記すべき事項を記載
すること。
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番
号
蕊灘〈鐘反》

祷為の穂議

選
置型

唖
韓
蝿

叉剛金額
Ｊ
六
澗
一

普
運
二

輪
孫
鷲

反副〈違反》事項・罰条擬

本文（
鵜
⑨
一
一
鐸
鯨 識 総足繋蕊（舗腿郷

6

27
喪差点右浅誘
方渋違嵐

〔1点〕

b

ら

6 § 4 3

U

p

折右

■
９
２
包
包
壬
刀
刀
”
刀
刀
乃
９
▼
ｑ
ｒ
ｇ
Ｋ
低
巳
区
■
名
■
５
＄
で
唾
起
○

ら
蟻
審
綴
い
い

挺
麹
職
な

篭
点
わ
し

蕊
い
差
識
好

左
な
喪
侭
徐

ｆ
■
▲
■
Ｅ
Ｂ
Ｕ
凸
の
凸
ｑ
●
合
■
●
刀
や
■
ｑ
ｑ
ｐ
ｑ
旬
■
夕
、
凸
宅
宅
も
■
処

震

<蕊侭〉

瀧定
i撫・V、

'耀蝿、
§法定
I鍵．v，
i鯉､:織

4,1

鍵虞態様明鋤
<侭） ．

'二段購噛折方法漣従わず臆
窃擬

●

、

■
６
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●

》
幟
》
》

〔1点〕

ワ
4 6 6

6

5

｡

蜜瘻舞含鳳箪繍“
路変更鋳警
34､斑､護0．1職〉

鰯鐺定灌篭識こ入るため
。
Ｅ
１
ｓ
ｆ
９
ｆ

左
右

…
Ｉ ;こ進路蕊更含露

車蔵の進路変更蕊書
35,斑､認,1V､1熱，X鍵

〔妨需態採明鏡〕
綱〉
･減鍵遣ず進路巻譲らなかう
た

●

● -

一
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略図記載

現場付近及び違反の状況並びに特記すべき事項を記載

す愚こと＆

侭
畠淫
告

I
△現灘地点

十交差点録中心

r3現認始蕊灘点

す違反車{b停止命令地点
《c停車地点

略錘鑓職

現溌付近及び違茂の状撹並び臆涛記すべき事項を記載
すること．

蒋擬合図車進蕊変更妨害

－－ ‘一一一一一一；

墨鐘一一職二二通二蔬二室：
ー~一一一~司曇 戸一一一一一一~一~一一~一一一一ー

§…{鍾識蝋:ゞ
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簿綴喜鴎畢ｨ畷鍾､'冒鐸家

。￥苓鴬gW熱■

・寒暑群碑豪孝一'1鼻謬；
4幽騨曇蝋蕊鋤騨幕塞驫。

《織

鰯蹄鞘瀧蕊“

鯵翠發鼻騨“．

ゆ
。
●
、
■
Ｅ
〃
■
Ｆ
Ｑ
ｆ
〃

斜
露
平
鼻
鴬
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謙皆書 ・ 蕊機

略漣記載

現場付近及び違反の状況並びに特記すべき顎項を謎載

すること．

躍鋤

＃進蹄謹更禁止標承 分濫帯

備 考

一一|…．
牌
人
創
瞬

-場…電蜜芦蓋燕=冒
大溌府遭路交通親剛第
豊条の6;こより路線パス
猿職く

轌
鮴
蝿
働
噴

｝

息…{鍵騨令

△漫認位置

9選行方絢溌通行堕分標識〈オーバー･へ｡ジド方式〉

､鴬行方獅溌通行区分擬示

略鰯離職

現場封･篭及び遮反鐸職溌戴ぴ憾蒋説･ずべき熟項を記瀧；

－40－
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番
号
漢難く違茂：

■

衛為の蕊類

ー

趨
一

雨
麹
瞬

痩蕊鍵譲
典
翻
一

鴬
選
竪

鶴
騒
騰

蕊難織鼠》蕊蕊・罰条擬
L ，

本文 <｛騨驍〉 繍建事瑛〈補足総

■

認

■

ｃ
６

擬髭遭蕊選鰭
箪妨書等

('2点〕
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竃交蓋鮮こ鰭鍬愚

I
擬先遮蕊
窓 蕊

鈴懲衛鱗書
I 選綴蕊灘

雛･霞､l鯵･I 《Z簿

繊審態様鶚隷
鱗》 ，
､普蕊莱躍の鴬蔀を篭翻り

;急プｼｰｷをかげきぜた墜
｛鰄さ趣た． ，
i左識こハンドルを勢らせた。
勺 6

通交蕊点;ごお§ｼ息 ‘ I

瀞潅緋入る鵜｜
令;こ懲綴L戦い

認蝋､蕊9．1 (2"2>;.
． §
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9 苧

I竃蕊蕊蕊安全進織瀞遮
i蕊
i”藤､X鱒･I鍵の鯵

I
■
●
。
■
吐
虹
且
④
ロ
日

■

砿
■
■
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虹
ロ
■
■
■
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巳
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ｑ
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■
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■
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＠
Ｇ
Ｂ
■
■
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■
■
ｃ
画

鍵震態雛畷調．
(鍵）

X､、対蕊凄携箪怒溌意しなか
った鐘 ’

2，交篭点濾避驚蕊横灘＊の
歩街籍に灘意し露か●た。



L－卜斗
報憲霧 。 蕊織

踏醗蕊載

現駕篭蕊及び違蕊鋤状溌並織こ蒋誌ずべ息蕊譲を蕊載
す患こ塵．

蟻 零

痩蕊蕊尭蕊両蛾馨
鷺 ，

遜溌

割. 1、葛違反軍 》ー鰯雛

毒鰯雲繊孑零－零一-零
§騨南愚一; ； ■一ゞ

’
略鐵溌歳

現場付潔及漆違蕊鐇戦況難び瀝縛蕊すべき蕊填を認戦
すること錨

‐4．？‐－
鼻生今

｢F＝可 －卜
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番
号

反則〈違反）

街為の種類

溌
用
欄

凝則金額

大
型
普
通
二

輪

原
付

反則（違反》事項・嗣条機

本
,図
《. ,‐、
;､1．ノ

認
⑨
一
一 項》 捕足事項（補足欄ノ

33 環状交蓬点窒
撰等方法違反

〔1点》

5 4
兵
器 3

受瀞歯‘
｛識
35の2． 1 ， 4． 1 ， 1鰹

・ 1(5)、令Iの2

{瀞墨”。

｛
直進
転回
35の2，M、 ，3． 1 ， 121
． I (5)、令iの2

遮反態標明記！
(例》

左回りして総端臆沿わずに
通行した

34 環秋交差点通
行車雛害等

〔2

9
与
り 6
ｰ

｡

画環状交蓬点における環
状変差点内通行車丙の
進行妨審
37鋤2． 1 ， 4． 1 ， 1”
． ’ 〈2の2}、令}の鷲

国環状交差点に入る場合
に徐行しない
37の2．Ⅱ 4． 1

119． 1 （2の2>、令；
の2

遮反態様明識
《例）

･僻通乗用の直前に進入し

{蔑鰄……
・麓回f)して右回りの普通乗

{灘簔熟書績．

党ミ
ヅン

環状交差点
安全准行
議務違反

〔2点〕

12 9
〔
Ｊ
５ 6

。環状交差点安全進行髪
務違反
37の2．m、 典i ・ I

119． 1 （2の2>、令
1の2

違反態様明記；
(例）
1．綴状交舞点に入ろうとす.．
る替迩索用に瀧意しなかった
2．潔状礎篭点内を通行中”
普通乗用に注意し鳶かつた
3．環状愛蕊点直近道路を横
断中の歩行巷に注意しなか
った
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購牽報誉蕎・続綴

略磯紀載
蕊壌付透及び違反の状況並びに特記すべき事壊を記職
･す-ること
側端(二沿龍葱い直進（図鋤 N

侭｜墓墓~、冨 囹
冨綾“蕊震

略露鎚載
溌壗付近及び違反'>状況並びに特記すべき事項を詫戦
･する逓と

侭

獅ツ ふ_｣i_
環秋

の進

○・ ．

振量｜Zni"麗
肉

路選記載
溌壌付近及び違反の状況並びに特記すべき事項を誌載
す愚ごと

－44－
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番
．
号

反難縫反〉

行為の謎類

灘
立国
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繍

箆則金額

穴
麓
蟹
通
堂

蕊
鼠
臘

反難《瀧騨事項・儲条綴
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自
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？
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車
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■
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■
■
泊
白
■
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Ｆ
ｐ

画横瀞歩道簿接遊簿輪舞
，急速蕊逮茂 ‘ i
錦､I､鰹9．1鱗

画進路前方讃欝歩道等を
歩行瀞等横断中

;一癖不“
ﾐ遥行妨鍔
3s､1，通9．X鋤

汀
■
■
口
⑧
■
■
■
■
ザ
■
■
車
■
■
■
●
●
●
■
。
●
●
４
Ｆ
●
◆
■
９
◆
皿
。
。
■
ｄ
Ｑ
Ｂ
ｐ
Ｇ
ｂ
■
■
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●
●
ｂ
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Ｃ
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ｃ
台
。
●
ｅ
Ｃ
Ｄ
由
合
■
■
■
由
■
■
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申
申
凸
■
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甲
■
申
■
甲
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申
甲
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甲
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早
●
甲
９
９
町
卑
号
Ｕ
号
■
ｃ
■
■
■
■
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■
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■
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【一時不

〔遮反態

(鋤

1

{

停止】

､ ｡

‘遥災“19､H

1:働横溌歩鴬等
絢歩狩考等

雛及び妨瞥態様明龍〕

自転庫の遡転者

急ブレーキをかけさﾔをた° ． ．

健li:させた償

左右にハンドルを切ら･菅た

2歩行者C名を立ち止まらせた‘’，

屍
。
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
Ｅ
Ｉ
６
１
、

{畳這懸｝ の就方通過
(単路で停止線渉設;ﾅら

れている掛合> ，

口停止線殻侭

4． 1，令1の2

I
過失犯11．9．Ⅱ

口横断歩遊等

口歩行者棒

【通行妨害1
I
，

〔妨欝態様明鋤

《例〉
●

6

1 崖繼蹴の翻転者に

｛
急プレ･&･寺をかけさ･世縫

惇止させた‘

左右にハンドルを切らせ鑓

2歩行者を

｛

I

立ち止まらせた
● ‐

○歩後退させ亀

(願路で停止綴が投げら

ｵ1’ている場合）

圃催I上線段慨

4． 1，令1の2
■ ウ ■

｝
I

}
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議篭祷 ・ 蕊綴

略翻記載

現場葡迩及び違度の状溌並が;こ蒋紀ずべき蕊項を記載
する星と屡

篭 毒

図侭I 歩行者

農違反箪

覗篝駕灘
l仁停車地点

6歩涛瀞

△現認位置

醗
幽縄2 農転蕊

総灘
KC停露地点

T綾妨審自転蕊

△現認拡侭

粥庸転蕊横麟帯遁路標

進路蕊方横断渉遥簿を横鰯しようとする歩行者等ある

とき…一時不停止

圖違度寵
す(息現認始期鵡蕊
、上停止命令姥点
ic停凍地点

●歩行者

△現認紘職 I

－46－
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●
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凸
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●
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●
●
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甲
●
●
。
●

､交麓点内 歩行
徐行

を
，
●
！
！
，
の
ら

<･名》者

I
しない

…鯵停蝉し＊い

こ
稀
と
歩

鯵
，
津

郷
転

加
鐘

蒋
リ
ー
許
》

盤
碑
刷
・
屯
野
師為を・簿か

霧を
〃
■
■
血
色
申
●
ゆ
り

i立ち止まらせた．
:2歩後退させた鯵

ゆ
■
■
ｂ
■

I
・ G
E
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番
号
籏則〈違漢》

行為の穂類

遥
垂

万万丞

繍

反職金額

大
蕊
普
通
二

蕊
藤
儲

漠則〈違茂〉蕊項・罰条綴

本文〈
鍵
錘
一
一
鐸
懇 漠〉 擁足事項〈補足鋼
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I :
： ：

驚鐵誓霧菫霊，
〔2点〕 窪

； ：
§ §

韮

I

6

画
の
■
由
■
早
印
■
■
■
■
■
甲
。
Ｕ
■
Ｕ
甲
■
■
■
■
■
Ｂ
Ｇ
■
Ｑ
■
ｂ

画 I
識溌歩遥等
識欝参遮等拳煎薦瀧 I
停止恵騨等鱒繍方蝋灘
…簿然停遮
鑓､鼠､i鶏'1鋤

画横醗歩遭鍛こおける蕊
方掌両等の繍方通過瀞

方進出
38'通､型9．1鋒

画織鱈歩懲等手隷二お$ナ
る蕊方箪漣等の綴方通
遣舗方進麗
雛･誕迩9.X（2）

6

劃鱗鱗溌篭のない

I
交差点

交差患臘迩 I ;こおけ
患横翻歩濡零の選行妨

■

; ，害
■

■
■
缶
■
■
■
■
■
■
■
■
七
●
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
甲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
卓
■

■
■
■
■

38”2,通9,K‘ 《2の2）
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横溌歩道等手前鴬蕊停進蕊灘等の鞠方遥遥一時:不停蝿
職’

’ 寧
蕊

・
雄
薯

停
の
鱗
零

点
点
鍛
錬
圭

鰭
命
銚

認
賎
套

現
停
繼

ａ
ぐ
む
《

野
Ｊ
Ｑ
ｂ
ｏ
ｇ
Ｊ
電
；
０
９
５
唾

童
．蕊違

蝿
騒
↓ kご停寧地点＄

麓
溌

さ
一
慰

謝
識
譲
現

。
．
△

■
，
，
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~=号 ｢F一十－
I

番
号
反難《逮蔑》

行為鯵穂類

適
垂

『ワリ

鰯

漠躍金額

大
潮
蕃
溺
二

鶴
漂
慰

蔑鯛(違鐸事瑛・溌条霧

本,文職渉） 輔足事項〈補足蝿〉
■
唖
旺
唖
里
酢
ｒ
ｆ
■
旺
旬
ｑ
４
ｄ
４
ｑ
■
可
ｑ
ｑ
■
ご
圧
Ｔ
ｑ
Ｕ
ｑ
ｑ
■
■
且
■
■
且
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
汀
ｕ
Ｋ
Ｑ
ｇ
ａ
ｒ
■
■
■
■
●
●
Ｇ
●
Ｇ
Ｇ
Ｇ
■
ａ
■
ａ
Ｑ
ａ
Ｇ
●
■
合
■
由
り
由
口
早
■
凸
。
、
。
。
卓
申
■
■
ｇ
■
■
●
●
ｑ
ｇ
ｇ
ｇ
●
●
●
ｇ
●
●
■
■
●
■
●
■
●
■
■
■
ａ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ａ
●
●
ｂ

霧等鑑識嗣劾

〔1点〕

1

q

,

8

2
■

■

I
甲

1
8
：
3
8
8
3
：
F
●

8
：
8

1
■

■

8
■

■

8

も

3
D

2

1
.

■

1
．9
8
8
B

i
白

オ
：

！
：

i
I

37‘
■

7

勺

●

6
Z

鏡
｡

|葱灌蕊徽鐘}におい
； て緊急爵勤車が接近し
： てきたの値 ．
； 1交差点を遷;ﾅない
： 1左綴‘こ審職鞍い
： ；一方懲濡錨で窟繍へ
； ・ I瀞らない
！ ；…時停止しない
: 4c･I､』鋤･I鋒

麺蕊路臆お準て繁慾嵐勤
ミ オ車が接逮してきた錘に

I識■
： ；

霊
甲
。
●
甲
。
早
●
早
●
●
ｐ
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
凸
●
色
色
●
由
白
白
●
白
白
白
白
白
白
凸
●
凸
凸
由
由
ら
の
血
・
・
申
由
・
台
●
・
・
・
車
中
■
由
申
申
申
由
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
ｂ
・
・
・
・
Ｐ
ｂ
ｂ
ｅ
甲
ｅ
ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
多
ひ
Ｕ
ｅ
ａ
Ｄ
乃
乃
で
あ
ぁ
乃
刃
岳
■
日
日
■
凸
ゆ
ま
ゆ
も
彊
汀
丑
９
５
泊
Ｂ
ｐ
刀
亜
夛
亜
夛
亜
渉
珍

謡

圃鍾議櫛途ﾙｰ翁ぃ
て消滅蕊車葱が接近し
てきたの;こ

i－癖停止し象い､交篭点態鎚ｼない
蕊の2.1,1灘．X職

蜜単路憾識･する溝隣溺車
識の進狩妨害
4Xの2.1噸鋤･I鋤

《緊急罵勤単の種別明識
鱗〉
･警察鰯緊急嘗勤車
'遜液選識用窟馳車

〔遮反態襟覗辮
鱗〉
､交差点内で停止
･左繍;二寄るべきなの{こ右露

lこ寄った。

･一方通行灘で左繍;こ寄るこ
とが妨審となる鵜合で布蝿
鐘寄るべきなのに左繍に涛
づた

織審態雛湧認
<例〉
･進蕊を譲らない。

）
〈
、
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鑛穏離職

溌鵜付遮及び違反の状況遊識鴛鋳熱すべき事項を記載
すること?，

（擁）

，窪（鳶〉車篭端から｡、のところをそのま賞進行

緊急嵐勤車妨害（左灘こ寄らない〉
爵

” 1．
..｡...…~ー一~､、

篭三豊毒 麺一
露
一
一錘

輔
胤
一

－句○画凸今面一一●…●一

鴎

鴎瀞喜噌…鰯
△現認紘篭

爵違反車

亨{:蕊驚競：
l鰹停車漣点

’
r轡－
1
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■
■
■
■
■
ｑ
ｑ
■
■
■
Ｑ
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
●
ゆ
■
■
●
●

’ ’
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
０
ｇ
Ｄ
Ｐ
◆
◆
●
■

ｏ
ｃ
Ｂ
ｂ
ｎ
り
■
む
む
●
■
、
旧
■
〃
Ｐ
ｐ
ｂ
Ｄ
Ｄ
ｂ
ｂ
ｐ
ｂ
Ｄ
ｂ
Ｅ
Ｂ
■
Ｅ
ｒ

、
、
１
１
９
ｑ
ｑ
ｑ
Ｕ
ｑ
１
ワ
ノ1蝋

’

－51－
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番
号

。
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
●
●
●
●
辱
◆
●
◆
◆
心
◆

蕊瓢(違反〉

行為の種類

脅餓リ金額

關艤
室

翰
蕊
儲

鼠 鋤（遮反〉事蕊、罰条擬

率文
〃

画

守霧～鍵
《<p~･錘蕊〉 鋪懲事項〈補足職

●
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
Ｂ
夕
■
ｂ
色
ク
リ
り
じ
自
今
■
β
〃
抄
Ｂ
ふ
り
Ｐ
、
Ｐ
ｅ
Ｂ
二
Ｆ
〃
■
分
少
少
９

今
〃，

〃
〃
、
缶
も
４
Ｆ
仏
、
ｂ
ゲ
グ
ヵ
や
ｐ
ｐ
乃
も
迅
矼
矼
夕
、
〃
〃
一
〃
Ｕ
泌
Ｌ
〃
、

服
鵬
賑
瀧
賑
雌
唯
率
歌
津
瀧
駆
龍
龍
郡
癖
羅
灘
蕊
郡
郡
那
郡
繩
雛
那
報
郡
釧
剛
湘
鯏
剛
馴

反蟻癖
、
：
？

》
“

ノ
か
咽
忍徐８３

《
齢

一

・

I
q

I
8
D

●

3

：
｡

b

■

：

：

：

：

：

：

：

：

：
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

：
◆

砂

：
●

？輪
：
◆

G

I
6
t

；

i
t
8

1
句

リ

：

；
；
；

I

l
I

i

9：
§
i
i
；
◆

§

！

8

i

i
I
I
E

I
E

i
g

剛
馴
脈
郡
州
蜘
Ⅷ
州
鋤
同
Ｍ
ｗ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
剛
祷
唯
脈
唯
唯
脈
脈
雌
灘
雌
瀧
帷
誰
窕

鐙鶏淡…･･時

擦止等

釘､I
jqももみ〔2

擢
不

。
■
、
Ｈ
Ｈ
４
４
Ｕ
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
ゆ
●
。
●
●
◆
●
、
●
、
●

qQ

も夕SU

◆
◆
■
も
●
参
参
◆
●
◆
●
●
●
。
ｑ
●
も
、
Ｑ
・
ｐ
Ｐ
〃
酌
ｂ

〃･

あ

画婚定場所一時不停止
43,4, 1､119．1錘､令1
鋤2

〔違反態様明記〕
<例〉

･寵から戦#:::御かい一蒔停旗
行

■■■■■

(過失絶119･勤

画交差道蕊通行単満等の〔訪答態様湧識
進行妨審 〈侭）

43，119． 1鯵 ・普通乗扇の直前を横切り

| j急ブレーキをかけきせた〃
； 1停職させた＠

４
ｑ
４
６
ｑ
ｆ
ｑ
Ｑ
Ｑ
●
。
。
■
■
■
●
一
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藷告襟 ・ 綴樺

一一……由■口●■●■●■■■－－－m

鯖 幕

略遜露載

現場討透及び違反の状涜並び;ご糠記すべき事項を記載

するこ・とc

職）
，時速･錘･で進衛

路鰯溌斌

現場侭･篭及び遮反の城溌雛ぴ臆特離すべき:蝋填を驫載

すること・

患ゞ

L丁至耀雛-｣#"熟 1心配

摩。嗣魏
g襟織位置
△現麓位霞

トー.l“i－→
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籍

･響

反蝋《蕊鼠》

瀦篤の篭類

苧
鍾
毒
聯
認
瞬

漠灘金額

大
灘
蕊
競
熱憲蕊

8 $
： §

鍵輪謝

鼠剛韓蕊〉事蕊・総条

自慰 文〈
蕊～蕊

-‐鯵
》鎖 識態事磯 《綴腿概

Ｇ
４
ｆ
ざ
笹
口
●
●
●
●
合
ロ
①
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

■
◆
●
曲

〔故麓の場合
6，
d

Q

q

煎鎧艤蕊懲寵

鐵騨.蕊譲匙

“錫講等総齢

蕊転着等専簾

識蘇等以熱〉

！ 13点〕
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｜
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＆
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■
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：
：
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8

：
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｛
■

｛
B
■

5

G
戸
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目
p

：
f
p
■

8
■

識
b

G
8

i
P

I
＄

号
ｑ
４
・
句
４
守
○
Ｇ
４
各
守
◆
与
勺
。
◆
◆
◆
。
■
●
■
●
。
●
■
●
④
■
●
●
ｑ
●
。
●
巳
●
巳
巳
巳
巳
巳
■
■
巳
■
■
■
《

ｄ
鉦
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
■
■
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ｏ
ｑ
ｏ
Ｄ
Ｑ
０
ｐ
０
ｇ
Ｑ
０
ｂ
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Ｄ
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ｂ
ｐ
ｐ
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Ｆ
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ア
ア
か
沙
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功

ｐ
Ｕ
ｐ
ｂ
ｐ
ｂ
ｐ
ｂ
ｐ
ｂ
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狗
幻
羽
乃
面
狗
わ
い
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〃
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も

蕊
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●
●
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
ｂ
■
■
■
ク
ク
Ｆ
■
■
〃
沙
沙
予
秘
冶
伊
凸
砂
＄
●
Ｆ
ｐ
６
Ｐ
少
砂
Ｐ
や
少
Ｕ
〃
や
丑
も
夕
わ
〃
ｒ
Ｐ
Ｐ
〃
ァ
〃
刀
Ｂ
い
‘
Ｂ
も
、
砂
Ｂ
ち

い
か
ジ
ル
ル
ル
ル
心

４
く
迂
自
矼
口
■
Ｑ
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
汐
Ｅ
Ｐ
Ｐ
■
〃
〃
沙
ア
ア
ァ
刀
ア
沙
乃
ア
ァ
ア
ア
ジ
ァ
ア
刀
ア
カ
ア
乃
乃
刀
刀
刀
矛
乃
刀
汐
醇
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
伊
伊
刀
町
ゆ
ぁ
抄
３
２

灘

〃
″
ｐ
ｂ
口
■
〃
矛
刀
尹
、

I
Ｉ
！

I

ｑ
ｑ
ｆ
Ｈ
さ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
●
●
■
■
●
●
●
Ｑ
ｂ
ｂ
ｇ
●
●
■
。
●
。
●
。
■
●
●
●
。
●
●
●
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
〃
Ｐ
戸
■
■
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I
I
Ｑ
ｆ
目
ｇ
ｑ
４
も

鋤

n禁礁蕊所臓篭

王

職：

《鯵分織》

1蕊緯2．1難

も
も
ｆ
Ｐ

譲
糾
識

垂
蕊
“、4・I、令I鐸Z

1． 《鱒分撚》;二蕊麓

2，

X緯潔簿した簿蕊増溌.入

す･是

漣
譲
で
藩
と

譲

法定遮

蕊霧溌

条鎌･号．

、鱗蕊

す騒号

課こ総」

条“･号･

鼠の場合強

I
＃

淫よ､:〉.z､遮溌 ；
を異&こする鰯 ；

､で、鱗蕊の〈 》に瀧 ；

藩す騒号を認入嘩-患患 ；

と課こ総足穂の余慶蕊 ；

揚鋤簿を◇で識み遥露 ；

溌溌鳶騨溌零.遙謬

の

I
I

１
１
Ｉ
Ｄ

I

織憲遮鯛
〔譲定難簿蕊禁賎蕊薪畷識

、
。
』
〃

･礎蕊点鈴蕊鰯から◇、

法篭嬢繕蕊禁恥場誘

1尋～礎篭点、識薮歩蕊
劇議事讃麓慧、蕊瞬

職蝋難内，蟻鯨蕊庭

儲逓、鋤蕊の諺な猿

：､獣ネル

2警～交豊点錫溌蟻又嘘道
路のまが$)か鷲から

5m灘縄

3尋･毒織簿鯵謹、懲蕊蕊裁
鰯幣鈴織、織燦鍵

から5灘以内

4雷～安全箪慧溌鍵及び鍵

翁溌構塞縄雛分職

･綾；蕊鋪か亀.鱒職

蝋内

赫号～綴奮艤・譲鈴標承

鍵・鋼か急泌轆

戦内

職･号,､繕騨職・織総端か
亀19，談内

齢憲遮鐵

X規剥瀞灘及び鏡繍難難畷鶴〕

《鍵〉

・ 認識涛濁･人,午瀧･詩から

午後・祷畠で

。 鏡鋤蕊繍～患勤車総勤

堂:鎗浄除く》

1
蝿失謁I灘の2，卿
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穀涛書 ． 識織 蕊 考

略閲記救

現場付近及び遮反の状況並びに特記すべき事項を記戦
すること．

法定駐停車禁1k場訴違反

屡1鰯 今’ －－－4
蔚

一悪~~壷董
一一一一エーーーーー一

応5更冨鳶一~一ー

謝定駐停車禁進場藤違鼠

=塁調。 ‐－
謡

⑧

－．銅一区慶一_･蕨＝『-W－1．
鱒顯
j
＊

’
｛

！
愚違反箪
曾標識位麓（駐停車禁止標識》
△現認位億
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番
拶
反灘〈懲反》

行為の灘鍍

凝灘念願

溌
蕊

悪

穂

爵
“
通

駕
按

●
爽
燕
毒

選
溺
藤

‘ 反劉（違反）事項・鵜粂

本寛ぐ

《
蕊
②

一
一

轟
懸
鯵

）潔 補足事凝織足鋤

40

。
■
■
■
ご
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
■
Ｑ
□
ｑ
■
凸
白
。
■
■

む
む
国
守
▼
ｅ
甲
写
り
早
の
ｐ

＠
ゆ
ゆ
寺
甲
ひ
。
●
。
●
ｅ
●
Ｇ
ｅ
ｅ

ｅ
Ｇ
ｅ
Ｄ
●

E

〔放鴛の溺合〕：
ｃ
ｃ
企
●
●
合
由
由
の
甲
牢
早
申
▽
甲
守
”
甲
９
９
９
甲
ゆ
り
ｐ
巳
●
ゆ
り
ｐ
ゆ
■

■
■
巳
■
■
■
・
●
●
じ
じ
■
石
■
■

■
ｅ
■
■
■
巳

放麓騰聴述謹

鍵盤率禁止；
溺溌等〈蕩齢

蕊轤審等専鰯

場訴鱗災外:〉

〔3点〕

繕
I 鱗
‐

ｄ

ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
１
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
１
ｌ
！
●
！
．
！

２

ｑ
ｑ
ｑ
ｒ
Ｑ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｄ
■
Ｇ
Ｈ
Ｂ
自
凸
印
凸
自
曲
申
●
凸
■
Ｕ
ｑ
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｇ
●
■
●
●
■
●
●
・
号
●
■
ｇ
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
●
ｂ
ｅ
ｅ
ｅ
■

鯛

i
ヨ

8
2
■

：
：
9
8
8
8
q

･

号

3
8
8
8
8
8
：
■

■

■

：
■

：
8

8

8
8

：
自

目

．：

2
ロ

リ.蝿、
8
8
2
t
凸

号

g
a

1
I

画時懸職娯駐率瞳樹で鎧
定蕊分腫幾わないで、

P ■

砿蕊枠外であ愚交蕊点

零に溌慧る散驚

蝋時分溝》

,鎗鋤3‘Ⅲ.、4．Z，饗

（ 〉、園.9のZ・I鋤

令X鯵2，

圏凝齢遮繊者簿専蕊鋳繍
鱸嬢嬢蕊麗卿で蕊潔率
蝋外の蕊櫛の懲蕊枠外･‘

であ患交差点等漣おけ

為鼓麓

‘《時分繍勘
錨の4，4'X、“（ ）、

1鶏の2．X鋤､令1の2

銭制時漣及び議剥車瀧鴫謹〕
銅）

､蕊粂繼癖鋤蕊領による．
鞍定職停車鶏と瀦所畷識
法定駐停車禁迩鴇蔚

1号･-交蕊点、穣勝歩遊
欝転瀧談關滞、踏切

執遭繊内、坂の頂.上

付近、勾羅の急發坂

ムンネ砂

2．号-磯篭点鋪鰯蝋.又捻鐵
・ 路鯵まがりかどから

5唾以内

幾号～鱗灘歩逮、嵐転薫溌
溌瀞の諭，後I鮒溌

から5m以内

4号～安全聡辮左棚及び安
勺

余聴蕃左鶴翻分諭
q

･癖鰯鐙から10m
､以漁 ．

5号～停留鰯′鵜}の穂示
鰹・鍵から聡睡

職内

6号～溌勢鱗・後|側鶏か
ら灘睡以内

(職失犯119の2．職
4

そ
高蕊涛勤蕊蕊遭

麗勤軍騨購遭難
譲擬

‘野分I雛

牙

75の8．1，鰹9の2．1《2》

■
■
■
■
■
■
■
■
ｅ
ｅ
ｅ
呂
吾
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
ｏ
ｄ
■
ｂ
も
■
●
■
■
号
ｇ
与
り
Ｕ
ｇ
ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
●
夕
ｐ
■
■

〔蟻停車蕊富鏡溌：

鶴〉

1携帯電蒲操作のため
2

｛
故障

休息

のため｛
路潤

路棚帯

から○mはみでていた

C l
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１

蕊告審・続綴 傭 琴

リ
ー

略騒記載

現場侭近及び違反の状況舷ぴに特記すべき事項を記載

すること診

高齢逮転者等専鰯泌燕等以外鋤時腿灘溌鐵難聴職で撚篭部分$二従
わ燕も嵐で懲血枠弾･尋･あ恐交蕊点等紀おけ愚放礎
側例

時漉瞬撰箪蛎遼.腿様蕊
〆､捧一~舎

筆 斑
畢 △ ‐…….….…4

．~~……rムーー.｡‐

毒；………｜ 馬燕……---
錘｡…琴

： ：

：3m 『－－－－-一一一一

尚齢遜溌着辮導鮒難船鱗磁蕊獺侭蹄審綴箪単腱外の単蕊‘>駐禦枠
外であ感交蕊点等糎おげる裁麓
綱侭

’
湛齢逮鞍灘･等‘聯照時悶職誤遊簸蕊濁標識

“．/・ 、
△ 『弓 、､､=、〆。｡、

i￥ノ 岸‘ ￥
・・＝‐－－岳一････

蕊
A
fg

f：
F ,

一
‐

》
一
一
・
．
《

ｊ
■
：
。
０
．
０
－

専等考転遮齢鹿。
．
・
″

率
》

閉
り
衝
職
騨
雑
鍛

躍
進
篭

》
識
、
諏

識
識
診
ゞ

嬬
嗣
・
グ

蓮
〃
麓

車
億
キ
億

反
謹
一
認

遮
橡
（
蕊

痴
蝿
鍼
謹
・
…
”
…
…
△
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番

･号

･蔑剛〈違反》

稀為の種鎖

懲
用
鯛

反謝金綴

大
溌
薫
鏡
瞥
逓

鰹

翰

蕊
縛

擬期《遮震》事項、繍糸

本文（

一
慧
織

一
一
＄

雷
懸
①

》項 総足票項《総足織‘

“
鯵
２

鯉徹の場合〕

孜撹駐箪違

反〈駐車禁

止鵜誘等総

齢遜転毒等

専瀦鳩薪等
以ﾀ粉

： 〔2点〕
●
●
●
●
①
●
●
■
●
●
●
●
色
色
企
血
色
血
色
色
白
■
由
■

■
由
■
由
■
■
■
■
■

早

' 呂
車

早
早
早
早
中
甲
。
甲
甲
●
●
●
●
ｐ
、
●
■
野
Ｐ
Ｂ
野
己
丑
乃

I
I

I

葱

; :
； ：
； ；
！ ；
： ：
： ：
： ：
： ：

§ §
： ：

§ § ’
； ；
！ ；
i i
： ：
： ：
目 ：

§ ；
； ！
§． ：
E ：
E

I
8
2
8
3
自
由

由

2
■

■

■

申

■

呂

呂

：
：
： ．
：
●

●

●

8
9

8
分

§
E
D

I

：
2卿
I
■

由

■

I

1
f

I
ド
ド

ド
f

【
B

I

I
F

I■

9

I
■
早
■
ｑ
早
■
ｑ
Ｑ
■
ｑ
■
巳
■
ｅ
ｅ
ｇ
Ｄ
ｅ
●
の
●
宙
●
由
■
■
■
■
■
印
■
■
■
■
■
甲
阜
ｃ
甲
、
申
ｃ
Ｂ
Ｇ
ｅ
●
。
■
Ｃ
Ｇ

画禁止蕊競蚊溌

奄

裳：

《鎌分潤：
X19鯵2．1鶴

蜜鑛定

編・I （ 》

蜜掻定
45．X， 4．I

令1”2

1．、 《鱒分擬》韓蕊露

又総認熱した時麗を雛入

する

2． 法亀違漢の鶏合繊、

遮漢鐇蔚に寂って遥溺

綾柴の号を異穂するの

； で、鶴条鰯（ 〉臆溌

： 用す島号を龍入すると

： とも糎補足鵜鯵余璽部

9； 分鈴鬮をoで職み違反
●
●
由
白
白
さ
自
由
■
■
由
■
由
■
由
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
●
ひ
〃
丑
巳
″
ひ
ひ
ひ

鵜溌感靭寵す愚鯵

繊定遮凝】

〔法定駐車禁脆聯講畷鵠〕

鰯）

･火災報鎚機から○m

法定騒箪禁止鶏霧
1勢～蕊ﾀI維設
･人の嬢陣溌蕪

｡貨鞠の積鐸し籍所

･隷車鰐溺

・ ・富職箪の籍諦溌溺

･嵐勤聯の鋒理場蔚
の磯入口から＄、以内

2号～遭難工事I蔦蛾鉛侭蟻か
醤5m以内 。

3塔･～・溌防器興醗鰐

･消防用水籍

鎌繍輪鎮域、道路に

接する出入;:”から
5鯉以内

4号～・鴇火栓

･獺防照水糖凝水口

･穏防溺水吸管投入乳

から5m歎禽

5号～火災報知機か賎1m

以内

総定違”

鍛鱸鋳灘及び幾舗蕊穂騨鋤

(例）

｡“条鑛定〉の婆領によ愚。

騨謬1

(選失犯澱9”2､齢
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磯報告番 ， 銃綴 考

略図記載

現場付近及び違反の状況並びに籍記すべき聯項を記鮫
すること1

捲定蕊車禁1k鵯競違反

|蔚鍵
S
ー 皇

Ｎ
入
域
へ

塁

膳－1”－－密--．輝躍－－｛

－－－－－■ロロ一一一一一四

； ○・滴畷 ；
2 . ：

§違反蕊
’襟鐡位懲《駐車禁止標鍵》
△蕊認位漕

ｰ…●｡●ー
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番
驚
反躍(違反》

椿為の灘類

避反雛金額： 猿剛〈違反〉事項・耀条

層
騨

目
●
。
■
。
■
●
●
０
■
●
Ｏ
Ｇ
■
ｇ
■
■
ｑ
■
■

大
蕊
箪
綾
普
通

ー

ー

鰭

：

瞬

儲

■
■
０
■
■
Ｃ
Ｄ
●
●
■
■
■

本文《
葱～図

妙～翁
）項 補足事項（補足欄〉

〔放置の場合〕

鼓溌蹴車違

:|鰯鰯
“
》 等

等零
溺
Ｊ

転
聡
Ｉ
点

遮
窮
如
璽

齢
専
以

■
Ｐ
の
●
〃
け
。

I 1

; :
： ：
： §

！ §
： ：

： ●
。 ：

： ：
： ウ

■

: ．
： i
■

： ：
： ：
： ：
■ ●
e ■

8 8
： ：
： 8
： ：

i i
： ！
： ：

; :

: i

1 i
"

: ｜
； i
： 8
0 8

趣2“

I
: l
i l
i i
i i
8 ：
： §
： ：

i §
■

■

■

：

■

1
; ’

鰯
巳

9

■
■
■
Ｑ
■
ｑ
■
○
■
■
●
ｑ
■

画無余地鴇爾放篭
《時分閥》
119の2．1(}）

■
●
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｏ
Ｑ
Ｑ
●
ｑ
●
ｑ
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
Ｑ
■
■
■
○
ｑ
■
■
■
■
■
Ｑ
■
且
■
■
■
■
■

ｑ
ｑ
ｑ
■
Ｇ
●
ｑ
Ｃ
Ｇ
Ｑ
ｅ
ｅ
ｄ
●
ｑ
●
。
■
■
■

王
蜜法定

45．図

蜜擴定
45，m 、 4 ．X

令Iの塾 ．

鍵反態様鴫識

《例》

,駐車箪溝の右侭部分余地●
、

で
銀
郵
封
郡
『
ノ
跡

ま
２

の
の
の
時
綱
長
３
の

挫
呼
錆
郵
》

、
。
〃

く
９
後
ｕ
午
犯

鵜
、
蝿
雷
〃
ｉ

察
は
幾
画Ｉ９
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億

華
奄羨擬籔告饗

略職記載

現場付近及び違反釣状況並びに糖記すべき事項を記載
･歩ること。

無余鎧場誘蓬箪違反

醤
蔑
釧
烈
添
‐

凝騒擁の謝舎、鋪足撫に錐『駐箪単衝の窃鰯部分裳地
2.7m』と記載することc余地はA職÷B職である翁

隠違反箪
念現議位置

1

－－－－－－－＝
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番
警
反雛鍵反）
P

狩為の穂議

適
罵
職

鴬鎚金譲

大
型
璽
綾
瞥
懲

二

籍

蕊
付

． 反舞《懲反)嘩項‘繍条

本文《
魁～露

6

①～響
；填 総建蕊藻（補患熱）

’
●

蝿
の
２
。

〔放溌の鰯合〕

蕊
禁
漁
等
聯

車
嫌
執
零
残

鵬
織
癖
鑑
蝿

鼓
反
止
齢
尊
以外》〉

〔2点〕

鰯 熟 ⑩
鯛
．

乃
酌
亟
乃
刀
坤
刀
〃
刀
工
節
刃
功
刀
汐
王
夛
刃
”
”
刀
刃
砂
ａ
■
Ｂ
ｐ
ｐ
沙
刀
冴
、
ｐ
浅
口
β
■
、
■
●
自
己
七
■
Ｆ
Ｆ
Ｐ
串
■
■
■
■
■
■
”
■
■
Ｐ
Ｐ
Ｆ
■
■
ｐ
幻
■
い
■
■
Ｆ
■
■

9

i

l
I
E
g
甲

:｛
早

g
E
■

f
B

i
由

ド
■

E

g

f
■

■

白

■

■

i
Z

鶴
呂
甲
。
。
■
印
■
甲
ゆ
●
早
●
■
④
凸
●
●
●
。
●
ｃ
ｃ
甲
●
○
Ｇ
Ｄ
Ｄ
Ｇ
ｂ
ｂ
Ｄ
Ｄ
凸
Ｇ
Ｄ
ｅ
Ｄ
Ｂ
ｂ
Ｇ
■
Ｑ
●
ｂ
ｂ
ｂ
Ｄ
Ｃ
告
。
Ｂ
■
合
■
色
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
″
頂
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
■
■
■
■
串
串
■
■
早
早
ｇ
■
○
句
串
ｑ
□
。
●
Ｇ
●
Ｄ
Ｐ
①
Ｇ
Ｇ
Ｇ
●
●
む
む
白
白
右
凸
凸
●
凸
■
色
■
白
白
白
白
■

Ｌ

画て
赦鐵

左総鋤こ沿わ顔い

交通妨瞥

《時分閥》

卦

簿・X，鰹9鯵2． 1鐸

鍵膜態灘及が妨書態繰鞠鋤

（

1． ・左鍔鎧から0mの地蕊

'普通兼用噂のお露;二

二霊駐蹴

･歩遊曙二溌懲

・逮路の擬辮$こ薄し約鋼

鹿の角灘で識め職箪

・雛鯵;獺轆止磯繍帯上挺

， 睡蹴

・歩行潜用賂蝿籍上に雛
蕊

鷺． 左繩端か場･蕪のとこ

ろに懲単し､大型貨物〈大

霞COO●暑）の通行を

緯C分間妨げた｡

■ ‐



斗 －-－ L
繕蕊箭讃 ￥ 鐙鰯

一一…－｡｡－句旬今一凸凸凸｡｡cｰら■●守ー●●●●●●■●壺守や■●ー守守一~一

琴

聡図記瀧

現場付近及び違反の状況並びに鰐記す･べき事項を記載
すること.、

左総端に沿海漁い聡単遜反

卿
侭
繩
勺
ｒ
’

一

闇違反蕊
△現訟位澄

’

堅一一●●一心●凸七一⑧■ー●q■■●■"ロ－
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番
：
号

蕊灘蝿反》

行為の灘類

逮
露
鰯

反緊金蕊

大
灘
瀧
雛
普
蕊
筆

総

競
篭

◆

反難《違反》事蕊・繍条

本文（
麗～園
鋤,～⑨

）項 補足事項（補脇鵜）

：
■ Q
由

申
申
中
早
早
早
早
申
早
申
甲
■
早
早
●
○
甲
早
④
●
●
。
●
●
Ｐ
Ｐ
Ｄ
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
●
●
●
●
■
●
、

の

の
申
●
●
凸
凸
舎
白
ウ
ゥ
◆
中
凸
中
●
◆
凸
ゆ
咋
由
申
士

嘩
申
由
申
曲
申
凸
由
由
申
甲
甲
■
■

〔放臘の湯合〕

申

■ ●
ゆ

ゅ
■

②

■
の
■
甲
ゆ
●
■
◆
●
◆
Ｇ
ｅ
ｅ
●
●
●
ｐ
ｑ
■
ｅ
岳
。
◆
号
巳
■
■
号
号
ｅ
ｇ
ｇ

■
吾
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
口
命
■
ｅ
台
凸
■
■
■
■
申
ｑ
ｐ
Ｕ
ｐ
Ｇ
ｐ

鋤
の
２

Ｕ
弓
■
Ｄ
Ｂ

遮
禁
蕊
等
縛

率
蛎
蟻
溝
溺

駐
鍵
鱗
転
籍

麓
１
．
騒
蕊
濡

戦
膜
止
齢
専
:以ﾀ脚）
；

！ 〔2点〕
◆

●

舎

g
●

8

8

：
■

■

g
■

■

■

■

：
■

■

■

3 ，■

■

3

2
甲

；
：
①

8
句

3
8
■

q

I ‐
：
■

2 －8
8
：
8
8
8
3
8
由

：
:

I
車

車

■
ら

車 C

甲

3
甲

：
：
8
｡

3
8
2
8
8
8
●

●

8
8
凸

6

，

B

r

鋤 砿 篭 9

■
ｑ
毎
Ｅ
ｇ
旺
起
起
句
■
口
口
皿
己
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
〃
ｑ
ｑ
４
ｊ
冴
旺
口
中
ｑ
ｑ
ｑ
・
ｑ
ｑ
ｑ
紅
巳
Ｕ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
■
■
■
貼
矼
９
口
日
■
Ｇ
ｇ
Ｑ
Ｋ
■
■
Ｑ
■
■
●
■
●
Ｑ
■
■
且
■
ｒ
■
且
■
■
■
且
臼
。
■
盈
召
目
●
■
■
■
ｑ
ｄ
■
■
●
■
右
■
。
■
■
■
由
申
●
。
。
■
□
■
。
。
■
甲
●
●
●
■
。
。
●
●
■
■
■
凸
曲
●
■
凸
申
凸

’
3

；
E
q

I
甲

i
■

8
3
3
8

I
B

1
8
g

I
l
：
：
■

91
■

：
3
■

■

■

■

：
8
3
：
：
8
：
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

:
■

：
■

■

:

2

8
8
8
3
3
：
●

3
8
8
8
8
8
8
8
％：
8
8
：
8
8
8
：
8
8
：
白

白

由

自
Z
■

■

■

■

■

■

■

8
8
：
8
8
●

■

8
●

8
8
●

8
2
2

, 2
D

i
ヨ
阜

■

申

早

■

■

:

1

勺

画蕊総瀞繊侭場鱗で

蓬

毎
令
■

溌定方法に鍵わ鞍群、

鎚通鋳審

披溌

《鋳分閥》

47・班、4．X

葺

の2．

I鱒．令iの2, ‘令堪α鴻

鍵漠態織囎鋤
銅》 、

』.、灘蝿欝に入ら無い。

2．蕊鯛驚譲示に平講し棒愈
3．瀧擬余鑓em

4．左灘こ@お錘をこえる

■

~

｡．

余地がとおるとき蕊蕊帯

鰯窟繍端隠沿わ漆い命 ‘

灘蝿帯の潅鰯識冨講わ象
紗向

6 0

■ 口

、

､6
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鞍蕊穀嘗醤 ． 蕊穂

■
Ｉ
ｑ
０
ｑ
ｈ
ｑ
ｐ

略鰯記載
現場付通及び違反の状況並びに特記す-べき事項を記載
すること『

路擬総設置蕊溺で法定方法籠鍵おない蕊蕊違農

蕊例
蕊
爽
篭
酔
§

麗遮風車
△現認位霞

1

＝一一一守凸争●隼■む‐口角｡■■一ーー

－64－
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I

番

｡号

反剛韓韓

講為の種類

遥
鴎
繍

膜剣金穀

大
灘
篭
競
欝
逓

ー■

■■■内

輪

蕊
侭

蕊難（進騨事項・溌粂

本文《
国～渥

韓～翁
》項 諭足事凝（総足鯛）

如
の
２
⑩

’

〔放溌の堪合〕

蕊溌職寧瀧
反〈嬢:蕊禁

逸機蕪識潤

齢遮転考等

専溺壌瀞等

以ﾀ僻

〔2点〕

雷 2N

■
巾
。
■
○
句
●
早
早
■
●
□
。
。
●
。
●
●
●
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
●
●
■
●
●
●
申
●
申
■
中
旬
旬
争
勺
早
ｇ
●
争
甲
■
●
ｑ
●
句
。
●
○
○
○
●
●
Ｇ
ｇ
Ｇ
ｇ
。
。
●
●
■
●
●
●
●
●
○
Ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
。
。
●
●
？
●
●
。
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●

８
２
2
2
B

i
：
：
○

＄
8

1藻
8
8
8
8
由

●

■

：
凸

2

＄
●

§

：
■

E

Z

8
F
B
8

8
：
：
冒

曾
：
E
E
e

E
E
8
8
8
■

■

■

■

■

■

■

■

■

8
8
8
8
8
8
8
■

■

：
■

■

:

自
由

■

：
8
8
：
■

：
8
3
3
8
8
：
：
：

：

：
申

Z

：
3
3
：
3
9
8
口

6

2 9

■

9

画 鐙定方潔こ従わない賦蕊
《鰭分鰯》

48，4．I、通9鰯2．X

緯、令1の2

画涛溺剥綴鍵率遼悶で篭定

『･･部分

子f方錯 誕鍵わ談い欽蕊

'《鋪：分閥》
49の3・風、

･の2．X<”、

4傘I、翼9

令胤の2

ロ懲齢逮繊轡等騨溺爵鍵
溌綴駐車蕊劉で潔章車

以外の車溌の懲蕊枠外

における蕊溌

《鯖： 分獅》

鶴の4，4．I、 X鶏”段，

X韓、令1の2

〔途反態様溌認〕 I
<”

蝋卦

鰯葺

と議定のところ

駐車し無い

畿縄通.9の2．別）

〔規総縛灘及び鏡制騨溌明識
(鰯）

､製条〈指定〉の蕊領によるっ
IC

錐蕊態識畷錨

(侭》

這為と指定のところ

塵識誹車し添い ，

(懲失鯉遡9鋤2，1『）
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綴》認識総
鐺
一

報
－
一

声
１
１
１
１
．

嫌

略図記職

現場付近及び違反の状況並びに職記すべき事項を記職
すること。

；高齢運転者零脚珊泌所零以外の時間割隈竪車麗間で術定方雛に従オ
； な;:放置

齢淨

例

高
な
図

写
Ｑ
ｇ
ｏ
ｏ
●
Ｄ
Ｑ
ｑ
ｄ
Ｑ
ｑ
ｄ
ｄ
Ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｇ
０
Ｑ
■
Ｑ
４
０
ｄ
０
ｑ
ｇ
Ｑ
０
０
ｑ
４
４
６
４
ｑ
０
４
４
ｄ
Ｊ
ｑ
４
ｄ
ｄ

拶零…"。
満

4
5耐…1－重1－篇瀞

一

－一ー●‐

1
高齢運転巷等専期時購制嫉聡寧蕊蕊で標章奉獣外の蛎祷鯵駐寵粋
外隠おける飲澄
躍擁

亮齢連戦蕊･等聯藩鍵漉瀧震滋蕊区礎標溌

一ざ
■
ｂ
■
■
■
■
■
Ｐ
Ｄ
Ｄ
■
Ｄ
Ｄ
０
Ｕ
Ｑ
●
４
ｐ
■
ｐ
ｑ
ｑ
ｄ
ｇ
Ｑ
ｄ
ｄ
■
Ｑ
４
ｄ
可
４
６
６
４
６
０
■
ｑ
ｏ
ｑ
４
ｑ
■
４
０
４
３
ｑ
■

一一一
一一

爽
再
瀧
嘩
（
〉
１
両
｝
Ｉ
△

違反車

蕊織紘徹 〈時腿斜譲駐甑避磯ゑぴ寓齢逮転漁･等騨
繋縛職蕊綴駐箪蕊擬穀織）

バー･･さ･ング‘チケ爵卜縫識擬

境窪蓮魁

|■
■

i－－． 一
■■ワ砂
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＝1 － ｢三



I

二」 皇卜 I

’ I

、

－67－

司 i=－卜

I

霧
号
漠鰯(違腫）

行為の識繍

選
期
綴

反剛鍵譲

大
型
普
逮

二

蕊

騒
徽

－ ℃

哀剛（逮夏）事讃･翻粂

本文（

《
黙
鯵

一
一

《
懸
篭

》･猿 ､舗慰聯漠（襟足鰯）

49

の

3

４
ｇ
Ｂ
Ｊ
Ｅ
ｇ
Ｂ
３
ｒ
矼
丘
ｇ
■
虹
４
３
口
ｑ
ｑ
可
紅
■
呂
可
甲
■
申
●
●
●
■
。
●
。
●
■
●
●
。
●
■
由
凸
凸
由
白
白
曲
由
■
■
■
白
白
自
由
■
■
申
●
〃
虫
方
ロ
甲
■
Ｊ
〃
”
か

９
句
虹
迂
■
。
。
■
■
。
●
合
●
凸
由
■
■
甲
卓
由
■
由
■
■
■
車
■
■
■
甲
申
阜
甲
申
申
Ｐ
ｂ
甲
甲
Ｄ
ひ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｇ
〃
刀
刀
刀
皿
刀
刃
砂
酌
刃
刀
ｐ
酌
動
乃
砂
乃
動
乃
駒
琶

故撒の遡合：

※放撒は53閲

駐停箪違蕊

(駐停車禁

.｝i錨醗鯵総
鯵逮職蕃等
騨蝿場湧等

以ﾀ勝>‘

〔2点〕

恩

ｆ

さ
■
Ｅ
Ｅ
Ｅ
■
Ｅ
６
Ｂ
刃
■
〃
Ⅱ
丘
８
名
■
ロ
丑
■
■
包
旬
Ｕ
ｒ
ｇ
ざ
■
９
口
。
■
旬
■
■
■
Ⅱ
口
●
ａ
。
■
●
ａ
■
。
■
■
・
・
■
・
・
■
ワ
■
由
■
■
。
■
９
口
■
９
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
℃
●
ク
ｐ
ｐ
も
■

鱒

ｑ
■
。
。
早
早
○
甲
？
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
Ｇ
Ｃ
０
申
町
命
４
０
Ｂ
ｅ
ｅ
二

7

画禁止溺蔚鰯
《･時分鋤

､灘9の3，X（1）

I 画法憲

一〔“‘ ：リ
画繼定1

屯

8

■

“’4’1，令X■

：
8
｡

8

車

鞠
毎
巾

a

2
8 8

； ；

： ：注：
： ：

： ： 】、 《･詩分'職臆蕊認
自 g

： ： 又鱸認識した時蕊を蕊入

； ； 、 亨・･愚．
g E

： ： 2． 法定遮翼の鶏舎稔、
蕊遮嵐総所に皇って適鋪
g G

： ！ 法条の拶塗識漣するの

Ｑ
ｑ
■
〃
■
ｅ
●

●

■

■

■

■

口

■

■

■

■

■

■ P

■

■

q

■

q
■

g

■

■

7

Ｂ
Ｇ
巳
自
白
■
■
邸
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
一

で、繍条の（”こ感

薦する脅誉蕊入する堂

堂も#燕殿繍鱒溌蔚部
分鋤国を<)ぞ競皐遮蕊

場瀞を鯛蕊す愚臓

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
毎
ｑ
ｑ
■
ｑ
■
●
●
●
Ｑ
α
■
、
●
、
■
●
●
・
■
・
・
・
印
印
印
・
甲
■
ｑ
■
Ｕ
号
ｅ
Ｐ
ｅ
ｇ
号
ｇ
■
ｇ
■
■
■
●
●
■
七
●
七
■
且
■
ｈ
■
■
Ｐ
Ｐ
Ｐ
■
あ
い
あ
り
■

■
●
■
■
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｇ
ｑ
ｏ
ｏ
ｑ
ｅ
Ｇ
■
●
。
●
●
●
Ｄ
ｂ
●
Ｂ
Ｃ
Ｇ
■
■
●
Ｂ
Ｇ
●
●
合
令
●
●
白
白
■
■
も
■
■
■
■
■
。
●
。
■
■
■
申
④
申
●
。
。
⑧
●
●
。
Ｂ
●
Ｐ
Ｂ
Ｂ
砂
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
Ｂ
Ｆ
Ｅ

織定遮鱒
〔法定駐停車禁止場蘇鞠篭〕

(縄）

･蕊総点の縫雛から○唾

按定蟻停車禁止鵜所

1号～交蓬点、横断歩道

嵐転蹴横艤帯、踏切

執道敷淘、坂の凝上

侭近、勾魏鯵忽な坂

トンネル

2号～交蕊点の繍蝋又総逮

鶏の富がりかどから

5鯉以内

3号～讃鯖歩鍾、嵐蕊蕊横

薪帯の繊・後|繍嬢
から5m以内

4号～安全地帯麓開及び蟹
全堆帯瀧鰯部分;瀧
･後；蝿蟻から澱麺

以内

5号~停欝鱗､場I鯵漂示

:穂、戦Iから10瓢
以灘

6静~蹄切職･後I懲鶏か
ら10鯉以内

鯖定鍾反）
〔規織辮蕊及び競制車灘鞠識

○
◆

鱗〉

規総時間～午煎○時から

午後･罐煮で
鏡織車翻～漕鰯車（幽勤

‘:蕩総を簾く）

塵謬3
蝿失犯遡9の爵･鶴



＝」 －卜 L
報鯨譜 、、蕊綴

略図記萩

現場付近及び違反の状況並びに特記すべき事項を記戦
すること，

注定職停蕊無止鴇所違蕊

図侭

L－－享曇 I

‐~藍一蕊。
1鼠醗

一一』－－－－－1 15識議－－＝I

篭 考

指定駐停蕊禁止鰐溌違反

一塁一皇---基一一幕トー･犯罪－－垂－．1c厩－4

－－IZ蕪丁一

葛遮反単
曾標識位避鍵停車禁止犠識〉
△蕊認位霞

Ｉ
Ｉ

､○一一…七由旬■色■壷｡■■函｡●●唾凸凸●●COGーｰ‐
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／

番
芳
反則《違反〉

行為の澱類

遮
罵
鞠

蕊翻金議

大
蕊
葺
逓

こ
ゆ

鍵

蕊
付

蕊麟（違蕊）鞭項、罰条

本文（

識
｝
②

一
一

壼
馨
鯵

）讃 徳足蕊項《舗足

“
の
３
‐

〔非故撒の鰡合〕

※放溌は55頁

駐擦蕊違反

(駿侈難禁

脆場湧等鵠

齢遮転者騨

専用鶚蔚等

以外

〔2点〕

； ；
§ §
3 8

§ ． §
8 8

§ ‘ §少

！ ；
§ ；
ミ 目
i 胃
自 目

§ ：
3 ：

； ；
g 8

1 I
i

リ ！

:1
lI

llI

Ｑ
口
矼
Ｈ
Ｐ
■
■
■
●
凸
凸
凸
合
色
色
■
■
■
■
■
■
■
■
色
▲
■
凸
自
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｎ
ｐ
Ｆ
・

7

■
ひ
ざ
可
官
ｑ
ｑ
ｑ
ｅ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｏ
ｑ
ｏ
●
④
。
。
。
。
●
。
。
●
。
●
●
●
●
●
●
色
色
白
白
由
血
色
白
白
■
ゆ
ｐ
ｂ
Ｄ
・
ゆ
〃
Ｐ
い
〃
〃
Ｆ
Ｆ
Ｄ
刀
Ｅ
Ｅ
Ｂ
も
あ
あ
乃
丑
ｇ
ｇ
Ｅ
Ｂ
を
ど
ど
Ｅ
Ｅ
＆

写
ｆ
，

I 画時翻瞬誤懲寧厘雛で錆定議分{二鍵わないで、

： 駐蕊枠ﾀ1.である交蕊点
…
…
由
●
Ｑ
、
■
色
■
Ｇ
ｂ
■
■
■
Ｄ
Ｕ
ｐ

Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

1画
■

。
甲
ｑ
●
。
●
。
。
①
●
早
●
●
●
。
●
■
●
●
●
Ｄ
Ｄ
Ｃ
■
の
■
由
由
白
白
●
合
由
■
合
由
合
由
・
・
・
由
り
・
・
・
ｅ
●
・
・
■
Ｐ
ｃ
Ｂ
ｐ
刀
Ｐ
■
あ
刀
刀
ア
ゼ
Ｈ
ｇ
Ｅ
ｇ
Ｅ
Ｅ

等漣鐡け愚駐車

《藷分瞬》

翰翰3．，，4．1，“

〈 ）、1鱒の3，J(1）
令Xの2

蕊鈴懸転瀞等専溺癖織

繍綴駐車駕縄で樵瀧箪

■ ●

〔境斜蒋灘及び規剥蕊穰畷譲

<例）
・穏粂鶴定)の要領Iこよ愚僅

'r法定溌鮮掌議塗鴇蘇弱雛〕

．“条法定職俸蕊禁止鵜蔚

の例による。

錨失魂X鰯の3．鱒

曲駐擦箪理醐弱齢

《侭》 ‘
1携稚電話螺作のため
2

｛
故障

休息

のため｛
路肩

路鯛帯
からCmば‘藻でていだ
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磯瀞綴蕊

瀞蕊霧･｛繩.噌争、身･翁キー:f

〈羅瀞錨麓窯蝋灘縛翻謎幽
厳叢騨蕊蕊襟灘迩蕊溌謹窯蕊灘鱒鋪蕊〉藤掛灘麓

ｖ
；
画
‐
ｉ
○
溌
蕊寵簿蕊

錘唾;一･････････…－－－－－･･･
： ：
謡…･鑓

＃
- -のq■…■一 I

し1
》
一
”

！
《
”
暗
ｙ
蕊

磯
憾
蕊

瀞
曇
瀦
嘩
溌
簿
難
蕊
露
謬
翁騨
率
一
鋸
》

騨
念
鍵
蝋

と
４
徹
羽

、
小
ａ
手
》
や

零
鋪
鍛
錬

窯
箪灘総乳

奉
’
一

蕊蕊漁薊卑
も
》
、
、
。
■
砂窺
、
一

蕊の蕊箪韓

『~~~~：

捗一薑--』
災

》
一
壷

ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
■
Ｐ
Ｐ
Ｐ
■
Ｄ
Ｐ
〃
ｐ
り
ｑ
Ｑ
９
Ｂ
ｑ
●
日
。
■
◆
●
Ｂ
Ｃ
Ｇ
●
●
■
寺
■
●
●
●
●
●
■
夕
己
参
一

噸
蓉
雑
卒
蜘
一

鹸
溌
曾
溌
職
一

『
挙
騨
「
《
繍
謹
一
一

蕊
難
一
ィ
騨
蕊

車
篭
《
》
裏

癖
鍛
域、
子
一

一
》
》
一

識
燕
鋤
一

愈
織
蕊

謝
総
鯉

鐸
灘
誹

磯
索
２
》

窯
薗
》
》

鶏
鯉
》
一

謡、
一
つ
ぞ

灘
瀧
認
灘
癖
禦

溌裟・蕊幕簿
Ｆ
●
●
●
◆
◆
Ｑ
■
。
●
①
Ｏ
ｄ
Ｑ
ｑ
ｐ
一一

識桑
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〆

番
録
茂蝿〈逮蕊〉

行為の種類

選
照
綴

鼠鍛念繍

大
謹
普
通

二

籍

蕊
付

蕊期〈逮蕊》驍項‘罰条

本文〈
蕊～麓

勧’～鯵
》痕 総患蕊猿（総患撰）

柵
の
４

(非放畷の場合）

※放臘は57質

鐵停蝋遮反

錘聯禁止

場所等鱗

齢遮轆響等

導躍鵜誘等

以外>）

〔1点〕

週

｜
■

2
●

ヨ
■

目

’
3
8
3
8
8
●

8
8
8
3

． E
：
■

■

■

■

■

■

■

■

：

：

：

：
■

：
：
：
：
8
●

8
8
8
8
●

8
8
8
8
■

●

｜
|“
lZ 6

●
口
早
。
●
ｑ
■
■
Ｇ
■
■
■
■
■
■
日
■
日
ｇ
Ｇ
Ｇ
ａ
●
●
●
○
七
●
Ｇ
●
●
●
。
●
●
令
白
色
■
■
■
Ｇ
●
七
●
■
●
■
合
凸
由
。
白
■

ａ
●
●
由
Ｃ
ａ
●

g

雛
●
ｐ
■
由
■
■
■
■
■
■
■
■

画然愈驚霧雛蕊

そ

漣：

《癖分腿》

】鱒毎3．1劇.）

画按定

懇・I《 〉

画梯定

｡､1，4，1

令Xの2

I． 《鰐分闘》;逼溌認

又捻認知した時濁を龍入

する。

2． 法定遮茂鰯鵜合健，

遮漢壌諒こよ毎で謹螺

法粂の号を異$こするの

で、蕊畿の（ ）漣遮

賑す愚号を寵入すると

とも;こ補足擬の余幽部

分鰯憲を●で灘み遮漠

場誘を鞠蕊する参

巳
仔
巳
■
■
■
Ｇ
Ｂ
●
七
七
■
■
■
■
由
■
■
■
■
伊
湧
ｐ
Ｐ
Ｐ
ｐ
夕
ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ｐ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
●

I法定違感

裁定議事禁止鳴蔚明龍〕
の

<鋤

△火災識知器から●噸

法定艤箪禁汰籍所

1骨…蕊外識識

'人の乗蹄鵜薪

'貨駒の積鱒し蝿所

･難卿噸蘇

所
所
聡
蝿
辮
鍵
の
の
単
躯
鋤
職
嵐
園

炉
亨

の溌入運から3m以内

Z号～謹路顛鞭区域の蝿蟻か

烏5m以内

3号～、消防雲具騒溺

･溝防鰯窓横

の鯛蝋〔又減、瀧路に

接する鯛入口）から

5m以禽

4号～、講火桧

、潅購購水輔吸水厩

､溌防購水談籍投入孔

から5m以内

5霧･‐‐火災報知機か喝1職

駄内

I議定蕊感

l鍵購時錨及び規識箪穣明識
； （”
;/‘蝿条蛎定>の要鎮臆‘“。

旬
４

△
Ｊ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
■

、
。
ｅ
Ｇ
ｅ
ｅ
Ｇ
ｅ
■
合
Ｇ
Ｂ
■

■
■
■
■
■
■
白
■
■
■
■
■
凸
■

c

c 二
■

■

｡ :
■

。
早
■
■
■
■
Ｐ
Ｆ
Ｕ
■
。
早
の
●
●
早
●
早
Ｇ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■

’

＄
察署擬の交遜親制の

麓、鯉警察瀞炎の

規灘5．I，令ヨの

悪をCで賎む。 §

､鍵失魏119鰯3．XI〉
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略図記載

現場付近及び違反の状況並びに職記すべき事項を記赦
すること:：

措定駐車禁止鳩溌違反

鍾劉
飛
弗
畦
溌
一

塁 △ 亀

陰--期懇－－錘争一塑霧一割

一一;~蒻蒸]一－一一~一
息違反蕊
豊綴識位蹴鍾箪禁止襟繊）
△現認位置

蜂○○－一‐・・申＝cc甲■①ー■ecce宇守一国●~守寺◆…◆●一・●隼◆●◆今●Gee一転
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～

／

、

霧
⑩
曇

摸蝿〈遮騨

行為の瀧頻

選
購
綴

反測幾轆

大
型
普
通

二

輪

蕊
付

蔑測鍵蕊)事膜､罰条

本文《

（
謹
勧

一
一

〔
幽
韓

〉項 補足事項（補
、
３
Ｊ蝿

純
の
饗

U

H■

一 一

緋放撒の鵜合〕

※放激は59貰

駐俸蕊違鼠

鍵蹴禁止
場所等《潟

織巡蛎考等

導用鵜読等

以外)) ．

〔1点〕

恩

◆
毎

Q

1

6 6

4

圃無余地鶚蒜磯灘
《時分樹》
1鱒の3．X鋤

紅
画譲定

鵠・斑

画錆定
綿’斑、4．1

､令1の2

I
n ．

ル

I
。
■
■
ｑ
■
巳
■
＆
匹
守

巳
旺
区
９
９
匡
庁
臼
旬
凸
丘
ｒ
ご
甲
■
々
ｏ
Ｕ
Ｕ
ｑ
Ｇ

■

ら

巴
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
■
■
日
日
●
Ｇ
Ｇ
Ｇ
ａ
Ｇ
■
■
●
。
■
□
ｇ
ｑ
ｇ
。
●
●
■
○
句
●
■
■
ｑ
■
■
■

鍵漠態様騨溌；

(”

･駐蕊箪露の右鍔部分余蝋0

、

輪繍余蕊が捲定爵ｵ嘘いる
溌令］ ，
(擬）

･右繍余漣○睡以.患のところ

O謎

[蝿騨時閲鴻継ノ

<鍵）

･幾総涛識～雑輝時から
午後0時まで

塵静1
■

■

■

■

■

■

g

q

q

■

。

■

●

●

●

■
○
句
●
号
●
守
年
Ｇ
●
ｇ
●
●
●
Ｇ
ｂ
Ｇ
Ｇ
■
■
■
白
白
■
■
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
ｇ
ｑ
Ｇ
Ｇ
ｇ
Ｇ
。
■

▲

Ｑ

▽

。 ：
●

a

●
●
白
色
■
■
■

■
■
甲
■
■
甲
■
■
■
Ｕ
ｐ
Ｃ
■
●
●
Ｄ
Ｐ
●
●
●
●
●
●
●
。
■
■
白
●
ｐ
ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｐ
Ｕ

l

串

① 0
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略図記軟

現場付近及び違反の状況雛ぴに特記すべき事項を記載
すること,、

無余地場燕溌顛懲嵐

髄 遷

図 藤
盈
・
ハ
ー

』．？、
9

農違反摩
△現灘鎮置

’ 1

ー－－句一一一 ー■ｰ
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十 ｢Fキートー
（

蕃
号
蕊鄭〈違鐸

行為鰯穂

、

蕊

遜
溺
鰯

蕊灘金義

火
難
普
通

::爵

懲

蕊
偲

蕊蕊錘蕊）蝋填、罰条

率文《潟》” 繍足壊項 《補足柵〉

“
鯵
感

緋放溌の鳴合〕

※厳慰は61.63

。
’
’
＄
勘
遍
唾
忽
唾
唾
く
ぜ
趣
く
●
唖
．
衝
麺
々
・
面
々
。
●
■
。
■
Ｃ
Ｇ
●
●
●
ａ
色
●
Ｄ
ｄ
ａ
■
ａ
・
・
・
・
卓
阜
■
早
・
・
早
早
■
甲
写
印
。
。
●
●
甲
●
申
ｑ
早
●
■
甲
。
●
●
ｇ
①
申
の
：
の
ｐ
ｐ
■
ｐ
Ｄ
甲
①

圏
質

議停車遮反

’鑑寧禁止

鵜鱗等〈蕊

鈴遮転考等

専蕊場誘等

以外)）

〔1点〕

可
可
４
印
可
。
＠
の
●
ｅ
ｅ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｂ
ｇ
ｅ
ｅ
■
Ｂ
■
＆
■
■
■
■
■
■
■
■
合
舍
Ｂ
Ｇ
■
●
●
●
■
■
ｅ
■
ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
ｐ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
酌
Ｐ
Ｆ
Ｆ
か
か
Ｆ
ひ
二

灘

6

聡

’
ｑ
ｑ
ｑ
●
早
●
●
●
。
、
●
。
■
■
●
●
●
由
凸
凸
由
●
白
白
凸
凸
由
■
早
早
。
？
。
●
●
●
甲
。
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｇ
●
。
。
。
●
甲
。
、
ｂ
●

6◆
少

6

■
■
ｄ
Ｑ
ｄ
４
ｄ
ｇ
ｑ
●
○
甲
①
。
●
●
●
ａ
。
●
。
●
●
●
ａ
●
①
凸
。
●
■
■
■
由
■
■
■
由
■
■
■
早
■
Ｐ
ｐ
■
申
申
早
早
。

’

画そ
斑艤鍵;邑祷わ瀦財

交通誘惑

際蕊 ‘

子
《時畿鶴》

1

47′〕、 』灘鰯爵､｡X締

辮耀輝鋤
申

甲
甲
早
■
●
●
。
●
●
。
●
●
■
●
Ｄ
Ｇ
Ｃ
●
Ｃ
Ｇ
Ｃ
合
■
●
■

由
由
由
■
申
阜
■
＄
甲
■
ｅ
①
い
り
Ｐ
Ｇ
●

轡態様瞬辮

･遡路中央で停止し、普選薙

嬬蕊〈大願COC･醤）他

O念の.蕊の漣行迩妨げた曾

I .

画王
蕊蝿識こ鵜ゎ群、

交運誌誓

蕊禦

‘詩分鍵》

、

_j-

鞠‘鼠、蕊“)3．1(4)

ｆ

〔遮艇態灘及び妨審離轍蝋認〕

(例〉 ‘

1． ．座鰯鎧から0mの地点

･普通乗鶏.鯉の窟侭健二

璽駿蕊 ．

､溌道上臆惑寧

､篭蕊の侭鰯に対し鋳縄

・礎の角蜜で斜め駐単

､駐鍵蕊禁進路灘帯上鍵

蕊懇

､歩挿潅･累路繍擶上i息駐

:蝋．

2， 左繍蕊から○mのところ

に謎箪し、大型貨鞠《大

震○○・・号〉の鍾行を

約･分潤妨げた。

画路騰綴凝騒騒震で

奄
域定方職挺雛わ念い

交遥競審

煽 箪

《癖分騨§

■
ｃ
ｃ
■
巳
号
●
Ｇ
ｅ
ｅ
■
Ｑ
■
■
■
●
■
●

鍵艇溌謙蝋蕊〕

(例〉
■

凝議蕊識溌”
；4左溌に●瀦馳を慾える

徳、薊、4．ミ、週9の3′

I“>、令14の6，令X鯵2

余地瀞と灘るとき路鯛帯

の潅繍識こ沿わない｡

5路総瀞の左鯛鋤こ沿わな
い告 ．

C ●
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蕊告譜 ． 蕊撫 蕊 鴬

略騨記戦

現場付近及び違反の状況並びに特記すべき事項を記載
ずること。

左側蟻(二沿かない駐蕊違反

幽鋤

篭二
蕊
“
我
蕊

ー申･一甲｡一申一

＃ ●
…ﾛ……エーー…･－一一一今一一一.T….……士一一二

●

窟違反蕊
△現認紘霞

’
－－－

路聡帯設溌場霧で法定方法に従わなし嬢蕊違瑛

卿偲
礎
月
乱
Ｉ

I
霞

単
位
反
潔
逸
現

憾
鱈
今

ｊ

’

二
一
一
一
６
－
７
一
一

一一
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番

黒、
篭

反期〈途反》

獄為の瀧類

適
鶏
綴

蕊期金額

大
溌
普
蝋

軍

輪

騒
儲

反鰯（違反》事蕊、繍条

率文《 :二薑'．
■
■
由
■
■
■
■

■
■
■
■

■ ■■

■

■

■

総足蕊蕊輔足瀞
■

■
■

■

40

の
４

｜
i緋敦灘の塘
巳

、
Ｇ
ｏ
Ｊ

ム
陣

■

■

■

■

■

■

■

鍵放溺は65
■

■

■

：

■

■

”
■
ｐ
■
・
争
己
ｅ
■
■
●
巳
■
■
■
■
■
■
■
■

Ｇ
ｄ
凸
凸
Ｇ
ｅ
ｅ
●
●
由
●
由
企
告
■
ｂ

■
■
■
●

I

質

嬢停箪違撹

鱸単禁.漉

溌溺等蛎

齢逮転考等

専用泌欝等

以外;）

〔1点〕

；
：
l

：

湾
§
■
ａ
■
Ｑ
●
。
。
。
。
。
●
●
Ｑ
白
白
①

( ｰｷﾝ ﾒｰﾀｰ：
の聯〕

賎俸蕊瀧展

《瞳:蝋禁止

溌所等（海

織遮転考等

専溺鶏癖蟻

蝋外>》

〔1点〕

■
■
■
■
■
■
■
■
■
車
■
申
■
■
■
の
。
●
申
●
。
。

I
；

I

…

12 灘 5

凸
自
由
■
■
申
■
■
■
■
。
●
。
早
●
●
早
●
甲
。
●
凸

画指定方法擢鍵ゎ識’

駒 車

《縛分灘》
然、4: ．］，蕊，の3．1《1）

令』の2

6

０
８

圃溝偲劉謹識瀧蓮郷で時
灘超過

《鯵分鶏灘遇

灘分難のところ

鍔分総》

鍋の§・恩、塁・I、 1澱診

$．X錘、令1錫2

画縛閥職鱗駐箪驚悶･で携定
『･部分

坐
〃

８
２
『
３
３
』 法卦腫鍵わおい惑箪
《時分鰯》
49の3、班、4．1，、蝋9鰯

粥・I鋤脳令1の2

鎚農麓糠翰鐵 ．

綴〉

-薦懲

‐斜角

一道鈎

震斜角

卦 産撫篭めと連ら

識工砥』 :蝋しない

鶴謬り
鶴失羅X鱒の3．m》

蝿剥時礎及び鏡騨蝋種騨記〉
(縄〉

‘轆条轆懲の要識ごよ患。

〔違反態椴鞠錘
(例）

･パーキング・メー･･夕←率蕊

鶏知時難 時 分

､バーキシグ・チケット発総

鯵刻 時 分

(遥失犯遡9の3，鱒

規制時難及び鍵鋤噸雛鯛篭嬰

(例〉

“桑〈捲懲の要鐵こよる。

《遮艇態撒鞠謎》

ろ、
》
』
聯

と
な

の
、
し

寵
蹴
捲
嫌
と
腱
葺
矛

角
衛
内
角
祷
鞠

⑩
枠
枠

・
車
蹴

徽
平
磯
遭
平
駐

嘩
率
牟
』
蝿失塊119の3．Ⅲ）
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闇違反車
軍パーキング・メー‘ター

2擬識位溌〈鰭織識嬢駐蕊麓瀞
△蕊謹鐘鐙

騒繊

潤
弗
詮

I

霞違反蕊
￥パーキング.チケッ§発結識繍
寺

営標識腫篭総織瀞限駐寧瞳縄》
患現諺位溌

一一句“…令…①●…｡｡…華qCqCbc⑤｡ー凸ら●…●⑧凸｡■●■ー■ロー●●ロ口も●口●●■■~守口ロロ守口口守口■●守写■甲－

－78－

「計 －ﾄー



f

_ｮ」 三一 I

ー

口

－79－
一

弓1 「一十一

I

，

溌
蕃
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大
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患

輪

慰

撫．

嵐磯《違舞蕊填・翻粂
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り
早
阜
ｂ
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ｑ
■

解一ｷﾝﾒｰﾀ
蛎針

ｰ

駐縛車逮膜

〈磯蛎鱗礁

蕊所等（渦

齢遮轆考等

零瀬場溌等

以外)〉

〔1点〕

頚 灘

■

』

6

■

、

‘

q

ロ縛閥職蕊溌蟻堕鯛で駐簿
したが、パーキング・メ

一夕－を穂ち腱作勤さ篭

まい

雌
冬■

分凋》

鱒の職、瀞、4．鷺、鰯9の

:．X鋤、隷鯵2,令14の
7．1

鎮騨時間蕊謬説劉車翻畷鋤
《鋤 。

｡“袋《擢定》”要領によ患。

〔鐵瀧瀞始轄劉鵜鐇．

(例〉

‘パーキ鱗グ・撰一ター車鐵

惑知鋳刻 、 時 分
《過失犯遡9の3．鶏

画礁縄識蕊駐蕊区瀧審磯蕊
6

したが、パーキング・チ

ケットの発給を滋もIこ受

鯵･象い

《鰐鍛縄》

侭の3・弘4．1偽119鎖

3．X総)，令l鈴2．今澱鞠
7‘Ⅱ

《規総蒋溺及び規制蝋識鞠熱

(例）

･鑑条《錯定>心饗領による。
･バーキングチケ．シ1．の発

絶を受けていない．

(選失懇蕊9鋤3．m〉

画時澗劉蕊建車瞳溺で駐箪

●
Ｄ
Ｃ
ゆ
ｐ
Ｃ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

〔窺鋤鋳職及び鏡騨蝋穫明蕊嬰

L‘､（…キング･テケシ: (">
卜の発験を寵も;篭受鍬た1 ，“条(拷鍵）鎌婆鎖による。

が､瀧藤錐見やすむ穂轆鋪撚承確諺鍔難蝋難）
;二掲示し惑い ： ，：礎〉

’ 《湾分灘》

早
申
●
の
じ
じ
阜
申

錯錫3､瀞､蝋、I、I澱め；
ヨ、H(3)、常Iα悪、令1“＞ ：
7.m

勺

、
Ｊ
１
災

ｇ
ｆ
ｏ
ｎ
ｐ

鋤

ｂ
■
の
ｅ
ｅ
ｂ
ｂ
ｂ
●
ｂ
ｅ
ｂ
ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
母
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳

ｑ
ｇ
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９
９
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●

角

不掲示雛露零蒸 時／ 分

〔漁翼態糠瞬溌］

<総〉

､全く縄示していない．

･前繭ガラスの舞鶴に掲示L

てい鞍騨薯

･発総時識等が諭方から見や

すい農う腱縄承していない.‘

(擬炎熱蕊9の3．図）
Ｌ

Ｇ
Ｇ
Ｑ
Ｇ

画時悶繍溌蕊箪区澗で警察
署擬鋤篭毒した職寧終了
時刻を謹選した懲箪

《時分漣鍾遥時分

のとこる．鍔分まで》
49の5後段、4．I、 1鱒の

3燭X〈1.)寸令Iの2

磯剥時卿及び窺総騨灘騨織
銅〉

｡“粂鯖定）の喪領による。

(嬢失溌蕊9の3．且〉
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号

蔑灘錘蕊〉

需篤の種類

蕊
購
綴

反識金議

大
型
普
通
．

二

輪

蕊
付

茂刻(慰鼬聯壊･罰条

本文《
髄～霧

①～②
；項 補建蕊項

、

■

(総足総）

鋤
の
４

I

綴瀧区瞬鱸
の鼎儲

蕪放撒は65頁

駐擦率遮漢

〈駐寧禁』と

鵜所等（潟

鈴運転考等

専鯨場誘等

以錨》

。 〔1点〕

ー

恩 12

C

灘 6 患

国憲齢遮転考等専購涛藤
繍誤蹴蕊麓悶で標箪蹴

以外鉛率灘織駐率枠外

繼識織る鐡寧

《時揚灘》
鋪の4，4・ヌ、蕊9の3‘

X（1）、令1鎌2

P C

C G

C G

～ ､

鎚割鋳凋騨記〕
、
■

ダ

･鏡溌鋳閥～午輸●時から

U ー

，午後･時
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画蝿と遥瀞歳撒
■

そ

注：

《時分灘’
1灘の2．X稗

簾法寵 ,

“. 〈 》、45の葱・I、

憲篭患

鶏.､4．X，舗鋤2‘

X、令X”2

1． 《時分綴》に現認

叉徳認舗ﾐ"た跨蕊を．議久
す鳥綾

2． 法定違反の場含稔、

違震溌蔚によ､鯵で遮蕊

渋粂の．§を異縄する鰯

で、綴条の（ ） ；畠選

鴻す為号篭鵜入零.､患と

とも§こ繍足糖の余禽蕊

分鈴垂を◇で磯み遮黛

場競奮鞠籠嘗･･患。

画満灘篭転響騨専鰯時職
灘鎮職蹴区溺で擬蟻箪

以舞の箪獅の法定謹停

寧蕊磁場解である駐車

捧内$曽おげる放麓

《蹄分縄》

縛鰯4．．4，X、“〈 》、

】澱の塾・I鱗、令1.鯵2

艤鬼瀧輔

鍵建駐鮮蕊鱗}上場蘇砿龍〕

《樹）

･交差点の蕊幾から●、

法定麓籍蹴禁止溺蔚

1号～交蕊点、縦騰歩遊

自転蕊横織帯、踏溺

執選敷内、顎の頂上

付近、勾縄の急な戦

;､ンネル…

2箸～交蕊点の鰯鵜又は灘
路のまがりかどか§

5m以内

3薯･～横鱈歩灘、菖転車撒

灘辮鈴噸･鱗I鰯議

から溺鰄以織 ．

4.号～安全鎚帯左蕊及び摸

念難講左翻離分揃
､識蝿蝋から鋤蹴

以内

患静･～停溌鱗｡辮鯵標爺

錘･擁から”癖

以狗

6愚～難騨織，鍔蝿鰯
から10m獣寓

鱗定遮漢》
《高齢蕊識者等騨蕊籍所等’

規謎膳閥蕊溌〕

《”

， 幾灘購磯～午蕊・時から

～午後･鰭寵冤

・ 規制蕊菰～筒鯵蕊

I
察藩蕊の交通規擬の湾
識、 〈鱒欝察磐長の交

競制5、X，令3の2〕
罰をOで閉む l

域 ｡
〆

(鍵失犯119の2･図〉
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図記載

現場付近及び違漠の状況並びに特記す･べき事項を記載

すること‘

高齢運転者等専用鴻所等で襟章球以ｳ澱>車両の法定駐柊唯禁止溺所.Z‘
ある戦単搾内における鮫撤
図例

高舞運蕊澄等繰涼勤発瀬蕊蕊薄及び謹潔禁止擦凝
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擦識鰯熊憾瀧逮転･鳶･錬蕊謂鋳潟識鰻厳鱗厘蕊擢識〉
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艤
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蕊錨（蕊齢蕊溌･溺粂
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》寝 撫足事凝〈薙足
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6

8 ．
2

;〔高齢者枠内

轍圃の場合〕

放磯磯:蕊違

長〈駐箪禁

ji錨鱗等総

難遮艤穫鋪
専用鵜薪

等)〉.
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画禁逃鵜競放撤

王

注：

《鋳分礎》

期9錫2．K鶴 ‘

雪溌鱈

鶏・】〈 ｝、鋪の2

・X

鱒錯定

“・1，4．X、45

の2．1，令Xの2

1． 《鯵分簡》に現謹

2

叉緯蕊熟した鍔溺壷瀧

入する

法定遜反の鶏舎臆、

違鼠鶏蔚腱農簿て選鶏

法条鯵号醤蕊腱するの

で、舗条の（ ）挺透

獺する･号を蕊入するど

と認曽輔麗繍の余・漁溌

分の蜜を●で謹み途漠

鵜霧を畷認する．

0

一

●
。
■
Ｑ
９
■
■
■
５
■

■

■

。 ：
■

戯齢運転者等馨獺時縄
劉膜懲車麓繍で譲箪蕊
歎捧の難爾の瀦蕊枠瀦

極おげる鮫漣

〆e 《時分潤》
鍋の4， ．4・I.、蕊9

”2．X鋒、今』鰯2

ｇ
■
■
■
ｑ
●
旬

●
。
早
●
●
。
①
。
●
●
Ｃ
Ｇ
●

号
■
ｑ
■
日
■
■
●

■
Ｇ
Ｇ
■
Ｂ
Ｂ
Ｇ
ａ
●
。
●
合
■
■
■
由
■
■
甲
■
■

■
。
■
■
ご
甲
Ｐ
Ｐ
Ｄ
。
早
●

’

I法定鍾反】

〔法定避難禁止蕊所明龍〕
も
■
■
″
寺

､火災報知機から●”

法定鍵蕊禁1t鵜霧

1．号～路外諭識

､人の難降場所

･貨物α職卸し鴇所

，識蕊鴇溺

所
誘
溌
鴇
納
理
構
嬢
の
の

躯
・
蠣

職
諭
鴬
虜

◆
０

の出入口から急融欺内

2号～謹路難蕊痩域の蝿鰯

‘ から5睡獣内

3号～、消防器具溌溺

･溌翰鰯水槽

の繍耀（叉憾、遭難

{こ接する出入”か
ら5m以内

4号～・講火職
'調雛罵水槽吸水ロ

･消跡躍水凝管投入孔

から汀獅以内

5号…火災報耀機から1鯉

以湾

織羅違感

(凝総謹聴者等専溺秘所等の

規剛時濁璃鶴〕

(擁〉

．“桑〈指罵”蕊鱗による。

1
<過失灘X灘の2・蝋）

■
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ｑ
０
も
Ｅ
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ｑ
６
ｇ
５
８
６
砥
Ｈ
ｇ
〃

ｂ
‐
■
ｐ
ｂ
●
Ｏ
Ｂ
Ｐ
■
■
Ｆ
Ｄ 織 毒

ー･一色由●●｡q甲申呼●…●可一●ー

ト0．．－･坤｡■･◆･■一一一一

｜ 略図記
； 瑛場
I －韮・・ －

略図記職

瑛場付近及び違反鈴狄況雛びに誇記すべき事項を記減
すること

高齢蔑聡者謀吻附場蒔等で標蹴束以外の車両の職車枠内にお
ける鮫麓
図例

窺齢運転蕃等蕊章塵鮎単腫瀧可及び磁順禁止標議

▲

Ｎ
ノ
罪
態
津

画一■…■一

画一一■ロ争●らゆ●ーー

0．s

ー一一一

I両

凝齢逸転着等導瀞涛溌鰄鰻厳箪恵縄で鍵箪単以外の箪蕊の駐聯捧溝
におげる雄灘
撤例

猫齢運転零．導吟麹潤蔑遊瀬運濁標縫

I 璃
撚
別
“
炉

ー■■■一~

一画…“●■…

I

O､野、

－－画T■■…画一一一

窓
鍼
寧
○
学
（
〉
Ｉ
□
Ｉ
△

違鼠単穂〈襟章蕊玖外）

綴識舷蒲〈嘉齢運転醤等捺薫遭難素聡奉可標議〉

蕊職位侭《高齢運転審縛専爵篭総溌綴溌準区瀧漂議》

パー.零．ング・チケ::‘ ふ発韓設総

現篭喧騒
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反購《遮

稀為の穏鎖

選
鯛
欄

膜灘金蕊

大
灘
普
瀧

二農

韓

藤
村

蔑則鍵鐸幾項・職条

本文（

（
窪
鯵

一
一

《
鰯
韓
>項 補患蕊蕊
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(総患瀧〉
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ｑ
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由
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由
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●
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瀞

芝

蕊

《簿分漉》
通9の3， I

画法定

“《 ），蕊の2．Z

画繼定

“、4△X

●

織定趣葬
《法建駐鯵恵禁止溺所明識
(例）

.交離点の耀識から0m

濃定職侭聯繋進鶏所

1号～交蕊点、縦断歩選

自転車機断辮､購切
縦遭激磁、坂の頂上

付透、勾鑓の総な頓

トシネル

鏡の2．X’令I鋤2 1 2号～喪蕊点鰯錨鎖又は鐘
●

渡：

』、 ‘時分織鑪魂認i
・叉臓、懲熱もた鋳悶を蕊：

2．法定遮農鰯鵜含瞳、

遮反溌潅;二よって適購

法条職警を熱こするの

藩、繍染鰯《 ）臆遮

購ずる簿･審認入す愚造

とも;異蕊慰撫鋤余寓部

分の画を◇で繍み違震

場祷脅穏鏡する．

画海難運転零等騨躍時閥
寵
停
箪

章
駐
懲

議
定
愚

で
法
あ

縄
の
審

運
蕊
溺

蕊
．
蕊
鰯

懲
の
蝿

膜
外
禁

識
戦
箪
枠磁;ﾆお捻る駐鰯

《繕分鍵》

鶏の4愈逢･I、鍵（ 〉、
型9の3'X錘、令1の2

■
■
■
■
■
Ｃ
Ｇ
弓
。
、

篤鰯まがりかどから

5m以内

3号～横灘歩懲．鴬転寧横

灘鷲紗i鞠・後｝篠

蝋か210m以廊
4号～燐全鼈幣左繍及び蜜

念地講左鰯部分I櫛

，経：繍鍛から澱、

雛禽

5．場･～縛潔i瀞･籍･Iの潔示

’ 1銭・坂iから10m
以内

6甥．～蕊切I薦・後i縄鏡か
ら10m蛾内

鱗蹴遮輝
《蔑難運転考等専照場溺等の

鏡瀞時郷認鶏〕

）

， 縄翻輝櫛～午煎○鋳から
午後◇時まで

; ・ 規縫車穫～爵勤蹴（嵐勤
二験を除く〉

■
■
Ｂ
Ｇ
■
■
■
■
■
■
昭
■
■
■
ｐ
Ｆ
■
■

I
蕊薯長の交通規制の

緯、龍]欝察聯擬の

鴬綴5．1，令3の

蜜を●で霞む。 矧
. ．P奥

(過失蝿1鱒の3，11）
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■
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ｐ
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蔵

現塒付近及び違反α)状況並びに特記すべき事項を記職
･ｵｰ・’ 一ル・勺－－，言．

鹿齢運転奮雑聯躍鴫所等零様庫寵駄慾の難祷的按定駐停車禁止場
湧である蹴寧神権臆お;ナ愚謹車
穰蝿

職

制
胤
猟
繩
（
〉
‐

議
・
岸

２

~~1
卓■■色

’
：為齢運転毒鯵零滞詩騰鱗磯駐蹴鼠瀧で襟章単蛾外の車湾の按憲厳

|縛難紫駄場爾で為愚,“鯵禽:二鐙諭為“
§織侭

。蜜…琴篭“
4一－1麓7－－'二三二]－

： ；
垂一麦
；4m：

ー~…一・一 「一－一・一…

雲…畷《綴…噛“
曾擦職“《瀧錘鱗溺蝉蕊…購謹爵瀬燃識》

言鷲鰐雪撫側…"“
I
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選
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率文《
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I

Ｑ
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禁礁鰻鱗蝋車

《時分瀞》

I蕊”3．1《灘

画法定

鶏・I〈 》

<法定違蔑》

鍼定逮蕊禁胤総誘韓鎚
(擁）

､火災報知樋から嬢揃

溌定駐車蕊欺鶏誘
繕いZ、 リ 瓢警～路外雄殻
画護憲

鶴。X、 4，1，鑑

鈴2．1．令』鏡2

‘簿分鴬鮴碧現認

叉嘘蕊嬬ﾐ錬禽籍溺警羅入

す騒鯵

藍． 渋定遮漠錘鶏･舎紘、

違震鵜蘇;亀よ簿で遮蕊

法条録号逢異;こするの

藩､蕊粂鰯《 》 ＄二選

鰯する骨を､蕊入･#･騒烏

ともIこ綴薙蝿の鐙蕊蕊

分鯵嘩噌．Cで鶴熟違蕊

場誘を璃鶴す愚診

圃蕊齢蕊転者等専期時閲
鵜溌懲車藤職で標章車

蝋外鯵車溺鈴嬢車捧窪

腱撚け泌嬢率

《鍔分獅》

蛎鈴4， 4， 1，週9

鈴瀞・ヌ（1 令1鰯2

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ら
●
◆
◆
◆
●
●
今
◇
●
◆
、
じ
ゅ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
申
◆
◆
令
◆
ｐ
り
ゅ

ヨ

’
ｇ
ｇ
ｑ
ｑ
Ｑ
ｄ
ｑ
６
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
●
ｅ
ｑ
ｄ
ｑ
ｅ
Ｑ
ｏ
。
●
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｆ
■
■
９

I

’

･人鋤鍵舞鵯所

･驚誇の繍識も錫鱗

､議蕊溌瀦

･費難蝋鈴格納場溺

'寓勤蕊の総理場鱗

の磯入画から3識聡内

苫警～懲路工事逗蛾鋤鰐瀧か

ら5”聡内

3号．．~、擢防器具霞場

'溺灘躍水穂

鈴繍難くX穂、蕊灘に

掻寸患撫入口〉か患5

”蝋内

4号～・鶏火詮

･獺防用寒穂吸水画

･溌鞠騨水吸管投入孔

から5“以内

5号へ火災報知機から1恥

以灘

総定違織．
憾総遮糖脅馨馨溺驚所等の

鏡織時購騎蕊〕

f擁》

･鍵粂蟻繊鋤要識皇よ鳥。

礒
署憂”交溌携識

，篭蟻繁署蕊の

5，x、令3鈴2

Cで霞む轡 詞
(選失蕊潔§鋤3．m）
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|麟繊"ぴ遮…溌雌…鍵ずべき"を記震
Iすること‘

あみ沙乙も

１
１ 瀧 零

矛
Ｐ
あ
あ
乃
乃
ｐ
Ｂ
砂
あ
み
心
砂
野
乃
砂
沙
沙
予
予
し
〃
ひ
■
〃
砂
〃
刀
Ｂ
Ｂ
Ｂ
〃
Ｄ
Ｂ
少
げ
り
■
■
ｐ
乃
乃
も
ｐ
乃
砂
〃
Ｐ
ｇ
１
ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
，
ｂ
Ｂ
ｂ
Ｂ
も
■
。
●
少
Ｂ
ｙ
Ｂ
Ｐ
Ｂ
沙
８
回
Ｅ
Ｄ
Ｂ
私
宇
、
〃
乃
砂
ｂ
ｊ
ひ
。
◆
〃
ひ
ｐ
Ｕ
ｅ
Ｇ
Ｄ
９
ｐ
ｂ
々
■
９
分
Ｇ
分
ｐ
ひ
ら
ｇ
Ｆ
Ｄ
巳
●
■
ｐ
ｂ
Ｕ
■
Ｇ
ｄ
。
■

凝齢遡転宥雰専剛場所榊二お狩る標章車以外の率燕の脱車枠
内にお;骨る駐琢
図側

泌齢遮転蒋愁標章富勤難駐車灘及び駐車禁止畷識

蔑 ”茜 ‐雪
一:藻=誌1画－斗

撚齢逆転若等辱期時蝿謡溌蕊寧臆溌で擦奪車脇外の車礎の続緊枠
内↓二総$ナ恐駐箪
臓例

海齢遂転篭等等朗詩灘溺穀駐率蕊蝿標蕊

電

解
●
謝
凋
予

一
一

C､S弧

一
ー

内
識
鰄
幽
（
ｗ
響
（
〉
１
門
い
Ｉ
△

迩填単燕（擬率単以外〉

様織鱸慰《擬齢違蕊者等樟姦慰勤砺駐箪可標職j

擬識{f綴（潟齢遜騒老等.噂薙蒋碇鱗綴駐車区鰐擬議）

パーーキ学ゾグ、苧･ケッリ､発難厳蕊

瑛瀧鮫鯉
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｜
I
I

I
I
f

I
1

キ
も

‘|愚
く

i

i
t

i

I
1
二

！

’

．交差道路α》直違蕊を I

畷蒻詮た
、交蕊点内停愈中に交鴬織
路蹴鞠が篭進開飴し.たc ！

{横断歩這 ：
繍顛績繍籍I
蟻近に停止中

口

－91－
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護
号

漠離《違漠；

行為の溌猿

燕
照
綴

反則金額！ 漠 難｛違蕊〉事項・蕊条撰

大識
遜逮

鐵
鯵
一
一

斗

Ｐ

も

‐

心

鈩

●

璽

葱

〃
８
ｈ文本

源
勝
二
職 項〉 総足事項〈擁足繼）

41

交蓮点簿

進入禁進

瀧 鼠

〔1点〕

③ ６

Ｃ
●
●
■
●
■
。
。
。
。
■
■
■
■
Ｑ
Ｑ
■
あ
あ
ｂ
Ｂ
ｂ
Ｑ
４
Ｂ
Ｂ
Ｏ
◆
Ｇ
Ｄ
ｏ
ａ
６
ｄ
◆
Ｄ
ｑ
ｇ
や
０
◆
●
ｃ
●
台
自
。
■
■
●
■
■
■
●
Ｂ
ａ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
■
■
９
４
９
。
ｂ
■
Ｇ
Ｇ
巾
Ｇ
■
Ⅱ
４
９
■
■
ｑ
ｑ
ｄ
Ｂ
Ｂ
■
Ｄ
Ｂ
Ｄ
曲
■
Ｑ
ｊ
０
ｑ
ｑ
ｏ
●
も
口
０
ｃ
ｄ
●
Ｇ
ｑ
Ｑ
４
９
４
。
◆
Ｇ
Ｄ
Ｐ

一
グ
ワ
〃

１
１

42
捧
げ
、

い
洲
洲
馴
馴
測
刑
剛
馴
馴
馴
趣
馴
剛
雛
那
蕊
馴
灘
馴
蕊
鯏
瀬

火簿
轤夕００００
、

鑑
《

。
や
◆
▲
●
ａ
Ｇ
ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｇ
Ｇ
◆
０

Ｆ
ｐ
ｂ
０
Ｇ
甲
■
。
“
ｑ
ｇ
ｑ
け
Ｂ
ａ
■
●

、
や
ｂ
ｂ
ｂ
お
り
ｐ
ａ
ｄ

I
分

Ｇ

■

勺

ｂ

ｐ

ｐ

伯

①

I 8

I i
： ：
q ■

1 ：

I ：
G P

8 G
Q a

l I
： ：
■ ■

： §

： ：

： ：

： ：

！ ；
： ：
■ ■

■ ■

3 ：

3 ：
■ a

i ：

漣6鰄
b g

l ；
2 ：

■
■
ｑ
ｑ
ｑ

’
I

や
◆
◆
も
申
◆

や
む
■
●
●
●
■
寺
●
●
●
■
巳
■
。
①
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｐ
ｃ
●
●
■
凸
自
今
▲
◆
◆
◆
Ｃ
Ｃ
Ｇ
◆
。
◆
ｑ
◆
◆
今
◆
◆

今
◆
・
Ｏ
Ｇ
◆
令
令
寺
●

塵錐塗i」
iﾛ蝋-パｽ鋤蕊溌薦
1鞠撚驚織撫
」
Ｌ
Ｐ
″
〃
℃
ｑ
‐
ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｊ
〃
ア
、
‐
ア
ヵ
カ
も

I
い
も
。
〃
あ
わ
ｂ
ｂ
ｂ
二
■
ｂ
も
毛

I

ｑ
４
ａ
ｑ
、
、

与

り

マ

イ

》

ｑ

ｑ

Ｈ

寺

４

４

句

も

百

凸

守

■

(違反態様及び遼行燕悶明記〕
<”
緯・職溌行
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報皆勢 ， 蕊識 艤 考

・－－－－…一一一一…i----－－－－－一･一…略図記載

現場付近及び違反α,状溌並びに特記すべき事項を記載I
すること冨

翻例

.~~--~r套鼠鯛岸－－墓 ｜
： I ； ；

睦錘鰯金 ； 『嘉一一

學嬢驫墜篝穏駕鐵慧鯆－
I uj

葛違反車
置③の信号鍔）で交差点に進入鰯始地点 ！
b按滞中の蕊溝の後方《交差点”に停車した地蕊 ｜

隣被妨誓車
し' 1 ．⑦の篭号鏑）で発進した建点

雛燃m)2． 遮反睡邑妨害豐珈繕典した難翼

婁波瀧*の憲溺 I

ー

－92－
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＝訓 ｢F－号

籍
号

反則〈違反〉

行為の種類

遮
竺：

蕊難金額

'"鐸善
嬢識通

二

鈴

疎
辱
郷
獅

虞難く違鼠）事畷′溌条綴

本文
鋒
鯵
《
一
錘
秘
〃
４
、 蕊） 続罵事項（補足欄〉

：

：

：

！
：

！

（
◆

8

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：
D

：

：

：

：

：
■

■

：

：

：

：
●

■

：
■

●

G
B

《

；
：

：

：
4

；

t

8

8
e

p

◆

《

＄

：
●

●

《

：
い

と

《
：

：

i6
：

：

：

■

■

■

■

■

：

：
ゆ

t
D

p

：

I
p

I
i

I
I

J
上

1
1

§ i
： ：

： ：
■ b

q b

i ；

； I
： B
： 《

： ；
● C

§ I
§ ！
§ §
： ：

§ ；
： ：

！ ；
● β

§ ；
； ；
： ：

§ ！

§ §
： ；

§ ；
i ；
§ i
i i
§ ：
！ §
： ：

§ i

i i
： ：

： ：

： ：

§ f

§ ミ
§ ！
§ ；
0 ，

§ ：
： ：

： ；

§ i
§ ；

＃ ｛
§ ＃
§ §
： 《

： ：
： 《

§ i
i ；
● b

錘？
§ ！
§ ；
§ §
： ：

§ i
： E

§ ！
： ：

： ：

§ ；
： 《
● ◆

； f

i I
■ "

§ i

: ；
： 8

； ｜
： i
： 8
： ；
： ；

1 1
： 《
8 ＄

； （

! ’
； ｛
§ i
§ ！
■ β

§ ：
： 《

§ ＃

； ！
8 ：

: ｜
§ ！

; I
e p

ｑ
ｌ
ｑ
０
■
◆
心
中
■
９
０
日
も
。
◆
今
◆
も
■
Ｄ
令
。
●
■
ゥ
ｑ
ｄ
ｐ
◆
ゅ
。
■
■
ｑ
ｑ
ｑ
０
９
１
１
ｑ
ｌ
口
■
■
Ｂ
Ｇ
４
■
■
旬
Ｂ
Ｇ
■
ｑ
ｑ
ｑ
Ｄ
■
ｑ
■
Ｂ
ｑ
ｑ
４
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
０
４
Ｑ
６

I
●

■

■

ｑ

‐

ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

ｑ

Ｇ

難灯火42

〔1点〕

１
１
ｑ
ｑ
４
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ヴ
Ｇ
ｅ
ｅ
■
Ｇ
Ｇ
ｅ
Ｄ
Ｆ
守
口
叫
叶
０
Ｐ
ｂ
■
■

6
《
恥
〉

■

●

迩箇蕊箪I蓋農‐iの
●

●

：

●

； 夜撒以外の蔽照駕無繍火
■

； ； トンネル

|熟"…
ｑ
ｄ
●
●
■
●
■
■
４
９
■
■
■

■
Ｑ
Ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｄ
４
ｐ
Ｄ
ｅ
●
。
。
●
■
●
。
■
■
■
Ｕ
■
■
■
■
●
■
■
■
●
■
■
■
■
●
■
■
■
■
ｂ
Ｄ
Ｑ
ｑ
０
ｑ
ｑ
ｄ
Ｇ
４
■
△
◆
旬

I
ｑ
４
４
ｑ
ｑ
４
６
■
ｑ
９
ｑ
ｑ
Ｕ
●
●
●
●
■
■
口
０
■
■
、
■
●
■
■
■
■
Ｇ
０
０
Ｑ
ｄ
ｑ
■
０
９
口
●
●
●
●
Ｄ
Ｃ
●
ｐ
、
●
●
。
●
◆
●
■
●
●
●
◆
ぜ
●
●
ｄ
寺
■
け
■
寺
●
●

令惑･ I剥入蕊織韓、
係鯰･I

画漂舗の夜織以外の蕊鎚
灯舞侭.火 ．
”､ンネル

{渡癖
:その他
52・ I 、}2《)‘ I鐸､令澱、
令：8． ：“単識鍬
鎌62.1

ロトロリ､…バス錘夜鶴鉱
外の瀧騨灯無繍.火
； トンネル

{溌霧
；その他
52,1,l鋤､I籍).令蕊、
令18．X錨､職14、

無戦建鎧叡

画嵐鰯車の

１
１

薄
謝
蕊
誕
・

轤
保
号
係
灯

車
番
庵

溌
係37‘ I

内灘鵡灯｜
繍皆"！
． X約｝ 』

窪・ I，1節．X(認

蕊篭火

令18. ：鋤､車4遮副

画溺騒箪農羅…|の
尾灯無麓火

52． 1，1鞠･I銭、

令熟･ I(1)､蕊鍵儀，
録62の3.1
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すること《
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Ｄ
ｂ
ｇ
ｇ
ｂ
ｇ
■
■
ｂ
■

事項，溌条綴《違漠〉嵐蕊

■■
り
り
■
■
■
。
■
Ｄ
ｇ
０
ｇ
０
Ｐ
６
◆
じ
ゆ
ｂ
０
０
Ｄ
ｇ
０
ｇ
ｇ
ｇ
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
ｐ
■
〃
■
ｂ
Ｐ
Ｐ
ｐ
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｐ
Ｄ
ｐ
ｑ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
ｏ
ｐ
０
り
ｂ
ｄ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｂ
ｂ
ｃ
凸
日
●
巳
与
り
◆
，
、
ｂ
◆
、
ｂ
ゆ
●
●
■
ｂ
■
●
〃
も
●
■
■
ｂ
■
ｂ
■
■
■
■
■
●
■
。
。
●
●
■
●
。
◆
◆
●
ｅ
ｅ
Ｇ
ｏ
◆
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番
号

反獺1違蔑》

行鐵鋤種類

蕊
ー

目や
■

■
■
■
■
■
■
。綴

蕊難金額

大
灘
大
灘
警
溌
鶴
鵠
.::鳥

篭

.::鳥

篭

騒
灘
騒
灘

’

’

1'
ｐ
５
Ｌ
Ｌ
罪
沙
矛
も
わ
か
〃
吟
ｎ
Ｂ
Ｌ
Ｌ
も
お
う
乃
宅
も
ｈ
矛
尹
〃
乃
沙
夢
動
ア
ア
Ｄ
Ｄ
も
ｐ
ｐ
ｂ
埴
お
ち
ｂ
も
ｆ
、
ｂ
や
り
、
Ｂ
ｂ
Ｆ
３
ｐ
ｊ
Ｐ
労
、
ｒ
あ
う
リ
ル
ｂ
か
ｐ
ｐ
ｂ
■
Ｐ
力
お
お
〃
〃
も
ｐ
ｐ
〆
■
お
ｐ
乃
乃
お
力
お
力
ｂ
Ｐ
Ｐ
■
■
■
■
●
Ｐ
ｐ
■
も
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
β
■
●
掴
ｐ
β
■
ｅ
Ｑ
ｑ
ｏ
ｏ
勺
甸
◆
１

I

i
l
i

i
G
旧
t

"

f
キ

I
U

4
､

｜
ド

｜

I
C

I
§
C

I
f
；
B

G

I
＄
f

f

I
I
f
f

亭1，，
4 $C

（
f

；
《

8

i
f
G

f
G

f

（
f
f
E
p
p

f
p
■

C

β

6
6

：

：
G
ぅ

：

8
℃

；
◆

b

：
：

；
：

：
■

：
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

：

：

：

：
■

：
：
：
：
：
：
◆

： ：
： 《
： ：
： ：
： ：
： 《
： く
む ｡

§ ！
： ：

： ：

： ：

： ：
■ ■

● ■

■ ■

■ ■

§ i
： E
： ：
■ ■

■ ■

： R

： ：

： ：
● ､

： 8
8 f
p D

I I
i I
§ ：
： f
■ β

： f

： §
■ p

： ；
： ＃
■ b

i I
i ；
： E

： ：

； （
： §
： §
： g
● b

： 8

： R

E 8
■ b

： C
■ ■

： ：

： ：

： ：

： E

： ：

： ；
： t
d b

： 『
； ：

： S
G D

§ ；
● ，
■ ，

： f
● 巾

： g

： ：
■ b

蕊簿火
い
い
■
■
●
■
■
、
■
ｐ
じ
ｂ
ｏ
ｂ
●
。
●
●
●
■
。
ｂ
■
●
。
●
■
。
◆
。
。
◆
◆
●
●
■
■
■
■
●
●
。
◆
●
寺
■
●
●
■
９
■
△
４
●
■
◆
ｏ
●
●
ゆ
●
じ
じ
◆
●
●
ゅ
ｐ
Ｄ
０
Ｄ
ｂ
●
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
ｑ
げ
処
垂
■
４
■
■
。
◆
ａ
ｆ
４

ｑ
ｏ
ｑ
ｑ
ｑ
ｏ
ｑ
ｑ
●
ｑ
ｏ
ｅ
ｄ
ｏ
ｅ
ｑ
４
■
ｑ
今
。
寺
①
。
◆
・
守
◆
申
ｑ
４
ｄ
ｄ
ｆ
ｐ
●
■
●
■
■
Ｇ
〃
●
９
。
■
■
●
●
Ｂ
ｐ
■
ｑ
ｄ
ｃ
０
４
ｑ
ｑ
ｑ
４
Ｑ
ｐ
ｐ
■

罰
⑩

Ｉ
Ｉ

‘"1㎡
I
i
f

l
t

i

i
1
W
b

i

I
i
P
■

f

；
■

●

■

ド

1
1
■

I
a

i

l
1
I
f
b

：

：
■

■

■

■

■

■

画議紗鰯蕊簿無鋼.火画議紗鰯蕊簿無鋼.火
鑓．X、』鋤． X{鍬鑓．X、』鋤． X{鍬

令蕊､ X(難事“総典令蕊､ X(難事“総典
雑の3．1雑の3．1

蕊麓.火蕊麓.火

トロリーバス聾＞

篝溺
令蕊､X“､雛i4

5Z． X，i鋤．X(鎌、

トロリーバス聾＞

篝溺
令蕊､X“､雛i4

5Z． X，i鋤．X(鎌、

画画

画鶴涛電蕊擬織

螺溌I 無灯･火
鱸′1，1.灘･I鱈》’

令》8．2鈴.熱灘、

執遜規88 I群
{ （2）

画瀧鰯 {蕊|繕
駐蕊総'韓灘簿火
52・I、l認・ I“、

S･斑

画憲鍵蕊の夜鶴歎鶴
蕊譲薙・
綴34'X ；

番号鍔
舞撚･ I i
建鯨
綴鯨,R i

篝内鱸礎輝：

‘鑑､、 ｜
‘霧豊郷I
撚討彫！
｛その鍵 ；

灘灯火

戦,I、IZ6． i､ <舞診令澱、

令18．1斑>,車41鋤）

画塵鍵車 鑪議=|の
捜綴域外濯蕊無簿火
”
お
乃
乃
■
■
■
ひ
■
■
■
Ｐ
頭
乃
も

トン鳶､ル

濃霧
そ･の鐘

52. 1 ,129.15,'､令19、
令18． 1㈱､車44:6‘,、
保62の3． 1

本文
◇
Ｌ
■
ｐ
ｒ蕊

錘
鐙
一
一
鍾
鯵
Ｐ
び
り
、
け 補罵事項（繍足．



'3ー

ノ

I

鳶一十一 ？ L斗

口 ’

－96－

~=1］ ｢F一十－

1
I

、
I

総‘ 考



＝」 －卜 LL

’

－97－

計 ｢F－卜

蕃
号

鼠難(違鼠）

行為の謹額

溺
霧
欄

反剣裳識 鼠獺（違反》事環，識条総

火
溌
謹二
蕊鴬

●
■
も
Ｄ
Ｇ
Ｌ
Ｇ
争
少
℃

凛
慧 単文〈シ

、 .e②■

。一一：&1句

学 2や2

．9－－_も
り。 、雷

項〉 補足蕊項（総足欄〉

42

．
…
…
…
…
…
・
・
．
…
…
．
．
．
．
．
．
．
．
，
．
…
．
Ｐ
Ｐ
Ｉ
●
！
…
…
Ｉ
！
〃
，
…
…
・
…
～
，
…
，
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
癖
檸
膨
１
画
、
…
…
、
１
１
．
．
…
…

無灯火

、
１
１
‐
望

２
Ｆ
■
も

’
Ｂ
《
・
巾
１
●〔1

腰
ｐ
ロ
〃
砂
沙
巳
抄
砂
お
ち
お
ち
お
ち
わ
ゅ
も
‐
珍
陽
も
り
、
伊
渉
も
ｐ
沙
ゆ
い
も
泌
ｂ
ｂ
卜
ｐ
ｂ
ｈ
９
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
も
頭
面
乃
画
曲
珈
Ｊ
ｐ
Ｆ
ｐ
Ｐ
ｐ
Ｕ
ｂ
ｂ
ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
ｐ
。
Ｐ
ザ
ｐ
ｐ
ｑ

6鵜

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

《
グ
、

△
ｑ
ｆ
９
９
申
も
虹
ｇ
ｇ
ｆ
ｑ
ｇ
■
Ｑ
ｐ
１
Ｔ
ｑ
ｊ
。
■
１
４
ｑ
８
ａ
■
●
。
●
■
ａ
ｑ
ｑ
ｇ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｕ
Ｊ
Ｊ
■
ｑ
１
３
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
０
ｑ
０
ｑ
６
ｑ
ｑ
４
■
ｇ
ｏ
■
Ｕ
０
０
日
ご
ｑ
ｑ
ｇ
１
ｒ
４
ｄ
‐
ｆ
‐
ｑ
ｑ
０
８
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
グ
も
６
９
６
４
口

1画蕊付鈴夜劉蝋●蝿鴬溌･溺火

； ｛ トンネル

i .擬､;…：
{懲磯鷺Xj； 織雛の3.i

1画潤一バｽの夜"外｜
剛壷職:: ! {驫熱｜
: i 溺腱鰄職！

｜鵬毒､'‘
： ｛そい鐘
； ら2．1，i26．1錘
1 余,9.令,8,1《動､職蕊 I

１１１１

職蕊

、。八・八

一鬘『〉”ぺ》

、少‐●Ｑ、。Ｐ▽、

１１

卜・ンネノ

溌霧
そい鐘
、1，126

19，令18

鑓余

~

ひ

‘13
減光等義務
達 蕊

『1点〕

噂

い
織
織
秘
鋤
纈
作
い
篭
。

缶
伺
黙
蛎

違
進
‐
：
…
’
’
１
…
．

き
綴
鋤

行
職
雛
帝

雛

作
か
》
岬
簿
潔

画
．
：
．
１
，
，
１
…
…
．
。
！
．
…
！
：
：
…
一
瞬
；
：
…
・
；
．
・
・
：
．
．
…
…
…
・
…
…
ｉ
’
、

６＄

い
静
銀
必
鋤
癖

ツ1.3,
~q〃

』（”
｡

｝<2》

瀞
§〈鉾

《違反難橡鞘記；
《総）

'溌韓準〈籍選乗蕊〉
争い

(_j殉､

まで接近し､、滅光し,ている
の{こ減光1，ない。

舞火操作
1号･･､,篤勤蕊
Z慰・一･･二鱗譲侭

3号,一･･蛎葱
4号～卜画I>－バス
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略蹴記戦

現場付逓及び通反の状況並び臆轄記すべき事項を記載；
す．ること，

少
も
ｐ
″
丑
乃
Ｐ
〃
、
乃
乃
乃
乃
〃
沙
乃
″
Ｐ
Ｐ
心
〃
〃
Ｐ
Ｐ
ｂ
〃
Ｊ
Ｐ
Ｏ
少
ｒ
ｐ
Ｌ
ｆ
Ｉ
ｑ
Ｆ
ｐ
Ｅ
紅
Ｅ
ｇ
５
ｑ
Ｅ
ｇ
ｇ
Ｅ
５
５
Ｋ
唖
ｇ
４
４
Ｌ
Ｅ
Ｆ
日
１
６
唱
Ｆ
Ｉ
Ｉ
日
日
Ｉ
■
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
５
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
９
９
１
ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
ｑ
■
ｒ
ｒ

躍鐵記載

現場封近及謬違反の状溌蕊ぴIこ蒋蕊･ずべき蕊覇を離職

するこ･と。 別灯火不操作

闇‘野爵 1＃麗総 1 輪

愚｡gi "麗違反箪

"鰯…蜂‘層｜
”愈蕊認始総地点
ib停止命令地.嚥

箇パトカー

(蝋"､，ノI
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講
磐

反麟〈遮反）

行為‘)種類

適
鮒
欄

反鋤金額

大
毅
瞥
通

■■寺

■■■■■

輪

臓
僻

反剛〈瀧反〉事填・鯛条欄

､本
、
Ｏ
Ｄ
Ｃ噸

鰯
⑨
字
》
へ
《
鋤
①
″
宮
８
＄

＋
〈

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

椎足:蛎聴（補足欄》

“ 舎臓不履行

〔1点〕

⑧ ワ
『 6

q

6 あ

媛
折
同
行
止
退
藍
小
Ｉ
状
る
竹
止
鵡
不
Ⅲ
入

左
撫
鱸
徐
俸
後
縄
蹴
・
蝿
環
撫
繊
停
綾
織
・
縞

γ
Ｉ
‐
剖
斡
ｌ
ｌ
、
合
鍵
令
画
ｒ
Ｉ
ぞ
Ｉ
、
合
識
１

方
職
、
蕊
と
職

鋤の進路変吏
行
120． 1 (8)、

蕊点にお(･する
曹

符

更

I （8） 、

‘l

令
・ 1

1の2
、
わ

:雄反熊嫌聡維
:<擁》
■
自
白
■

量
３
．
⑨
》

白
ｂ
■
合
■
■
■
由
■
甲
■
■
■

■

■

宙

：
：
甲
■
■
ゆ
■
の
■

§
｡

Ｂ
■
ｅ
ｅ
ｃ
ｇ
Ｇ
■
凸
６
台
Ｇ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
色
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
甲
じ
じ
”
”
●

●

X”′ ；
令21 ：

：

無令蹴
舎隙不継縦

OP

（過失漣120,MC合図‘ ｝

45 合図制限違反

〔1点〕

C ら

⑬
句

６
？

5

■

り :＞，

{蕊……
終了後合幽継続
黙。Ⅳ、 X20． 1 （8）

催……
念しないのに

偽"”
合圏をL・た
識、Wo I2C、 1（S）

1繍…
合図継続
識、1V， 4． 1， 1錘
。 I (6)、令1の2

早
い
Ｕ
●
竿
Ｇ
Ｇ
Ｇ
●
■
ｅ
■
Ｇ
ｅ
ｅ
■
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
Ｑ
■
Ｇ
Ｂ
ｅ
Ｇ
ｂ
合

:違膜態織鴫識 ．
《鍵》

鰯併合畷継続
■

■

■

■

匿

■

■ －

■

■

■

■
■
ｑ
■

○ F
■

■

■

■
■
■
ｑ
ｇ
ｅ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
ｇ

も

ら

》

ひ

巳
各
。
■
Ｇ
ｅ
ｅ
ｂ
Ｇ
Ｇ
■
合
匿
由
■
告
■
匿
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
Ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
■
■
■
■
■
Ｆ
■
■
■
早
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
々
■
個
呈
■
佃
ら
■
■
ｇ
●
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ａ
Ｂ
Ｇ
■
色
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ （過失躯120‘11ロ合翻 ｝
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略図記瀧

現蝋付近及び違反の状況雛びに誇記す･べき事項を記減
哉･･ ･， ．幸ル
ツ勺L－－－、

肘
崖
蕊
：
．

一
“
ｒ

一
・
診
、
毎
蛮
越

で
篭
．
・

一
畳
↑
一占
一
街
一

趣
漣
期
令
駕

蛤
命
難

認
止
単

行
蕊
停
停
車

賀
ａ
ｂ
ｃ
た

蛎
蝿〃
塚
Ｉ
、
Ｉ
し
霞

醗
車
止
位

合
反
停
灘

擬
溌
違
急
窺

恵
図
雷
識
で
穴
画
△

略図記載

瓊場封近及び違反鋤状溌.舷が;こ溝議すべき事項を記載
すること轡

右折舎趣継凝

溌例

: ■遥讓毒孝
グ オ
ノ

／ 塵。
P遣

萄 '一｢~掴－
－………；

｜;簿…”錘違反蕊

や・

9回現露紘遼

I
－一

－100－

計 ｢F－-－
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●
◆
●
●
■
令
■
●
●
■
夕
も
。
●
●
■
ｅ
●
◆
◆
の
参

《違茂〉寵項・蕊粂機鼠

、
、
Ｊ
ｏ項琴錘

一
一

も

●

●

由

り

○

グ

ロ

瓢
逗

。
〃
？
ｂ
、
文 輔足事填（補足欄〉本

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
○
■
●
●
■
０
■
。
●
●
■
０
●
●
■
０
●
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●

〔違反態様鯛調
<鰯）
･叢が診かどで警笛鳴らせの

蕊路標識が設けられ-て．いる

のに嶋ら誉なかった,，

■■■■
●
●
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
ｂ
ｐ
ｂ
■
■
■
Ｄ
Ｐ
■
■
■
■
■
■
■
Ｄ
Ｕ
Ｕ
■
■
●
Ｕ
●
●
●
●
Ｂ
●
。
●
●
◆
。
。
●
●
ｅ
ｐ
０
■
●
０
０
ゅ
ｂ
●
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｂ
０
０
ｂ
●
ｂ
●
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
●
Ｄ
０
ｇ
ｂ
ｂ
０
０
Ｄ
Ｄ
ｂ
０
■
ｂ
６
や
■
■
■

、
１
１
１
１
９
〃

鼠，遡
器
懇
奮
失
溌
過
痢

．
〃
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
４
、

鍵漠態鎌璃認〕
ｐ
巾
Ｄ
ｂ
ｐ
い
ゆ
■
Ｐ
ゆ
ゆ
串

<鍵〉

3衝吹鳴；･発進を侭寸ため、

した
◆
●
■

-101一

弓1 ｢F－-－

番
号

反鎚(違蕊〉

行鍔の穂類

過
E2金

威難金繍

鰯
臓
嬢
普
通
藤
灘

45
句
Ｊ
Ｊ

3 ：
｡ ？

● p

： ：

： ：

3 ：

： ；

： 9
d B

： ：

： ：

： ：
■ q

■ 凸

§ i
： t
● ■

■ p

醗
＄ B
O O

1 i
q b

l 8
8 ：

： ：

： ：

： ：

： ：
● ◆

｡ ◆

8 3

： ：

： 3

8 ；
D 6

C O

o q

： 8

： ：
ゆ 0

合図制限違反

〔1点〕

Ｄ
ｐ
Ｄ
砂
も
Ｐ
ｐ
刃
乃
Ｐ
４
”
も
〃
汐
上
み
、
ｆ
お
Ｊ
ｆ
ｒ
抄
ル
ァ
Ｅ
ｆ
ｆ
Ｆ

i6
ぺ

り 5

》
、
◆

、
の
Ｙ

ｏ
さ
母
。
と

お
’

ず
》点
い
い
い
鈴
価
麺

難
遼
な
象
き
・
》
》
，
‐

嘩
剖
令

交
砂
‘
§
一
．
レ
ー
』
と

状
求
拶
止
澱
る
灘
肱
遼
を
獺
．
．
へ

環
撰
鱗
棒
鞍
撫
溌
徐
鱒
綾
織
・
総

画
〃
Ｉ
，
く
、
Ｉ
鶴
鎖
〆
，
Ｉ
く
；
ｌ
遣
含
認
１

１

１１１罰
》
り
』

毎
。
◆
▲兜
獅

ル

ー

〈

。

《

坤

過
ごＩ
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I
I

I

４
口
■
４
４
．
●
ｅ
ｄ
ｄ
ｊ
ｅ

Ｐ
″
Ｐ
ｚ
Ｐ
″
、
″
Ｆ
〃
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
″
■
▲
ｒ
ｆ
ｆ
ｆ
易
、
、
、
、
恥
々
々
〃
ｆ
ｒ
Ｐ
ｂ
“
け
り
Ｐ
ｂ
〃
砂
沙
砂
ｂ
毎
Ｆ
〃
■
〃
お
Ｐ
Ｐ
〃
ど
″
Ｐ
Ｐ
〃
砂
乃
乃
画
Ｐ
Ｐ
Ｐ
上
、
ぴ
ひ
歩
み
Ｆ
Ｄ
心
も
＆
”

巳

Ｄ
Ｐ
ｂ
０
ｐ
Ｐ
Ｂ
ｂ
Ｄ
Ｄ
ｈ
ｐ
Ｄ
ｂ
ｐ
ｂ
ｂ
や
ｂ
ｐ
ｐ
●
ｂ
ｂ
り
ｐ
①
ｐ
Ｄ
Ｐ
ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｐ
ｏ
ｐ
ｐ
Ｂ
Ｄ
ｂ
″
〃
■
か
も
〃
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
脱
ｐ
ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
■
■
ｐ
画
Ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
Ｐ
ｐ
Ｄ
ｂ
ｂ

■
■
６
，
少
。
＄
巾
も
◆
ｒ
ｐ
■
Ｕ
ｐ
９
■
ｇ
ｑ
Ｆ
ｐ
ｂ
■
白
い
Ｂ
９
ｐ
■
ｐ
ｂ
ｐ
争
①
■
ｐ
Ｆ
ｐ
ｏ
●
。
。
●
●
。
。
◆
ｏ
ｐ
ｂ
Ｑ
■
■
・
Ｐ
ｂ
■
■
。
■
■
。
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●

■
。
。
■
。
●
①
０
０
●
、
、
●
ｂ
ｄ
Ｄ
ｂ
●
●
●
■
●
ｅ
●
■
争
①
争
■
。
●
９
４
■
●
●
●
も
ｑ
ｆ
ｇ
■
。
６
０
日
０
６
Ｇ
台
も
６
台
■
６
。
◆
自
。
■
け
。
口
■
●
■
。
●
●
■
■
け

● B

： B

： 8

： 8
■ ①

● ■

蕃誉器欺鳩＃ 1
義務違反蕊

｡ ●

； i
合 ･

〔'点〕 ： ！
： I

■
０
９
■
わ
ｂ

■
●
●
●
ｑ

●
●
●
Ｂ
■
。
ｂ
Ｂ
■
ｐ
■
。
●
■
。
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
●
■
ｑ
■
ｑ
■
■
●
■
。
●
ｑ
の
。

◆
■
■
●
。
。
■
●
凸
●
●
●
●
凸
①
●
①
●
■
●
〃
Ｂ
ｂ
ｂ
●
●
●
■

Ｐ
ｂ
■
■
●
■
ａ

■
■
Ｄ
も
ｐ
じ
じ
ｐ
ｐ
Ｄ
ｂ
Ｄ
ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ
ｂ
Ｐ
ｐ
ｂ
Ｐ
Ｐ
ｐ
Ｄ
ｂ

ｐ
Ｄ
Ｐ
■
ｐ
ｐ
■
■
Ｐ
Ｐ
Ｆ
■
〃
Ｂ
ｂ
ｐ

少
ｂ
０
ｏ
６
ｐ
〃
Ｂ
ｈ
Ｄ
Ｄ
ｂ
Ｄ
ｏ
ｂ
６

Ｄ
６
Ｄ
ｂ
ｂ
ｂ
Ｄ
■

■
ｂ
ｅ
■
Ｐ
■
Ｐ
Ｐ
い
■

ｐ
Ｐ
ｐ
ｂ
ｐ
ｂ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
Ｄ

7i6
６
１
１
６
１
１
１
！
…
…
…

，
か
り
、
私
砂
ｒ
〃
ｆ
〃
ぜ
〃

!‘
I
I

’
I

！
〃

Ｊ

も

ｑ

ｆ

ｆ

ｆ

５

刀

も

〃

Ｃ

ｆ

、

も

盆

夕

も

こ

〃

も

こ

４

８

９

ダ

フ

ｂ

も

５

，

ｆ

△

ｇ

ｆ

４

ｔ

ｔ

名

ｒ

ｆ

Ｆ

Ｊ

Ｊ

尹

弘

唖

ｆ

ｇ

ｐ
Ｐ
Ｆ
や
ｂ
ｐ
ｂ
ｐ
■
』
ｐ
Ｄ
ｂ
Ｆ
色
Ｐ
Ｄ
Ｐ
〃
、
、
β
ｈ
Ｄ
ｂ
ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ｂ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ｐ
ｂ
■
ｂ
■
ｂ
Ｐ
ｐ
ｂ
ｂ
ｐ
ｐ
Ｐ
Ｅ

Pb

罰

画,兇とおし鋤きかない指

i交差点｝
定iまが$’かど；で
i上り坂の蕊とi
欝書器を鶴燈さなき、
54． X《』！､4． 質、灘0．；

《8入､蒲lの2

画措定廠識誤息おける兇

で

い
・
Ｉ
…
，
…
ｌ

寒
点
ど
上

恥

力
か
頂

潅
蕉
硲
麺

１
９
。
》
、
《
廊
唖
・
調
形
″

お
交
ま
・
運

・
Ｌ
Ｆ
〃
｝
Ｂ
Ｆ
Ｄ
ｐ
ｂ
ａ
●
・
●
〃
も
■
●
●
■
Ｐ
■
■
ｐ
も
ｑ

蕃驚器を聡らさなき‘

54． 1<2》､4．X，l”・ I

《8A令l鋤2

鱈驚器使鰄

47;赫磯違反；

｜嘆…’

I

心
f

I
《

f

誰3
E

i

i I

句
嘩

画瞥驚器吹嘱
誕・圏､1顔・ I総）
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報誉霧 、 続撫

略図記戦

現鴻付近及び違反の状況蕊びに燕記すべき事項を記載

すること、

略図記繊

ない．

！
図例

粟

臺譲套美雲二
愚現認始蕊地点
b停止命令地点 冒１

１§違反車
す

略識雛斌

現驚儲近及び違反鈴秋況〈竣鳴識舞慧びに蒋記すべ
き事項を記載すること、
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番
静

反難《遮反）

行為の灘讃

適
爾
鯛

茂蹴金蕊

穴

醗蕊
臓
鱒

反難《進舞蕊項・罰条擢

本文散渉） 擁足事項《補足擬》
。
●
●
■
。
●
●
●
●
ｅ
ｅ
ｃ
ｑ
■
●
●
●
●
色
●
凸
①
色
白
■
■
■
■
由
阜
申
申
■
申
■
ゆ
甲
早
①
①
。
。
●
ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
。
。
Ｑ
■
ｅ
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ｅ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
ｂ
Ｇ
Ｇ
Ｄ
■
Ｂ
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■
凸
０
白
０
■
■
Ｑ
■
■
合
■
ｂ
・
■
■
■
吟
自
Ｇ
由
・
”
■
Ｕ
■
ｐ
号
ｐ
●
ｐ
ｇ
ｐ
■
Ｕ
母

。
■

法
漢

蕊談載方

点〕〔1

●
凸

乗
違
．

●
守
号
守
ら
●
■
●
●
号
●
●
■
骨
ｃ
●
ｄ
Ｑ
旬
ｑ
ｑ
ｄ
Ｈ
ｒ
ｒ
ｄ
ｄ
ｆ
ｄ
Ｕ
ｄ
々
■
●
ｑ
ｑ
■
ｑ
・
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
■
ぜ
●
ｑ
ｑ
ａ
句
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
○
句
ｑ
小
ｑ
ｑ
ｑ
ｏ

48
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Ｑ
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ｑ
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由
■
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ｑ
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早
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ｑ
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■
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ｑ
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窓
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限超過
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議〉

溌未淵

鯛

鶴
綴通等
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繩鞠鮮

圃
一
ｇ
一
瞳
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純

鵠
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錦

蹄
一
鰐
一
鮒

繕穣載鞠篭撒制鎖超遇 ：鍛戦物鯛識

i琴畿蕊息‘蛾|驚謡
~噌諌･賞､“･I(黙令露2)i ･砕蕩

琴辮簸職劉諜“； ､鉄材

｜”
-罰姥 k9 "l ･金蕊

： 灘過鈴ところ
舞錬.I,蕊8．]:“令羅鯨
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一』

蝋 考

路漣記載

現場付近及び違反の状溌鯨ぴ;こ塒記すべき事項を認識

すること・

設篭鈴乗車違反

溌織 爵

：穂嘉] －1
癖_一一錘一/---琴
野 心

金
炉一一一口＝ー中一年一一面

霊露ia蕊認始期灘.黛
葛違反職b鯵jと命令地点
ic停車地点

△現認位鬮

略翻記載

助手臓窓

室”
跡手席麗

一“～

菫室〆
略翻記載

環場付近及び違反の状溌溌謬;こ特議すべき事項を記載

す鳥ことc
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護
号

反則(溌震〉

行為の種類

遥
嬬
鰯

漠蝿金額

大I鐵重
蕊通溌

原
(･も
《ぎ

漠難《懇反〉事項，溌条欄

本文《
蟻
鯵
一
一
錘
参 項｝ 総足事薮〈蕊足織
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1
鴫蕊蕊誠‘

溌鵯静遮及び逮鼠の状捷並び#こ特蕊ずべき事額を§

･ず患篁患．

蕊総

1． 長書

蕊 零

}割･･--....-..---”; ‐--.. ..-----..-..-----，．；
■

／,.…….…‐2． 鵜 、、

’ i一一一一蕊、－－－域

了=評”
ヂ : メ
サ . 、

爵,爵鞭 ： 聾患齢
． & 》

； 鑑懸 ；蕊

埼
劇
、

一
事
学
一
一
一
宇
》
擁
銀
溌
惑
い
一
一
一
Ｆ
－

，
，
，
号
０

3． 高
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番
号
反則《遮露

行為の瀧嬢

遮
鶏
繍

漠蕊金鶴

鰯
曹
懲 鳶I
原
灘

蔑雛（違漠〉事項・溺粂機 ．

本文も ﾘﾆ験》 鋪足幕凝（補足欄）
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過
方
超

点〕
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鰻
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顎
難 急

凸
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I
f

i
B
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■

1
1
：
ゆ

■

■

：
8
8
8
8
8
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§
8

8
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且
■

■
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■

I
f
D

B

I

3
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f
Z

I
8

1
1
9

1

C

Pb

鯵 5

憲穣載方渋制瞬趨過

単捧鈴 力

も
、
●
甲
④
■
ど
巴
９
５
℃
巳
〃
＆
刀
乃
丑
乃
■
●
●
■
２
ロ
グ

前
後
塑
窃

ｆ
ワ
ク
Ｐ
●
甲
●
甲
ｑ
ｑ
ｇ
Ｄ
■
も
●
□
①
。
●
Ｄ
ｅ
Ｂ
Ｂ
温
巳
も

､らの蕊

み塵し､繍綴超選”

57,1,119.1職の2》、
令鑛4〉

惑溌戦方法制限懲遇
鐘墓）

繰蕊！
i穣綴I 装蕊鯵

I
＄
■
巳
区
ロ
■
■
●
■
凸
啓
Ｅ
Ｆ
Ｄ
ｐ
ｂ
Ｃ
●
●
●
●
●
●
密
〃

競
後
左
右

凸
？
■
■
且
■
■
■
ｑ
巳
■
ｒ
皿
己
も
。
凸
ロ
曲
■
ａ
■
の
ｐ
ａ
Ｂ
６

からの賎み患し鶴膜超：

遇、
5?.r､”.I （3の鯵、 ：
令塑

蜜穂載方法溺綴謹選

糠織’

色
臼
向
■
■
曲
Ｑ
■
自
由

■
■
由
■
■
■
■
向
■
■
■
■
■

鶴識漣"の壜･右
からのばみ患し鰯綴織
過“

57.1,鰹9･I （3の2>、 ：
令2雛》

■
■
●
阜
■
＠
ｅ
Ｕ
ｇ
■

鍛繊鞠騨鋤
鱗〉
,木獄、鉄材、木箱、議具

54 定属外乗蕊

〔1点〕

③
声
″
り 6 6

■

a

曇定質外乗箪《入超職
人のとこる人》 ：

57．1，螺0.1 ．“の鯨､ ：
令識1〉 ：

〔乗車人鼠と年齢灘を鴫記〕
鱗
誕
”
暇
栂

12

ｈ
５
Ｆ
ザ

蟻以上･人
蕊歳未満C人
羨部謹席0人 I

を繁華ぎせ
ていた｡

鹿蒋後識こ乗蕊
■

ステップ;ご乗蕊

、 三 ●
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略縫溌載

穏溌縫逓及び違反の職溌遊び“特認すべき蕊蕊を蕊議

･す患こ:とc

識識方法総讃謹選蕊礎

遡溌

溌戦

詩議←！
一一一一・9斑一画一一画一一画

’ 〆

／

鰭綴認識
壌鵜蕊迩及び違茂ク）状鍵餓が鑪溌:麓脅･参･雷鶴蕊讃を記載
す魚屋と鰯

尉
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1

番
号
反剛(違反』

行為の種類

適
溺
儲

反副金額

大
璽

錘
巽
迩

二：

識§

蕊溺（違反〉事項・罰条灘

本文. （
識
⑨
一
一
舞
鯵 項〉 総足事蕊〈補濯綴）

戸F

おり
舗臘外許可
桑件違鼠

〔1点〕

亀 ‘ 4
■

4
唖

輔

悪織製外 I鍵反態様畷獺

繍瀞繭条件鍵反1鍵…火をっ“ぃ。
蛾条件

認･謎2ルI雛鋤'II""号畳濁の赤色”噺夜間の
鋤； 赤懲の灯火又紘反射瀞
；2号． 、許薄謹翰捲承
識号番の他危溌訪止のため
必要と謹める事項

震引遮

(1点〕
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2
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■
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●

ウ 6 6

簿索剃制磯遮蔑
識‘1,12(>‘簸蝿

5

;鍾蕊態様鞠謝
り

;鱗）
｡

｡

●

●

●

蜜紘簿溺勤箪鈴蕊輪あル
牽引方法逮震
59,1,120．”蝋

今2覇1）

ず

I蜜放腫駕馳車〈台)の
Ｑ
ｐ
Ｇ
ｇ
■
□
■
■
宙
呵
ｎ
口
●
巳
■
台
・
・
・
・
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ｑ
ｕ
ｒ
・
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■
ｑ
■
ｑ
■
ｇ
ｑ
ａ
ｇ
Ｔ
ご
イ
●
。
。
●
●
●
●
ａ
●
。
Ｃ
●
凸
●
●
●
合
合
■
合
■
■

単韓をあ嫌なt､壌合の
牽引方法遮蕊
認､I､12●･I鰯、

令2錐〉
■

浅： 《 〉灘腫;ﾅん引金
数轤記。

■

2
台

霊牽謎謎綴違反
59.回､1”･I蝿

。
●
●
●
●
●
由
舎
■
●
■
由
■
■
■
阜
巳
ひ

，牽溌装置が巻き患のに、蕊騨■

きれる装置の寒い普通乗露
車を牽群

鍵麗態様明雛〕
(鍔〉

1．載ゼた灘分を堅ろう鞍ロ
－プで鰯縛していな“。
2．ハンドノレ穰定不備

錘蕊態様騨謝
鏑〉

･被牽引蕊両1台”場合

1． 魔一プで購婁につながな
､九

農．蕊識5”をこえた輝顕〉
急．白色滞不露(つ吟･ていな
い.）
4．免許を勢ﾅたものを乗車
さぜていない。

蟻牽溌単礎叉織蕊ざ明記〕
《鍵〉 C G

･普選貨物･台を牽引

57
蕊侭牽引
通 反

〔1点〕

唾 3

》
■
■
■
由
■
Ｐ
Ｆ
ｂ
■

’
園騒繪牽引織綴違蔑
鶴､:､灘､ ‘X鯰公鏡塗

蝿反態識璃記）
鏑〉
･原詩蕊を牽認



－」 －卜 I
隷告懲 ・ 綴綴

畷蹴認載
瑛鵜徽遁及ひ違反の職溌並び;ご特議すべき事項を諺議
することc

備 考

端臘記載

現場付近及び違反の繊況灘ぴに瀞議すべき蕊猿を蕊職
すること。

連舗部分鎌状況鶏漣蕊麓（必饗鯰より写翼添付）す
る、

I

略溌記斌

現場付逓及び違反の状況散びに灘記すべき辮填を記救
･すること。

-110=

弓 rF一卜



斗 ＝卜 L

’ ’

－111－

可 ｢F--ﾄ÷

、

h

l

番

号‘
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熱
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赴
紅
江
征
紅
部
皿
矼
低
矼
召
Ｇ
Ｑ
Ｑ
ｑ
４
屯
ｑ
ｑ
句
４
■
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｄ
■
。
。
‐
■
ｑ
ｑ
■
ｑ
ｑ
ｑ
■
ｑ
句
印

甲
ｑ
、
●
ｅ
ｑ
ｑ
●
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
●
凸
回
Ｅ
ロ

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
凸
色
色
●
●
血
色
の
●
●
●
●
由
●
◆
申
さ
●
申
申
”
‐
▽
町
曲
▼
亨
阜
●
ｅ
ｐ
Ｄ
ｅ
ｅ
Ｄ
ｅ
ｃ
ｅ
ｅ
■
■
ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
巾
申
命
中
？
可
甲
甲
。
。
。
■
９

I
I

週

●

、

り
ぃp

毎
＃

麺ハンドル整総不良単運:織茂態様鵜識
； 戦 i綱〉
： 62,通9,顛鍬 ： ’か悠取り繕{二前輪夕苓ヤが
: ¥41鶴へ

i l";!： I:l●･〈 〉
i 鐸脳.］ ； 龍接触する。

： 〈溌蕊221F参照> i

i 1 総織m)
●
■
ｅ
■
■
■
●
各
Ｇ
ａ
ｇ
■
呂
口
ら

早申甲一

竃ブレーキ整篭不良車蓮
藷

２
ハ
エ
ご

■
ひ
も
■
、

Ｔ
＆

◆９
二
で
２
空

冠
Ｉ
《、２６

■
■
且
■
■
■
■

! ""4A

‘ 鶴艤‘』
i鰯脚癖参畷》
Ｆ
ｑ
■
日
■
■
句

6悪ｦ諌言悪蕊示頁蕊
●

韓反態様轤識
<例〉
･きき方が静いぁ

（
蕊失蝿&職､、
国華穂整燃． ）
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Ｅ
９
ｑ
ｑ
ｇ
ｆ

略鰯記穂
褒.場剃競及び瀧反の継溌餓謬に聡寵す｡べ蝉壊填を記載
すること．
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〆

一

蕃
号

鼠薙(遮膜）

祷為の種類

》
鯉
毎

乖
棚

更則裳額
●
大
率
醒

鍵
識
唾
狸

:::：

蕊
騒
篭

反剣.(違反）事蕊･溌条欄

本文 (瀧識》 補足事磯輔簸綴〉

げ
り

○
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
５
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｄ
か
■
■
血
色

、

＄

整艤不良

《制鋤装鷺辮
鍵；避転下

命者腱つ
いて激、

切瀞憾遥
用 、しな

､､）

〔2点〕

I
:
■

■

呂
早

：
■

E

：
B

E
8

S

g
■

：
■

■

■

■

■

■

■

■

：
｡

■

■

■

■

：
■

！
■

：
、
■

■

8
：
G

8
8
3
①

1
＄
E
C

I
D

E
■

f

l

1
1．
F

58

e

｡
坪

8
8
：
8
8
g
g
g
■

■

■

I

1

1
曲

：
■

■

2

i
；
□

■

呂
甸

3

＄
8
8
：
8
8
8
8
8

§
凸

8
史

鐸
ク
■
．

。
。
。
。
ｑ
ｑ
○
○
ｑ
ｑ
ｑ
■
ｑ
ｑ
■
口
Ｄ
ｑ
Ｂ
ｂ
■
■
口
岱
■
虹
白
白
自
白
■
■
口
■
■
■
軸
■
ｑ
■
可
■
■
■
■
巳
ｑ
■
●
■
ｇ
●
ｇ
ｑ
Ｂ
●
①
Ｃ
Ｇ
■
。
●
●
ａ
Ｑ
ａ
●
ａ
■
血
色
の
色
白
白
白
■
■
由
申
■
■
■
■
■
■
■
申
■
■
■
。
、
■
ゆ
阜
伊
母
阜
い
い
ひ
じ
Ｇ
ｅ
ｅ
号
Ｂ
ｅ
ｅ
古
血
Ｐ
ｂ
合
■
■
■
■
画

画定行装･臘驚繍不裏寧瀦織演態椴明鋤
蕊
62,,.9･；鱗、

車銀（

鐸9

鱗

鋤､

i I

!x
i圃
表221P参

画講奮器等装麓
車運転

鰹､
びり■もダ

藻236P参照）
6

(溺表246P参照〉

ｑ
口
も
。
■
白
白
ｑ
ｑ
■
ご
ｑ
ａ
ｄ
Ｇ
■
召
守
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｇ
舎
ｑ
ｑ
ｑ
ｐ
ａ
ｑ
包
巳
ｑ
■
ｇ
ｑ
●
由
●
ｃ
ｃ
●
●
凸
Ｄ
Ｄ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｄ
●
●
●
由
■
ｅ
■
■
Ｃ
Ｇ
ｑ
ｐ
ｐ
■
■
■
母
■
巳
■
■
■
■
■
■
■
４
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
早
■
■
９
句
●
。
。

;画講奮器等装麓裟蕊不良i
：

|職､I'‘‘
i蝋，…’ ；；
鱗･

一
遍糖齋欝等装溌整備
； 蕊遮転

:鰯~

銘､典9,1《詠

蕊鐵鍬
（溺表246P参照〉

《鋤》 ．
、タイヤき裟

・タイ・ヤ接地部にすべり.止め
がない。

鍵
瞬
反態様
）

（
過失雅蕊9．蔦
鰹車両蕊備

鴫溌．
P C

．､○○デジペルのと臣ろ

測定結果○○デジベル
．備えていない
･鯛鵜されていない

破損
● ，

）

）

糠織圃)
I
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略図記載

現場付近及び違反の状況並びに特記すべき戦項を記載

するこき。

（脚〉

き袋夕.fヤは左後輪で長さ7c電、籍2”にチュー･プが

蝋 琴

はみ出し.ていた。
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、

／

霧
簿
蕊蕊《蕊蕊》

祷為の蕊類

麹
零
翻

反難金鵜

火
難
誓
瀧
:::爵

蕊
慰
絢

ﾛ

，

艇難く遮演〉譲溺、繍条鰯

本文（
、
＃
〃

・
項
鐸
鋒
》
》
鞍
鋤

c U h

舗足蕊頓《補足綴）
C

G

Ｐ
毎

4

．

、
０

墓不

C

繕

ｅ
６
０
６
６
鍵

簿辮

遮転下．

縄

錘：

Ｑ
■
４
口
丑
唾
Ｂ
Ｂ
ｒ
ｒ
■
ｒ
・
・
弓
■
■
・
・
・
・
・
Ｕ
ｆ
□
わ
■
。
■
■
■
■
ｑ
ｑ
ｑ
ｇ
ｑ
■
旬
●
ｑ
ｇ
ｐ
。
●
伊
弓
ｑ
■
■
■
７
，
■
■
■
■
●
■
■
ｇ
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
β
■
■
■
■
■
止
み
刀
■
■
ｐ
ｐ
も
上
山
泊
自
由
四
ｈ
口
蚤
酌
面

命篭'龍っ
９
・
》
鍾

懲
雛
雷
縛
い
切

■

59

鰐忠な
､難》、

〔]点〕

I

’
巳
ｑ
ｑ
■
■
■
吾

■

■ 』■

■

■

■

§
・

Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
●
Ｉ
穂
ｉ
ｉ
’
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
●
Ｉ
●
１
忽
‘
葱
１
，
１
！
…
…
●
…
…
…
蕊
醗
…
・
●
・
・
・
・
●
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
１
１
…
諺
！
；
’
…
‘
…
恩
１
１
１
…
１
１

甲
。
●
甲
。
■
ｑ
Ｇ
Ｇ
○
口
。
●
○
Ｇ
６
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｑ
■
。
●
■
⑤
●
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
■
■
■
ａ
ｐ
■
■
リ
グ
画
夕
■
■
〃
、
■
■
■
■
ｐ
■
ｐ
み
ぁ
あ
あ
■
■
凸
■
合
上

ｑ
■
ご
巳
ｇ
３
Ｂ
Ｅ
ｇ
９
ａ
・
口
。
。
：
。
。
。
Ｏ
ｐ
ｐ
ｐ
ｏ
ｑ
ｐ
。
■
。
。
ｐ
侶
・
君
ｑ
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
。
■
Ｂ
０
口
ロ
ロ
ロ
ロ
画

■

■

ウ
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

C
■

■

■

■

■

■

■

i
：
■

■

1

J
零
＄

画蕊溌撫舗装撒蕊犠不農
事選鱸
雛 g‘悪魂，

蕊4輝入

総P I
瀞
ｖ

《溺議22瀞謬蕊）

P ●

鍾鼠態嫌鵜鰄 ．
<総〉
･鰯えていない．

､ -

C G ‐

･識蕊き鯉てい鞭も職。

』 。

犠雛風）
画寵溝蕊綴不蕊寧違転
6鼠蕊,･蔑魏‘

車鍛鋤繰蟻
1

0

《
。
ｑ
■
少

蝉
蜂蝋犠態氣私

・
″

遮
樹

会
３
１
、
ｆ
ど
も
も

｡

■

■

■

■

■
■
日
■

･蕊轆者溌樋野不農
■

■

■

■

■

日
■

日
ロ
h
■

■ ●■

■ ●
■

■

■

■

■

早
■
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
■

０
■
■
■
■
■

■

。 §
■

■

、 ；
． ：

J

■ ：
弓

じ
じ
■
■
■

I
● ■

◆

■ ■

嫌郷'9.､､揮蕊閥整蕊』
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一

瀞
号
反難(遮蕊）

衛為鰯穂類

遮
罵
欄

蕊期金額
皐
八
蝿
需

蓄
懲
二

鵜

皿
■
即
吟
四
１
曲
ａ
Ｔ
■

反則総反）事填・溌条欄
勺 ら

本文（
鐸
織
一
一
霧
の 項〉 補足事項（総患擢〉

59

慧総不奥
縄灯顎
職：運転~ザ
命潜につ
いて糠、

翻笹城遮
照しを
G

V

〔1点〕

霞
愈

■

8
■

■

■

：
合

■

8
■

■

：
■

由
■

：
8

3 ，
3
3 D
：
：
：
： ‘
8
8
●

3
8
●

8
8
8
8
8
8
8
E
g
g
●

1
，f
f

§

リ
i
；

§

i

鱗7

1
；

’ ：
§

Ｌ

■
■
■
■
Ｇ
ａ
ｂ
■
。
●
ｂ
凸
占
。
。
＆
■
の
り
伊
Ｄ
ｐ
ワ
●
●

愚

画窓ガラス.灘繍不蟻率選
鱸 ．

62,蛾9･I録、
癒蝋“ 『

保鱒。 I
園

保細篝I鰐･賦爵
Ⅳ榊

保細擦l鱒･潤繊
<別表221P参蝋）

c 心

総鼠態嫌明鋤
鯛〉
繰鱒‘、

|襄繍。
着違ガラス等隠している

線29､諜
舗簡舞ラス

◆■ 右蝿禰ガラス‘ #こ

左蝿繭ガラス

瀞患フィルムをちよう蕪
塗料を塗装

装鐵救を装溌

L ■

曲

､ ◇
や

（
過失犯賦9.1:

鰹箪祷瀧総 ｝
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鶴 零

略霧認識

現場髄鍾及び違反の状瀧蛾謬(こ灘溌すべき蕊凝を記戦
すること像

総色カラスの具捧憾】
蔚色ガラスの興体綴として I
C窓ガラス”製造時;こ色を雛えたガラス

○含わゼガラス鞠寧縄皮膜に色付きの樹脂を｜

入れたカラス“､わ癖る『ｼ茎一ドｶﾗｽ』 I
と言われるもの.）

0既獅の窯ガラ.スを畷鰐するな鳶‘し可視光線；
が透過しないガラス

簿が拳;ずら奴.ます“
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〔懲鼠態様明記）

(鍔〉 ．

、鱗えて・いないく，

．取付･漣霞不良

，講蕊浄議.藷いない．

・破損

・滋色のとこみ･色の燭火を

｡点灯（灯火の色を認瀧）

総失灘“･ 11I
噛箪識驚総 ノ ；

(違蔑態謙瑠記〕
<郷〉

・鱗えてい窯い，

・戟封蝋溌不典
・鶏蕊され､ごいない急

・破議

・窪鴬又紘淡賛色のところ･；
趣の簿火を点灯砺火の鐸
を溌載〉

灘総I'} :

駿霞一岨1
・譲蕊きれても‘ない。

・嬢擴

，禽急のとこ乃●色の灯火を：

点灯鍔.火の色を記溌） ；

総擬蝿蕊9,職：
迩蕊満繁繍 ； ：

０
■
●
●
Ｑ
ｐ
ｇ
ｇ
０
●
●
■
■

《懲鼠態隷明謝
《擁〉 ■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
ｇ
ｇ
Ｑ
Ｏ
Ｄ
●
Ｑ
ｇ
ｏ
０
■
Ｑ
■
●
●
ｇ
ｑ
ｑ
ｑ
ｄ
４
●
。
。
●

･総えていない．

･欺儲競霞率農
､講整篦れ篭い議吻､蟻
'駿擬
、感黛又錐穏健のとこみ･鴬
鎌篭火を点蕊（灯火‘>趣を

議裁〉 §
：

蕊撚'} ;
■

一風9－

＝可 ｢F－-一

番
号

反購(蕊鼠〉

行為の謹繧

Ｉ
ｉ

漉
璃
識

鼠
騨
鋸

一
文

雫
率
．

慈

撫
霊鰯辰 難く逮鼠〉蕊項‘蕊条蕊

縣一『~燕童事翼輔購蕊》、.§:､｡

…■

｡
‐

剛
Ⅷ
剛
剛
蝿
瀬
恥
肥
確
雌
蕊
飛
蕊
躯
蕊
霊
霊
蕊
蕊
灘
潅
蕊
慧
蕊
諏
諏
蕊
惑
唯
那
離
繩
灘
憩
瀧
麗
灘
瀧
蕊
繩
瀧
睡
馴

整撚率蕊

耀灯顎
罐：遮蕊"ﾁﾞ

つ
、
漣

《
』
ふ
挙
必
基

９
斗
ｙ
３
も
ク
ｉ
ｔ
〃

着
て
鰐

購
い
鯵

験爵 ：，

い,〉

〔1点〕

◆
ｑ
も
口
今
●
◆
。
。
。
ｅ
■
ロ
日
守
口
も
ｆ
■
ｑ
５
ｇ
ｄ
ｄ
ｆ
ｄ
４
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
１
ｕ
ｑ
ｄ
Ｅ
Ｑ
Ｑ
口
９
０
■
９
Ｂ
Ｅ
Ｃ
ご
紅
迂
毎
１
己
込
屯
虹
ｆ
Ｑ
Ｈ
４
Ｕ
４
Ｈ
４
唖
ｑ
ご
ぐ
ぴ
■
■
■
。
■
。
■
。
●
ｑ
４
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
●
ｅ
Ｄ
Ｄ
ｂ
■
■
、
β
い
り
少
Ｂ
、
◆

52

I J |･蝉…
灘

：

I（
嬢錫．

｡ , ！ ”鳴鐸"識“
i ；
8 r－…。｡…………････……一一・…｡､…一…一~ー

掴煎蕊灯雛蕊不良蕊漣転
： ： ミニカ.…
； ｜悪謹畷
： ｜蕊付
： 62､』蕊･I(謎、

； 蕊蕊鐡、
1 1

； 総総､鐵

紺･蝋'参議》
ミ § §

I I癬驚
； ；
； ；
｛ ；
： ：

； ；
； ；
i §

； i
： ：

順譲…。
篝i ； ； 蕪制、

i i i
： ：

： ； 標蟻22”譲瞬

; i
： ：

： ：

職
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略謹記載

現場付近及び違茂の状溌並び“専記÷べき事項を記載
すること
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讃
号
茂鄭《遮耀

携為の穣類

適
…

ｸ詞

綴

農難金額

大
潔
警
通
二

鰭
鼠
寸

蕊剣〈違反）事項′溌条機

本文麓霧寝〉 補足窺項.(補足欄〉

59

整備淋良
鍵蕊辮
鍵：運転下
命者につ

いては、

靭符は遥
鴬しな

い｡）

〔1点〕

ｅ

ｅ
ｅ
Ｇ
ｂ
ｂ
ｅ
Ｇ
〃
■
■
夢
■
■
■
Ｇ
ｅ
ｅ
Ｇ
■
■
■
■
ａ
■
■
日
日
ａ
■
■
■
。
■
■
■
。
ｂ
■
■
、
■
■
０
■
０
，
■
５
９
■
■
●
吾
各
■
■
Ｇ
ｂ
ｅ
Ｇ
Ｑ
■
■
告
白
白
白
●
甲
．
寺
■
●
。
■
号
ｇ
●
９
９
各
●
■
■
●
■
Ｇ
■
■
■
■
■
●
●
●
■
Ｇ
Ｇ
Ｇ

■

圏
感
⑩

ひ
〃
珍
乃
ｐ
己
晶
ゆ
ぁ
ゆ
か
〃
Ｆ
■
〃
Ｐ
ｚ
か
幸
か
か
む
あ
わ
や
Ｆ
甲
ｐ
■
も
も
野
乃
か
●
●
①
●
①
●
。

（
§
§
g

E
§
申

§
：
8

§
§
§
§
§
§
§
2

§
申

§
§
§
8
●

§
§ 、
E

i I

i I
§ ． §
§ ＆
§ ‘ ’
2 ：

； 骨

癖
句 甲

§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
8 8
8 8
8 8

§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
§ §
8 8

1 §
§ ：
8 8

霊
i ‘ ；
！ §
§ §
§ ：．
§ §

| ：
辱 ゆ

ﾘ ﾐ
阜 巳

1 §
8 ，8

1 ：
■ ●

i ；
ル ：

I

9

U

｡

画灘方灯等整備不良車遮
転

62,119. 1栂)、

車41轍、

蕊35鐸2．

ｂ
■
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｄ
Ｄ
ｅ
●
、
●
●

I

Ｉ
図
誕
蕪
ｖ

<雛表229P参照）

廻羅簿整備不蕊単運転
62,119,1幅)、

寧41咽、

慨鴇7． I
Ｉ
圃
璽

《別溌23廟>参
、
Ｉ

鐘車運

■

U

画亀灯蕊繍不良

i識〒
；原侭
62，1澱･隠凱・

箪蕊6)、

爆鍵"義保鰯の3.

露、
●ロ｡､〃4P鑿<溌識24

画矯鰯:I
運識

蕊総不良蕊

(トロリーバス〉 ．

62,1]､9．1(5>､軌14、

無軌建魏42. ｛
Ｉ
鷺

〔違反態様璃認 ．
《例）

･蝋え.てい窯恥．

･取髄値灘不蕊
･鰯慾きれていなし､。
･破議

･繼建のとこみ･色の灯火を

点灯〈灯火の色を記載）

1蕊織n)
■

〔違虞態擁鴫鋤 、
《鋤

｡燃えていない“

･取付位撤不良
･溌整書奴てい聡い･
･破掻

･赤色のとこるC色の灯火を
蕊灯〈髄火鯵色を記鞭）

■ ■ ■

儀鰯m)
〔違漠態樵鞠識
<鍔）

｡備えてい象い・
･認整きれてい鞍い。

､破摸

､赤色のところ○色の灯火を
点灯（灯火の色を認鯛

（
遥失犯剛.9,.斑
画車海繁繍 ）
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略図記職

現蝋付迩及び速反の状況雌びに特記すべき事項を記載
すること《
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＝1 ｢F－卜
ノ

、

霧
号
膜灘(遮反）

C

行為の種類

適
扇
鯛

反鋼金額

●
ｘ
灘

蕃
瑚
二

翰
磯
慧

膜期（違蕊》事項・罰条欄

率 笈職識〉 輔魁辮蕊（補足穂）

…
，
１
１
・
・
…
！
…
…
…
１
１
…
１
１
．
．
．
…
．
●
岬
・
’
鍵
…
剥
鋤
一
伽
一
灘
糠
！
…
…
●
．
．
…
●
．
．
．
．
…
●
．
…
．
…
●
…
…
・
…
●
…
…
…
…
．
…
●
●
・
・
・
．
．
．
…
．
．
．
．
．
．
．
．
●
●
・
…
・
…
！
…
．
●
．
…
●
・
・
・
．
・
・
・
．

■
や

蕊備不

蝿灯辮

織：遮職
命溝に
いて職

､､靭符維適
蕊し
し

〔1点〕

》
、
。
守
り
●
。
●
Ｃ
ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
申
申
申
申
申
甲
甲
早
早
。
早
甲
●
の
●
ひ
。
●
●
●
ｅ
Ｃ
Ｃ
ｂ
ｂ
〃
吟
■
●
Ｐ
ｂ
●
■
企
の
●
■
由
・
Ｅ
Ｇ
Ｇ
●
告
ｂ
ｅ
Ｑ
Ｂ
Ｇ
ｅ
Ｂ
Ｂ
ｂ
ｐ
Ｂ
Ｑ
Ｑ
Ｇ
■
Ｇ
Ｂ
■
ｅ
■
Ｂ
Ｂ
■
■
■
名
画
■
■
■
合
■
Ｂ
Ｂ
Ｄ
由
Ｆ
Ｄ
台
ｂ
ｐ
Ｐ
Ｇ
●
卑
早
申
申
申
早
ｐ
●
。
ｃ
畢
ｃ
ｃ
ｃ
ｅ
Ｂ
ｅ
Ｇ
●
■
。
●
Ｇ
Ｂ
合

■

59

働
卸
竺

ザ
』

C

嘱

公
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略図記載

現場付近及び違艇鋤状況並びに特記すべき事項を記滅
すること
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1■■

（

霧
蒲

鼠難く懲籏》
勺

祷為.の蕊額

溺
露
欄

反鰯篭額

●
躍
豊

謬
蕊
鶏

韓
議
徽

蕊識鍵蔑〉事誤・舗条鵜

本文（
凸
甦
■
″
師
填熱鐸

’
一
一

霧
韓 錆昆蕊誤《補足糊

七
。
■
●
。
ａ
白
白
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
○
○
ｑ
Ｃ
ｑ
Ｇ
ｑ
Ｇ
ｇ
Ｇ
Ｇ
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
ロ
■
■
■
Ｕ
ｑ
ｑ
■
ｑ
■
■
■
■
凸
■
Ｇ
■
ｄ
Ｌ
ｄ
ａ
ａ
ｄ
Ｇ
■
■
■
■
■
●
▲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
伊
■
■
、
■

ａ

旬

，
も
り

9

l鍵繍雛幾

』瀞， 騨蒋は蕊： §

| 鰯し駁霊： い､〉

独由面尹万取頭虫羽殉頭■Ｐ・■

■血Ｆ・■

『
。

伊
画
珈
砂
淳
刀
珈
珈
カ
ア
コ
夢
〃
”
や
〃
刀
夛
乃
諦
亜
弗
刀
疋
ど
く
名
刀
。
■
で
珍
乃
沙
刃
夛
亜
四
毛
垂
乃
Ｐ
ｂ
夕
刃
功
酌
■
諺
、
語
頭
助
羽
虫
亜
酌
み
Ｐ
Ｆ
画
歩
刀
季
”
羽
ｐ
刀
や
汐
か
酌
尹
申
ア
■
■
■
ｐ
ｐ
ｐ
ｇ
●
■
■
凸
や
■
ｇ
■
■
■
●
■
■
・
・
・
Ｆ
羽
再
泊
■
■
・
甲
・
●
守
り
。

・
■
・
・
・
・
・
・
Ｊ
■
佃
■
泊
廿
■
■
■
〃
刀
▼
■
Ｐ
”
Ｔ
ｐ
Ｆ
〃
Ｐ
■
■
■
。
●
。
ｐ
つ
り
ロ
ム
刀
乃
■
令
や
●
タ
キ
■
口
助
も
夕
湧
■
殉
も
Ｐ
申
囚
か
覗
駒
頭
酌
動
申
一
名
名
福
わ
も
題
缶
字
夛
か
胸
・
、
●
夕
Ｆ
ひ
●
ｇ
抄
も
上
り
。
●
〃
■
■
七
■
■
回
蜘
も
■
も
・
・
・
・
■
■
ｑ
●
■
●
か
。
ク
ロ
■
、
●
■

Ｐ

〔1点〕

８
日

Ｐ

■
Ｅ
ｑ
ｑ
唱
弓
■
包
写
も
●
ｑ
ｑ
ｑ
缶
ｑ
ご
Ｅ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
２
８
ｑ
Ｑ
ｐ
Ｃ
口
ｄ
ｑ
Ｑ
ｑ
ａ
■
■
■
凹
旬
ゆ
由
由
・
・
・
■
ｑ
ｑ
ｑ
甲
申
■
■
■
甲
■
甲
ｑ
Ｃ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｕ
④
。
甲
阜
甲
甲
●
Ｃ
ｅ
守
分
Ｑ
●
●
Ｂ
●
■
Ｇ
ｅ
ｅ
■
Ｇ
Ｂ
。
●
ｃ
Ｅ
Ｂ
◆
ｅ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
●
合
口
宙
由
”
申
曲
呂
由
鄙
・
・
じ
じ
甲
の
早
早
阜
卑
。
・
牢
申
■
ｑ
Ｑ

5s

6

b

ワ
タ

』

;漣方穐譜議藩難蕊不良車
； ： 運転 ‘
韮62,灘9．1(5j、

蕊車41<職、

霊綴蝋蕊
§ §

§ §

箙．鰯蕊23孵惑鱗
： §

■
■
■
■
■
ａ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ａ
■
■
■
■
■
ぬ
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
。
■
■
①
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
口
七
白
白
■
令
■
■
■
且
■
且
。
●
。
■
●
●
●
■
■
■
■
日

鱗5

画驚淘鍵競器整繋承良蕊
運蕊
： ミニカー
ｎ
匹
ｒ
心
再
且
■
ｒ
■
●
●
〃
も
も

蜑種慰

蕊鷲
鍵､蕊9．1《魂

憲織銭
IX

錨3“､噸
；通

織畿24罪参照〉

憩方禽携瀧藩整鐵不良車
龍遮議
： ： 〈》室ツーバス》

i i""､I織鞭4．

蕊蕊蕊建競錬
H G
H H

H E

： ：
i I

1 I
;撫慰光鈴懲等の翻譲違鼠
蕊寧選転

| |蝋患,
●

●

●

●

｡

■ 、●

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

｡

｡

■ ●
e

g

G

■

■

■

●

●

■

■

●

G

■

■ C ■

総翼鶴犠韓鱒
《鋤
･徽えてい撫い、

･轆脅繊瀧不良
･譲整蓉愈.てい煮い鯉
･駿擬
･穣懲のと醒患《圏>色鱒鋪火態
点灯《灯火の色溌記載）

■ ､､

I
遥競蕊蕊9． 11

画蕊鯨整艤 ｝
蝿蕊態擁璃調
鱗〉 ‘
･繕えていない魯

･議蕊鴬灘てい憩い。

･蕊損 ● ●

･擬色鯵とこ’ろ●鐘の灯火を

怠灯“火の色を認識）
、 C G

(蕊懲II)
〔違茂態灘瞬鱸
<鋤 、
-講建鈴灯火奄繍えてぃ患．
･点滅す騒議色の灯火を備え
てい為凝

･滝騨が増減す･る毒懲の釘火

を鋪えぎも､惑働

溌繍')
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｢FF＝1 －一

／

審
号

■
■
。
●
■
■
。

■
ご
■
■
■
巳
甲
■
■
Ｆ
■
■
町
■
■

膜難(違鼠）

符為の麓類

遥
購
欄

更舗金鐵
F ，

●
火
蝿
認

薯
簿
二

鍵
鰯
篭

鼠難機鋒蕊蕊・罰条撰

率文《
錘
勧
一
一
霧
紗 額〉 総麗謬噴く補足鰯、

島

画
ｑ
Ｅ
旺
毎
ご
Ｅ
ｇ
ｇ
９
回
■
■
色
合
■
▲
吟
凸
■
凸
呵
ｑ
■
白
白
■
甲
■
○
申
、
ゆ
り
甲
、
Ｃ
Ｇ
申
。
①
①
●
●
●
●
。
。
●
●
●
●
●
。
●
■
①
●
●
。
。
●
。
●
由
夕
ｐ
洩
ｐ
函
ｐ
ｐ
酌
ｐ
も

■
毎
名
■
■
■
Ｂ
Ｇ
■
竃
■
ｑ
Ｂ
ｑ
ｑ
２
ａ
ｑ
ｑ
ｄ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｄ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
■
ｑ
ｑ
ｑ
虹
已
赴
妊
Ｕ
ｑ
ａ
■
ｑ
ｑ
Ｑ
征
矼
旺
巳
矼
■
Ｇ
●
。
。
。
■
■
ａ
４
矼
矼
■
■
凸
白
白
■
■
■
■
白
白
■
■
■
・
・
・
・
■
ｐ
面
■
■
■
■
■
ｑ
・
Ｕ
■
■
ｐ
■

|，鞠

”
瀬
鯛
飛
箙
飛
蝿
飛
躯
雛
蕊
睡
懸
蕊
諏
灘
那
灘
盟

蕊
γ
つ
、
遮
な

不
嶺
鐸
群
認
識
１
．
》
、
《
．
榊

識
碗
職
命
や
働
躍
睡
・
、

４
㎡
旺
唖
■
・
・
・
・
ｑ
■
ｑ
■
正
■
■
且
虹
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
・
戸
・
■
■
■
写
■
■
・
■
■
”
亦
汐
■
阜
已
。
■
巳
阜
巳
■
■
〃
夛
夛
Ｆ
Ｊ
■
刀
刀
亜
亜
刀
Ｊ
Ｅ
Ｆ

I

■
＆
亜
旺
丘
起
■
卍
ｒ
ｑ
■
■
■
自
匿
ぱ
い
屯
守
”
■
ｑ
ｑ
甲
町
■
阜
阜
甲
写
り
辱
■
ｑ
ｑ
甲
。
■
ｃ
Ｂ
い
じ
り
■
●
●
■
■
Ｇ
①
凸
●
由

■
■
■
■
■
■
■
ａ
■
■
■
ロ
ロ
タ
勘
曲
山
西
Ｐ
■
■
■
早
■
皿
エ
ゾ
Ｆ
〃
Ｆ
刀
刀
■
■
■
■
■
■
■
■
万
百
Ｊ
亟
刃
刀
刀
亟
亟
■
ｎ
百
Ｆ
沙
、
■
西
も
蚤
Ｊ

ｄ

Ｏ
ｐ

●
。
ご
ｑ
ａ
ご
ｑ
ｑ
ａ
紅
ｑ
ｑ
ｑ

8
B
E
E
■

：
■

■

b

■

■

■

■

8
●

忠
･

■

■

｜

■

■

■

■

■

■

I
3
D
■

■

1

i
：
8
コ

B

：
8
8
：
●

8
●

8
●

●

8
●

8
8
8
8
:
2
9
8
2
■

■

■

■

■

■

■

■

旬

、

59

画駕ふ馨器懲艤黙鼠蕊運
識

62,119, 1榊､．
車41<”、

嬢鍵．
駈
測

夕
迫
■
△
■
■
＆
可
■
■
〃
西
寺

0

0

(騨藻226F識騨

Q ，

逗議ふき讓整舗不農難選
識《卜海ザーパス〉
鍵､通§､I織執蕊、

無蕊建規轤

鍵嵐慈樵湧鑓 ‘
《鍔）

･繕えてい憩い．
･全く動か議い、 ：

ノ

（
遥失瀦蕊9.蘭

顛蕊爾整鋪． ）
画選職藤･整篭不農率蕊職
62,111.1

車41(17)､保錨･I

鰯表2271>参瀞

蜜蕊溌鴬鶴総不幾車運転
； ミニカー

{二種蕊‘
:臓徹
62,119.1蝿、

車無(11》､係65の2
鋤議247P譲鱒

購遮蕊態雛鵜識
《縄》

’･捲承瀞該全く歎かな”．

■

■

■

■

■

■

I 、
q ○
■

■

■

■

g

■

■

■

■

■

■

■

■ ｡■

■

■

■
■

■

■

■

■

■

町 ｡■

■

■ ◇ ■

■

C

■

5

．． 8
巳

■

■

巳 .

■

■

■

■

■

凸

画逮凌謝驚儲率良蕊逮鑑
"･種§》一バス〉
愚息蕊9､I緑､職蕊、

蕊職建鏡45

■

■

■

bg
■

日

■

■ a
色

機総圃）
画箪爾擬識

|嘉譲I
鐙総率蕊鶏蹴篭寧運転
錘､蕊9,x鋳､戦蕊．

戦運識8 1輪
i鱗

<途漠態識鞠識
<鍵）
･篭えてい敬い”
･識損 一

鑓失羅蕊9．職
迩蕊繩整繍ノ
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略図記職

現場付近及び遠反鈴状況並びに将寵すべき事項を記職；
すること。
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u=~ｮ｣ ■ / ■

口
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’

卜

番．

静

蕊難《違鼠〉

需為鱒穂綴

適
蕊
綴

■ ､
■

鼠難金識 蕊難憾舞事項､罰粂撰
■■nm

蕊

薔
篭
二
搾

屯

●

Ⅱ

■
■
■
■
■
■

率 寛職驚識 繍足事項（補驫識
■
。
■
●
●
昏
合

自
白
合
■
●
■

申
由
■
■
■
■
■
■
■
早
申
申
早
早
早
●
■
早
早
□
①
。
□
。
。
■
。
■
ｑ
ｑ
早
●
。
●
ｑ
ｑ
ｑ
●
Ｃ
Ｇ
●
●
■
ｇ
□
○
句
目
●
●

ａ
Ｇ
ｇ
ａ

§
3 。
口
●
白
白
■
。
■
●
由
白
白
■
■
■
●

■

わ

C ■
■

■

車

口 早
■

i
:整儲黙良
: ：蝿灯勢

亨
癖
今
蕊
敷

戦
挺
憾
稔
し

遜
藩
蘓
符

型
．
命
い
鯵
鶏

職
⑩９５

、
８
よ

；
点
沁
厘

を

Ｌ
Ｊ
ｒ

ｐ
ｅ
守
ｅ
ｃ
ｃ
●
Ｕ
阜
弓
申
巳
■
弓
母
阜
・
巳
阜
ひ
■
巳
ｃ
Ｕ
ｅ
ｐ
ｅ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
合
■
■
凸
■
・
・
・
・
・
・
・
■
Ｄ
・
■
ｐ
ｐ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｄ
Ｕ
ｅ
Ｂ
串
●
●
Ｇ
ｅ
Ｇ
Ｇ
か
Ｂ
、
企
か
も
●
由
●
由
由
向
Ｄ
Ｐ
申
画
上
■
・
・
⑧
・
の
⑧
・
・
Ｐ
申
ｐ
ｐ
ｂ
④
。
●
。
◆
、
●
●
ｏ
ク
サ
ひ
。
●
●
●
●
ク
リ
曲
由
凸
合
Ｐ
ｂ

ひ
げ

箇
慰
⑩

｡ ツ
グ

↑
轍

？
。
。
●
。
●
●
唖
。
■
●
ｐ
■
も
●
①
Ｑ
凸
●
。
。
■
由
■
■
■
白
白
■
卓
也
ｑ
ｑ
由
■
■
■
■
ｑ
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
叫
甲
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｑ
■
■
■
■
■
●
●
■
●
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
ロ
■
自
口
凸
も
■
色
白
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
早
■
■
■
■
ｑ
Ｂ
■
■
ｑ
、
日
■
日
■
■
■

‘

U

U

｛
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畷図記戦

現場付近及ひ違反の状況雛びに特記･すべき事項を記載
する二と‘

億

一一一毎白色■－ー壷一■凸一■■■＝ 西……ーーー

１
１

I ！
－－－－

略図認戦

現場侭・

すること

近及び避反の状況舷ぴに特記すべき事項を記載
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番
号
摸撫《遮笈》

審為の蕊鎮

麹
＝

PGや

鯛

反灘金額

大
蕊
籍
蕊
二

籍 §

笈謝〈違蕊〉事蕊・溌条識
9

本文《
謹
響
》
一
・

鯵
錘 蕊〉 轤羅蟻寝《舗足識

…
●
・
・
・
．
．
．
．
．
．
．
．
…
…
…
．
●
●
●
．
●
●
．
●
…
・
・
・
．
．
・
・
・
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
●
．
．
．
．
．
．
●
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
…
．
…
●
．
…
…
…
●
．
…
．
●
●
・
・
・
．
．
．
．
．
●
●
●
●
．
．
．
．
．
●
．
．
…
．
．
．
…
・
蓮
適
．
．
…
・
…
…
．
．
．

蕊
雷
．
つ
、
遮
讃

承
．
鵜
錘
隷
準
識
し
；
蝿
／
⑩

ノ
⑩
癖
獄
蝉
命
い
騨
躍
郷
ｎ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｇ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｇ
■
も
■
＄
■
卓
■
■
由
・
呂
■
中
阜
①
●
。
ｑ
句
●
。
●
①
。
。
Ｇ
Ｇ
ｅ
甲
Ｑ
ｑ
ｑ
Ｃ
●
梱
、
．
．
。
．
。
“
．
。
Ｔ
●
Ｑ
Ｄ
ｅ
ｅ
Ｑ
必
白
○
小
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
。
●
●
④
●
由
甲
■
凸
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｇ
Ｃ
Ｇ
Ｄ
●
●
由
申
凸
■
■
由
■
〃
■
宙
呂
由
・
・
・
・
・
”
申
Ｑ
ひ
甲
申
ｑ
句
Ｇ
ｑ
ｇ
Ｑ
ｑ
名
巴
ｇ
ｑ
Ｔ
■
■

・
一
ひ 鋤

､F

"

7 6

■
早
■
ｑ
ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巴
■
■
■
■
■
■
Ｇ

鍾緩零鏡蕊鋪率皇軍蕊難
鍵,蕊9．X錨．

単41<16)、

爆轆。

■
ぬ
Ｌ
か
じ
少
夢
、
■
且
●
Ｅ
毎
や
Ｕ
・
旬
伊
、
ｐ
刀
こ
ぢ
Ｂ
赴
け

Ｉ
鷺

劇

欝

《溺蕊226P参卿

!一…_…－－－－
個議写鏡整鰭零蕊蕊選転
■
■
■
■
■
■
巳
、
巳
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
巳
ｑ
■
Ｕ
ｃ
Ｕ
■
。
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
●
Ｇ
Ｂ
凸
申
ゆ
■
■
曲
自
白

; ミニカー
蕊
繍
種墨
蕊

■
、
包
訪
■
〃
刀
Ｐ
ご
ｆ
Ｅ
ｄ

錨賜潔.鮮鰹職

車44(10》、

爆撫鯵勘.

Ｉ
驚
麗
蕊

、
幻
Ｊ
Ｅ
Ｅ
昼
５
コ
ｒ
寺
瓦
、
こ
こ
３
■
ど
く
名
Ｂ
Ｐ
８

《溺蕊246F参蕊〉
3
■

＃

号
。
。
ｑ
■
の
Ｇ
ｑ
ｑ
▽
阜
Ｑ
町
巳
巳
●
Ｇ
Ｇ

…■■■一章…壷■－－

画適:蕊蕊審鞠鶴認鏡繋蟻
率翼寧運嬢
雛､1，蕊‘X鱗、

； 車41(16)、

;y鴬えていない

！“畷熟灘
1．職'）’ ：

Ｕ
ｏ
Ｇ
Ｇ
●
○
○
甲

●
○
ゆ
ｑ
ｑ
”

I
●
口
巳
Ｑ
●

Ｑ
ｑ
＆
Ｕ
Ｇ
Ｇ
凸
色

凸
凸
凸
Ｇ
■
ｑ
凸
凸
曲
巳
■
■
■
■
■
叩
■
■
ｑ
■
ｑ
早
早
■
■
■
ｑ
ｑ
ｑ
Ｕ
ｑ
皿
。
■
Ｇ
Ｂ
■
Ｂ
Ｇ
■
合

画霧奮器蕊辮離
鍋蔑9．X締，
車41.(1.4)、

iX

“!；
。 :鷲

良車選議

《溌凝223P議職〆

■

■

■

■

■

4

轤浅藤様溌識 ，
蝿〉
･総え､rい敷財､．

､蕊蒋競篭不災
‘雛讃

I
灘失漣鰹9'Ⅲ

鰯蕊縄整総

鍵漠態瀧蝋識．
鋼》

.備えてい戦い．
･鍍鎮‘

｝

臘寧雨"III”′過失塊”mI

!《懲艇態襟鯛謎
①

;鋼》 ．
G

I ．備えてい憩い蟻

i ･調整菩龍て，蟻い。、

; ・鴫ら患い・
I
戸
戸
も
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
ｐ
■
Ｔ
Ｐ
■
■
か
り
④
。
〃
Ｕ
Ｇ
■
ｂ
ｅ

合
Ｄ
Ｃ
●
色
●
画

総失灘X鶏､職
轤鯏灘総)、
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罰

｝

「

1

I

番
号
蕊灘〈懲漢）

祷為鐸議類

蕊
＝

唖
瘤
榊
》

覺難金額
9 －

翼灘〈遮淡〉蕊蕊･蕊条擬 ．

大
難
醤
選
二

鰺
燐ミ

半 本文職渉〉0
総麗事蕊(補懲灘

59

■

0

”
甲
申
Ｕ
ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｂ
■
■
■
■
ｅ
■
●
■
自
白
■
由
■
、
■
由
■
■
■
■
■
■

町
■
弓
■
り
ゆ
号
９
町
■
ｅ
Ｕ
Ｂ
ｑ
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｄ
ａ
Ｇ
ａ
■
■
■
■
■
。
Ｇ
卓
早
●
。
早
早

４

早

早

●

●

甲

勺 8
甲

●
●
●
●
●
。
。
●
●
●
●
●
●
の
●
、
凸

■

蕊艤不鐸
由

鍵鍵頚；
磯：蓬転ず; ．
、 命者#こつ麹
瞥鷺て熱‘懇

灘狩紘遮‘
溌也な：

”） ！
〔1点〕 ド

■

｡ ：
■

凸
■
且
及
凸
ワ
■
■
●
■
。
●
●

●

●

｡ ：
●
Ｃ
ｅ
凸
凸
●
■
色

血
色
由
の
合
●
由
●

3 ？●

心

点

り

。

■
ｏ
Ｑ
Ｑ
■
Ｑ
■
ａ
＆
●
●
凸
令
・
・
・
・
■
■
・
・
・
・
ｑ
ｐ
Ｏ
ｃ
ｏ
ｇ
ｑ
Ｅ
■
。
●
●
■
●
■
■
●
。
●
ａ
Ｑ
ｄ
■
凸
合
。
。
①
■
●
凸
白
白
さ
由
・
・
・
・
・
凸
■
・
・
・
・
甲
ゆ
り
ゆ
。
、
阜
阜
り
ひ
□
■
■
■
。
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■

■

■

、

9
日

■

■

■

■

■

■

■

■

：
■

■

■
■

■

：

：
■

：
■

■

■

■

■

■

■

■

●
■

■

3
8
8
■

. ●

車

鋳
：
8
：
8
8
8
8
8
8
:
8
8
8
8
3
8
8
■

■

■

■

■

■
■

：
■

■

■

■

■
■
且
■
■
■
■
■
佃
■
■
■
Ｄ
ｐ
Ｕ
■
■
■
ｇ
■
■
①
ｂ
ｂ
ａ
も
。
七
七
●
由
凸
■
七
七
■
■
■
■
Ｐ
■
■
■
●
■
■
●
■
■
■
■
Ｐ
Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
■
ｐ
■
■
■
匿
■
■
■
■
■
■
■
毎
戸
■
Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｐ
Ｆ
Ｊ
Ｊ
ｐ

震
搬
嚥
砕

躯
・
総
一
．
蝿

．
２

遍 鋪瀬 良蕊運転

難｝

一

画瀕い溌等蕊散蕊止識溌
蕊総不蕊窓運転
62,119. 1(5i，

車41(12)、

綴31.
１
１

●
●
息
薗
麓
騨
ｖ
，
驚
籍

鍋寵239P参照〉

画獺も､溌等蕊識灘礁装騒
蕊鋪不幾蕊遮転
： ミニ弥一
■

;二種麓
:蕊付
62,119. F

車“5)、

畿鎚鞠2

鍛嬢2

X

XI

闘

瀧

V

43I蟻鱸、句､くﾙノ
9

勺

』

繼籏態樵認謡 ． 。
鱗〉
･繍患ても3ない．

･識識善溌ても､ない。

･鴇ら讃い・

（
遇失澱119.I；

鱒車癒整総

4 6

）

鍵漠熊識畷認
<綴〉
，鏡えて砂職い。

･排繁誉の破擬
･溌蕊曽嬢雷轆ない。

（

C

Q

遥失潅迩9．夏
嘩軍溝雛錆 ｝
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、

番
号
鴬難く違漠》

篭為の識類

蕊
駕
綴

茂識金額 蕊蕊《違舞騨填・蕊畿綴

大
篭
籍
溺
誤

総
蕊
付 本 文篭慧調

■
■
凸
■
合
■
。
■
■
。
■

輔患蕊蕊《鋪足欄〉 ．

59

I
■

8 ，

巳
汀
巳
■
且
■
且
■
■
巳
■
■
ｑ
■
●
■
●
■
■
■

I
９
４
＄
ｑ
恥
■
■
廿
百
■
■
■
■

ａ
■
ｑ
■
■
■
■
■

I
■
■
ｑ
ｑ
ｑ
■
ｑ
ｑ
Ｂ
■
■
且
守
口
■
■
■
台
■
自
口
ｑ
ｒ
Ｑ
Ｔ

Ｄ

lざ 。

整総不良
縄灯識
織冒運転下．
命者撚っ
いて鰹，

騨籍は蕊
熟し職

惣聡》

〔1点〕

■

B

■

■

■

■

■

■

合

■

巳
ｒ
凸
■
■
■
■

■
■
■
■
■
巳
ｑ
Ｑ
ｑ
Ｄ
●
Ｑ
凸
凸
Ｇ
Ｂ
●
＆
●

！
！

騒
感 ■

ｑ
ら
ｐ
Ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
い
、
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
□
■
●
。
■
Ｑ
口
、
色
白
ｑ
ｑ
ａ
ｑ
■
ｑ
ｑ
４
３
・
目
■
屯
ｑ
４
■
炉
ｑ
ｑ
ｑ
■
●
Ｇ
■
ｑ
□
ａ
。
①
ｑ
ｇ
ａ
●
も
ｑ
ｑ
ｑ
４
で
ｑ
ｑ
ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｇ
由
●
由
由
由
血
目
呂
凸
■
■
血
目
阜
甲
●
。
■
。
。
●
●
□
。
●
。
●
右
曲
白
白
ｑ
ｄ
ｄ
ｒ
■
ｄ
ｏ
８
申
。
甲
●
申

i i、
8 8
号 ■

l i
； ；
9 ：

§ ：
■ ■

； i
： ：
： ：
凸 ■

■ ■

■ ■

： ：
：－ ：
9 ：
■ ■

｜ ：
■ ■

|1
■ ■

ﾛ ：

8 ：
■ ■

■ ■

i i
躯
； ：
： ：
ユ ：
■ ■

: ：

： ：
： ：
■ ■

： 呂
呂 ：

： ：

： 8
町 ■

E E

S ：
申 込

3 9

8 ：
： ：
： ：
E S

龍：
■ ■

● ■

8 9
8 ’8
8 8
： ：

I §
3 9
： ：
R E
8 8
G ●

B 8
E 8
8 8
8 8
8 g
B d

8 ， 19
8 8
2 g
目 自
自 8

§ §
: 目
■ ■

： 自
由 ■

■ 匿

＄ ：
8 E
C ｡■

8 ：
： 8
8 ：
8 ：
8 8
8 8
2 8
8 8
: 8
8 ：
： 8
2 ：
由 ●

9 §
： 自

串一 目
■ ■

Z 目
■ ■

■ ■

■ ■

由 由

D P

目 E

： ；
8 ：
8 8
8 8
8 8
8 8
2 上
白 P
■ ■

田 冒
■ ■

■ ■

■ ■

: g
■ ■

車 ■C

： ：
● 阜

： E
3 8
8 ：
： 8
8 8
8 ：
● e

§ ＃

戸
■
Ｆ
■
■
ｎ
Ｊ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ａ
功
尹
及
西
口
助
Ｂ
ａ
血
汐
■
■
■
且
動
四
面
■
■
■
■
■
■
■
■
・
・
・
・
・
・
・
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
・
”
胸
■
■
■
〃
ゆ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
佃
ｇ
■
〃
〃
刀
■
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略図記識

現場付近及び違反の状況雛ぴに特記す･べき事寝を記斡
一ｵ･ ･． ．p・ し，心一一台

G I,識整き灘てら》ない』聴織、チ･ミート紙《蕊録嬬；
綴〉又(まデータか-ドを入誕てぃ燕ぃ場合や、灘:織識
節きれていない場合、銭鐘《こよ”作職しない鳴含等が；
．含まれる腰

〈糠記事頓記載認〉

・記録爾紙を入誕ていない翁
，鍔鐙識節きれていない諺

・故蘇:,て全く作動;."ない愚

O識整塔誕ぞいなし､及謬溌擬鈴場合緯，線48の2．鼬

に続いて燦織嶺幾ひ線驚奮い条文を記載すること、 ；
陰平成18露12爵31鳳胤蕊に蕊造された鴬勵蕊

係籍告229. 1<蕊、係58、採整溌錨' 1（2）イ

，′ ‐皇記以外
保織誉229,1<鴎

’
(曇・
ｰゆー~

曝露被懲惑車鰯

唾)蕊狩車濁

△現露弦篭
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鰻
地
熱
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命
地

蕊
・
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現
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辛
辛
《
《
》
、
唖
”
》
《
・
”
》

〆
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ロ
・
ｑ
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ペ
ロ
・
・
・
．
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車蕊違
震
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す

踏醗記載

現鳴付近及び遮賎鈴験況競認ご縛綴すべき事蘓を認識
すぁこ.と臆．

<例〉通行人の被服に汚水が蕊散した。
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反則〈違反》

祷為の種類
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反難鍵蕊》事項・蕊条綴 ．

本文職識》 補足事項〈補懲織
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・幼鶏燕礎鱗溌つい患．

●

児迩（飽篭〉歩祷妨害露総
■

●

■

8 ：
b ■

●

■

●

△

● I
も ．､一一一~． 侭
な

く、
歯／零-=雲一志 ‘

ゆ

1－…
－

■

q

△ §
3

I
軍
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｊ
Ｆ
■
５
９
Ｆ
Ⅱ

織騨鰯繊溌鵡縦健》
、す. L琶停蕊難点

■■■■■■
（特記蕊項蕊識例> I

篭篝菫燕雲墓鰯
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瀞…………=…’

I

離職記磯

現場付透及謬遮蔑の旗塊並び腫轄認すべき蕊填を誌載
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<例〉 ・路諭篭単等駕湧安全麓蕃の◇蕊斜方を時逢鋳C
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－140－

牙 ｢F



一

LL二」 一－

I

－141－

弓 －卜 ル｢F

番
号
反剛(途反〉

得為の識類

適
溺
機

反難金綴

大
篭
慧
逓
鷆

総
騒
鴬

反戴く違舞事項・罰条撫

率文〈
麺一癖
蕊>～鐘項） 薙足事項〈補足綴）

■
Ｂ
Ｇ
凸
Ｇ
Ｂ
■
Ｇ
Ｂ
●
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
●
合
●
由
■
車
甲
申
ゆ
早
早
申
申
■
■
申
早
早
申
申
早
早
甲
早
阜
早
辱
口
早
申
。
申
ゆ
の
ゆ
”
ｐ
巳

甲
ｃ
ｅ
Ｑ
ｑ
Ｆ
■
▼
■
■
●
■
■
面
■
■
日
日
■
■
Ｇ
ｄ
凸

|:瀞
65

Ｂ
Ｊ
ｒ
４
ｕ
可
巳
守
り
■
■
■
９
９
ｑ
■
ｑ
ａ
ｒ
ａ
■
ｑ
矼
句
Ｇ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
百
句
ｑ
ａ
Ｇ
Ｑ
ｑ
ｇ
ｏ
凸
・
も
■
●
■
凸

■
■
■
■
■
申
令
。
●
■
。
●
■

7

●

6 6 愚

蜜 I
ドア”鵜撤

賛鞠積識然確漢
運転

?X4》.】郷．X（9）

｝ 罐良態様鯛溺: (鰯

； ･裁較貨物転落
胃 ・蜜ンテナ緊締裟溌を

： すべて蕊締していない。
: ．ゴンテナ緊締装擬の前部
： 鷲か所を緊灘していない。
｡

｡

｡

●

Ｇ
ｅ
Ｃ
ｂ
Ｃ

〃
ひ
Ｂ
Ｇ
④
Ｇ
ｅ
ｅ
の
の
凸
●
公
■

６
曲
舎
合
合

e

由

申
●

、
白
白
由
■
■
■
■
■
由
■
■
■
由
■
■
■
■
ｐ
■
■
・
甲
巴
■
●
ｐ
阜
ひ
■
巳
■
丑
呂
乙
口
■
守
呂
ｂ
ｅ
ｂ
ｂ
ｅ
Ｂ
■
七
』
■
凸
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
■
■
■
よ
和
上
〃
■
ｐ
〃
■
■
■
Ｐ
■
■
Ｄ
Ｄ
ｇ
■

Ｐ

戟落穣戦物等
危溌防11鑛徽
蕊務違茂

〔1点〕

①
ｑ
●
■
●
。
。
。
。
。
。
。
●
色
申
曲
由
申
山
車
申
申
早
申
■
ｑ
■
由
ｑ
ｑ
ｑ
ｇ
甲
申
。
甲
申
早
卓
早
守
甲
・
ｑ
ｑ
甲
申
申
早
早
早
早
早
早
申
早
申
申
甲
車
中
申
早
申
守
り
早
申
申
ひ
。
●
。
●
甲
争
い
Ｄ
ｅ
ｅ
ｅ
ｑ
Ｕ
◇
。
●
■
各
●
ｇ
●
●
●
●
●
●
●
台
■
■
■
ｄ
③
■
●
由
。
。
■
甲
■
。
ｇ
■
■
■
●
■
ｇ
ｇ
ｇ
■
■
■
■
■

編
”
２

7
錬

り

●

猿綴務の危蕊|鰯
鯵止の捨霞違反
の2>､I難､I71
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■

q

3
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：
8
●

’
8 ．
8
3
□

9
8 ．
：
：
8
5

8
3
8
8
8
■

3
：
：
：
：
8
8
8
8
8
8
●

●

｡

■

g
●

■

■

申

■ 4

■

■

●

：

：

；
8
8
8
8
：
：

：
■

■

■

■

■

■

■

8
■

■

■

■

■ ◆
■

■
冴
冴
Ⅱ
矼
包
迅
面
■
ｑ
４
Ｈ
口
■
可
ｑ
■
ａ
旬
ｇ
ｑ
ｏ
Ｑ
守
口
廿
口
■
勺
且
守
ｑ
ｑ
且
勺
ｑ
ｑ
ご
ｑ
ｑ
ｑ
で
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
■
Ｃ
●
ｑ
ｏ
ｅ
ｑ
●
Ｇ
七
句
。
。
。

霧5

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
二

錘蕊態様明細
鱗〉
‘識去しなし､響

･危鏡訪止のための誘導をし
激い

Q ~

c ◆
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驚報
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置審 ・ 蕊撫 鋪

路臓記職

蕊務結近及び違反鋤状旋並び蕊特記すべき事項を認蕊
すること“

(例； 、木材《掻き2m“鼬“平方角）約10本が落下嬢
・砂剰を藩.．i『きせながら約0m通犠．

(例〉 ・木穂〈長さ2mの”鑑率方角〉絢鋤率を画一ブ

をかげずiこ積職し、鞠･唾選衡
・土砂が篭下す．るおそ蕊があ愚談態で緯･嗣遥行

積載状況図 溌土

、

胸
が
溺
触
で
蕊
蕊
か
ら
塞
・
ぞ

致
し
命
官
？
に
命
《
二
．
鍾
靹
る

坐
『
函 ’

ｰ1～
◆

"

･醒
心

．f､．》
●

戸
，
０
１
Ｄ
Ｄ
Ｄ
』

鰯蕊 後面 ‘ 食

総騒記蔽

1．溌鵜付遂及Z〉違反の状況盤ぴ;こ蕊寵すべき事項溌識
職寺みこと． I

図侭

Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

ー一一①■一

声･総S厩壼
函…■■●■●…由●－●ー■ゆ●｡｡＝●｡q争■や｡◆◆■鐘｡●。~■・韓一一一一一一

中央労･離驚
I

ー●己ら巳一一己巳画■巳■一■●■や■勺●■一･マーー

－142－

弓 I－一



LL一ﾄー＝」

1
0

■
■
■
ｐ
■
■
■
■
■
■
Ｑ
■
■
ｅ
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
由
ｂ
ｂ
ｃ
の
由
ｐ
ｒ
Ｂ
■
■
甲
■
■
●
。
。
甲
①
●
。
。
●
甲
。
■
●
□
●
。
●
。
●
。
●
。
●
。
●
。
。
。
●
●
。
●
●
●
■
●
申
由
申
巾
０
。
。
ｇ
り
り
？
ｆ
ｇ
ｑ
ｇ
ｇ
ｇ
■
■
■
■

Ｉ
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｢F1 一ﾄー

番
号

嵐蕊(違識

衝為の鍾鎮

選
一

嗣
睡
㈱

鼠鰯金蕊 笈識《遮舞事瀕、罰条機
．
ｘ
蕊

鍵二
選鶴
蕊
I 本文（

鐸
琴
一
一
鱒
① 鏡》 総足蕊項鰯足織

66
安全率確認

ドア繍敏等

〔1点〕

ツ
タ

｜
‘弱

■
●
●
。
●
凸
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
①
■
●
■
■
ｑ
ｑ
■
ｄ
由
■
。
ｑ
白
色
画
く
、
刃

”

為

． ；
■
白
西
口
■
■
、
■

ﾛ譲瀧澪|
露獄難識こ裳為安全不確i
認

《ドア瀧識鈴溌蝉錆；｛緯 章；
麓を蕊墜悲い

7]､鯉の鱗其瀦・I蝿
■

■

■

■

■

■

佃

■

甲

67
騨鍼費鴬鍵騨
鐘 蕊

〔1点〕

7 ‘ ‘ 5

■
■
ｒ
〃
■
■
■
■
匿
匿
■
四
台
■
■
■
■
■
■
■
凸
阜
阜
阜
ら
阜
早
吟
■
ｅ
●
ひ
。
早
●
●
●
●
。
●
甲
甲
●
の
①
●
●
凸

圏寧蕊を難熱る場合の識鍵擬態襟韓鐸
溌違鼠 ‘ ：鱗〉
7蕊瀧鋤･I鋤 ． ：X，サぞドブシーキ･を尭全iこ

： 獣かない。 ‘

：2、鐸ン諺ン毒撚めてぃ象
■
■
■
■
■
ａ
■
色

吻私
■ 句

■

■

碗
の
２

画
■
■
■
■
■
色

， i

騒奮運転鑑

〔2点〕1 ；
』 8

ヤ
ゴ

ダ

リ
6

i迩騒誉蕊転等
龍寵〈5の鋳､1韓,X
■ ■

■

■

■

■

由

■

由

■

6懸

叩
■
■
日
日
■
石

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

：
g

■

句

｡

■

卦

:鍵鼠態様鵜錨
:鱗》
; ・急発鍵
■
ら
●
●
。
●
●
。

●
●
。
。
●
●
ユ

･急難鏡

･篭ふかし

解
難

3

！
■ひ
■

■

■

■

日

２
■
■
■
■
■
■
■
■
β
Ｂ
■
ｂ
ｂ
■
Ｆ
Ｄ
Ｂ
■
Ｆ
ｂ
Ｆ
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ｐ
■
■
申
●
ひ
。

｡

｡ 8
●

籾心逮転考

等傑護義瀞
違 鼠

■

● ■
・ 8
8
:
2
，8
由

田
申

8
Z

〔1点》

■
■
。
■
Ｇ
Ｂ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｂ
■
■
Ｇ
ｃ
ｂ
Ｇ
ｂ
Ｇ
昼
■
Ｇ
ｅ
ｅ
■
ｂ
由
■
由
車
由
■
由
凸
由
■
由
■
■
由
申
■
申
■
■
甲
■
■
申

●
●
●
●
●
●
●
。
●
の
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
色
白
色
白
●
色
白
■
由
■
■
■
■
■
ｑ
句
■
■
■
ｑ
句
甲
■
■
■
■
句

： :
2 2

2 ：
旬 申

8 3
旬
５
句
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
日
■
ず

④
。
●
。
。
■
○
伊
○
句
。
■
●
ｇ
●
●
伊
■

3 8
ル ：
■ ●

■ ､

■ ●

■ ■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
吐
臣
４
Ｅ
Ｆ
Ｊ
■
■
■
■

7

４

■
■
ａ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
ｑ
■
■
■
■
Ｇ
■
日
■
凸
ｑ
ど
Ｈ
ｒ
ｄ
■
■
■
■
■
■
唖
嘔

5 6

■

、

： 。
■
■

■

8
8
■

■

■

9

鐘
■

B
■

■

：
､

■

；
■

曲

■

■

2
■

■ ■
■

■

■

I
3
■

、

■

■

■

リ
E
■

g

i

l

、
秘
惑
蕊
涛
銭

。
■
。
ｐ
●
凸
ｐ
Ｂ
Ｐ
ｂ
①
Ｏ
Ｇ
ｇ
ｑ
ｇ
句
■
Ｋ
■
■
■
■
日
日
ご
凸
■
■
■
■
■
も

蕊

心選

鈴運

韓蒋擦鍵

転蕃擦識

覚騨薯溝擬織
涛体簿篝戦瀧識
篭許練習穣識

衷瀧嵩灘蕊鋤
Ｊ
…
か
母
”
勘

穂

鍵方鑛欝達

’
，

〃

■
Ｆ
〃
■
戸
口
串

懲鶏蕊辮こ進路変蕊
‘鶏の緯､蕊●｡X鱗

ｅ
ｑ



《

I－卜斗
毒報告醤 。 識識 灘

一一ー

路翻認載

蕊場付篭及び適度の識撹蕊ぴ;ご特繍すべき事項を認瀧
噌・･患こと像

職蕊認載

溌鵯付鍾及び逮反の状溌灘隷こ溌篭す･･べ簿事壌を蕊議
す患こと。

’
略･蕊認識

現鵜付遮及び蟻反の状溌雛び漣誇認すべ簿繋壌を蕊職’
零･マール
．●葱キーL_‐ハ

鵡灘記餓

現場舗近及び違反'>職溌錘ぴに鯵溌すべき蕊項を記瀧

するこ嵯、

進路直誌に進路変蕊織鋳
蔑

1

藤二二二二墓-/一繭－－－＝蕊
全

点
憲
》
》
準

認
止
箪

瑛
停
停

患
煎
騨
ｇ

／
ｉ
ｉ
制
Ｉ
も

騨蕊,鍾蕊驚隷鑪鰯蕊

患蕊認腫霞§違反単
令

-144-
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口
鍵反態様璃脅霧
〈鋤 、

I 1
釣O･”選審

Q

凸

↓

I
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
己
匡
Ｆ
Ｐ
Ｄ
ｂ
由
■
申
■
■
Ｐ
″
や
〃
ひ
ひ

■ －

■ 0

Ｄ
ｅ
ｃ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
ｅ
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■
ぞ
■
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甲
由

鍵反態禄騨鋤
鱗》

甲
■
、
申
■
■
■
ｐ
Ｇ
Ｄ

総COm逮禰
●
Ｐ
Ｇ
早
甲
ひ

●
甲
阜
甲
●
ｅ
ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｇ
Ｄ
ｅ
ｃ
Ｇ
ｅ
●
ｃ
Ｕ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
■
Ｇ
Ｂ
ｐ
ｅ
ｃ
Ｂ
ｅ
■
■
ｅ
■
Ｂ
Ｇ
■
■
■
ｅ
■
■
■
Ｂ
ａ
■
■
ｐ
■
■
■
ｈ
ｂ
Ｆ
■
り
■
■
■
■
早

▲

ｄ

Ｐ

I

ﾀ 、

一

Ｄ
ｐ
ｇ
■
■

一

－145－
ヤ

~ｮ1 「一卜
■一

0

一
謎
号

震難(逮鼠〉
P

篭為の穂類

懲
琿
3丁丹

漢緊金額

大
型
欝
運
鳶

畿
蕊
灘

蕊蕊〈違反>,事顎・罰条灘
宙

志 文総二験〉
■
■
■
■
■
申
早
。
。
●

擁足事讃〈補足擬〉

碗
の
４
、

携帯瞳騒使用等
(交通の危険）

〔2点］

で
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｄ
Ｆ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
Ｇ
Ｄ
Ｂ
●
Ｂ
ｅ
ｅ
●
■
■
舍
合
■
■

3

鱒熱
ユ

：

9
3
： 、

M
E

8
：
8
8
■

：
■

q

l

i
I
8
■

■

■

■

I
D
■

｡

』
ず 6

型儀襄墓:I灘紗＝
し、よって交逮の愈験蕊．普通乗鶏箪鯵霞前を横騨
を生じ善せた ： 勺急ブレーキをかげ･させ
滝(5の3>､119． 1 （9の： た。

3） 諺．爺向車綿に進出し、対癒
：謡こ急ブレーキ･をか鍛さ強

‘ ； た．
；3． 雪転斡こ慾ブレーキ灘か
； 欝鴬せた．

‘ ‘ ；4．歩狩着を飛び退かせた鱒
3 。 ．
｡

8
■

｡

●

I
ワ
守
伊
□
Ｄ
Ｐ
Ｄ
Ｄ
ｐ
ゆ
。
。
④
。
●
。
。
早
早
。
。
●
Ｅ
写
。
●
●
◆
●
凸
●
●
●
の
。
Ｃ
●
合
由
血
申
●
■
申
由
白
白
Ｐ
ひ
Ｐ
早
早
●
。
●
●
●
。
。
。
。
。
●
●
ｃ
ｃ
●
●
Ｃ
Ｇ
●
Ｃ
ｅ
Ｇ
ｅ
ｅ
Ｃ
ｃ
由
由
心
●
ｅ
Ｇ
ｅ
ｅ
Ｃ
Ｇ
ｅ
ｂ
由
■
色
■
・
●
●
●
ｂ
Ｇ
Ｃ
Ｇ
■
凸
申
”
■
・
・
ら
ゅ
▲
己
叩
巳
口
■
、
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■
■
■
■
■
■

等
ｊ
》
持
創

織
保
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…
…
…
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・
・
・
・
・
・
．
・
・
・
．
…
．
●
・
・
・
・
…
・
…
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●
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！
…
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…
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…
…
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●
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●
●
…
・
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●
・
識
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・
・
●
●
…
・
・
●
●
●
・
●
・
・
：
■
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ｇ
ｇ
ｇ
●
Ｇ
Ｇ
ａ
Ｇ
●
。
●
■
●
旬
。
□
●
。
●
●
●
●
。
。
■
●
●
。
。
●
●
白
白
●
由
①
●
。
●
色
色
●
由
●
●
由
由
中
中
申
由
申
申
早
早
甲
甲
ｃ
号
ｑ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｂ
ｅ
ｅ

暁
の
５
‐

ら

P

ヴ
ゴ

●
●
●
●
。
●
●
伊
。
●
④
甲
。
。
●
色
白
●
Ｃ
ａ
む
ら
ａ
。
●
①
。
●
色
色
由
自
由
由
Ｃ
ａ
。
ａ
色
白
■
由
■
由
■
ｑ
申
■
由
由
由
由
由
甲
早
早
。
■
甲
。
。
。
？
■
卓
申
早
■
●
○
句
。
。
■
●
。
●
。
。
。
。
●
●
。
■
。
●
■
■
●
●
ｑ
ａ
ｇ
■

■

■

露
司
甸
ｑ
ｑ
卓
句
。
。
ｑ
■
日
ロ
Ｇ
ａ
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□
Ｇ
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ｑ
●
①
■
■
■
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白
■
■
由
句
●
●
■
凸
●
■
■
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白
白
●
●
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守
口
由
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甲
甸
Ｑ
ｑ
■
台
凸
由
申
申
申
申
ｃ
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I

’

6

’
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■
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■
■
■
血
Ｐ
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ｂ
Ｐ
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■
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■
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■
■
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申
■
申
早
。
●
●
①
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①
。
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●
●
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●
●
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●
●
●
。
●
凸
凸

露燕線通話装置を使溺

● ●

凸 ●

● 由

:5L-
呂 呂一
■ ■■

■ ■■

目 EF
： g・
・ 早

● ｡

● ｡

8 8
｡ ｡

● 6

G G

G ｡

● ｡

§ 《
凸 ｡

色 色

血 合

由 自

由 舎

凸 合
由 ●

凸 e

凸 ●

● e

血 合

● C

■ C

D 古

血 一■

由 ■

■ ■

由 ■

g g
C b

･ G

b b

● e

･ 合

e 合

■ ■

■ ■

■ ■

申 ■

■ ■

■ ■

■ ■

： E
凸 凸

E g
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■ ■

： ：
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阜 ■

阜 ■

■ ■

■ ■

■ ■

｡ ■

早 ■

U B

e . ■

巳 ■

｡ ■

｡ ■

■ ■

■ ■

● ■

■ ■

■ ■

■ ■

日 ■
凸 ■

■ ■

■ ■

白 G

■ ■

■ ■

G ■

台 ■

■ ■

ヨ ：
曲 ■

園

71(5の5>､126．1”

穰織表示蔚装麓を零で
爆持して翻像を濃視
寵〈5の藤,諺0．X<11）
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９
，
℃
、
、
ｈ
ｂ
ｆ
ｂ
ｌ
ｌ
ｆ
１
Ｊ
，
，
ｊ
Ｂ
ｂ
ｊ
も

鰯 老蕊誉醤 溌綴

繼漣記載

規鳴劉近及び遮疑撫職溌錘び(二稗寵すべき事職を瀧
寺･為鴛と‐

〉
（
〉

C略遥記赦

･現場付近及び遮反の談溌難謬;こ詩記すべき事項を記
綴すること愚

〈例〉

・推帯電話を右〈座）手(::舞持し瀬〈麓）耳にあて・て

いたc

・交蕊点を獅（灘〉鎌
・右（左）から凌ぐ穫） ；菖箪総変更

・這銘鎭路外）から這路鈴鑓蕊〉ハ､瀞冒
・麓車をおく斑〉から蝿い艤奮’
C略騒蕊赦

0溌蝿側･近及び違演‘>状溌並び腱蒋記すべき事項を'蕊
載す患ことゞ

－146－
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番
驚
反則《瀧反〉

行為の穂識

遮
産刃

癖
，
堀
咽
程

貿溺金識
一

大
灘
曹
鐡
ー

鶴

｝
感
服
瀞

蕊副《鐘舞事蕊、講条綴 “

本文鯵罵霧獅 補足夢項職足柵）

68
公議委員会
遵守黙噴瀧庚

〔点数なし〕

6

5

守
Ｂ
ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｇ
ｃ
ｅ
由
凸
■
白
白
■
凸
凸
■
ｂ
由
凸
■
■
・
・
■
矛
■
・
厚
み
ひ
Ｇ
・
・
巳
じ
じ
ふ
か
■
Ｕ
Ｇ
Ｕ
■
Ｂ
ｂ
Ｇ
ｅ
●
●
■
ｂ
■
●
Ｑ
Ｇ
ｅ
ｅ
●
・
・
・
・
■
色
■
■
・
・
・
・
・
・
■
■
■
■
Ｆ
Ｊ
Ｕ
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
巴
・
■
ｏ
ｐ
ｇ
■
■
■
伊
伊
■
Ｇ
ｇ
ｇ
。
■
。
。
●
。
●
●
、
早
●
●
◆
伊

ｅ
ｑ
ｑ
Ｕ
ｑ
ｑ
●
。
■
ｑ
ｑ
ｏ
凸
由
■
■
■
由
凸
申
申
印
■
。
●
甲
早
Ｇ
ｑ
ｅ
Ｇ
●
。
●
●
。
。
。
●
七
Ｑ
ｑ
■
●
●

…

i
Ｃ
Ｇ
●
ゆ
。
●
Ｑ
甲
Ｃ
Ｄ
Ｇ
ロ
●
●
。
ご
Ｕ
ｑ
可
ｑ
■
口
Ｄ
Ｑ
ｑ
Ｅ
■
■
ｑ
■
ｅ
■
ｑ
■
■
Ｅ
ｒ
ｑ
■
ｆ
■
ｇ
ａ
ａ
ｑ
ｄ
４
■

I

少

亨
夕

ｑ
ｑ
ｑ
■
ａ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｇ
ｑ
ｇ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｇ
ｑ
ｑ
ｇ
Ｇ
Ｃ
ら
●
①
色
。
●
●
色
白
白
白
●
●
凸
●
●
●
●
申
申
凸
凸
■
血
由
白
白
凸
由
由
の
由
申
ゆ
甲
。
Ｇ
■
ｇ
ｑ
甲
争
９
９
■
。
。
■
■
巳
■
■
巳
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

覇

蜜逮転者･の潟鑓蕊守事蕊

率鰻縛
恋鉱120.1(勢､公鏡懇
｛

P 勺

、 0
９
Ｊ
〃

” ‐

韓鼠態嫌明鋤
1．公蝋郵4｝
(げたLスリッパ・つっか
溝競り､て灘戟

2．公鏡翠謎

《カーラジオ簿礎脅・イヤ
ホン等を使用してラジオ逢

瀞きながら）運転
3，公溌郵6》

織瀧度鯛が長いとこ騒・

勾認の急議. .’域）で〈バ
ン)ゼル‘ブレーキ，その継

の装麓〉の不検驚
4．公鏡灘7；

溌雪（雛総〉のためすべる
違路でタイヤチェーンを取

付ける等溝り』&めの措霧を
蕊じないで罵勤車を遮転
扇、公鏡郵8）

煮たがり式蕊備のある大灘

《普熱自動墓翰蕊にまた
がらず;こ乗蕊させて遮鱸

6，公鏡淑勢 ‘

標識を〈取り外して・難
.上げ見え熊い状態で・ガム
テーブを貼り付織た横態
で･鰍け替えた状態で)運転

7，公幾具魏帥

轤勤箪蕊録番号穂・箪徳
番号･穂〉 （こ嫌外線を〈磯
顎・演鋤）するための〈カ
バー・テープ〉を（戦り付
冷､侭薪）した蕊櫛豊懲転

､ ■
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蝿蹴認識

填鴫綴迩及び遮蕊鋤裁溌蕊びi皇縛誌すべき蕊鎮を溌溌
･#-あごと、

！ ’
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’’
■
●
曲
曲
凸
凸
凸
由
■
凸
、
印
。
。
申
申
由

ていた．

…難道路鑪鱈い簿運転者 ：

蝋外の辮を乗寧嘗せて

を遜転して；｝｛
いた。

ｑ
５
ｄ
Ｇ
ａ
白
白
●
●
Ｇ
ｄ
ａ
ｑ
ａ
■
■
。
◆
令
令
由
。
■
Ｑ
Ｑ
Ｑ
■
○
曲
■
早
■
印
印
■
印
印
ｐ
早
早
印
申
白
Ｕ

１

0 8

-149-

｢F弓1 －－

Ｉ

.,-JI

番
号
鼠雛韓鼠〉

行涛の種類

通
【茎

汀震

臘

茂剛金額

大
蕊
普
運
二

麓
藤
篭

翼謝〈違膜〉馨項･溺条綴

本文〈
鱈
鯵
《
｛
霧
の 項〉 補足事項〈補足欄）

銘
の

2
獺音器不総

〔2点〕

常
７

0

6 5

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
凸
●
●
血
色
●
由
●
由
●
色
色
●
色
■
●
由
●
由
卓
●
●
の
串
争
。
■
■
⑧
申
。
■
ｐ
、
い
り
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
駒
ｐ
ｐ
■
■
由
■
■
■
■
■
■
争
ｂ
ｐ
Ｐ
ｐ
Ｅ

薗溌誉器率儲

識の2.ﾐ2‘､X鞠)、 ．
螺9の4鐸3

鍵漠懲識璃認
《鋤
･消音器を備えていない。
･溌音器を切辮

･騒菅低域機織を溌議

･緋蕊蕊以外の關働
q c

L c

■

■

a

■ △
■

G c
■

■
●
■
合
●
■
■
旬
凸
●
巳
●
甲
■
■
■
■
■
■
■
■
甲
■
早
巳
甲
Ｕ
ｐ
ｐ
●
巳
”
■
▼
■
■
■
吟
４
４
０
■
０
■
Ｕ
■
■
■
▽
■
”
母
守
阜
牛
皐

ｂ

・ 8

681大塑寓難:黒磯
の蝉等乗車方法

■

3 鐘
：

I
●
凸
”
申
甲
申
ゆ

●
甲
甲
庫
曲
申
申
甲
９
■
８
。
■
Ｇ
●
争
●
甲
●
●
ゆ
●
Ｇ
ｅ
ｅ
心
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｅ
Ｇ
Ｃ
Ｇ
■
●
Ｇ
Ｂ
■
■

〔2点〕

虞

、

Ｇ
ｅ
Ｇ
Ｇ

■
■
■
■
■
■
■
ａ
Ｇ
ｂ
■
合
Ｇ
Ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
塑
功
ｂ
Ｐ
■
■
血
■
■
■
■
■
■
Ｆ
■
ｈ
Ｐ
■
自
白
■
■
Ｇ
■
■
■
合
〃
刀
二
〃
”
ｎ
Ｔ
ｐ
ｂ
■
Ｐ
巳
曲
・
・
，
，
，
，
里
，
，
，
蛾
聖
録
一
群
〈
一
Ｇ
ｐ
砂
Ｂ
Ｐ
Ｂ
乃
巳
手
ｐ
Ｇ
ａ
Ｇ
分
丑
刀
乃
Ｆ
心
Ｂ
Ｂ
Ｂ
″
Ｆ
Ｐ
ｐ
Ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
〃
Ｆ
Ｂ
む
か
■
・
・
・
り
ゅ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

I

画職還置蟻箪醗遭等大灘
喜勤二轄章等乗蕊方法
連膜（大型二籍免許〉
?]の4，鷺､龍9の爵･I

画撫透塞動単騨遣等普通
欝勤垂翰蕊乗車方法途
嵐《普選巽慧免講〉
71の4･瀞､I.]､9輝鷺・鰔5〉

画大灘童勤募輪単誘心蕊
転篭難事方法違哀

《大型冤蕊免許》
識の4．V､翠9の群I(鋤

露籍逓塞勤惠難車誘心蕊
転蓉乗蕊方涜違烹

欽型二鵜免許）
71の4.V,蕊9鱒3．夏

鱒普選蜜勤騨輪車誘心選
.転蕃錐箪方法違漠
槽適篝蕊免辮
7Xの4章Ⅵ､蕊9の3.1編》

鋸
の
農

着
示
度

f･違転

鍛讃

務逮

初
標
蕊

点〕〔1

患 6 畠角

。

■
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
ｐ
ら
少
少
〃
Ｐ
〃
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
ｂ
Ｄ
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｂ
Ｐ
Ｂ
Ｂ
ｐ
ｐ
Ｂ
ｐ
い
め
、
ｐ
■
●
■
●
■
合
■
白
ｂ
ｐ
ｂ
Ｆ
■
申
■
申
申
Ｐ
甲
申
ｐ
Ｄ
ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｄ
●
●
●
●

画籾心違転溝標議表示鏡
務遮漠
7i鋤5．X,』.難．X縛鋤
3》､鏡嘗の6‘幾9の7

画撫心蕊義考標識讃示義
務逮反
7X鋤5．園､1瓢.X鞠の
鰯､鶏9の6,鏡曾嘩？
津：7]の5．1は準中型闇
動車、71の5．，は晋
通自動車の場合

織茂態擁明記〕
《鍔〉 ．
1．前面及び後面(こ初心巡

転者標織をつけていない。

2．前面及び後面の初心運

転者標繊が見えない。
q ■

（
蝋失魏X21･X

翰索承
９
■
ｒ
◇

、
。
１
１
ノ
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報告書 ， 羨綴

一
》
》
略
璃

Ｃ
Ｏ

略躍溌識

璃鵜徹鍾及び違反の職溌蕊びに韓記す･べき事項を蕊
蔽亨一ることぐ

ーーー一一一

略饗記載

現鵜絃違及び違農の状溌蕊ぴ;ご籍記すべき事填を認蔽
･ずること蜜

鑓反状況》
（”大型嵐蕊壼難車鯵蕊雛潅艤に大阪太郎CO叢を乗

I
エーニ…一一口●●■●■●●●守句寺守…→申●守函

略露譲較

現錫付逓及び遥反の状濃蕪ぴに籍記すべき事項を記載
すること。

－－
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番
簿
蕊鋤〈遮蔑》

祷為鈴種類

選
鋪
蕊

鼠難愈蕊

大
秘
撰

瞥
蕊

.爵:：

職
藤
憩．

反蕊《遮反〉蕊項，鐡条機

本
Ｅ
ｄ
Ｇ
袋
．
■
子
Ｆ

製
篭
一
一馨文 蕊》 舗罵事項〈総患織

雛
の
５

聴鴬障害者
標識表承

蕊務違茂

[1点〕

週
,《

篭

憲聴鴬障審蕃識識茨承蕊
蕊違反

71の6． 】 、i鯉， I縛め
銃､蝋”)§､親9“7

〔遮鼠態議鞠記〕

<繩》

1．前面及び後面に聴覚障害
者標識をつけていない鱒

2．筋面及び後禰に聴覚障害

肴標識が見えない。

｛
過失潅X2班鮭

●

表示 ；

霞低速度違反

〔1点〕

《
〃
。 6 6

迩潟避繍蕊率線車遮法定
溌低瀧蕊違反
《鯛,輪 k鶏徳恥ノハ》

不足 ＄とこる

海の4,1識・ I鰹,令27

鎌3

葱懲速鰯遥率隷箪道講定

蕊蕊逮蕊溌反

《漣ﾉ'h誕穐”,'鋤
不逮蝿蕊

霜の4，4． 1、鯉(》。 ］(鰯、

令lの2

70
本線蕊這機溌

等禁礁溌蕊

点〕

灘 曾
今
ｆ

鐘

I横溌

蟻繊
I幾退
． 【 〈2

画本線窺遭

，75鯵扇､鰯
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略磯議滅

現蕊穂遥及び違反の裁況並びに籍記すべき事填を篭識
すること,』

略図記載

現場付篭及び遮反の繊況並が{こ涛認すべき事項を記載
する塵と。

略図記撒

現鴫付近及び違反の秋況並びに詩記すべき事項を記職
寸.ること、
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ｑ
○
■
ｇ
ｏ
■
■
４

《蕊害態襟畷記〕

<総》

･蕊湊営ず進路を蕊も窯かつ；
た鰯

■
ｂ
■
■
夕
ｂ
■
Ｐ
ｂ
■
■
■
Ｂ
■
ｐ
ゆ
ゅ
や
ｐ
■
Ｄ
Ｄ
Ｂ
ゅ
心
い
り
じ
じ
ｂ
●
ｂ
■
ｂ
■
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｂ
ｂ
Ｄ
ｐ
■
■
■
ひ
■
■
■
■
■
Ｂ
■
‐
や
■
ｐ
ｐ
巾
Ｂ
Ｄ
Ｆ
ら
ｂ
ｊ
Ｊ
９
』
〃
Ｊ
ｑ
Ｊ
１
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｊ
Ｔ I
I
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番
号

蕊則{違蕊〉 I蕊鎮難金蕊

行鰕鎌種類

』
欽
謹

簿
：
識

識
獄
琶
遥灘

震難《違蕊》事溌・識条擬

窯 文篭増項》
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

補足蕊讃総足

71
〕
秒
哲
〃

ご
■
ｂ
■
ｑ
Ｃ
Ｑ
■
Ｑ
ｑ
Ｑ
●
０
●
●
句
■
。
。
●
。
■
●
■
ｂ
■
■
■
Ｑ
Ｆ
Ｐ
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ご
◆
。
◆
ｑ
▲
。
◆
◆
４
４
４
ｑ
寺
。
Ｑ
ｂ
ｑ
ｑ
４
ｏ
Ｑ
ｑ
ｏ
ｑ
■
■
。
●
。
■
。
■
。
。
■
■
＄
早
口
ご
ｄ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
●
■
■
●

本線蕊這

違行蕊鱸書

〔1点ガ

6 e!

ワリ
4今，

； ；
； ；

繋鰯雛，
〔1点〕 ： ；

； i

： ：

6 6

一
司
令
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｏ
Ｏ
６
６
ｇ
Ｏ
ｄ
口
。
■
■
６
守
寸
Ｐ
Ｆ
■
■
■
■
■
。
■

ｑ
角
●
〃
弘
己
ざ
幻
、
ｂ
イ
串
旺
９
４
■
ｎ
口
■
即
ｄ
■
□
■
ｑ
ｑ
ｊ
▲
ｕ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
旬
■

壷本綴蕊漣

緊隷急
75鋤§

灘
霞

淵萬入
も

＃か患

蕊通蒲
､1識･X

患

遥愚

鱗篝
鎚

Ｌ
ｄ
げ
Ｑ
２
宇
目
ｑ
ｑ
Ｕ
ｐ

＄与

り

■ ■

■ ■

： E
■ p

： §

： ；
： R
■ 凸

： 8
■ ﾛ

： f

； 8

： B
g E
： ：

： ：

： f

： ：

： ：

： ：

： f

： ：
■ ■

： ：
： ：

： 〈
8 ℃

も p

麹
ら ■

： 9

： G
◆ p

i i
◆ ●

： メ
◆ ｡

： G
q ■

： 2
■ -

8 こ
● L

： ：

； 2
： モ

； ＄

! I

本藻車遥
農入雰法違震

73

〔1点〕

。
Ｑ
イ
ｑ
■
ｄ
Ｑ
ｏ
ｏ
ｄ
ｏ
●
。
。
●
、

4
公

戎
蛍

４
ａ
ｄ
ｄ
凸
●

’
４
４
寺
心
の
◆
◆
ｄ
ｑ
ｑ
４
Ｇ
４
ｑ
ｑ
ｑ
Ｇ
勺
◆
４
句
合
◆
ｑ
ｅ
４
ｏ
●
。
。
。
●
。
。
●
■
○
○
○
●
■
■
■

I

;蜜本綴箪這購入みうと･す

｜ るとき擁簿箪織を蕊構
； しない
寺
日
日
■
■
■
■
■

涛の?．《、I2i・藻織

;蜜率織蕊豊から塗ようと
； するとき

； ：患瞳に鶴蕊脅･る蕊濁
"減速箪線

: 鐘祷籍|を通鱗,叢､、
。
。
■
■
Ｑ
Ｑ
Ｑ
ｄ
Ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ
■
。
。
●
●
●
●
■
ゆ
■
ゆ
ｐ
ｐ
ｂ
Ｆ
■
■

窓の7．2､l麓・ミ録

■
■
■
■
Ｄ
■
■
句
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
▲
●
●
●
◆
Ｃ
＆
Ｃ
◆
◆
◆
◆
◆

73；索引撒難蕊

鈴；率総蕊謹
2漣街簿違反

■

■

＝■

■
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踏鐘蕊識

瑛蛎付遥及び違蕊鐸状溌雛ぴば糠蕊すべ鳶事鎮遊溌譲

･ずぁこと診

〈礎〉

｛.篭謹呈職憾峯､謹基職臆鎖患諺_;が撤されてい鳥の躯1
2識斡舜普通鴬勤悪蕊箪を遮蕊:"てい態静

瀧:運転免許蕊;ご鶏脅･る識蚤報瀞欝を添侭する皇と。 ！

ｑ
５
ｑ
ｑ
４
■
‐
ａ
ｄ
ｄ
４
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
９
ａ
４
０

口口 I

路蟻認識

現場侭這及び鍵風鈴繊況溌謬;こ特認令･葎･鐘事項逢龍職
すること。
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瀞
簿
違嵐鎌為

遥
塞

砺

繍

違鼠蕊瑛 ・ 罰条撫

本 文総…鋤 舗建事寝（紗舗驫総）

ｌ
‘

欝察富現霧

錯承遮蕊

〔2点〕

癬蕃察富鋤溌鵯鑓承蕊鍵わ患
埼渕

曇．X､鰯9．X錘

憲藩察懲の蕊鵜擬識二鍵わ態
§、 〈歩篭鞭〉
‘･鷺,:麓･蕊X》

《譜議翰溌寵およ.が淘審鯛龍〕
《鍔〉

､災害蕊籠;こ蜜鷺溌祷禁撫堵撫承
したが鍵わ葱錨鯵

I
Ｓ
ｑ
Ｈ
ａ
ｑ
■
■
吐
晒
迂
口
。
ｄ
■
ｄ
４
尽
虹
ｑ
口

辮察官蕊雑
2擬瀧の捲篭

i命令懲演
q

q

q

q

■

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
口
Ｑ
ｒ
■
■
■
■

〔1点〕

■

■ ■
■

台 O
■

■

轡馨察鴬録溌雑譲職議溌に蕊
ない

6･乱:､2，‘蕊館

〔繕瀧鐘蕊磁及灘宍審鯛認〕
鱗〉 、

･車露簿滞;こ●零

し念溌礎わない。

Ｉ鐵過
議
後

Ｑ
■
□
ｑ
５
Ｅ
ｇ
紅
ｑ
ｑ
ｑ

を指承

C

■ － 〆

■ 0

3

■
■
■
卓
■
■
■
■
■
■
■
■
阜
申
句

早
早
早
甲
甲
。
申
ひ
り
ひ
り
甲
巳
巳
■
■
■
■
■
５
西
？
■
■
・
巳
■
■
Ｄ
Ｂ
■
欝溌奮鐘瀞
蟻蝿繍擬遮蕊
巳

B

B

■

■

岳

■

8
■

■

■

G
■

■

2
■

■

■
Ｆ
■
■
ｇ
■
個
個
◆
。
。
■
●
●
の
り
●
■
Ｇ
凸

〔2点〕 ．

震欝察篭の繕示す馳蕊符鍔禁
止籍蔚蕊糠
‘･灘､蕊9,1

蜜警察驚鐸鐙承脅・･患蕊祷鱒蕊
撫鵜瀞選蒲《謬瀞零〉
6,蕊､蕊1.蕊

懲豊麓蒋とった謹窺轆露；
<鍵〉

･火災蕊生
･遭蕊擬壊
･交蕊蕊難蕊歳

6

，

I ■
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燃 潔報鷲欝

阜●●一色一一一一｡●－－

識撫

ー‐ー

鶏溌認識

現惑付近及び違反鈴状溌並び謹蒋記すべき蕊項を記職
すること．

I

略遜露載

現場徽近及び迩反の械溌雌びに勝記すべき事頼を記裁
･す患ことc

(侭〉

南行蕊約副X”の鮮滞

略蕊認識

現蕊徽遮及び違反鱒談況鎧ぴ;二嚇溌許べき事項を誌載
すること§：
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色
白
、
色
白
■
由
由
曲
由
ロ
モ
白
白
■
の
ｐ
早
”
。
。
ｃ

■■

蕊粂騨違鼠蕊項
…■ー■■■■■■申

齢● ●●●●●企む ‐

■
●
●
。
■
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
■

文 聯#足織(緯~鋤 舗足蕊填〈本
C

●●●●●●●●一○一一
５
■
、
ｂ
ｅ
●
◆
凸
由
血
凸
由
由
申
呂
・
Ｐ
申
申
申
申
阜
申
申
早
■
■
■
。
。
●
●
●
●
Ｇ
Ｃ
Ｐ
。
●
●
ｅ
Ｄ
Ｄ
●
凸
●
凸
■
Ｃ
ｅ
●
●
由
■
由
８
．
・
目
の
・
の
Ｂ
Ｐ
ｐ
Ｄ
ｅ
■
巳
■
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｇ
吾
巳
号
Ｂ
Ｇ
骨
巳
号
Ｂ
Ｇ
ａ
ｂ
●
●
ｇ
■
・
・
〃
■
謡
ｂ
ｐ
ｐ
Ｐ
■
■
白
面
■
■
白
白
■
■
、
●
。
・
・
ｐ
ひ
ｐ
ｃ
Ｄ
も
Ｄ
Ｂ
ｃ
ｅ
ｅ

’

し
腎
よ

鎚
拶
錯

蕊
侭
に

◇

⑩
‐
た
色
う

洲
錘
懸
露
癖
撫

を
き
い

号
つ
魚
。

鰯
蛤
謹
癖
蕊
㈱
’

・
篠

｛
総
織
聯
繊

癖
織
齢

砂
９
１
咽
ら
〃
ｆ
、
●

憾蕊蕊犠職溺

衛から北へ逓祷

蕊ぴ内容畷鋤

緊懲鴬勤箪接近隙つき腎色橋

を手侭号で繼楕し.魚いように鍔
承したが従わ熊い・

）

’ 1

－161－

~ｮ1 ｢F－卜

1

番
号
遮’反繍為

適
壺

席F

綴

■
●
4０
０
℃
守

篭号燕窺
《赤･色等.；

〔点数なし〕

－ 6

濃点

曇
房
璽

色
懲
渉
腎

赤
費
擁
蝿

己
を
ざ
名
野
刀
〃
四
■
ひ
、
Ｕ
■
〃
ｒ
２
Ｅ
Ｂ
ｐ
Ｄ
９

簿露
‐
織鞍総“

無携惨行者》
7‘4.I､I2i’1輪､令2．X

B G

■
も
め
刀
乃
乃
乃
Ｂ
ｒ
刊
乃
ロ
■
○
ｑ
ｑ
ｑ
巴
Ｈ
名
ｇ
こ
こ
■
④

画億号鍵（歩行者・鴬転蕊尊
露》霧号

■ -

＄

鰯篭蝋滅I無篭鯵篭識
乳4‘1．1難｡ :職1》､令2．爵

塑手侭号＝

耀繍癖 (歩喬着〉
7,‘､I､X灘･I鯉,令鳴･I
令2,1

画灯火繕畿聴蕊
無撹（溌舗蒲） ．
7,6,1,1灘･I雑,令息｡X､
命2．1

圃儀零機億号･と異な鶏手鴬静
無携捗行穏･〉
7.抄X､1鯉･潔1入令患･I、
令2,r

迩嬬霧識鴬慰･と鍵なる擬火擢
号無樹〈歩鮮蒋）
7,6,1,1麓･I<玖令易･I，

令2．1



I~-卜－」
無

錘報 ・雷藩 識識 蕊

聡卿記載

蕊場錐迩及び違鼠の軟溌並熱患縛記すべき事漠を記載

するこ:と．

総職

対溺鈴北荷億号券急を無摸し･r歩道から蕊溌へ約魚鯨

進入したので織黛した燕、 これ#藁鍵おず髄遥行1．.た畷

口
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番
号

名へ

窪 蕊 好為

遥
淵
蕊

違及事項． 。 溌条欄

本 文〈錘~鋤 穂遥蕊謨蝿轆足欄）

5
通行禁.止違反
.〔点数なし〕

蜜通行熱k溺蔚逓挿捗需識
8,1,4.X､l麓､I蝿令1の2

◆ 6

● 6

磯赫時閥及び難行躍離明調
<郷

■ 6

･鏡謎藷謝～午舗○時C分から
午蕊・時○分まで

･鞠●○m遮糯

合
の
“

鵜
長
の

の
署
ｊ

総
察
２

規
奉
緬

通
ｒ
、

蕊
ド
ー

ー
》
一
Ｍ
》

ｆ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
１
ｆ
ｌ
１
１

6

警察官等

歩行者の
通行方法

指示違反
〔点数なし〕

Q

■

ヨ瀞察官等の右蝿選行携承;こ
､従わない〈歩好識
15,10‘I､12班I群

鰯警察富等鈴 鰯霧|“
捲示臆従*ない（歩行着〉
鱈､蕊･蔓､121.1識

鱒審察奮等の横灘歩道通衛篝
承に従わない鯵行櫛
蕊､X2'X､i21，1鍔 ‘ ‘
鰯欝寮官等の斜横識禁止撞承
侭従わない〈歩行者）
15,鰯･璽､鑓1．X錨
圏蕃察富等の率爾等鰯

篭撫
灌繍寵篝
ルー鍵わ窯い

横欝禁耽撮承

<歩祷識
蕊､蕊･I､121．1緯
画警察霞等の錆定翰所横蕊禁
止捲恭挺縫わまい撚撒識
鶏､灘･爵､4．X,X2好X鵠、
令lの2

6 6

I

■

◆

●
９

■
巾
ら
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略遡認識

現場付近及び違反の状溌灘び(星特記すべき蕊寝を記職
すること絵

’
略溺認戦

瑛場付近及び違反の状況並び↓二籍記すべき事項を記載
することe

I
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I

稚
号
遮填肴為

6

1

溝
”

グヨ￥

鰯

違‘茂事畷 . 、蕊議．穂 ． ，

率 文織一鋤 隷患蕊頼織構足識，

7

q

ｅ
■
Ｄ
Ｂ
ｅ
Ｂ
■
Ｄ
Ｂ
■
Ｂ
Ｂ
ｅ
ｅ
■
■
■
■
Ｇ
Ｂ
日
日
Ｂ
Ｇ
宙
■
■
ｂ
ｂ
Ｂ
Ｂ
■
■
■
活
由
■
■
■
Ｆ
ｇ
Ｐ
■
■
■
ｐ
ｃ
ｐ
ｃ
Ｇ
ｅ
ｅ
Ｄ
Ｂ
ｃ
ｅ
Ｂ
■
ｅ
ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
ｅ
ｅ
Ｇ
Ｇ
●
Ｑ
■
●
の
●
●
色
白
由
■
●
■
由
凸
申
申
申
申
曲
申
申
阜
甲
甲
■
甲
早
●
●
●
●
ｃ
ｅ
ｃ
●
■
■
自
由
●
■
●
凸
由
ｐ
■
■
由
申
由
阜
●
●
早
早
■
ｐ
早

敏綴寧諏
擬露殻鎖
寧諏薙認
･瀞

鎖・取り験き

〔点数なし〕

７
鈴
２

、

ｐ
ｏ
Ｄ
Ｄ
９
ｐ
甲
阜
。
ｐ
ひ
ｅ
ｐ
ｐ
■
ｐ
ｐ
ｅ
Ｄ
ｐ
・
ｐ
ｃ
Ｂ
Ｄ
ｅ
Ｐ
Ｆ
ｃ
。
ひ
じ
■
酒
Ｂ
Ｇ
の
Ｂ
ｅ
ｂ
も
、
Ｄ
〃
Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
“
・
・
■

S
い

：＄
p b

B

;

蝉輪蝋め襟章
撚掻､瀞蕊‘
鞠、鯵き
§

! [点数なし〕
ｅ
９２

日
〃
Ｕ
Ｐ
Ｆ
■

。
ｑ

■

Ｐ

■
・
Ｆ
Ｄ
ｐ
ｐ
■
■
５
凸
■
Ｐ
■
ワ
烏
ｐ
早
早
。
早
い
ひ
じ
巳
伊
Ｕ
Ｂ
Ｂ
ｃ
ｐ
Ｄ
Ｐ
ｐ
ｃ
Ｂ
■
Ｂ
Ｇ
岱
舎
Ｂ
Ｂ
Ｃ
毎

|鰯蕊蕊翰…蟻
霧|
i騨鑿職I､"!蝿辮
； の7

|画|繍繍で鰻，
#僻すぉ無た縦鴬箪蕊

1 鱗…嬢
織箪嬢き

: ． ．

；誘霧$､雛.溌簿4′ :X・圃騨X灘、

： 蕊難蕊?鞠？
§ ，

勺

、

ｑ
ｑ
ｑ
■
の
血
色
●
由
ｑ
■
甸
旬
■
申
■
阜
由
早
申
印
甲
■
■
■
●
甲
。
や
印
印
■
守
り
甲
甸
■
申

’
ゆ
り
●
己

や
君

▼
甲
ｃ
ｑ
ｐ
申
■
可
ｑ
Ｕ
■
Ｕ
Ｑ
ｑ
ｑ
印
早
■
甲
。
□

：
旬

3
3
：
■

甲
●
。
■
ｑ
■
●
●
Ｃ
Ｑ
■
●
●
色
色
企
白
色
■
■
白
■
口
車
■
甲
■
■
申
ゆ
Ｄ
Ｐ
●
Ｂ
Ｇ
■
●
■
凸
●
ｅ
Ｂ
Ｂ
ｅ
●
合
色
●
●
凸
由
自
●
色
●
■
心
血
■
■
■
甲
甲
車
中
車
■
■
■

響蕊蕊止妙標箪 |蕊嬢､
雛鈴2．V．X､1霊‘I“､規？

■

鰯＄

■

■ ｡
■

■

車

■

阜 庁
■

■
甲
早
甸
■
■
■

早

申

p

阜

早

申

車

■

｡

早

○

甲

●

● 守
ら

●

｡

●

●

●

｡

●

● 巳 勺
■

； 1
ｑ

色
白
由
①
白
白
《

鎮零蕊蒋錆難月麗縛璃識〕
綴鰯 ■ －

,擬箪駁侭･獄
零罵 鷹午蕊、縛分‘

，

■

､

鶴拳取徽･玲溌溌轤調 ．
《鍵）
､隷騨製侭織場淡

蕊簿譜趣先籍.､魚

1 ●

● 0
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略職認識

現場付近及び違反の状況遊び{ご将記すべき事項を記職
す患こ農｡
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I

醤
号
逮反行為

遇
月並ヨ

『詞

繍

違’震蕊瑛 ▼

0
蕊条総

本 文（③～
6 －

総足事項峨総足擢）

8
梁臓積溌方法
途 反

〔点数なし〕

蕊識構外縄乗
55，m・ I、 I塑・

国運転者の

Ｉ 織

鶴 野;ハンドル操作

iブレーキ操作

§チュンジレバー撫作
(方繊錯承器操俸
を妨害亨騒縁乗
錦､雛′爵､]21、：

、
晒
凸
。
●
中
●
り
り
Ｄ
Ｐ
Ｐ
や
い
●
巳
守
亨
凸
己
ら
Ｐ
、
●
Ｇ
Ｏ
Ｏ
●
。
●
″
〃

〔藏薙鵜誘鞠識
、
９
Ｆ
▽

Ⅳ
ゆ
き

･ステ瀞プ

，運転考の鮒

勺 ｡

9
激戦鞠垂髄
制限超過

〔点数なし〕

圏穣餓職麓篭灘鰻謹選

《

鐘転寧〉

k9 雄 轄
懲鍵鈴ところ

57．図､I蕊･蕊"､公藻11鶴

》

識職鞠鵜§鋤
(鋳〉 、

､鉄撫

U

r■

t
C

．
‐
９
の
２

積滅鞠重鍵

脚鰻超過

（大型謡〈瀞
以上）

〔6点〕

｡

ウ

圏毅繍溺麓鷺潤畷謹選 ． ‘

《

畠7-1,蕊8.1(銚令溌跨

轆 聴 難
鐵鍵のところ

》

徽職鞠溌罷〕
<礎）

”
癖
錘
棒
金羅

や
も
ｑ
ぞ
ゆ

穣載物大き毒
制綴超過

I点数なし〕

恵溌載鞠大き塔髄溌霞.過
轤職車》

、

〃
も
●
Ｇ
Ｇ
ｐ
ｐ
Ｌ
口

９
ｆ
ｌ
ｏ
８
Ｆ

ｍ
ｍ
超遥

誘‘鷲､I2i､11秘公鏡蕊懇〉

識競輪覗織
縦〉 ‘

燕
篭

・
鰯
本

４
４

守
り

●



I-F斗
報叢篭 ． 隷繊

略蕊認識

瑛場付逓及び違反の状況蝋びに輔蕊すべき事項を蕊載
で．ること鯵

’
載瑛溺付近笈び遮反鋤状況雛ぴ#二特記すべき事項を麓

で．ること鯵

酪翻記載

鮫蕊鵜付近及び違反鎌城況漣ぴに職記すべき瀧項を蹴
すること・

■■■■
畷図記職

現場付通及び違反の状況舷隷こ蒋篭ずべき騨項を認職
するこだ．

<繊》

銭積載装霞の畏誉･識のところ、長さ●顕の家具を穂
し，鐙定剥隈をC唾謹選《，
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１
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IＰ

ｐ
ｄ
Ｑ
凸
■
・
■
■
■
・
■
可
。
■
可
ｄ
ｑ
Ｑ
ｄ
■
・
・
ｑ
且
・
・
・
ご
目
Ｂ
ｇ
Ｇ
Ｃ
●
Ｇ
Ｃ
ｑ
ｏ
ｑ
Ｇ
ｇ
■
。
□
●
●
●
。
●
の
●
。
①
①
申
。
●
、
の
ｅ
Ｇ
Ｇ
ｅ
Ｇ
●
●
Ｃ
ｃ
ｂ
ｂ
Ｄ
凸
凸
ｂ
・
呂
目
目
・
・
・
・
・
・
■
〃
刃
■
刀
■
昼
■
刀
■
■
刀
沙
刃
乃
Ｐ
■
四
℃
■
ね
刀
も
猶
回
・
■
■
Ｐ
夕
か
乃
野
号
、
甲
。
①
●
凸
Ｂ
Ｐ

■
凸
■
ｑ
０
ｄ
ｒ
■
■
■
■
■
■
■
■
・
・
・
・
・
・
・
■
■
０
０
・
■
■
■
ｐ
■
ｐ
Ｄ
Ｄ
ｐ
や
り
口
■
９
口
ｅ
ｇ
ｇ
●
伊
。
●
伊
口
芋
早
早
早
年
伊
個
ｃ
Ｃ
ｐ
ワ
■
。
。
。
？
■
●
凸
凹
口
ｐ
ｏ
ｏ
●
合
由
■
も
◆
①
凸
ｂ
ｐ
ｂ
由
■
Ｄ
ｐ
ｂ
Ｐ
Ｅ
ｆ
Ｆ
Ｈ
ｇ
５
Ｆ
■
ｐ
■
■
Ｄ
回
■
■
■
■
Ｆ
■
ｂ
ｂ
？
〃
卍
Ｅ
Ｅ
Ｂ
Ｆ
刀
９
ａ
Ｄ
Ｇ
ｐ

ｅ
ｅ
Ｐ

祷撮承隠擬わ激辨 ．
‘鍔の愚､鍵の＆4．1，1鯉′I

令X鐸鰯
Q■

■

緑撫溌ご鍵わない《交蕊
b

点》
認の騒鶴鐸?。X,4． X，:麓

:蟻令Xの2

〃
、
ザ

蜜警察欝等韓交:蕊点濃入蕊蹴
詣溌;昌溌わ態い

縄織亀63の?･鼠､4剰、1.無
I錘､鴬i鯵2
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〆

番
号
違淡篭･蕊

蕊
酔
２
″

農
、
》
零

《
鴬
総

‐
⑩
》
激

》
率

■
虹
寺
■
Ｅ
屯
起
晒
国
■
亜
口
転
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

蕊
購
蕊

蕊 ， 蕊条鍵 ．
①●●｡●1

凸

擁足騨窺織補愚識

通．
穣瀧掬懐謡綴
謹． ． ‘過
〔点数なし〕

顛蕊戦簿瀧溌嬢超過鶴謹蕊）
鋳金.熟.鐸.･潔魏公規瀬誘

12 綴蕊;"i !雪澱畷鶴欝蕊
牽鞠鍵羅：
.〔点数なし〕韮

〔違翼態識瞬辮

総》 ’
．鐵転率を3齋章勢

■
■
ａ
■
■
Ｑ
ｄ
■
。
ｄ
打

q

l 8

：
｡

■
■
■
■
■
印
申
申
阜
阜
甲
●
。

！
■
■
■
■
■
■
■
■

幽普蕊窺転単鈴騨難単瀧蝋鍵．
選篭

鍔鐸2，1鯉． X蒋閼鏡9の2

〃 、

蝿鍔蕊離潅謡
綱》 、
･約鱒§露選繍

9 勺 も

f ■ ●

14

1
:欝蕊富等鐸

轤職蕊逓祷
:方法携承逮反
■
■
■
■
■
■
■
■
伽
■
■
■
■
■
Ｆ
○
ク
ワ
伊
ロ
■
伊
Ｃ
Ｄ
Ｄ
●
の

〔点数なし〕

Ｇ
色
Ｂ
Ｐ
Ｆ
心
ｐ
Ｄ
Ｂ
夕
方
。
ｇ
■
目
・
甲
呂
呂
・
目
・
・
・
・
・
■
■
Ｄ
Ｊ
〃
〃
■
刃
℃
■
Ｆ
■
■
Ｆ
■
Ｊ
刀
夛
刃
子
■
〃
刀
宇
ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
ワ
タ
の
●
●
い
●
凸
抄
ｐ
夕
沙
丑
丑
矛
勁
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｐ
ｐ
〃
■
〃
■
ｐ
殉



（

b

｝

-ｮ1℃バー＋一 I

礎

機織脅傘雪識 繍仁 ・ 毒

I

’1
I ■

Ｂ
Ｂ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
■
■
ｅ
●
Ｂ
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
■
合
■
■
Ｑ
■
■
●
●
Ｏ
ｃ
０
Ｂ
０
■
ｐ
Ｐ
ｂ
ｏ
命
Ｆ
Ｐ
Ｐ
●
甲
。
ｅ
ｃ
ｐ
Ｂ
ｐ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｂ
ｅ
■
Ｇ
Ｇ
ｐ
■
●
■
■
Ｂ
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
■
Ｂ
Ｇ
●
Ｂ
Ｄ
ｂ
Ｇ
ｂ
ｃ
０
Ｄ
Ｑ
０
０
■
ｑ
■
■
■
■
■
Ｕ
Ｂ
ｇ
Ｕ
■
■
■

’
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I

I

番

号

違反行為

〃
6 9 6

適
用
欄

、 違撹鯲項 ． 罰条欄 ‘●

本文《①～⑨ 補足事蕊“補足欄）

蕊

ﾛ

、

Ｐ
Ｐ
６
６
０
心
ｂ
６
６
６
Ｕ
６
Ｕ
６
■
■
８
６
■
◇
９
５
８
６
９
９
■
申
■
９
９
６
９
６
９
６
９
０
日
６
■
９
６
９
日
◇
６
６
６
◇
６
◇
◇
◇
■
０
６
◇
９
◇
６
◇
６
◆
Ｏ
ｃ
ｊ

Ｌ

、

ク
』

無免許
酒酔い等

l無免許
25点

； 酒酔い
： 35点

; ．

§酒気帯び

’ 0．25以上
、 25点

； 0．25未満
､、 13点

へ

⑧

口無免許遮転．
64・ I、 li7鰯2厘>2 （1）

C ●

● ■

口調酔い運転
65． 1， 117の2(1)

ロ酒気雑ぴ運転
(呼気C 唾/1以上〉
65． 1， 117の2の2 （3）、
令饗の3

、 6

[違反態様明龍］
(例）

<無免許運転の鵜合》．
･公安委貰会の運転免鮓を受けないで普
通自動蕊を運転
《免許車種と異なる車禰を運転の蛎合》．
･普通免許で免除外の大型自動砿を運転
．普通仮免許で大型自動車を運転

《免許効力停止
･免貯証の効

中$こ運転の場合》
力を停止（平成(二:)年0月C

脚から平職C年○月○脚までのO脚閥）
きれているのに普通自動車を巡転
<失効免許による運転の鳩合〉
･運転免許の失効を知りながら普通自動
蛎を運転（平成･年○月C日失効；
《悪秘免詐が必要な車阿を運転の場合》
．－種免除によ患営業用車両運転
･一種免除による普通自勤車の代行運転

I現寵状況明舞．
(例〉
･蛇行運転

b

G I

【検知諾果明記］
(例）
｡C･ i5露
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路漣記職
境錫侭近及び遮反徐妖識並びに特認ケべき窮填を記載
す馬,二と‘
〈例；
蕊から震に楡い約で>,う、識誇

普識仮免譲証で原付蝋車
を運鑑した場合は免許庫灘
と異な愚第弱〈r遮転となる．

’
略厩記職
現壌付近及.が違反侭状況並がに特露寸…べき事填を､記鹸寸
尋二と

i鈍〉
塞ぎ－2 ‐ 今謹2◇ ，や，､8．｡ n ⑰j・‘ .'一戸、‐ 、j金.｡Z荒ろ

侭識1剛

一

CO会儲 △

…鞭 一~. 、 …
c c

溌認始獺地奪 △現認紘溺
停止命令地点
陣.臘:.蝿点

一

a

ご

違反蝉 、 b
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ｑ
ｏ
Ｑ
ｑ
ｄ
０
４
４
４
１
ｑ
ｄ
９
Ｉ
１
Ｉ
１
１
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
１
１
Ｉ
１
１
ｌ
び
：

安全違蕊義
76、蕊9．X

務違
（2）

蕊
″
Ｆ
Ｆ
方
！
、
１
１
秒
Ｂ
Ｔ
咄
夕
も
抄
矼
″
Ｐ
ｊ
ｆ
ｊ
ｐ
、
低
く
ｆ
〃
３
＄
，
即
＄
刀
引
力
、
、
Ｉ
Ｊ
９
も
、
ｆ
ｆ
ｆ
Ｅ
Ｉ
，
由
１
，
，
１
、
詔
弔
弔
弔
弔
晒
咽
唱
唱
唱
５
唱
咄
咄
咄
弓
咄
咄
唱
６
Ｋ
ｇ
９
５
届
５
５
咽
唾
４
＄
ｑ
Ｈ
４
Ｑ
ｆ
守
４
１
町
‐
９
９
９
も
赴
く
寺
４
画
。
…
■
●
…
…
…
●
…
。
。
…
●
。
。
●
●
●
■
●
…’ ’
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縦

号
違駁衛為 《

、
９
ロ
グ

》
綴
》
腱
一
蕊

椴
一
繊

粂
一
“
一
利
畢

歸
耐
一
謝

嘱
、
…
…
．
．

》
ｂ
●
〃

淑
設
一
《
函
や
》

函
《

艇
一
徳
一
文

鞠
一
一
．
一
本

遮
躍
霧

項事
鈴
守
Ｉ
逆
Ｉ
定
跡
；

筈
逼
＠
塁

…
！
…

識
行
鈴
蕊

転
職
，
、
羨

逮
承
．
繩
公

国

●
■
●
■
●
●
●
■
■
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
歩
・
〃
〃
″
、

I

I

ｑ
ｑ
Ｑ
④
争
守
●
◆
織反態嫌璃瀦

； （
● ､

：

； 1． 公侭》蘭 （〃
■
■
●
■
●
■
●
●
①
■
■
■
■
■

●
■
●
■
Ｂ
ｅ
ｅ
●
。
●
・
Ｏ
Ｇ
◆
Ｑ
申
４
勺
■
■
Ｄ
ｐ
ｂ

I

｛
静脅羅噌犠えていない

欝瀞･緋が鶇ら魚い

2．公規13 《2〉
猶季;こ傘を蕊して蕊から通へ適転

蝋を逮転

17

瞥 察 富
撚蕊通路簿
避衿禁止等
漣

〔2点〕

蕊

国籍議雷の講承･;.る遮祷の
禁沈場鋳蕊蒲
汚の3， 119. ： （12の21

画警察富鰯講素する

可
貯
Ｊ
勢

、
ｐ
Ｊ
宛
〃

。
【
竿
』
，
｛
堀

籠
衛
・
漣

蒋
蕊
認
輝

灘
蕊
．
：
、
承

ｒ
剥
し
燕
舎
〃
《
ぬ
■
●
通
悪の3、悪9,1《遼の2〉
犠： 《その鯉に憾、捲承
鈴夷苓脅認識琴る.診〉

:錨驚をと．｡た難由甥閻灘

(擁〉

･火災発鋭

･遭蕊撤壊
､交蕪覗故発生
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＝1 ｢F’
’

識告瞥・雑織
｡

鱗 譜

鶏雛溌敬

蕊戦僻近及び述農の綾溌並夢;こ誇難すべき率砿を議戦
す･愚こ
ぐ騨）

Ｑ
〆
）

詩蕊総
蒋迷総

）

《

〉

職･で臓迩牢、対鋤離上接議
'C;鯨で後遥し、後蕊蹴に蕊駿

■■申ー申争◆●守◆◆令や●今寺●●◆◆◆●●C争口寺◆●｡◆◆吟守寺寺寺■寺｡●■｡■■■函■■ひ…■F■■■■■■■■e■Gee■■■■面壷配色■■■凸■凸■■■■■●一己申巳●C■●｡

瑞蹴認識

現嶋針遥及び違反の状塊弦ぴ纏轄記すべき察唄壱蕊蕊
す．ること

0－｡●◆●●■■寺寺●■■●●eee●●●●●己■●●●●巳■■■■■■■Q■■■面■q■■■■■■■■■■●■●■■■■●●●■●･■■pQ●●b●●GbGG■■■寺■寺旬寺｡■■■■■■●■ご守巳｡■巳■■■■■●■一一一一

略図記載

現場付近及び違反の秋況並び{昌蒋記すべき難項を記城
･すること

、
Ｆ
ご
ど
ｑ
、
。
ｊ
ご
■
■
。
◇
ず
●
●
。
、
抄
●
●
。
Ｑ
も
〃
■
ゆ
り
毛
タ
げ
ｐ
■
貝
、
ダ
■
ｄ
●
Ｑ
●
ｐ
●
Ｌ
Ｑ
Ｇ
争
守
屯
、
。
ｑ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
も
も
り
●
寺
。
や
、
け
■
●
寺
守
グ
ｇ
●
勺
■
ｎ
Ｆ
■
ｄ
Ｕ
ｐ
■
■
●
■
ぬ
タ
ロ
■
●
■
凸
口
ｐ
ｐ
■
●
Ｆ
ロ
■
少
少
』
●
巳
凸
ｒ
■
Ｌ
Ｐ
夕
、
Ｑ
◆
タ
グ
も
ｃ
ｃ
毎
夕
、
、
り
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｝

鶴

号‘
途漢籍為

選
密
J》罫

欄

鍵．蕊事項 ・溺条綴

拳 文鱒~蟻》 総愚事項（鋤補足擬）

18

遮路#こおけ驫

禁止糠.爵の
通 鼠

〔点数なし〕

蜜交通ひんぱんな篭錨二お識る

I
路.と球技
路上画一ラー‘スケ､－．.卜
灘上興キー
潟圃蹴戟遡かI鱗

隣臺躍進行＊鰯

臆飛び乗烏
76､露魂1”･I{鋤

篭罰'獺嘩耀行中の

路蕊電車！

鰯卜路
銅溺

か怠鍵ぴ鋒

海,識6狐

屡懲行寧の

り

・
漁
卜
鶏

鋤
１
１

ﾄ

る

X(9)

鋤
画ツーバス

澗篭
蕪.鉾からつか煮る
霜･識鎌.X”･軍9〉

ｑ
Ｑ
３
ご
ざ
ｑ
Ｕ
ｑ
毛
ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
５
刃
３
勺
〃

車
域
蕊

● 巳

鰯
の
２

無 溌輔

道薙使蕊

〔点数なし〕

箇

嘩無霊簿道路使溺
77,蕊1入蕊9.1劇2鰯4〉

嘩無許簿道路使躍

77,X鍵､魁9．1”の4〉

馨黛許憲懲路使蕊
77．1(3:､n9．X<雛の韓

“事又紘作業内容を蛎記〕
醗〉

‘蒜管敷設:I二事鏑負人

〔工作輪忽畷溌〕
《鍵）

､童･寄槙設溌

〔露唐、騒営等の瀦明職
(総〉 、
,難み漆き

'おでん羅営蕊

，背果店の店先つき磯し営業



－ﾄ≦ L＝」
乃
砂
■
ｒ
ｒ
９
Ｄ
当
の
５
■
Ｆ
ｒ
ｑ
も
岨
ｆ
Ｉ
Ｕ
ｆ
Ｊ
砂
も
〆

綴告番 蕊構 縦 溝
一

一一｡ー

端鯛認識
蕊場付近及び違鼠の状瀧並穀こ糠記すべき事項を溌歳

すあこと職

〈鋤〉

友人のCOC●〈 銭）を繕識こ寺･ヤッチボ･･･…ルを
していた鰯

灘から東へ進講車の普逮貨翰寅勤単《<X>●･号〉
の蒋台ﾙﾆ蕊ぴ乗った．

占
乃
Ｂ
も
ｂ
●
吐
与
Ｂ
Ｌ
且
〃
。
ｕ
Ｐ
Ｂ
Ｂ

砂
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｒ
Ｐ
ｏ
Ｌ
ｂ
ｌ
６
Ｐ

■■■■■
秒
、
■
刀
Ｄ
Ｐ
３
＄
Ｌ
々
■
９
１
口
３
３
ｙ
、
４

’鱸蹴記載

蕊場封近及び違反鯵城溌並び;爵籍記すべき事項を蕊戦
すること．

<擁）

午前・時か患苧後0時まで営業鯵

鮫灘･録晶蕊菜類を弦べて､．t尤遣．

cc綴に蕪墜る歩遮上で、多数の違憲･人が鍵懇し･で
いたe

I
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番！ ｜選
毒騨反補島耀

｜磯
3￥． ：
~ ■

i

．.……『…..………………………i…‐

弘矛ＪｒＰＪか１ＵＪ

認条識迩虞慕剰
９
ｑ
０
０
０
０
１
Ｆ
ｑ
０
０
ｑ
０
ｑ
４
ｑ
ｄ
’
〃
ト
ー
１
９
１
口
’
’
’
０
６
４
０
ｑ
１
１
１
９
９
１
１
ｑ
ｄ
０
Ｕ
ｇ
ｄ
Ｕ
・
０
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１
Ｌ
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力
み
も
、
少
少
も
吸
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Ｄ
Ｐ
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Ｐ
ｂ
、
上
も
５
，
少
も
ｂ
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ｂ
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ｂ
Ｅ
ｂ
◆
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・
り
り
や
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Ｄ
Ｄ
ｂ
ｐ
Ｕ
４
Ｇ
◆
●
。
◆
ｑ
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ｐ
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Ｆ
Ｄ
い
り
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ｂ
ｂ
〃
〃
や

〃

〃

Ｆ

ｊ

Ｐ

Ｐ

ｊ

■

〃

Ｐ

Ｐ

Ｆ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

砂

も

も

も

Ｌ

Ｐ

，

Ｐ

Ｃ

◆
ｐ
Ｆ
Ｄ
Ｌ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
ｆ
Ｐ
．
Ｊ

‐
Ｐ
９
ｈ

！灰示

理

職
”
細
唖

マ
。
４
８
錘
》
罰
争

原
汝
郷
〉

ｌ
那
準
・
第
闘

２
令
爵

癖
緬
畔

綴
万
一

転
成
雛

遮
準
隼

Ｄ
ｂ
６
Ｆ
ｐ
ｂ
ｂ
ｂ
■
ｂ
や

厩懲撚灘鶏窯で塞嫌富が迩転

して､､為もの欺外の準灘鳶
灘蕊舞衝機遮転
《寧溌免許）
85．勅､豆3．1《7i､令3Z鋤鳥

鱒縛定率謹感無資格蓮蕊
〈準蕊免綜〉
穂､v1,1嘘､I i7>､令蕊鰯3 ’

Ｉ
…

令13． 1 《 ）に規定する緊急
龍務寧の緊懲輿勤龍《や澱〉
瀞齢～2“月5月
運転畿験--2年1月

Ｊ
ｆ
Ｊ
Ｅ
凸
ａ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
９

〃
皇
ｆ
ｆ
ｆ
ｒ
ｆ
ｐ
ｂ
■
、
ひ
〃
り
り
Ｔ
Ｆ
Ｆ
口
口
財
ｂ
Ｑ
ｇ
０
ｐ
ｆ
ｐ
Ｄ
可
〃
ｐ
Ｆ
ｐ
Ｄ
Ｐ
ｔ
〃
Ｆ
Ｆ
Ｂ
Ｆ
Ｄ
沙
Ｂ
ひ

19撫溌絡遮蕊
；

； 遡2点》
平鐸7年敬令蕊183号鮒鋤6．恥

令』3．1 〈 〉に窺定する緊急
聡務中郷繁慾毒錨蕊{幣逆）
運転騒験--1鋲5月

蜜特定警蕊単無職総逮議
（普遥免許）
齢･穂,鰹8,1(7;､今32鞠4

ｐ
ｂ
ｂ
ｂ
Ｐ
ｐ
ｂ
ｂ
ｐ
ｂ
ｂ

令蕊､ I （ 〉 ；皇焼鐙する緊憩用
務中鐸緊急罵勤軍

籍溌議灘）
遜転溌験…,：難易驚

令:3． 1 （ ） 侭鎮定･する緊急刷
務*'の緊急癖鰯寧噌難幽勤､鵲
犠蕊〕
連鑿籍験-. 1年暑撮
〈注： 〈 〉汽臆葱、 漁談緊急
蕊勤難#こ係る令蕊・I‘>識当号
数を鑓.入すあこと脅〉

蜜特定.謡議車無嶺雑耀騨 ！
（大戦二輪免許；

錦.潤. :澱;溺i､令湖
（ ？

5･ii
轡特篭冤総蛎無嶺鯵運蕊 i
f瞥遮二蕊免許〉
鋪･鼠､運8,1録‘翁32の3，璽；

■
且
Ｐ
ｂ
心
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、

番
号
違撰行為

適
甦Z

輌
骨
詫
溺

遮膜事蕊 ・ 罰条綴
6 －

窓 ． 文鰯~鋤｡ ‘補選謬蕊〈繊補足綴〉
●

6

20
縦免鋳遜転
灘 反

〔12点〕

蜜宥費絡者濁乗指導の鞍い仮
免許逮蕊 ‘ ‘
額，泓謝.8･I識

■ ◆

織震熊雛鞘調
(鍵〉 ．
'・翻蕊毒なし

･詞蕊着無資譜
･煮資格瀞後部座席に乗車

七 一

● ■

21

免許雛の離職
蕊頚変礎麗出

違 漠

〔点数なし〕

唾免瀞謹認載蕊瑛蕊蕊鵜磯鍵錬蕊蕊蕊騨識
務違茂 ：擬）
94.1.121'I鱒）

0

ノ

織
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窪

む
や
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ｐ
ｐ
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難告醤 ‘ 凝議 雛 窯

略遜溌載

蕊場縫進及び違反の状溌並馨挺韓離すべき蕊蕊を蕊繼
暦ﾕｰ｡ .， やル
ツ毎、..､＝<，

(総〉

繭か翁東に識い約<X>躍進鐸

’
私
も
、
吟
？
ｔ
ｌ
、
Ｂ
２
屯
、
も
も
匙
厚

略図記職

瑛蝋付近及び違反鋤状況並びに特記すべき事項を記載
寺ること

く鍵〉

平成○年C月･愚に転藩し拳がら、平成C難･月C蘭
までそめ農撫をL,をかつ憲蜜

－180－

＝1 ｢F－卜
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恩自転車の違反

必 要 誇 類

被疑者供述調脅

参考人供述調需河能な場合に限る: ）

現認状況報告瀞〈少年事件・否認事件に限る‘）

F

写真擁彫報告書制鋤装置不良自転車運唯に限る｡）

身尤確認票

･身上照会総乗報告:灘又は.身上照会回答撫

身樋〈車瀧）引請諜

運転免許証により身元を確認できた場合を除く､｜
蝿許証劇所と現､所がl司・--の場合に限善融） 」

（

Ｊ

』

）
－
，
）
（
，
）

j〆

※

ｒ
Ｉ
Ｌ
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番
号
違反行為

違反､事項 ・ 罰条鯛‘

本文（①～3
1

1
1

P

補足事項（⑩補足織

1
切
り
蹄断
入
やし
立

凸

p

⑨その他 ． ’ ．

唇 ｛
しゃ断途中
しゃ断後
踏切立入り

｝
33．，， 119．1(2)

■ 『

<過失犯正9．Ⅱ〉

ロ踏切の手前でしゃ断機が閉じ

｛
始めたの

ている燭

b ~

｝ に通行．

ワ
ー

整備不良車の
運 ・転
〈制動装瞳不良〉

⑨その他

● ﾛ

匡制動装置不良自転車運転
63の9． 1， 120． 1 （8の
2>、規9の3

。 〈過失犯120．Ⅱ》

◆

●

旬

●

いないてえ
狼
備
破

●
ら｛ロ

●



－卜 L＝」
続欄報涛醤 踊 考

略図記載

現場付近及び違反鈴状況並びに特記すべき事項を記

載すること：

(例）

・しゃ断機が~ドが鈴姑めているのに踏切内に進へ

・しゃ断機を押し上げ踏切内に進入

i略溌記救

現場付近及び違反鈴状況並びに特記す･べき事項を妃

銭すること：

(例）

・後輪のフレーキワイヤを切断

・目測塒遮約Ckm.''hで通行車両の多い片側2車線
の蹴遺を走行

－182－

＝1 「－卜
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▽

か今
0

番
号
違反行為

違反事項 ・ 罰条欄

本文（①～⑨） 補足事項〈⑩補足欄）

、
３
の
１

ノ

赤色（車両用）

信号無・視

③鱈号無視（赤色等）
C信号機信号〔ロ赤色ロ黄

色】無視（自転車） ’
7， 4． 1， 119．1(1の2)、
令2．1

(過失犯119．Ⅱ〉

c 申

ロ南から北へ通行した、

C G

・
３
の
２

凸

赤色侭号燕視
《人形赤色）

赤侭（歩行肴．
豊転車専用）
償号無視
<人形赤色》

噂その他
ロ億号機慣･号･人形赤色無視(自
転箪》
7，4． 1、】19． 1 〈1の2）
令2． 1 ．

(過失犯119．Ⅱ）

⑨その純 。 ，
画信号機〈歩行者・圏艤車専
用〉信号人形赤色無視（自転

車》
7，4． 1 ， 115． 1 〈1の2）、
令2．Ⅳ

(過失犯lI9。、）

画南から北へ遡行した，

C

■

３
の
３

赤色縦型三灯
信号無視

※自転車専朗の
補助表示がある

場合に限る‘

⑨その他
国信号機信号〔ロ赤色ロ黄
色〕無視（自転率）
7， 4．1， 119． 1(1の2)、
令2．m

〈過失犯119．Ⅱ〉

圃鱒から北へ通行した． ．



L－’斗

略蕊記議

・現蝿付近及び違反の状況並びに特記すへき事項を
記載寸愚塵と，

’

-184-
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ノ

番
簿
逮反行為

違反事項 ・ 罰条欄

本文. (①～③）…""…………….…~…….｢……蒲薑藪欝遍蕊灘；
I

｡●●■■●●の●●●●

毎
句

￥

、

4

Ｄ

毎

■
牙
■

1t:遮反

●
●

C

禁

と

行通

○
■

1

⑦通行禁礁違反
底通行禁止蝿所通行
8．1， 4．1， 119．1（1の
2》、令1の2

(過失犯119．Ⅱ）

⑦通行禁止違反
匡一方通行違反

8． 1， 4．1， 119．1(1の
2>、令]の2

(過失犯119.Ⅱ）

ロ規制時間終日

規制車種蹴簡

◆ ●

f -

ロ規制時間終日
規制車種車闘

● ●

６
１
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報篭齋 ． 続欄 踊 考

略認記戦

現場付近及び違反の状況並びに輪記すべき壌項を記

・明確な驚告に従わず、遊行禁止鳩所を約ccメー
｜､ﾉ↓瓶行

・通行禁止場所を通行中。歩行者を立ち止まら･せ
た‐

’ 十略露記救

現場付近及び違反の状況並びに特記す･べ営事項を記

・明確な驚告に従わず、約oCメーI,ル逆走

・一方通行を潅走中、普逓乗用者にブ､L－キをかけ
堂.ｻ＋宍

－186－
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番
号
違反行為

違反事項 ・ 罰条欄 ）

本文（①～鋤 補足事項“補足欄）

ー

｡ 通行区分違反

⑨その他
ロ路蝿帯通行 ‘
17．1， 119． 1 (2の2）

⑨その他
嘩窟側翻行 ．

17.Ⅳ､ 119． 1(2の2〉

勺 ●

⑨その他
ロ軽車両の路側帯通行
17の2．U， 121．1(5)

● P

ロ右慨脇側椛を西から東へ通行

p O

ロ道路の中央線の右翻を西から東
行

ロ ｛
･歩行者を立ち止まらせた。

･歩行中の女性があわてて飛
ぴ退いた。

● P



＝」 －卜 L=
報溌饗 ． 続欄 鯖

零
匂

路露記款

現鰯付近及び違反の状況並びに蒋記す･べき事項を記

・明確な驚告に従わず、右側路側滞を約つCメート
ル通行

・右側路蝿幣を通行中、瞥通乗用車に急プレ､-･キを
か(サさせた‐

略鍾記載

現場付近及び違反の状況雌びに特記すべき蛎項を記

・明硫な警告に従わ･ず、道路右側を約○コメ-1,ﾉ&

通行

・右側通行中、普通錐用車に急ブレーキをか(ナさ･瞳
･蛭

略遜記戦

現堪付瀬及び違反の状況鞭ぴに特記すべき事項を記
載すること：

(例）

・道賄麓蝿の駁鯵嫌.雛11:路劉帯を通行中．歩行者を
立ち止まらせた，

－188－

計 ｢F－卜
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弓
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番
号
違反行為
｡ ~

違反事

本文（①～鋤

項
■■●台■

・ 罰条欄
巾●G■･●G■･●GbeG■■6自由■各■由■●■由■e白●■e6D■Q■凸■a■eBa由DB｡■e■●■0Ba■b■日■■■■■■■

補足事項“補足欄〉

り

ら

●

q■■

｡ 通行区分違反

⑨その他

c歩這通行
17． 1 119． 1 （2の2）

⑨その他
口安全地帯進入
17．Ⅵ、 119． 1 （2の2〉

、む

己 ｛
･北側歩道を西がら東へ通行
･南側歩道を通行時に歩行者
を飛び退かせた｡ ‘

■ ﾛ

C Q

■ 等

◆
℃

鵡
認
せ
て
ら
て
ま
わ
止
あ
ち
が
識
一
雄
。

祷
誕
稚

歩
乗
退ｌロ

I 。

く ･



L－－－」
報溌答 。 続欄 踊 壷電

略霧記斌
現場付近及び違反の状況並びに特記すべき蛎項を記
翻》計一弐－1，

(例】

・明確な警告に従わず、北側歩道を約0つ､,走行

・匿澱時速約C○km/hで走行し歩行者を｡飛び退かせ
←

口’ 略蕊記載
現場付近及び違反の状況並びに特記寸・べ曹凄項を記

一
・明確な蜜告に従わず、 目測時速約｡つぃ,'hで約○

・m走行

・安全地帯遊人中、乗客鋤女性を2歩後退させた‐

－190－

弓 f－卜
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』

番
号
違反行為

違反事項 ・ 罰条鯛
●■■■●G■■G■■も●＆■①●■■●G■■凸●●●g●■●●｡､●｡●pcq●p●■の●●｡●､●｡●､●｡●

､

本文（①～⑨〉

､●｡■

補足事項〈⑳補足欄〉

６
の
１

交畿点優先車
妨 響

(左方車両の
通行姑害）

⑨その他
ロ車両の交蕊点における

｛
左方車両

路面電車
の進行妨害

｝
36．1(1)、 120． 1(2)

鱒憾溌
の直前を横切り

{ :雛譜かけ…。

P G -

７
の
１
４

優先適路通行
Q

単 妨 響

⑨その他
瞳交差点における

｛
優先道路

広 路 ｝
通行車両の進行妨害

36．m、 119． 1 (2の2〉

ロ普通乗用の直前を横切り

’
･急ブレーキをかけさせた。
･停止させた。

･左右にハンドルを切らせた．

７
の
２

優先道路運行

車 妨 害
(徐行畿務違反〉

⑨その他
匡交差点における

｛
優先道路

広 路 I
に入墨場合に徐行しない
36．正、 ］19．1(2の2）

画普通乗用の慰前を横切り

’
･急ブレーキをかけさせた．
､停止させた｡ ．
･左右にハンドルを切ら･職た。
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続欄 備 考報溌普

略蕊記誠

現賜付近及び違反の状況並びに特記す･べき駆項を記
載する星と:

(鰯）

・直進車（智通乗聡； に急ブ&－．キをかけさせ、横

切り時の間隔約5メートル

略塞記載

現蝿付近及び違反の状況並びに特記すべき蛎項を記

載すること？

(例）

・圏灘時迷約QOkm/hで進入し、普通乗則車の進路
を妨祷した．

口
略霞記載

現蝿付瀬及び違反の状況並びに特記#-べき事項を記

一
・目測時速約C:つl麺/hで進入した。

－192－

＝司 ｢F－
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番
号
遠反行為

違反事項 ・ 罰条欄〃 ．

‘ 本文（①～⑨》 補足蕊項趣補足欄〉

，
６
の
２

交差点優先車
妨 、 審
〈右折時の
通行妨害）

⑨その他 ．

ロ右折の際

｛
直進車

左折車 I
の進行妨害

37， 120．1(2)

タ△
０
●

L ◆

fら

ロ普通乗用の漁前を横切り

｛
･慾ﾚｰｷをかけさせた．
･停止さぜた。

８
の
１

環状交差点
通行車妨響
《遡行妨害）

⑨その他
画環状交差点における環状交
蕊点内通稀車両の進路妨轡
37の2．1， 4．1， 119．1

<2の2)、令1の2

0 6

ロ普通乗用の直前に進入し

｛
･急ブレーキをかけさせた。

･停止させた。
I

0 －

８
の
２

6 －

環状交差点

通行車妨審

{徐行義務）

Ｊ
ｆ
グ

⑨その他
ロ環状交差点に入る場合に徐
行しない ．

37の2．，， 4．1、 ’119．1

(2の2)、令1の2

ロ普通乗用の道前に進入し

｛
･急ブレーキ，をかけさせた。
･停止させた．

I

▲
■
毎
●
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報機瀞 ． 続擬 蹴 考

略図記戦

現場付近及び違反の状況並びに特記寸･べき事項を記
載すること.

(縄）

・直進車〈普通乗用ノに急ブレーーキをかけさせた‐

略謹記載

現場付近及び違反の状況並びに特記すべき事項を記
載すること，

(例）
・将通棄哨車を停止さぎた‐

L I
略灘記戦

現場付近及び違反の状況鞭びに特記すべき事項を記

一
・明確な警告に従わず、 目潤時速約(うC鰄織で通行

－194－

~司1 「-L-



二」 －ﾄー L－

｝

豆

l

f

－195－

=訓1 ｢F－卜

I

番
号
違反．行為

違反事項 ・ 罰条欄

本文（①～⑨》

OG■● ●●■●●●●｡●各■●●●■■■各■DDG■､●G■■●｡■■■●凸■●G■｡●■●｡●■■■●■●BG●｡GG●●G■■ゆの己らa

補足事項“補足欄〉

９
の
１

●
、

一時不停止

(指定潟所
･････時不停止）

④指定蝿所･････時不停止
‘ロ獺定蝿所一時不停止
43， 4． ’1， 119． 1 (2)、
令1の2 ． ．

、

■

(過失犯119．Ⅱ）

勺 ■

● Q

ロ南から北に向かい…時停止せず
通行

0 ,

９
の
２
．

巾
毎

．････時不停止
〈交差遡路通行
車両等鰯通行
妨 害 ）

④指定嬉所…･･時不停.I上
ロ交差道路遡行車禰等の通
行妨害

43,通9．1 (2)

●
ｂ
》

ロ普通乗用の穏前を横切り

｛
､急ブレーキをかけさせた。

･停止さぜた．

I ●

● ●



L一ト＝」
続欄 鋪報＃

靴
列

国
■
・
凸
■
ひ

稗
も

畷蕊記戦
現場付近及び違反鈴状況並びに特記すべき鞭項を記
載することゞ

略霧記載

現場付近及び違反”状況並びに特記す.べき聯項を記

裁する垂と：

<例)．
・停止線手前で停止するこ皇なく、 目測時速約10蜘

・ﾉh鉾速度で交差点に進入し、普遮乗附車に急ブ

レーキをかけさせた《

－196－

＝1 ｢F－倍
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I

番
号
遮反行為

違反事項 ． ．罰条欄 ．

……………………"…T…’ 本文（①～⑨）

ｇｏ。。。ｑやり●。●ｐｐｑ●ｐ■■●ｐ■■●、■■●６■。●０●０●、●ｃＣ
Ｐ
Ｄや●、甲。ｃＤ①ｑｃＤ●■●ｐ■■●■■Ｑ●、

補足事項“補足欄〉

10

■ 6

撹転車の二人

乗 り

⑨その他
ロ自転車鶏人乗り
57，，， 121．1 (7)、公規

11 （1） ：

ロ自転車の後部荷台に友人のCO．
C0歳を乗車させ、東から蘭へ
通行

Q ~

11
挽帯電話使用
等’ ．

⑨その他

唾運転者の指定逆守戦項不

,鰯行
71 （6>、 120．1(9)、公規
13K3〉

－勺

ロ

I

I
･識帯電謡装鐙を手で保持
し通議 ′

･画像表示用装羅を手で保
持して薗像を注視
しながら南から北に通行

● や

’

12
■

灌酔'い運転
●

①無免許･酒酔い等 ．
口酒酔い運転
65．1， 117の2 （1）

し
’ 6

ロ自転蕊で東から西へ向かい蛇行
運転

Q ら

｡
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1

番
号
違反行為

違反事項 ・ ・罰条欄 ． ．

本文（①～⑨〉

C

補足事項（⑩補足瀞

13
前鱒灯無灯火

⑨その他
屋自転車の鋪照灯無灯火
52． 1， 120．． 1 令

18． 1緑、公規10(1)

口約cc○メートル逆行

心 一

14

歩行者照道路
を通行する
車両の嬢務

⑨その他

厩歩行者贈道路徐行遮茂
9， 4． 1， 119，1(1の2)、
令1の2

鰯 I
･歩行者を立ち.1kまら牡た。
･歩行中の女性があわてて飛
ぴ退いた。

C ■

‐
・
遮
の
１

歩道通行違反
(歩道通行可
標識等設獄）

⑨その他
厩普通自転車で描定歩逝遡

I
行中
･徐行しない

･歩行者の通行妨啓とな
るのに一時停止しない

63の4．Ⅱ、4．1， 121 ．．1

(5)、令1の2

ロ ｛
･歩行溝を立ち止まらせた。
､歩行者を飛び退かせた．

癖
の

2

歩道通行違反
<標識等なし）

⑨その他
鱒普通自転単

’

’

･で70歳以..kの者が
･の通行がやむを得ない

と認められるとき

･歩道通行中徐行しない
．歩道通行中歩行者の通
行妨害となるのに一時
停止しない

63の4． 11， 1．21．． K （5）

令26

口
ｃた
・
ぜ
た
ら
牡
ま
か
止
退
ち
び
立
飛

赤
一
を

譜
老
鈴
姉Ｉ
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繍 考報溌醤 続欄

略蕊記軟

現職付近及び違反砂状況並びに特記すべき嬢項を記

載する星と：

(例）

街灯.ば消えており､創方視界憾約つノーi凡

略厩記載

現蝿付近及び遮反の状況並びに特記すべき事項を記

一
聡確な管告に従わず、 目測時違約ぐ､○km,'hで約CO

耐走行

’略羅記載

現場付近及び違反の状況並びに特記すべき事項を雛

一
、明確な蕃告に従わず、 目測時速約cc陸/hで走行

・目測踏速約二・h圏/hで走行し歩行者を飛び退かせ
金

－200－

｢F＝1 －－
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Ⅳ基礎点数告知違反

急艮事項 零傭

座席ベルト装着

義 務 違 反
71の3．1．Ⅲ

〔特記事項欄〕
･走行距離を記載。

乗車剛へルメヌ

藩用義務違
7”>4，1 ，斑

服
．
反

幼児用諭助装置

使用義務違反
71の3､砥

鋳認事項棚
幼蒐〈6歳末溝の者〉の年齢を溌震。

－201－

＝‐ ｢F－
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1 本部瀧属

I
T 十 旬

－202－

＝1 ｢F－ト

騒 -す－1､f i
－ ’ 1 所 属 コード

交通指導課■■■■■ 第一方鐡機動警ら識 ■■■■
駐車管瑚課

~菱
守■旬■●｡●一○●■●■■■■○・巳●●●e■●●●■①守■■■■■■｡■■■－｡●｡宇一”●●

や一

機動隊■■
i":::::方蔵機動蕊ら嫁

第三方蕊機難警ら霧

■■■■
■■■■

高速道路交通警察隊■■■■■ 鉄遭警察鑿 ■■■■



L－－二一
交通違反の点数と反鄭金の額

（蕊瓢金額鋤単随蹴千，:}）

注； 『蕊溌駐蕊逸興Iの鼠鋤金額鋤総寧。 『大蕊箪.“こ感、蕊癖ナん調蕊を含む修

一203－

＝1 ｢F－卜
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｢F計 －卜

交選連
ｩ●ク

鋤謹類

鼠則愈の額

臓
隷
・
小
特

二

輪

一
瞥
通

一
大
型

糖
踊
溌

気
血
瀬
び
・
宋

①
■
■
■
■
■
■
Ｑ
ｑ
■
■
■
■
■
●
■
巳
■
■
■
■
Ｑ
●
■
ｃ
ｄ
ｅ
毎
勺
も
亨
争
◆
＆
ｑ
４
■

直
恥

敷

．

歩
金一

ｲ丁 瀞購道路徐篭違反 ザ
~ i4 9

ウ

ィ 6
一

｡

通 祷 雇 分 違 反 2 12 9
戸
／
β 6

歩行篭・繍方俊裳瀧蕊率保持糠 2 4 9
戸
ノ
ヴ 6

ザ．

●

ブ レ ＝ キ 禁 止 違 反 2 4
公
国
》

《
〃
Ｉ 6

声

｡

嬢 定 撫 溌 學 禁 賎 遮 反 2 4 Q
ヅ

今
』 ｡ 5

追 趣 違 反
侭
凸
鎧 4 l2i 9 写

イ 6

蹄 蕊 電 蕊 陵 方 零停 之
今 ■争●｡●一一エ凸■－－－●｡■●毎凹■■■■｡■■■■●寺●●●●曲｡●ね~｡｡｡●一ー○一一ロロロロ｡■●一

踏 切 然 停 ii． 籍

や
~

2 1

4

‘4

Q
P』句

12

ワ
ゴ

9

6
【
ｆ
ク

一

ひ

6

し ぺ， 断 踏 勢 立 入 り
屯
６
口
■
●
凸
。
■

ワ
函 4－ 15 12 Q＝タ

ウ
ィ

溌先道路懲衛蕊 妨書諺

交差点安金進
の－－－

行

凸一一凸邑■…■…■■ー■■■■■｡ーゆ●●■■的与●●■｡｡●●○・●●●

裟務遁反

2
■
。
■
●
ｑ
ｑ
ｑ
ざ

:4

2 I 14

‘
ジ

12

軒
〃
Ｉ

9

点

り
戸
へ
〉

句

《

ｇ
０
ｇ
●
●
●
。
6

擬 断 歩 行 者 等 鏑 害 等 2 1 灘 12 い
も｡

寺
イ 6

験 行 鶏 瞬 違 反 段 ｜ 灘 9
今
メ 6 5

煮定場鱗 …・ 時不俸止等
心
●
、
一

１
１ 灘 9

苧
ｆ 6

～

｡

薮絞物蕊篭
臘鍾嵐

I 〈） 蕊 以 ，上

号劃螺上10擬未満

恥
￥ 認 家 撲

大溌

驚選等

大 蜜

警蕪等

大 鐵

普選等

6 1 蕊
3 I

宅戸

.§｡

3I :5

2 1 劃

2 1 灘
灘

１

１I

4(〉

鞠

鏡

“

鰯

■
■
●
■
０
９
■
旬

30 錫

25 20

29
､戸

i○

整備率
蕊 勤 装 麓 等

尾 灯 等

〃
心 I 14

』 I 劃

12

9

9

事
イ

《
ｆ
〃

6

属
せ

↑
③

安 全 運 転 義 務 違 反 2
ｇ
ｑ
で
ｑ
ｄ
Ｈ
ｄ
己

:4 12 9
寺
１ 6

跡 臘 等 遥 行 妨 蟹 2 ； :4 9
ゆP

6
戸

翻

霞 全 地 帯 徐 篭 逮 反
ｆ
ｊ
Ｊ
ｇ
１
ｂ
Ｅ
2

け
■
■
Ｊ
己
寺
‘
。
ｑ
“

14 9
年
二
Ｊ

〃●

｡
眞
も〃

撹構電識使蕊等
礎遂鈴危綻

了一一訂一 一一一一一

I係 舞

2
９
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
ｆ

４
舗

守
。
ｑ
冬

1 1 14

12
街
０
Ｊ
、

q
￥

6

匂

《

6
~

｡

選 脅 運 転 等 ●
ー

■
‐
ｑ
ｆ
Ｑ
ｄ
ｑ
ｑ
ｄ

“
今
J
号

公

○ 6
~

か

澗 驚； 器 不 億 灘
…
１
１

ツ
ー

寺

イ 6 6
戸

翻

:大勢豊勤基輪摩：等染．蕊方法遥反 2
１
１ 』4 12

凝速農勤 蕊 鰯道等擴溌命令違反 2
９
… 14
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注：O印の反則金の額は『小特jのみの金額です

－206－

＝1 ｢F－ｰ



＝」 －ｰ L
交通切符等の適用の対象となる車両等の種類

I

※注軍函等の種顛擢の『大型車jとは､辰剛金の区分に係愚ものである雷鑓路交通法庵行令別表蕊らの備考の3⑮1恭照

－207－
■

升 ｢F

違反車震等

繭類 匿分

鋭 璃

大
竪
理
一
蝉
注
》

大 型

バ ス

マィクロバ
箕．

貨 鞠

中 型

● ~
／､ へ

貨 物

準中型
乗 用

貨 物

大 聖 鞘

藤 面 電単

粟軍定枇が”人以上毎も鈴

車両総重量が11‘O“埴以上で､桑車定仇算《溺人以下③もめ

(次⑳いずれかの灸件を漢たすもの〉

･車蔭総亙量が繩.9“kz製.とのもの
O最大稿載量瀞6.5“k9以上のもめ

《次のいずれかの条件を溝だすもの’
O桑車定員が踊人以上29人以下のもの
O車茂乾魚量力《7.5“kE以上11.…量未漢のもの

(次のいずれかの曇緯暹湊たすもの〉

O車顧韓重量が7．5”k‘以上11i”鞭来溌⑮もの
O最大積愈量瀞4.500k鷹以上6.5鈴沌未渦のも⑮

桑璽定員が10人以下のも鈴

C車藤総麓量灘3,；鯛沌以.と7.鳥(X“朱潤のもの
･最大澗蔽量が2．0“k9以上4.5“背g未潤のもの

カタビ弓遙筍する自駐車､ロード･ローラ．グレーダ､スクレーパ等で小型特殊巨爵願以外のもの

レールにより篭転するも⑳

低
通
薙

普 通

愛 用

軽

匡 樂

鱈 貨

罵 輪

ミ 急 カ ー

柴単霊員が10人以~Fのもめ ，
軍濁鯉豊量が3.5“嵐9未満のもの
最大調鞍量がz・oookg未濁①もめ

三帖又は臨翰の目陸軍で､灘構気量誹鴎陸s獣下のを,ののうち、長さ3.4m以下､帽i“m以下､高さ
m以下のもの

緯撰気堂20“､定絡出力0.25kWぜ超え、範排気量鼬“・定補出力C,恥w以下の臓勤磯を霧する三砿
凸▲凸 ■ 一一一一■一一一一一▲凸一◆一・ ●一▲－▲ ■ --1凸 凸二一 上一－0 －▲一一一・夕一 二 －▲一一一一 一

二
輪
車

大 筒 二

菅 陰 二

軽 二

二 種 服

韓構蕊量4卿醗を超えるもの(欄車付を含む喝〉

彰排気量2釦“を塵え4“錐以下のも③(侭箪憾･を含む.）

織檎隻量1鴻燕を運え250“以下のもの(傑軍付を含む,1

乾排繁量輔“を超え1無“以下のもの(侭車儲誉きむ.定格出力0.6kWを超え10しw以下のもの．；

源
付
単

小 型 特

租 原
一

カタピうを有する自壁車､ロード･匡一ﾗ等で.最癌速溌が15km,'ﾄを超える逮屡を出すこと力《できない
橋進であって長さ“m以下､輻1.7m以下.憂さ2pm以下のも侭《ヘシドガード.安全キャブ､安全フ
レームその他これに類す．る義置が焼え､られている自動車で､当該蓑註を除いた部分の凄さが“嗣以
下鋤ものにあ．うては､塾8m以下〉

麓排気量が5恥怠以下鋤もの〈定柊出方o鋤w以下のものでミニカー以外のもの；

箆鞍 Iナ ん 廟 けん引されるための撫造及び装置を剰する軽軍詞で軍潤鍵重量がγ”‘蔭超え恩‘も鋤

鮭
車
両

園 ， 膣 砺

萄 箪

そ の 他

人若しくは甦物の方により､又は健の軍函に時ん引さ喉､かつレールによらな緋
ぴ牛贋秀含む.ﾉで墨うて身体陣宮君用の車いす及び小児馬の車以外のも鐸

で運転す･る車〈そり股
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二輪免許の限定免許種別

注： 免静謹鋤条件綴#こ『普選二韓慾4,鑿菖:.蕊;ﾆ綴る』、 リ蕃通恵韓減AT蕊に鎖るj

及び龍:蕊聯ば縛気鐙(》､鋳()＊鍬ドの急.'､車種凝る』等鐸条件が灘､ぎれていゐ鵜合
があるので注黛す．る藍.と露
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塗雑事‘荷恵その繼人篭し〈瞳動物の力#こよ

¥、又灘勉釣蕊鐵;こ牽引され、かつ レール{こ

よらないで運転する蕊くそ．*及び牛馬を含む）

であって、身体繊善者期の車いす、歩行総勤.獺
等及び恩,児曙の蕊以外のもめ

注： 篭勤式の身体瀧書者購車いすは、

穆蕊いすの外形を燃え、長き12,c罰、螺76
“，凝善i“錘巻趨えないもの

韓議秘な突起､角等がなく、歩遥等を漣
獄す為,二と蒙愛逃愈形状及び大きさぬも
鯵

③蕊潟遼度が、擬ね6”,ﾉhを超える性能
を有しないもの

･毒、いずれか撫擬件を欠くも鯵紘臓鋤機微

罵転簾叉賦藩遥罵灘蝋と潮きれ.愚。

大型 一旬 議免蕊

連戦できる二輪蕊

ローーー令今●●◆b 呂争●●◆◆◆●■●P｡●｡●■－■一色■■｡●一■■■ーbD－－一一一

すべての罵蕊蕊

免許証記戦鎌略語

一一むら｡ああ一己■C巳■函｡■色■■■､旬｡■ー■■■■■邑巴■凸●ゅ■ｰ■今

大 嵐
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字
色
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垂

驚遡烹識免許 畿鮮議撒40OEC歎下の二輪蕊 鴬 嵐 墓

小型駿定普進二鍵免許 総排気爆125“鍬.摩の霊翰車 ､錘 自鯉

●●包む

凸■一｡
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免許蕊の条件等綴

の表承IX分
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iる軽鳶鱗車に淡定き鯉
揃の道交法の筑定臆よI

C普溌軍（凝車を験〈翁>を
運転L"た場合
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大
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場合 『藻騨
哩空合空空空空昌空::58；識

鍵
考

1.運転でき轟唐勤箪』及び『淘審』”機の

C普逓自動車〈箸通斡と嘘，乗単定農漁人蝋下、蕊両慧重溌8,000kg未満、鰻
大溌澱愚5“0kg素満の虜勤車〈大難童勤二轄車等、患､認籍殊自動車を除く、〉
O婁罵車と雑、烹輪の普選塞鋤蕊

O軽単と獣、総排気驚撚()“以下の篁総，墾輪の普蕊蕊動事
○簾客車と雄、蕨客照登鱗単
O篭識40年数延渋とは、選蕊交選法の．…･雛を鐘正する綾韓〈昭瀦40年按律第96
号〉
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※他にも蕊麓条件瀞あるので鐺霧する是と､
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瀧鯨聡灸

蕊1.項撫鍔
《免鮮の驫件

懲反〉

3月賦下の懲
職又捻5万謝
以亨鈴溺金

麟蕊91条

瀧
孝

1 大驚箪

2警漣旗
3 ミニカー

4篭瀬

5 鶯三車

6大涛徽

！

’
懲路寵遡驚蕊行罵蕊蕊2条及び鍾鋳霞に鵠蕊する車麓等鋤畷講奮灘のこと．

● 6

7吋ん溌蕊、薫癖ﾅ人蕊車縫灘喪蝋渡蕊鵜条蕊3瀬参照の黒と》 ．
8普通二総…f･'普選嵐識二穣蕊
9 鐘れらの粂辮噸蕊鴬驚蕊の鏡爵錫幾件簿』の繍叉縫製蕊韓蝿零辮;こ離職曽蜘て跡る・
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無登録自動車等の自動車の種類の特定

I

’’
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｢F＝1 二一

無登録自勤車の鶏合
● ‐

C ザ

1．陳難総茂>箪講が無登録の嵐動車である場合の濃勤車

の種類は、当該驚動車の車体の大きさ等を道路交通法施行
0 ．

規則（職鰡5年総理府令蕊韓号〉第2条鯰規定する罵動車

の種蕊別薙準と比較した緒熱二よって蒋定す患。

2．前記1によって富勤鎭の種類を特定したときは、鶚該自

動車鯵大きさ等を乙票の特議事項機に記載してそめ理由を

親らか砿す愚
I D ，

翰 ,

3．鯨記1の弥法のみ;こよって磯自動蕊の種類を特定する

ことが躍難なもの;こついて緯、運輸支罵、對該自動車の鯉

作会社事こ照会むて確認し、その結果を捜査報告識こより

弱らか#こする。 ，
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無登録自動車等の自動車の種類の特定

1

I
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貰客兼用マイクロバスの場合

マイクロバスとば、乗索定農がil人以…脇､入来瀧の大溌乗

用憲勤蕊をいい、いおゆるバス鑑であることを要しない。こ

の場合の蕊箪定尉こぎ動いて鍬漂識患して、 麗動車検篭誕上の

記載#こよ･って報溌脅-ることぐ，

なお、 営動車検壷証鱸乗車定員が2．つ記載されており、か

っ、そ鎌Xつがl.1人未満、 もう1つが].l.人欺上の記譲がある

場合(貨客兼嬬蕊の場合>の取扱い;こついては、次によること．

1 ．大型自動蝋（マイクロバス〉 として蹴り擬う場合

擁え.鐵、

鯵乗車篭員 13人巌大穂裁量 0kg

縁
、凸夕 乗車定員 3人最大積載量卿(X)k9

の認識がある劇勤車を、構造鍬こ懇の欲撫二おいて使用(〃

ていると認められみとき すなわち、貨物を積麓できる部

分にある折たたみ式連篇を使躍して人が乗願しているとき

は、大型乗購庸動蕊と:…て蝋り扱うこと、それ以外のと

き、すな”ら、そ･の認分#こ貨物のみを蕊識しているとき、

又はその蕊分に人の蕊軍及び貨鞠の積載がないとき葱、普

通貨鞠言動蟻として駁り扱うこと．

2．反難筏違〉切符嬢より鍵寵する場合鐘記載縄について

大型嘗勤車〈マ〈クロバス》 として取り識う場合嫁、貨物

を稜載できる部分;ごある擬たたみ式座席を使用1-,て乗箪し

て･いた状溌及びそ鎌人敷を捜査報皆瞥又簿遭路交適法違反

現認・認識報告書の糖記事項職こ記載すること。

(記載例左綴誘たたみ式蕊席をおる(・へ5名乗車〉
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交通法令上の分類一覧表（併合罪・観念的競合の判断基準）

口 I
C鱗金脈の関係にある鰕侭・

〈例〉 免酢註奉携帯と催号無視の場会

不撹蒜追反と侭号謹魂遅腱をそれぞれ個別の反則切符で描戯･する．

O観念雛蝕合の鎚傑;こある鍋合

〈識免罰:瀞F撚慧と定貝外乗聴の鱒台

1枚の反剛切職二熟件の逸洩を雛入する。4

燕鴬M轆為の赦頚及び漠則釦農づい.Eは、反則余の額の痛い方巻鴎入する‘
(混載例｝

謬定員外難単 轡定目外莱車鯉人超畿1人乎》ところ2人沖嶬付》
読・1， 1鋤・Z《鼬の2）．令23 f”

●免貯践不携輔 ‘
照11, 121 .F鋼0，

椎足欄C礎蛎後織二蛾猟さ“上から湖へ通行
ﾄ
I
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第 ：類型 第2頚型 第苫額唾

一塵鰯時湖の嘩続と鰯輔的移動を伴う違長 塘手切時閲鋤縫鰹と場所的移動を伴う遮嘆 瞬約雌．脚繭的愈迩皮

卓
舞
の
馬
性
に
鵠
十
・
尋
違
反

●
甲
毎運罷
糊
畢
属
惟
に
関
十
ろ
違
皮

Ｉ
ｊ

･無灯火
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･幌蹴簡梁叩:儲限遠戯
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L’
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術2餓鱒 瞬倉罪 観念的鏡台 ､． 併合雛

第芯鎖型 鰊合評 併合罪 観念的離合 ．
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国際運転免許証の見方（道路交通に関する条約附属書l.0に定める様式のもの）
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L－卜_ｮ」
国際運転免許証の免許の区分と対膳する奮動車等

’ <瀞.擁客鳶勤瀧遮送嬢熱ご係患鑛客を運送する闇鶴需、旅客騨鋤蕊を遮転ず‐

ること及びけん講農難薫&こよって譲客鯛車瀧を；ずん罰して当該けん騨篇鱗

車を運転すること瞳できない響 く法測7条の2》･

鳶～E寵分の蕊溌運転免許譲でば藻動機付嶌転掌を連議すゐこと催でき

ない。

○タト国の行政庁が発行した外国運職免許証（当該外国で有効な運聡免許証）
霧、淑邦において適法に運転できるものば ‘

①エネトニア共和国 ⑤べﾙギｰ共和鬮：
②スイス連邦 ⑥モナコ王国

③ドイツ連邦共和国 ⑦台湾

④フランス共称謹

の7つの国と地域が発行した外騒運転免許証である（平成30年10月現在)。

ただし、 日本語による翻訳文で政令で定める者（領事機関、 JAF等）が

作成したものが添付されている婦合で､かつ､本邦に.上陸してから1年以
内;こ限る。
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条総上鈴区分 わが難昌お冷患扇動車等鎌麓分で対懲す為もの

A
大型富勤二輪準、警遮自動二輪車及び藻動機街
豐転率

B

蕃通嘗勤蕊
C ‐

：ただし、乗車定蕊が9人以下の

播通乗麗喜勤蕊叉捻許容最大重

欄琶驚礁溺繍
!熟こ濃る”

■
●
■
ｑ
ｑ
●
●
●
●
●
●
●
、
■
ワ
●
■
●
、
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
巳
〃
、
凸
‐
？
■
９
９
■
＄
■
■
、
■
■
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
■
■
■
■
■
』

C ､大型貨物潤動車及び罵鰍外の普違貨物驚勤車

． X）

①
由
●
●
ｑ
●
■
●
■

■
ａ
Ｇ
Ｇ
■
■
白
色
。
■

大型乗認薗勤難及が鷲以外の薔通乗用鳶勤車

’ 2

3

8

鴬 ；
○

句

G
e

e

｡

薫撫:ﾅん引蕊をけん引す患職ん蕊憲勤蕊



L－卜三」
霞際運転免許証の運転可能期濁

1.外国に居住している外国人等が国際運転免許証を取縛し観光等で日本へ上陸

騨
辮
上
綾

2．住民基本台帳に記録きれている着等が出閣し、 3月以上外国に滞在中に、
、国際運転免許雛を取得し再び日本へ上陸した場合、

’ 佐台
民濃
蕊･驚
本録

撚
園

撫
蕊

総
総

函
詞
錘
癖

3．住民基本台帳に記録誉れている者等が出国し、 3月未溝で国際運転免許
証を取得し再び日本へ上陸した場合

台
綴
登
録

住
民
基
本

出
鱈
騨発 ，忠
免緒潅
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L－ト＝」
整備不良車の違反形態ごとの保安基準等の適用条・項・号

最終改正・係壷薙準：平成39年4副27農蝋土交逢省令第 41龍・

保細告？平戒3･年 .↓月27p鯨士交蕊省告誠舗53．;号

朧霧雀･ ;平哉39年4327膳醗士交通省告示第634号

に宣菫謎堂］

⑱潅櫛･嫉臘難儀不良寵運転

⑦かじI腿;装臘〈,．､シドグi ｝墜鋪下良節運転

’
④継絢駿世装備ｱ頴良職.運転

●車枠及び華捧塗備率艮箪運転

梓1>保細皆175 ，魁J〕黙鏑I驚燕合す．弓もヅノとも･て．傑細皆野卿。 11狐､催蝿定

。（*2}1¥噸倍17〔1 .通〃暴準に.趣合Lな､ ,も部>とし・で、 〈¥総告17＄・風.〈?; 6二峨定

：42;保紹告178.通”黙鎮に躍含L謡､堵:Zと匙で、綴縫告:瀞.m､･懲腫娩定

●窯カラ歌髄備芯艮球運転

－221－
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
坪
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
。
◇
◇
◇
６
◇
△
ｑ
◇
〃

６
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
。
◇
◇
鈴
◇
◇
△
、
〆

。
・
・
・
。
：
我
・
祝
。
０
．
．
：
０
０
．
．
．
〆

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
６
Ｇ
十
Ｇ
６
６
Ｇ
Ｌ

G G C G

G G C G G C G

4 ◇ Q ◇ ◇

Q ◇ ◇ ◇ 0 ◇ ◇ ◇

． ． ． ． ； ． ．G C

C G C G C G

G C C G寺G
4 G 0 C G

O G C O C G

C C C C C C G

C C Q ◇ ？ ◇ ◇

0 ヤ G G G C
O 4 0 0 G C O

bC C ◇
G G C

C G

③ ●

●
毎

鋳
議
緬
鯉
韓
榊
筆
蕊
狸
寝

藏
一
雷
鱒
舞
〃
“
、
雷
《
潟
画
．
壼
工
，

I
鯛
ｅ
門
ふ
釦
樵
壁

・
霞
ま
・
寺
）
尋
接

〃
Ｐ
具
ご
扇
。
（
零
参
・
録

単
織
拳
・
駕
珠
〃
二
壱
）
寒
暑

壱
弐
雲

〃
、
全
●
）
芦
ｑ
零
）
シ
・
曇

具
ご
写
＆
知
謹
掌
・
麗
翌
べ
ご
『
冨
言

●
一
等
二
・
ｇ
ン
ふ
躯
鯛
睦
・
篠
垂
。
（
辱
辱
畳

具
ご
樹
令
（
等
彦
・
季
雅

§
，
駕
蟻
・
尋
冨
豊
一

－

ご
毒
旨
ふ
艇
溌
壁
・
露
繋
べ
塁
尋
署
‐

乞
奪
員
＆
顎
漁
嘩
・
霞
圭
・
急
尋
掛

臭
巴
高
畠
鞭
溌
圭
・
匿
筆
・
守
）
壽
昌

ｂ

《
識
）
ｎ
終
演
》

包
星
・
唐
『
劉
緊
蝋

崗
・
雪
鑿
・
急
等
碧

●
星
里
雲
畠
醤
騨
霊
睦

｛
・
識
一
琴
｝
〃
零
）
角
斉
員

・
芸
翻
罰
噂
製
畷
禅
堂
、
鋪

・
増
雲
認
謹
智
輪
舞
侵
怠
垂
騨

掛
愚
遜
邑
球
蚤
碧
当

弗噌望

懲
警
Ｆ
ｆ
鞠
や
鶴

無
難
鄭
謡
娼
領
憲

謬
準
製
嶺
憲
里
漂

善
蕊
垂
鑿
嘩
徳
墓

鬮
捧
馨
謂
壗
余
穆

（
琶
園
や

懲
砺
ｓ
割
角

群
雪
（
、

」
‐
（
、

蔀
尋
ざ鍼吟'鑿哩蝿
望韓剥嘩裡や
軽重善穏''蕊諄
蚤〆裳ドﾉ謬心’

ｓ
輻
歳

や
拝
殉
鑿
普
ｖ
ｆ

穐
噌
，
掛
穰
迦
騨
尋
翰
裂
曽
雀
如
鱈

拳
侭
侭
塗
鞭
駁
堆
蕊
迦
ご
蕊
尋
摺

撃
蝿
鍵
吟
●
慧
嘩
禅
侮
蔑
里
馨
檮
＄

し
蕊
塁
毛
謡
蕎
霞
唾
副
書
鯵
謎
饗

篭
麺
湊
津
嘩
毎
里
陪
愚
繍
蕪
堂
〆

職
騨
喋
震
掻
銀
鰻
那
零
ｓ
筆
毎
屋

昌
懐
皿
Ｓ
ま
塞
穏
判

謬舗僧蕊冨寒<嶺誕魯翻叡噌・
緋､f繋裟曽裳里筆や岬．

』
奮
翻
個
剃
ド

篭
閏
善
掠
国
辱
叫
奉
蟇
箪
・
暑
蕊
鍾
騨
川

韓
急
詞
ｅ
認
半
雪
一
曹
ぎ
副
誉
議
琵
蜜

●
掛
露
画
謬
暉
・
や
棒
畢
全
山
●
繕
製
賦
泌
等

福
・
織
詳
齢
・
で
芸
猟
畿
韓
遮
・
鴬
簿
餓
ｋ

昌
慧
露
琴
轄
灘
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③韓奮器溌踊.不良車灘聴

〈鐘'保娠篭2鱒. 『鋤蕪準に.藩合&‘なも ‘ものとし・寺、蝉:細告型●・ I （i“雄定

（蛾1作諦告湖糊・ 】ぬ曇準縄漉合･匙.kも 、ものとし｡r、騨網傍”｡． ；（翁に縦定

③泰羅防止装澱繋侭幸良車運転

I装潅義湾付車両】・臆物鯵運鑿《吟用i二膳･才･悉腎通自動車 ・車両総蕊最瀞_以上吟菅蝋自鋤車

畷氷定儀1”.､騨上心匿墜忠及びその形状力:梁確定識1ﾉ､戦』二<r；自鋤窓征I形状(二類奇る臓醗率を除

’
{参考】

－223－

計 F－ト

嫌え･ていな；、 唯41<劇 保梁・ I

嶋ら鞍1 ， 噸41 (i､！ 深‘2 ( ‘、、繰維静219.河
ｈ
９
４
６

ｐ
ｑ
■
今

瀦擦きれ

でK, ､鞍i ，

音が舅勘釣韓縢綴 〈*1ノ

大きさか廟動的に蕊化鉾2）

蝿41<14

車41<14

像4

保4

i ・W，操鞭告趣9． ；

｝ .Ⅱ、操継僚鯉9． X

込
申
６
０

●
●
上

bdﾉ

H1高． 12． 増 1以荊に製作された闘動蕊

輔えて．いな;、 車41<i4>、嫌識、咲蕊告畿ｨ】

嶋ら,職い 車41 ｨ;4.;、嫌59,操蕪告轆<2 イ

溌鞭さ奴

で．いない

音が欝勤鎗隠断縦 （*1）

:ﾉwき書誤倒勤蹄に髪化(*2）

剛其41(1.1､:、保鎚、俣整告49(畠

帥報I{'1.1}・保訴、線整篭･鵠(聖

鱈

唖
』

鋪えで1 ，総'. 、 廉d11(職． 猟 露鈴2 I

錐 車41緑、 関 19の2 1 ．保諦告17＃・ I（1）

取吋位隠導良 〈< 卜犠． t縁
守守寺寺守守寺争寺 一ー

‘::荷憲鷺

斑タイヤ（ｾﾐi･I‘＝弓:自舗l擁騨〉 と

F臘さ

'､間隔

い難戦

雛4117;、関 19の2

率.41 {'7)、 ･償 12の2

車41<7ﾉ、操18L，>畠

、保細告179．弧， (1)

Ii 、煤細箭1諦・IW2j

面、保細皆17,.1V樽ノ

S55． 10． 31以前に製 れた舅勵軍
締え･ぞいなら、 熊‘打榊、衝 誰、侭羅喬16． 1 （】〉

砿誤 車‘11僻、 閥 6*、促整告16． 1 （1）イ

駁錆鐘綴顎良
ロローーー千ーーーーーーー･~･今一一・一・・－.一・

イ．.ﾀｨｰｬ ｨｾﾐ勝･･･ラ

：‘･下綴の撤さ〉′
ー申の~申①~①由~■■■由■■■■■■■■■■■■－■■■■－－－⑧■－－－

は補助隣〉 との羅醗′

束41＃7;、 関

雛41{.71，傷

59、保整仏・16． 1 ｛1)寂 ‘

識、保確告16． 1 〈1｝ハ

S43． 1 1、 Sc以前に製 乍された圏勤車

謎蜜:蝋駕翻籍驚‘: |備燕;､鞍い
車41<7ﾉ、傑詑、侭鞍告1＄．W〈1〉

.t: ;備え．でいな' ･；

憐;識摸

,以;取憾鐘置寧:良 〈．下総のi怠さ》’

外； 《タイ･『 （ｾﾐ“=うば補晩脚〉 との畷辮〉

蕊11<7》: 、保らk、侭整寄16. リ （1）

率11<71、鰹59、促盤告16. I fl.〉イ

車41f71、保59、保整告16． I fl〉

雄41 (7>､保識、保整告】6． 1 (1)ﾉ、

S43． 7， 31以跡に盤f1 された闇鮮麗

貨物勤瀧滋必＃1に供･ず羅車侭総蔑鹸8‘；

以上又:童最大積蕨愚扇､シ以上心自動車

傭えてャ､薮1 ，

･破損

車41(7)、蝶59,喋轆告16． 11 (1)

上鯛以外 透用除外

職
重
量

最大

稿餓
量

目 睦重の製作年月 臼

～48．．1 1．30 ～55.”､31 55．1 ．1 ．1～
Ｄ
ｂ
ｃ

８
，
以
上

８
②
ン
来
演

5卜診

雛上．

sIン

素渓

5’：

以上

底･
轡ろ｡

未満

両鰯面に備え愚
【保驍告16．回】

遜附騨外

I拝難告16．m】

イ堅ろう

;<1〉下総“0飛、麗下、上総5“m、
|以下
I(2)上総と荷台と鯵閲隔5”m汀I以下

口下縁600mm域下 ｜(3；顛轄〈セミﾄﾚ・・･うば輔助脚>との間
ハ車輪〈ｾﾐﾄﾚｰﾗは辮隅400mm鉱下
助脚>との間鶴 ；“>薊後軍轆中心点より外偶､球付
4“『‘‘1職以下 ：部が平醒誌より1”
二就後車維中心より蛎ノ砿実な取付
外側

ホ確実な轍付

【侭整告16， ； （1）】

:1W:以上内翻

； －1避趨借179．脳'1
; ､繊管一本形状
1 ．壌輪と②腿隔400mm以下
; ・前後車輪中心点より外傭、取付 部
:が平面部より1“mm鰔上内側
; ・下総6“m炉以下
由

『鎌.織盤i”． E 1V． ！?1
：

：
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e突ﾉ､舞止装侭幣侭不良砿熊龍

催｝装菅義渉減『藩懇自醗窟l谷 したが勺-で、長番4.7扇”. 卜、槌1‘7礎.“~、 ？§･-ぅ、満さ鰯,”堪喋,『､目動

車で、慨澱」 ‘ｱ'壌台総装着義務が#>り、 Iﾂ､鞭』ぬ塀含は装蕃義務はな！ ､．

’ 欝誇寂､迩避fr'用に 供《逆

’駕篭獄鱒|蝋阿噸添” 《長さ〉

《.i:瀞の轟き↓’

－224－

十 ｢F－ー

傭えていなi ・ 車41《7〉、穀 8,℃岳・皿

鞍換 牢41ｨ感．保 Sめ2．m、操細2 1帥・ I （31

自勘車《墨輪自勵砿、

大無雑蕊貰ぴ′l､鰡蒋

操を除くノ

敗け値溌不良

一
〃
￥

い
〃
，
一
‐
弧
″

欠
墓
鯰
や

侭
一
対

⑳
一
謹

聴
一
権

師
』

＃
曲
い
一

〈擬外繰の蝿雛》

車両後端?>･ら縁距剛〉

敗け雌職郁良 ・最外縁‘'灘離ｿ，

#平薊部',錬澗fハ長さ》

《《下繊『ﾉ寓さ〉‘

《車両後蟻から冷朧厳》

斑41<7〉 B17淫・肝、除細智 186．mI岨ノ

斑.11<7> 、像 g企2． 1V、條細＃ '抑。m<動

応4】<7）、保 きめ2．風，、保科崎 1紗．m(幻

車41<7} ‘保鱒風､を′ 1V、 似 細ゼ 1紳・、“）

箪41<7）、線遮の2．鼠'、 細曽 1紬′、（ジイ

車.11 <7} 保 ざ時2． 1V， 償 細皆19c・、ｲﾘﾘい

軍41齢、操 顔電・限，、 綱,鳶．16C・凪(1)ノ、

廓11<71，鰹 g鐸営・ 1V， 闇 綿告I“、、(1)二

H27． 7． 25以煎に 圃作された自動車

傭えて； ､職l 、 灘11<7j 鶴講鯵2．m

蕊推 雛41 {7>、鍵詑 操韮告17．m

鴛輪の運送釣哨に供

す愚班両総重儀3.5ﾄ．

超心鬮勵嘩
●や●●●●●●一●壷

敗付侭臘不良 ､'下繊の鹿畜》

《左右対称》

’1簸鉢総鈴距離>》

《:車両後端からの瀧雛

熊.11<7） 、保訴

雛41げ>、録詑

蝿.･11《.『 ’ ・侭5き

4§41#7>、侭詑

促鞭篭・17・p

保整告17．p

停整告17・

朧整告17．Ⅸ

貨鞠厩'運送の用に供

す畠甑濟鰐薩量3‘ ヨ． ．

騨下か普通劉勵難

雛付臆腫不良 〈《下繊硬侭さ､;

<<左右輔称'’

．；罐両後端から:7>距恥）

蟻.11 <7' 、録訴

雄11局.)、爆詑

雄･'1 <了)、鋒59

侭整告1了・ IX

保雛告17．Ⅸ

操整告17．Ⅸ

H17． E

にあって蝿

31 〈長さ4.7閲以下、幅1.7m

H19． 8． 3”以前に製

拠下、かつ、凄さ2.”以下の自動車

Fされた自動車

貨輪毎逓送心用に供

寺馨普通fl醗碓〈雌

溝難麓愈7，J久.上の翻

職蔀及び牽引胤職W§

を除く‘〉 （注）

侭えで4，ない

破描

取付位置奇ド良 ！;災き》

<(･下縁《7蝋さ;‘

《左窓対称》

《車蔵徒焼衿､急の距離>＄

熊.41 87> 、保認、保鞭告17． 1 （1）

職.11<7.8 、操5常 俣弊雷17． 1 (1)イ

蹴41m、保詑 保繋告禰・ I （ 1 】イ

恥.･11〈?' 、繰鎚 保雛篭17． 1 (1)窟

雌弧(7) 、保露 保整告17． 1 11)'･‘

迦・11〈ｱﾉ、綴錦 繰蕊譜17． 1 11)二

街韓”逓送”用に僻

÷そ;車両乾雛愚7‘診』ソ

上必笹溌罰齢準f津

議偏醗車を雑、： ｝

備え・ていない

破損

敵付健廼不良 〈擬外詠↓r健織，

《《 .f識の轟蝕、

f至右対称'、

難1147> ，保

単41<7j 、爆識

革41'7> ，緑誠

車41〈7ﾉ、繰索

車41:7> ，保露

保整告17． 1 〈愚）

保整誉17． 1“二

保鞭告17． 1曜}イ

保蕪告17． 1 12，缶

像繋富･'7． 1 （畠)′､、

Hg， B， 30以煎に』 i作された自職率

貨誌鈴遡職か朋代隣

･ず尋鴬眺自戯寵《応

珂難璽鑑怠: .,太准又拭

最大積載量§'､未満4F‘

圏詮車及び永訓目

準を称･〈．､

鮪えでい;樺、

破損

雌付億麓不良 w餐冬》

<' ､呼轍‘玲侭さ
■■■ーー■■■■⑧■ーー●ー■■

《左左苛

■■●■

称〉

K蕊濟後嬉から屋‘罫 巌．

応‘11<7〉、操58、保蕪憐17．，1

車.11<7> 像5s 保擢鴬･'7．m

恥..l】<7， ．鐸5＊ 煤雰驚・17．，1

塑・1 1奇:、保認 保整譜17． 1Ⅲ

車41ｲ7j、操髭 蝶維告17．Ⅲ

聯.4J．T>、爆詑 保甦皆17．m

I （11

I 〈Xﾉイ

1Wイ

I ri｝匡

I ィi､ノ、

Wi､'二

H4， 5． 31以前 i作された自動車

備え一家･ない 進･'1<7’ 、繰識、保整譜17．冊・ I 《1〉

砿描 難11 保駆、保蕊詩17°Ⅲ． } (1).イ

蝋･'1録、操53．係慾告17． 11K ． I低)ィ

率41<”・保認、腺鞭告17．，． 1 （;ノ億
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'……割員職lI

I寵を除f“ノ ､X車韓後蟻から'乃距難

【謬潟】

織蹴穂段

（製作年月蕊： ’i

⑮聴部も‘ぐり込み＄

【装翰鍵溌付嘩珂）

7．31 ＄18． 11.” ，i,勘諏 号.9.］0 1丁.§､31 譜.8‘31 27．7.g5

il:装置整総不良蹴逓槌

貨物の運送の用;こ供寺･る単両乾堕盤3.5'‘を超える謝醗域

i備え･ていな↓、 ：車剖〈7; 、操り*鰯z・1． 1

－225－

計 ｢F－－

車41 7> ，保巽、保整雷・17．，． 1 （1）悪

S48． 勘1． 30以葡
ト

ト 苫製作された富鐵車

徴物･鴬遮送の恥哩供ｵｰ･乙瞥通自醒車〈車瞬鵜蕊愚緋シ

以上若しくは最犬輪識鐙5‘ :諺.上のもの又魅二れら,の

もめに該当･ず勇被難戦自鱗車を牽引･才Z‘嫌引巨錐車を

幹ご‐）

灘用蹄

幾物切運難の州《黒供

す患寧溌蒜溌億6，:班

上又域最大蕊赦鍬5‘ ；

以..｛:の普選筐i勘難く麓

溌自職車を幹〈:､ノ

備え-て!‘ ：なく、

破抽

欺付傭置不良 陥畏喜淵

《下総の癌鳶γ；

《左右対称》
画■■■－■■■■■■■■－■｡■■■■■■■■｡■■■■■壷｡｡｡…●■…●■…

《車i燕後端かあの踊離》

車41<7> 、煤59、促整雀･'7. 1V・ I （1）

車4Ii7>、鍵詑 保難告1了・面・ I (1)イ

熱り!(7)、録5§ 保擢告17．W・ Iwイ

蕊11(7>、辮遁 保雛告17．Ⅳ。 】 (1)画

車41<7h 、縦5§ {¥:整告17． 1V・ I （1>ノ、

蕊41《T)、繰馳 腺雛砦17．Ⅱ'・ I （1）二

S43． 7．31以諭に製作さオした圖勤車．．'…蓮用除外

蹴両縫震量?‘g;；を通

えZ;園動車
一

下縁砥･為さ#．

水平距躍

雄釧:了>、保聡の鷲．

瀬‘11<7: 、採灘侭2、

1．保雑篭1辮乾,曾 ・V（1）イ

1，保維告1“の2．V< ;>ハ

嘩両維箪量3.＄｡:を趨

え7.5》:以..ド打自動蕊

<<~ド縁恢葡さ＃ 準41！．7}・保瀦の腎・ 1，繰識告鱒〈xr:壇 ．V<職'イ

i－123．9． 3･以前に製作さ*‘た自動車……迩溺除外



－卜 L=」
e淡零鏡整傭不良難蕊転

。､みi､ﾉL ，<－吉武鈴7>､鶴阪装撰を備え,るぷ輪自職軍側或側.､長聴自醗或及び三輪当勤車

寺勘,鯵て.嘩塞繼転者が簿転毒･廟侭ｵ銀､で巨勵車刀室外側線附登ぐう叉鰹状況を砿爺でき

るも8か溌除′ゞ〉を街L,な1． %も‘おき絆<＆

‘､シドルペー?吟・式必かじ欧装澱證殿覚る二輪僅動唯、側庫付一輪膨勵臓及が三輪朧勵蝋

でおっで鹿鑿を石し厳いもの

’
跡朧雑鍔鯉4．m(帥騨基華に違令l‘》鞍い《・刀と1.で、際細驚･鯉4．，.小iこ蝿定

⑱後写鏡嘘前障害物魏露鏡）砿倦不良車遮艦

報:操細需”4．堀'跳鰯基準iご遮合Lない〈‘f6とLて．悔細雷謝.;・蕊侭規定
Q

吟窓ふ害器轄儲不良軍遮転

魯逮凄欝雑繍不良車運転

－226－

＝1 ｢F－ｰ

鋪えていな〈 ， 率11 脳}、係‘14． 1

雌鰕鐘畷;K良、皷誤 車41 1銚悌.甥．Ⅱ、嫌細篭224．Ⅲ(4》

H1B． ＃堂． 31以誠に製作された自動車

鋪魚.-て1 ,薮い 斑41<l齢，係44． 1

敗縄･維溌ｵ襖、破拶 車.11{”、係鎚、操発告52． 1 （lノ

糠えて．｛･､なi ， 車41<I緋、伯 “、 I

i厩;臆磯不良 車41<職、 脳 44，沢F，嫌報告聖24．V紐〉

破撰 《*： 蕊jl<蹄>、側 《1.1 .m、保繩襟22f・ Iv<l）

H19． 1患． き1以郷愚製作された闇勤箪

撤汽.-で↓ ､戦:. 、 鮒.41 X雛、係j4． 1

取付髄撒葬具 聯.11<16>、保詑、湶整繕52． 1“ざ叉.はノ．

又は

車.1】<鋤、保鑓、録整告52． 11 (4)

破裂 球41報69 、保艶、撮繁告謹・ I （塾ハ
↓'0÷

一.為Iユ

難11《職、保認、県整告識・ ’1<，

総え．青いな《 ‘ 班41報6:、係』4．，'

敗け漣憧牢炎、砿損“！ 鞭･;}<崎>、保判．W、保継篭難4．X1 I〉

§･( ･1s． ・12． s･1以前i二製作された自動車

総尤でいない、取狩位謹『皇、蕊製｜蝋･jI<糠>・保撚、操弦誇諏・ I (4)
SSO． ・1 ，1 ， Sc以前iこ慰作された自動率

蟻亀で1 ,ない、取厳位麗子鼠、砿損 単･jl<1齢、保5s、保繋告誕・ 1V・ I 〈‘jノ

蝿f､-旨い讃い 車J1 蹄) ，保45． 1

全f動かな《 ‘ 車41 j6>、係4恩・ I ・保紙皆"25． 1

H6． 3． 3￥ 典前に製作された自動軍

締えていな： ､､‘全で咳鰄ﾐな 車41《鱸;、保騨、操懲告黙・ ’ 《;ノ

S5C 3． 31以砿に製作された自動車

編えて1,,ない、全等勤かな 車41/16>、保認、緤難告53．m（2） 、 I㈱

S35 3， 31蹴瀧に製作された自鱗車

締えて↓､厳い、全箆勤かな
１
１車41<16>、係艶、裸難繕53．m“、 I 《i｝

鋪え.で1 ，薮い 難41 17>、保46． ：

栂示談が盆､<鋤がない 率41 17)、保鎚・ 『 、保繩機226． 1 （1）

H18． 12． 31以煎に製作された自慰車

燃えて.いない ｜車41 ; 17;、係52、操難告54， 1



「

凸
ダ
ワ

1二一-－＝」 』

指承鴎が全く動か穀し、 束41(17}、保5s、保整告54.. 1（1）

②速溌抑制装臘磁備不良蕊遮転

蕊蕊蕊蕊蕊霊

' L

I

I

－227－

計 ｢F一卜
<、



－卜二J LL
●煎醗灯整蠅イ農雛遮職

’

－228－

＝1 ｢F一峠

定
行
剛

術え･でいない

取付猿置奉良

識整され‐でIない〈球切れ〉

篭器破獺

鳳菫‘r､と宮ら二色、灯罐を点侮

聯lj (熱>、保維

唯41 (X難、保32

球.11〈13>、保32

雁41 ;斑; 、保誕

蝦l】〈澱> ・保鍵

I

m、操維告 98．m韓〉

n、保継告 泥.、(1)

、、嬢維告 繩・ロ（.I；

Ⅱ、漂継鱈 鵜。、（3）

才
永
違
、
、
銅

総え~てい窓い

取付泣

憧不良

..；ら.綴、下総､r高さく ．f三輪淑等以外）

照鱒部韓'中心勘さ （…輪願鈴〉

餓外縁の距醗

産右対聯?蝉

鯛整さ： §‐でミ ､鞍いく球切れ）

篭･器鞍 侭

虞色lr､と写る二色ﾜ灯.遥を点揮

碓41哩舞、保32

雌‘1】(蝿>、保雛

砿41 (蝿; ・保溌

車‘11（13> 、保繊

雄41 (13:、保誕

庫jl<郷>、保錘

雄41 :1幹、深32

雌.11<13> ・保雛

)、

1，1、保維告1辨 Ⅷ(､2

Ⅵ 保維携鱒8 Ⅷ(3

Ⅵ 繰織倍1粥 Ⅷ14）

Ⅵ 保維告鱒8 翻〈5 ｝

、 保継告職3 判‘
Vp

保織告鱒8 河〈3.3

、 凝識信湖§ Ⅶ$3〉

H17． 12． 31 ﾕ前に製作された自動車

唯
汀
湘

備え-ていない

敗吋筵鐙祁良

認墜され-で｛ ､ない〈球切れ）

厩色又域凝哉竺｛『:ゞと二ろこ‘色の灯.光を:§j､灯

聯11(熱)、保鎚．保整備29． 1 （A〉

厳41 (13>、保5爵、保登傍鯵・ I 〈2)’、

砿.jl<13>、保識、保整告23． 1 (愚イ

唯41 ( ;3; 、保息*、保繋篭鶏・ I 〈1J, 、

寸・

か
撒
淨
用

鋤え･ていない

殿付位健卒良 中,〔:､尚さ（二輪球等 入外）

中心濁さ （=舎営輪箪等

簸外縁‘r陳離

ぶ間対称簿

調蕊さ熊･でいな: 、 〈球鋤11,）

侭色又は渋黄色のと息ろこ色ヶ'灯光を点･rl

嫌41 (撚>、保識、保整告2§: . X噸〉

球41 《遡: 、深53．保整管鰔・魁〈5） ・ I ；4>ロ

邸J1<13> ，保識、保整皆溺・ I （4>ハ

碓11 (蝿;、保舞、保整雷鰯・ I割)二

廉‘jl<13>、保黙、保盤悔渓1 ． 1 （4>ホ

雄11 (班;、保舞．保懸告鱒・ I 〈$,' ,イ

準‘II<13>、保韓、保整告Z＊・ I蟻;‘ロ

S49． 1 1 ． 30 以前に製作された自動車

走
行
用

鋪え．でいなく 、

敗け塗置坪良

調整されで ‘ない（球切れI

侭色又織 鴬色‘7，とRろe色の灯.光を点灯

庫･'1 (漁;、保露、保碇告鱒・ I ＃;：

朧41 （”.;、保錦、裸墜驚鱈・ I 〈2） ′、

斑‘1)<13>、保露、保盤皆2嘗・ I （1）イ

唯41{i3; 、保黙．裸整僑”・ I 〈!j "．、

寸
求
逓
、
、
用

燃え．青いな

雌竹腫僅不良 中‘也侭さ =弓稔庫等蝋外.〉

中心満さ 忌鯰車等〉

左富対蒔等

潟整され-でミ ‘鞍い｛球切れ｝

臓色.b〈は擬淡色〔ｱ､と二ろこ色の灯.光を.蝋灯

雌･【j(1齢．保繊、保整告2掌・ I ｛3〉

恥41 ;溺: 、保5§、保藍告鰐。、鋤・ I ；4>画

鞭･'1<13>、保諦、保瀝告2掌・ I ；#>ハ

砿41《鰯: 、深5息． 夢鴬窮・ ； (4)宗

雌･;1<熟>，保詑、保醗誇雰・EI I4） ・ I 〈;;!イ

碓41<;雛、保訴、裸藍鴬鰯・ I 〈3ﾉロ

S35． 9． 3C塊 前に製作された自励車

走
行
用

燃えていまい

敗齢位設莱艮

震整さ論‘ていなミ ． （球切れ〉

嘩邑又:哀淡黄色のと二基こ色の灯尤を.蝋･剛

雄41 (現;、保認．保整篭蕊
1 鷺‘i】（熟> 、保溌 保整告識

1 i41 ：遡# 、宗5s 保藍告鑛

〕 r‘11<瓢>、保識 保奪告Z？

I 〈11’

I盤)ハ

m<弾・ I ： iﾉイ

1 4 ；1ハ
や

り
０
．
凸
ｑ
ｑ
ｑ
Ｏ
Ｄ

寸
尤
漁
軋
、
斤

鮠亀-て1 ，･窯も、

敗毎筵溜：主光醗グ職さ

不良 霧E雨雨7雨
；灘撫対稗等

鳶:､鯰唯等玖外！

さ （､鷲:，輪i鯨〉

識整さね･ていな《 、 （球峨il）

嘩色又は談黄色蕨'とこ愚こ色毎灯光造点灯

刑
０
ａ
｝
■
０
■
、
一
判
ｐ
０
Ｄ
画
。
■
■
０
垂
『
１
，
二
■
１
判

濁1 ｛;3，、保訴

r･11<熟>、保溌

§41 <蕊: 、係53
ー

ザ
ー

南

‘11<1融．保黙
ｆ

』 ■■■

41 f郷､、深55

鵬
酋

･11<郷>、保溌

保整篭零

保醗誇雰

懸倦鐙

保塾

保雛篭霧

保整告2＊

I絵＄

、〈§） ・ I ‘1 ’鹿

I】)〈!） ‘ I 4;ノ、

X 4.4》オ

腿〈!〉 ・ I ！緋ィ

I鞘j富



＝」 －卜 L
●雛錨簿，整蝋不良郡遮転

’

⑲側方灯等難朧不良寵遮転

『
－229－

~弓1 「－卜

傭免て．い幸い 猟･蕊《13) ．煤3．1 ． 1

脆欝･険侭奉良 上繊.下緑の鹿さ（二輪“等と： ガトャ6 6

涛畷部の中,:.､嵐さ く宇鱸車等

姫4，亭稔鉤朧薩

左右対称

駒.‘腿!'1駒、保3‘i ・爪、保細 謡01 ．m(2ノ

醐磁(蝦> 、保34． Ill 保縄 訂”1 ．Ⅲ1 4孔‘

坪4ﾘ （婚､、保34．皿 保總告”1 ．m叫；

疎柵tlS､' 、 34．m 侭糎告さ､1 ．m<鄙

諏整さｵ1 ．言§､な： 、 ，嫁嘩奴〉 蝋41〈”> ･ 屑 3.； ・ II 保細告2('1 ． 1 〈I‘’

虐灘Xば篭色鰯とこ基･色鈴灯光を．点灯 単一;！(1鼠ﾉ ． 偶 34． 11 細告2帆′ 1 〈 ノ

･汀器破拶 砿41<lgﾉ、像34． 11 細篶・201 ， 1W

H17． 12． 31以 Wに製作された自動願

備え･で､‘ ,鞍1， 連錐(13)、保詑、牒睡告3畠・ I fl’

欺く:丁鞍侭不良 上縁《γﾉ哀さ ｛二輪車等獣 車4i(“、際5§

斗:心癌臺 二輪瀬 顛雑（13>、 う8

鱗外線 〕儲 戯 斑41 〈13:‘ ・ 偶 錦

左右間ご樋 P今 庫●11 （13ノ 58

保驍告誕

保穣驚・39

僧 疑祷鞭

燗 黙

亜毎1 ． I l3；イ

1輪>窪

リ '13〉 .、

唾(6〉 ・ 1輪}患

蜜魚、淡震曇.又 苫概侭‘‘′ ‘哨二ろ患'塁幹灯光を点灯 離錐（蝉)、像38 隊礎告32 I （2）画

鯛弊さ恨で; ･卜＊ 、 《球目 れ）
■

。

。

。

。

●
馳麗(13>、保詑 保墜青雛 聰(ら） ・ } （2）イ

H8． 1． 31以前に裟作された自勵軍

備えぞ､､幸い 雌4i(1が、煤59,保雛皆3畠・ I妙

I“ず鮠際言ド良；中,し砺怠
ｰ－
ｏ
ｐ
ｐ

I等．

繩
P・

;
D

D

b

函■申

商奏
一

蝋の臘

一‐ー二輪車等翠舛.、

二輪車等｝

隙

車銀fl急ﾉ．保58

車41《13>、 ｛鱸8

斑41<l釣、像56
酔一 ●●申守口◆《◆一◆●●。●◆◆今一◆●一今◆

壁も同じ癌さ 郵継(131 ，僻：

保艶告32．厩(4) ・ 1輪}イ

保幣皆3苫・ I織画

似 髄告32． 1職’′

{､ 醗背雛・皿；6〉 ・ I （3）
ー

窒魚、 ij 寅曇又醤雛何のところ急騒鍔灯光を点灯 甑鎧i盤ﾉ ，像§6 保黙皆32． 1 《2j鹿

識蕪毒オ ても ､鞍&, 、 《'球切れ､ 車4i《13) 、際59 係醗皆3さ・亜(6) ・ 1秒イ

S49． 1 1 ． 30以1 Wに製作された自動車

髄虻でい諾い 雌.鰹(”、係58．保雛告32． 1 （】〉

卿､j･健謄･平.良 中心細さ 基輪車等麗"i･》

中,L･獅さ 呈輪車等ノ

蛾外穏の目 朧

と右岡乙嵩さ

廟弛fl3ﾉ、蝶56

轍繊“ﾉ、操5も

蝋極(】紗、促詑

車4A<13} 、俣詑

保黙告32・正穏; ・ I （31イ

保艶脅雛・ I崎>腰

保確告純・ 1輪>ノ ‘

係礎奮誕・遮総： ． 』 （3ノ

識繁さｵ2-でミ ､鞍: 、 ′球配れ〉 車4； （13）煤55 促礎･篭･鍵・賑f2)繕； ・ I 〈2)イ

S35． 9， 3．以醗に製作された自醗車〈軽自動車は適用除外〉

傭‘ で1.:＊い 蝉.鰹くゆ、係38．保蒋告3？。 ） （1）

峨騨､位臘．:ド良 斗1，L,砺さ 愚輪販等鰹外、 班41ｲl鋤，催58．保朧告32．磁憧〉 ・ I r31イ

中』L,商さ 二輪甑等） 剛41(鰹）、保詑、保整宙32． M鰯j淫
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供寸農蕊郎定儀慨
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雌《こ狼邑‘､ ：〉
七
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十 ｢F斗一

陰麟雌‘ｱ前蝋から硬'距照 厳紐（13j 保穂:ｱ)二’ 1M、保繩告?(h1 ．m(侭

膳駐聡の後端から： ．S以内 諏鯉〈131 , 1“5鋤2．m、保細皆2“・班(61

峨付位匿苓､良

さ“騨下｝

上綴、 、ド緑のi笥さ 単･鋤〈13> ・保33のZ．ⅡI，保細告2“・剛‘:!）

自動難の前蝦芳・ら《『蕊離叉鍾孤; j3)、保踊のZ．、保細告g"･剛f7)

は罰馳“『催鑑諒冬らの距畦
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◆
号
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◇
◆
合

潔壁さ奴-で;城凱， <珠切れj： 述銭（】3)、像35”Z・ ’1 ．保細皆”4， 1 ｛11

灯器砿擴 謙輔11〃、供35の2．，，偽 細告2“・ I畷ノ

鰭色又は赤色鐸と二・ろ●魚の灯二>蕊.･点灯 琉剖（1許ﾉ 、 1関 35の2．Ⅱ、側 綱幾．2“・ I 〈2ノ
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備免.てい老い 車41｛13) 偶 35 ｳ畠・ I

雌侭位僚譲良〈長il織、 1
冬6職轆《.F癖や儀救離部シ

鋤凍塗・除く。 ノ：繼慰;車2

隣職砿グ

崖醗嘩｡

緑の覇さ 申..蕊〈13) 、 伯
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◆
。
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・

Ｐ
Ｂ
Ｂ
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Ⅷ(3〕
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Ⅷ鱒ノ

欧侭{典鱸不良

(炎さ鏥趨7唾典~卜

上秘、下織L'〕為さ

薄ら轆珊ざ〉用'二:畷勘砿紳前端からぐ》識剛

供する灘域意員；
卜中｡－｡一一申早早■申の
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準勤車ハ前擢から風距隣又

; ;ま自動車α犠鑓か､n節酢

率畿〈13> 、係3鼠心2． ，． ，保綱譜2“．Ⅷｲi,

箪錐《19ﾉ、像35のE・T、保縄皆2“．Ⅷ緯ノ

反射器破捜 華鋪（1鋤．侭a5’ﾉ2．爪.、保細告”4．，~《4ノ

轆色.又憾赤色“とこ房,っ色.の反射礎,の魚 車41 《13)、侭3”､2、耐、保細雷2“．V〈31

H17． 1ヱ． 31 1以砿に製作された自動車
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牢報〈13) 、 イ､ 59,悌雛幾.35

車錘『l患>、保56、保醗告35

申蕊くふ、侭59、保離告;15

亜鈍＃13） 、侭56、陳整皆35
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傍安基準に詩:, ､､冒逓肴が羅務!＃;了られ．ぞ:’ ､．z蓮両

〈!‘'擬きが弓恥を堪える普通薗勲蝉〈専ら粟朋ざ･用に供寸･ろ剃動噸;二あ"ﾝで:蓋I蕊. ；. I玖降に

射伸冬誕危農醗庫;罵餓Z:． 〉
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備えてい,篭ヤ、 轍‘鑑『 慾)、像37： ・ I
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車4i(1鄙、保詑
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遮抵〈13) 、保詑

保整諾37・脇〈？

保整街37． 1 （罰

保雛帯37． 1 （＄

保整告37． 1 （3

。 I （3）辰

ノ・･

二

赤

蕊整さ氷･寺も､な； 、 蹄噛れ,） 車.11〈13) ．操罰8 保蕊雷37． 1 （2 イ

赤色猛ところC･色’ 侮発を点灯 蓮4i(13)、際 保整告37． 1 （2 匡

H8． ．1 ． 31以蔚 ご嬢作された自動車

備えていな､ 、 逓織(13) 、 ｛職E、保磁儲・37． 1 （’

蛾鰯位霞¥鳥良 中,L,掛さ .8::轆雌等潔輔.〉

中‘も､;島さ 富､稚亜等；

最外縄玲・らグb距離

皇窮対称

鐘､賎（”、係58．保監皆37．m(ボ

車笠(】3i、保詑、保睡告37． 1 （3

車.出《”、像56．保礎告37． 1 （3

遮極く13) 、像詑、保竪告37． 1 〈3

。 I （3）軍

ノ．｡

二皇

字

溌確さｵﾏ･寺も､な§、 ミ鮮切ｵ1） 単.1Ifl鋤、保繩．保薙皆37． 1 （2 イ

赤色必と罵るC色の館尭をf点灯 車鉱{】3} 、保諦、保整密37 ． 1 （鼎 窟
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備え･でい織・、 甑‘題《】31 、保詑、保整告諌・ I 《1：

取営鍵盤不興 中心濁喜

中心調冬

軍輪迩零が”

二輪車零｝

車繩(lか、保雰、保鞭告諒

車4i(13; 、腺59、保繋譜ﾖ7

雛外側からの磯蹴 ：蹴鞭{13) ､保鍬、保整告37
トーーーーーーーーーーーーーーーーーー･ローローーローローーーーー→－－－．口･ﾛ･ﾛ■･ロー■･･－．－･･－■－…－･ﾛ■ﾛﾛﾛｰ･････････■

織窟対杵 ：単.””' ，保58．保整

l （3）両Ⅱ1鯵’

l崎｝ ′、

） （3>二

I （3)、

蕊秘されて:､な《 ・ ､球暁れ〉 童.蕊ilgﾉ、操58．保齢群37 正(.i〉 ・ I (2)イ

赤曇鈴占二ろ●色，>駕光毒点灯 寵心《1息>、腺56,陳熟搭37 I （2；湾

S44． 3． s1以願 ‘漣製作された自動車

備え-ごいな' ， 車繩《1.紗、除59、像整告37． 1 （1：

取付拉償不良 小心高喜 ；二輪軍等瞬.外ノ

中心高さ ､二輪単等）

:薦灯火､『 測無

左右対称

軍41<131、保詑、係礎沓訴・匪崎、 ． I （諦織

章.41 (13>、 i鑑8、保整告:蒲・ I f3>ハ

墜蝿(1$j ，保鎚．保整審諏・服(2) . I （3;二

車細『灘ﾉ ．朕56‘保龍皆37． 1 （3>水

鱗鞭畜れで．;､なミ、 〈珠瞬れ； 恥,鰹(】#)、傑詑、保寵皆ST・ IW(．!〉 ・ ］ (2)イ

赤色‘宏,と烏ろ･色の灯光を魚灯 車“(13) 、保詑、保墜告37． 1鯉〉

S3唇． 3． 31以砺に製作された自動車〈軽自動車は適用畭外〉

備えて．（‘ ,f銚、 顛籠《1s､、侭58、係整雪37．Ⅲfl〉 ・ I 《1；

取付鯰置不良 中心渇き 二輪車等騏外〉 埴無く1

中心為さ 患輪箪等） 錘細(13〉

左右対称 璽偲fl急ノ

保錦、保整篝訴・肛崎〉 ・ I （3;豆

保58．保鞁告37． 1 （3>ハ

像56．保整告37． 1 （3ノ

溌聯されて?, ､淵 いく球煙れ） 灘‘#1イ1急） 磯35、保整告37．聴く.!〉 ・ 】 (2)イ

赤色も万と男ろつ色の駕篭を点灯 亙薙(13） 保詑、保整告諒・ I 〈29雇

備土でいきごい ；塑.11<”' ・保38． 1

敗僻･瞳侭下.貝 上繊､下織釣烹さ（二輪車祷製外ﾉ麺銀《腱）、礫36．m、保細僑・2鯵．、<1，；

中べ,､潟さ く二輪撫零） 砲.‘錐fl榊、侭36．服 侭細箭．g”・miZ〉

自動礒縁雄舛.側から‘r･距離 斑鍾(】3)、保弼・皿 俣細詩旦孵、Ⅷ“

破据 庫4; （蹄>、保辨．Ⅱ 保細告畠孵・ I

券魚の.鷺二馬で 侭め反射鍔 庫.;i<13>、線39・E 保細告さ恥. . ’鋤

H176 12． 31以前に製作された自勵軍

備えでも$藍い 車．#1 13） ．保58．保鞍告鑑・ ） 《1〉

離縁･絃騰!､良 中.心磁器 罵聴摩霧以外〉 箪畿

字心侭さ 二糠嚥簿： Wi‘側

巨鰹率乃県外蠅負:､らの距離 蓮撫．

唯ﾉ．侭58．保豊告畿・皿蝿ノ ・ ’ (2)イ

1鞠、株58．保整皆轆・ I (2)壁

131、朧詑、保職告鉱・ I ィ21ハ

蕊誰 〈蕊嫌引願に限Z,し‘､ 庫.賊 13; 、保59、係整幾.ii ・腿毎〉 ・ Iujr；

赤色の鷺二尾↓己:色の夏聡鯵 軍.寵 13> 、線う9，保難驚・.:i ・ I rl>二

S4B、 1 1 ． 30以 1に製作された自勵車

傭えてい鞍い 車.削蛎ﾉ ，操58‘ ・保鑿皆･;1 ． 1 《l〉

I”;･岐謄不良 中心恵塞 （二難寧等

幸.§ 腐さ ｛星縊態等

鹿醗嘩轟最外憾4，ら

典外〉

り艶離

寧錘r1Zﾉ、催56．隊整皆錐・厩(3) ． I“イ

灘,11(】3) 、保詑、保整審娘・ I (2)露

塞鎧(1瓢、保諏、保擢告錐・ I 〈21ハ

駁拒 （凝蕪引嘩に縦Z‘し｝ 単錨〈1部、保溌、佛鞭篭・4i ・mfi〉 ・ Iuﾉ商

謝色の"鷺二みこ'色縁安射礁
？

●

●

● 瀬“<13) ，保58、保整砦.;I ・ l 1fl>二
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●j薮曜:蕊反射器歸露下艮離運転

⑧瀞鋤"､慾傭不良砿曜転

’

－233－

＝1 ｢F－ｰ

偶えでl ･象､ 、 蕊盈】 1Z』 、 1采36の世・ I

敵付値臘令”孔 上縁、 ．ド縁:芽憾さ

瀧禰対称

車41

蕊｡11

13〉 ‘保381

13> ， 街 38《7

2 ．Ⅲ、保細告島11 、、

豊 ・鵬．侭細箭21】 。ⅡI

｡●夕

4〉

礎捕 熊.蝿 13>、侭 3緋7 2 ．Ⅱ、促細燐・211． 1 卿

H23． 8， 31賎葡 に製 fされた自動車

催え．でl,強い 雄41 】:1 保辮の2． 1

l恢付位澄不良 上織乃潟さ

左右総称

東,鰹

斑･il

lH

13

像56、保轄告4ﾙ“．、<”

、保鎚．保慾皆41釣2．m鰯〉

砿推 瀬.11 13 裸58保嘩告･llai2． 11欄〉

備えて1，歳も、 班唖〈l3j 、 1衆39 I

政1．＃値侭不良 上織.下総鋤砺さく二職賑簿以外〉

中.L,為さ 三輪亜等ノ

最外鰐か§ の礎躍

左右対称

車.li<13)、係”

亜･鰹；l患)、保33

亙.睦〈婚}、係39

亜‘iX<13j 、侭39

、、保細皆鯉2．m<畠

ⅡI 朧練I告塑2．m韓

、 像報告鰹2．m《･I

ⅡI 係細皆｡i2’、(4

澱蕪され-割､鞭《;、 〈球切ｵし》 連4iu3)、係39 Ⅱ 保細群2遡・ I 〈』

灯難破獺 軍舘〈】鋤．保馳 Ⅱ 係細皆2i2． 1 （恩

赤色のど三Z,でﾉ色の毎~光を点‘}】 庫捌(131、保39 Ⅱ i隷罰皆2逆・ I （3

H17． 12． el以 脚に製作された自動車

傭え~ぜい戦い 恥ii<崎1、侭5R、保鞭ゼ 42 I 〈1

雌iｳ位隠承風． 上縁の爾さ （患輪車等以外｝

中心高き く二輪軍需

最外侭齢bらか距離

左右対称

嘩舘/13) ．保58

軍.li(131、保醜

車錘〈】和．朧58

車錐〈131，係58

{！

り

｛！

雛摺

蕊￥

擬f

礁制

42

.l皇

42

42

m縄

I 〈3

I （3

I 〈3

． I (3)蔀

P，

一
一

毎つ｡■

乳聡雛冬れでい7群、 〈球燃れ） 蕊錘〈1熟j、保58 ９ 撚皆42
勾
一
Ｊ
１
、

守
日
且 イ

赤色のと二Z,で"色の湾光を点)】 球.脳<131、保59 聾告42 I 〈2 ｸ、

H8． 1． 31以前I旨製作された震動車

傭えでい憩い 車趣く131、促識、係襲告42． 1 〈1）

敵{:j･位騰承良 '1．1 ，L,為さ く患輸血等以外）

1．1‘心潟き ぐ二輪単零

最外侭乃・らか陸離

左右対称

蕊塾〈l軸．保58． 閥

単.笠(13)、促認、 閲

班錐〈】釦．様36閥

車.難く13}、係59, ｛＃

雛雀42

鞭告

嫌ゼ 42

蕪W 錘

、(､1〉 ・ I （3）恵

I 〈3； ．、

】熱;二

I 〈3>謡．

郷礎纂ｵﾙでい急も》 （球焼れ） 蕊畿〈l鋤、像詑保瀧制 42 I“イ

赤雀のと三ろぐﾉ,色鯵蝿=光を点j】 蕊紐〈131,侭59、嫌礎告42 I （2） ,、

S48． 11． 3C以 斑に製作された自動軍

傭えでい鞍い 軍41〈1齢、侭59、傑礁告抵 、<3ノ ・ I〈l〉

班偲位侭不良 'いL,為さ （患輸血等以外）

I･IJ‘［.･為番 （二輪坤等〉

最郊臓から”距離

左右対溝

雄畿；1齢， 偽 58、保鞍･闇錘

鄭錨〈13)、 識、保聡挫・42

血錘〈13j ・像58陳鞍･苫42

率墜〈崎}、係5鷺、係藤篭･壁

、<､1〉 ・ I （3）露

1 〈3》 ‘、

1 〈3>等

一
一

６
ａ
ず

い
Ｊ

〃
０
９

》

Ｕ

Ｕ

ａ

漉瀧畠れでい鞍も 、 〈珠瞬れ〉 亜舘〈蝉ﾉ 、保詑係砿告42 Ⅲ“・ I“イ

赤色又1割登色心と二ろつ色.の灯光を‘密灯 郡継ぐ13)、保詑、係醗践・42 、(2) ． ’鰹)ハ

S35． 3． 31以前に製作された自動車《 軽自動車、最蔑速度25kmﾉh禾潤は遜用除外〉

踊えずいな；、 座41〈13>、除諏、織鞭笹裡・mf1j ・ I〈1〉

厳{#侭侭不良 '1．' ,L,為さ く重輪幽.等玖外）

中心耐き く二輸血聯

左右対称

雄.雀；1軸，像詑． ‘

単4i(脇}、侭59、 イミ

嘩錘〈13j 、 似 ’

鞍･皆錘

礁隆･錐

骸･沓42

、(－1j ・ I毎>鹿

1錨； ，、

m《1〉 ・ I 〈3;墓

灘雛さ象てい穀、 、 く翠溌#も） 蹴継（13,『 、 59、 ｲミ 礎告4塁 、<2〉 ・ 『 2>イ

赤色又;ま権亀鈴とニろ●僅礎'灯.鬼驚･点灯 箪槌fl鋤．侭58保雛皆錘 、（2） 。 I ’、
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④愛迭簿.室禰下艮唯運軽

●方向描示器整踊不良難運犠

絃： 『大型k物協動車等』 ：車悶韓篭麓8t以上又健錯穴積鞍働5 1黙上j,普醐自勵車（セミ

“〆一･･ラを牽引可-塁錐引自動軍．乗車定員1 1人玖上の日勤車及びそ‘ら形吹が索車定員

1 ヌノ､多久.kの滕醗蕊了>蕊歌に輔引･･ろ副勤懲を難く、〉

－234－

可 「ゴー

儲え.で； ､急! 、 甑翻:‘ﾘ幻、朧.鋤 1

難く寸蕊憧不 .;:､篭、下縁の癌書

志対乃

箪繩《13､' 、保

甑偲‘'1初、像‘10

Ⅲ、保細鷺i垂.！

剛 侭細偽･型4

、<2＄

Ⅲ嘘ノ

識罪さｵi ･言も ､なミ、 『球切ｵl） 瀬釧（13,1 ．保弧’ 11 保細宙塑.1 I （1）

灯器砿掲 甑4曲‘l急ﾉ、保沁 II 侭細儲・214 】鱒ノ

匡色のどこ尋,Cﾉ色毎,』i;・光を点ｾリ 車挫(13､! 、侭瓠’ 11 保細審理.1 ； 〈塾

H17． 12， 31以 ､に製作された自動車

儲えて．い＊い 顛糾 13 、保58、保整告鋪・ 】 〈1

認強され｡.r､､左いく珠切才L；
◆
Ｄ
Ｐ

心
○
サ
イ

●
ｂ
孔博 1静 、像58、保墜告瞬・ I （2 イ

霊色の贈星ろこ)色甑,』l:>､光を‘黙】 頚“（13 保認、保整告.1,i ・ ｝ （2 画

H8． 1 ． 31以鹸 こ製作された圏動軍

儲たて・い幸も 、 頚41 13 ､像58．保整翁．.蝿 ） 〈】

蕊亜されても､な；、鍔:切才L； 甑‘錐 】3 除58、保甦告鍛
切
一
ｄ
ｆ
Ｅ

ｇ
０
品 イ

窪色又は液黄営r･と二ろ･色の燭髭を点灯 廉“ 1s 、侭5§、保壷告.＃i 服(2 ・ 1 （2）ロ

S44． 3． 3．1以前に製作された自動 寮 (畏さ6m未満の震動恵隠 圃用＃ :外〉

備えてい穀均‘ ， ］ 141 職)、像58‘保雛皆鍛 I （1

鍵整さお．でも, ､な 、 《跡切れ） １
、
Ｆ
Ｄ
の

凸
早
一
色

一
Ｌ 13> ・保58．保慾告.郷 ） （2 イ

宮色瑚童液麓農 『､どニろつ色の丈･;罐を点灯
ｃ
ｃ
。
●
毎 §戦(13b、袈諏、保整告.鮒 服(2 。 ’鰹3画

S39． 4． 14以前に製イ ｄ
ｌ Fれた自動車…､適用除外

備えて．い海1 ， ：津.報
①
15)、侭41． 1

敗
吋
位
瀞
不
良

左右対称 車錘 15）、保剖・班、促細告2海・耐 2）

而彼

・藤

鱒､織鋤鵬隔、最外緯簿臨帥車最外1職'．

ら,:)鴎礁〈一輪願等悪郁〉

熊明部･か鵬鴫、鱗燃灯えば蝿螺.との位撹

<二輪寵等》

噸41(161、保笠・皿、保細告915．W<緋

悪ii <”、促謹・凪、侭細告畠15、爪~鋤

.':獄 下繊鈴高: <二職車等 ； .外】 癖41<151 、保建・亜、陳細告皇x5、爪ログ ･ ｲ

、
・
１

口
亀
》

解明 罷め;*'心間ミ <二輪庫等 車叡'15ﾉ、朧畿・皿、保細雷2湛・ 1V 偶’で

慨
而

自動恵鋤磯蝿へ鮠加嫁’

(人型貨物劉鯲薦等を像

距離

く．；

瀬釧(151、促雀.、、傑細告215．W<71

前藻の芳輝栃示鰐の取1.1位澱（!と型貨輪

自職箪等）

車41(”、侭謹・画、傑細告畠15，W

進乾者席叉緯:容蕊の外侭畿蝋へ中央部”；
方癖推示器"､最前緑鐸簾離

(穴型貨輪自靴瀬等｝

ｐ
ｏ
ｐ
ｇ
ひ
じ
今
い
り
，
０
０
０

麓’皿峨;ﾉ、蝶.輿・斑、保細鴬・215. 1V“

麓」 K害れて．いない《疎切ｵい 寵･ii噸： 嫁.： 。E、促細告2漉・ I 〈lノ
歩子
公； #砿投 軍.蕊（16 、 ｛窪 ．E， 偽 細告畠遥、 I

栓 跡）尚二ろご僅・:.〉灯?聡署点灯 車趣rl5 、侭4 。Ⅱ、 ｛＃ 細告2i5． 1 （2ノ

H17． 12， 31以嗣に製作された自動車

侭 そ.てい象い 甑41ilﾖ)、像58、保醗皆錨・ ］ （1

右鐡称 願.11<15)、保58、保羅篭･'5． 1 is
ｰわけ

＝■

師
而

役
蕨

巌爽縁の腿艇、最外縁の営覧I疏最外側か；

らの跨隊指示部中'し･鎌鎚隔《二輪廉涛癖繩<151

とり外） ；

桁示部の鵬隔、

<一輪龍導；

離離灯又は亀螺.との位鐵願41(1
■

：
○
○
○

．煤58,係雛蔚．､16・正輪〉 ・ I （3;′

、侭59、係雛#i･.16． 1崎>二
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|詣承認め中,L蕪さ く憲輪車零以外ミ ｜雄羅;”、蝶56保鞍皆4F・耐《も〉 ・ I麹}ホ I

口
欺

位
臘
不
良

0

’

－235－

計 「－岸

指 :熟'>中,i 漉毒 二輪率等 血.騒ぐ15}、促認、鎌聡告4 ’ 1 〈3>〆、

慨

|臘動恥冷砿蝋~縦前縁鈴距隙
◆
４
４
勺
。
。
。

...． ：

蝿；

◆
●
Ｏ
ｂ

{た型貨物&I動噸等蕃総く
。
壺
幻

、
４
”
ｖ

一
》
畔

。
●
８
９

″
ｇ
０
争
甜

自恥車

通蛎
Ｌ
、
ｊ

七

●

０１
○
牛
〃
。
笠

６
４
も

霧

】

懲獺承継･尻敵付位澄；ﾉﾐ龍質物

者濡又;ま客鐵の外僻娃燃--中央部の

樋･砿諾釣最前轍（'葱鴎＆

餐駒EI動車零

“難く15)．保調、保整告.'さ・ 1輪〉 卜．

亜謹〈1識‘蝶56,保蕊皆4§・ I 〈3>手

車4悪15； 、係調、保轄告45 ． 1 〈3.; ij

溌鯵され・てし ･ ；球嚇奴〉 恥.､11 15>、 イ蒜8，保整告‘15．Ⅲ#5〉 ・ I 〈2ﾉイ

桜色霞Iと愚,み二)色(灰‘灯光を点灯 単.11 ”・保58、保整皆‘l晶・ I （2）雷

S48． 1 1 ． 30以 Wに製作された自動車

儀芝でいずい 血･'1<職、係58．保整告･I 。 I :.'〉

取
付
位
置
不
良

＃右憾袴

前
砿
・
蕊
面

燈内縁の間隔、最外縁の厨動車最外測か

急の距離、滑歌部中心綾'聞隔〈烹鞄箪等
、
グ
ト
．

偽
ヤ
グ

０
ｊ
、

セ
ヂ
タ

４
６
Ｊ

指
ｆ
Ｉ
６

高“伺際、前照灯ズlま尾灯との僅霊

旨輪嘩等〉

蕊ウ 部(ノ 中心高さ“.輪車零以外〉
#唾g：
．F〃』 藻の中心農さ く.:::輸塑等〉

{雌

面

自馳単録敲蝶から最蕊緑まで(r'距離

<大型貨韓自動軍等を除く
、
４

自勵単鐸餉端～前熱醗方向描示器の距厳

(大到貨物自動箪等〉

通権者席又;ま客室の外悦准雌～中央部ず’

万1峰掘;j:篭の農前綴の馳離

型貨物罰勤班等）

亜J1il勢、保調、保整告4 。 ’ 〈3>京

恥il(15>、保認、繰整告掘・ ’1i<僻・ I （3）ハ

軍11<j矛、保認、保整告臓・ I細二

血41 15)、像 鷺、保墜答鋪。Ⅲ<僻・ ］蝿)ホ

血.11 15> ・保 8，保黙告‘脾・ ｝ :3>へ

恥iiI】3》、保韓、保整告13． 1 〈3.: 卜

班11<15}、保諏、保蜜告鱒・ I紬．;チ

難41<1罰保顯．保笠告4§・ I :､3〉リ

鯛 塔されで《‘ ,鞍1 ； （球切れ〉 血.11 15)、保58．保整告‘15． 1m1>心・ I 〈僻ﾉイ

茂 血又は桜色〔吟と二ろこ色の灯尭を,:”1 恥ii 】3>、保調、保整告蛎・ 1M<5〉 ・ ’ 12)霊

S44． 9． 3．以1 に農作された自動車

朧 えてい鞍い 難11〈適 保諏、深整告躯‘ I 〈lノ

欺
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位
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不
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左冶対称

前
面
・
後
曲

叶
仙
ｒ
ｐ
－
１
．
●
必
ノ

蛾
ら
以

橡鋒間隔、燈犬'卜稼の自戯班最外側か

距賎．指矛部中心の悶隔〈言鯰箪零
､

P

掬承部の間暁、前照灯又は鴎11と塚'位溌

<患輪箪等I

箔 §の中心嵩さ 扇輪塑等 ､!〃． ､･へ卜。

拒誰 藤の中'に･蕊さ 烹輪亜等

慨
面

鷹鋤暉 み藤蝋から最舗縫までの腱離

貨物自動車等を勝‘<、）

胃鋤璽

翌

の麟蝋へ前部の方i珊鋤::蕊の距離

貨碗息動車奪》

遮嚥者席又揮客まくr･外{離後蝋～中央部勢

方.剛箇示器切最前縫の距鮒

(大型貨物自動血等）

J】〈踊 ．保錦．保鎚告45． X蝿>画

蝋41<1愚> ・保鉛．保整皆4皐・ 1m;､‘〉 ・ I 〈3; '､、

Hi細く15> ，僻58．保蕊告綿・ I 《3>二

鯉.11<15>、保56．保整篝‘1＄・ IⅡ<戯・ I 〈雛ホ

遮弧:､15;、保認、深整雷13． 1細‘;へ

邸41<15)、係5s、保整篝4鼠・ I、<3〉 ・ I卿； i、

蝋41<15>・保熱．保韓告4晶・ 1m:､3〉 ・ I輔;チ

車41《】51、保認、除整告45． I細り

灘 Eさｵ1･で：：＊いく球切れ〉 難4i 15}、保窕、保整告45． 111 <4.;綿； ・ I :､2>イ

篭 堂叉は挺織,の上二ろご溌くぞ'灯光を･点･tl 邸41 15> ・保晶&保整需綿・ ln:’5〉 ・ I鰯;詞
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●灯光の色等鈴制峨違瑛車迩転

●漉憲罷醗傭不良車灘転

*製作年ﾉ)日によﾙ．； ･騒音的規附I方法（測愈も.法）が巽な'>ま･ず“

排毎騒奮：総気管”雌口部から.塗常2“”絃間で鱒零

遊接撚冤騒音：排気流方I臆から外偲45． て、排気精鼠;鮒織部中′しからも.5劃“iX侭で鍔宮
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傭 畠でい鞍い、 車11 15 、係52、採繋告』5． 1 ，‘l〉
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位
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左右対漁､

前 蝿内縁鈴間隔、錨ｲ‘卜縁ハ自鋤來倦外鮒か

iを. ‘か距離、棺承部中心の照隔；二駐寧等
■
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●
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叩
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術示部の間隔、前照灯又は脇灯と↓ﾊ位瞬

i （二輪蹴等〉

指示郡鐸中,し馬さ 二輪甑等脳林｝

指宗藻‘錫牛心高冬 _二輪車等）

僻

耐

自

■
０
●
■
●
、
、

７
．
、

自
ｆ
、

ﾛ

リ

願の麟蟻ﾝ>･ら最鱗縁までの隙離

型獲物陸|励叩等を除く．）

陣 叩

型街

#螺～航錦鐸方脚楯ホ燕緬艶欺

鞠自動市霧､

運転穫.篇又:堂審窯’か外侭幾嬬･･‐咋拠部『ノ

識ｱ獅描示蒜の昂鯛織の熊離
巳

i 〈大型貨物自動車等）

鹿41 1男 像56‘保醗告4号・ I (3)鷲

寧羅〈1号} 、像56保壁巷舗．、<⑤． ’崎〉 '、

凍篭il罰、隊56‘嫌賎告4罰・ I 〈3>二

窺錘《15 像56,嫌艶告4 ．、<6.： ・ 1輪>ホ

通報〈15 、條詑、傑整告』 ｡ ’心>〆､

甑鍾〈1罰、像56．保墜告嘱、、<3､: ． ’婚〉 ;、

車銭rl罰、像56．保醗告45.ⅡI<3） ・ I心） ざ婆もダ

車4i <15)、保59、慨聾告舎15． 1〈3〉り

蕊 豊さオ でい戦い《球零れ〉 瀬-11<15)、侭68、係整沓43．m:'4>嘔〉 ・ I 〈留.:ィ

黄色ス唯催魚鉾と二ろく､画;〕灯尭を･点灯 或謹fl罰、侭56、保艶告45．m<5.; ・ I i2>宮

S35． 3． 31以前に製作された自I 剛車（二輪、側車付二輪は篭用除外〉

侭 えてい象（． 、 申41 15 1繩6，保璽告45． 1 〈l､

嫁
”
侭
澱
不
良

斧右対称

而
・
後
而

鼠内轍の悶隔、限外緑釣自勵索最外側か

らの蹄醗、指示部中心鈴僻隔〈二蕊鹿等

以外ノ

Wi鵬蛎ズ惑鼎灯との位撹

(一輪車等↑

索 厩の中心高書 二譲薦零騨外〉

詣示 識'》中,し.藏さ （ 二輪東等）

側
剥
運転穏・席又ば堺察鈴外慨綾錦へ牢央誹乃

j’狗指承器の最前縁‘r劉灘

(ナ型街物副動瑚j,等）

申41 15 、傑鑓、煤警告45． 1 〈3>蜜

或錘f1g1 、隊56、保整告45，m<6， ． 1崎>′、

灘捌(15)、保詑、線饗告45． 11毎〉 ・ I (3)夢

瀬鰹 15)、保詑、保懸蜜16．囮蒋 ． I （3.1水

甑‘蕊 15)、像56、保驍篭‘1罰・ I 〈3 0-、

車4; 《 l瓢、像説、織盤告45． 1 〈3､り

鱗 農されて､”瓢 <跡切れ； 腿 15)、蝶56、保窪告45，m<I (6) 。 I“ｲ

識 且叉は松仏零回 と二ろo色の灯光を点灯 斑●皿 晦> ，保56．保雛普綿、、(1 。 ’ 〈2〉原

赤色録灯 単職(膨: 、暴錘．保織告21§・ ’1

点裁f光度が墹減） ‐j-･る灯火 蝋41《型) ．祭雌．保縫告2鱒．Ⅵ

H17． ＄2､ 31以薊に1 腿作された闇勤願

赤色幻灯少4、 ；駆錐〈1急ﾉ、傑詑、催蕪告49． 1 （1）

蕊（尤填が噌減） ・ずそ鰯.火 ；箪机f”' 、県調．傑整告蛎・ I （5,､

傭えてル､な'， 蝋総イ皿/、保鋤 11

破損藤食 車継ぐ1i, 、係30 Ⅱ、蝶細皆i鍼，Ⅱ<4）

蕊整冬れで．､ ､わ1 ， 本体切断

技き

職音

扉・'1（亜j、磯撚

軍4』“、 侭3り

I排領騒音1脳

Ⅱ蝶織機1”．Ⅲ<を〉

11 、諜織告1鈴.、〈3》

綾排気雛奮】＊
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46.3. 811諺前の到莎1．冷定

草・糊1f脳定率

~ｰ‐ー‐1ｰ‐ｰ--1 ‐ー‐‐

－

抜 #帥尊.醗若l ､ ﾘ和グ鵜騒音陣 41『 装極認童』也

六I鯉箇定車

そ､r･他…_____…___

一

…日一一■~ー一 一一

車

描凱騒音〈95dB）

。唖』(11) 、 I糊g、係礫密?7 .麺I

1

1

｣

11

il

I迂演W;環騒音）

‐ 罪の年号厨 I輸入血【土．？ ･ﾉ』,年晦祁ぷ師二製fl罎象た自動皿．た言も、締?､恥以外"‘'瞬録

巫言:あやで、趣の年ﾉj 1.1瓢降のﾕﾘ』'軸疋嘩、駆膏防止諺溌認定血．嚥奇隣止装髄姻定車、

型典総宅茄を厩<､
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畠､専息来聴ハ蝦;冨洪すZ・策廉定員沁人以下【讃部ﾕ. ./ジ；】

畠,専ら鞭鯵風,蝋に縦する難甑定員1G人以下I後部1＞ ご d/患0．外】

ご庫澗総蔽愚1 ． 7 1，シ以-F

菖駆澗総壷魚1 ． 7～3． 5トン以下

I
e漿束定員1 1人以上言審”闘総箆湿3． 愚トン超I峨勤機‘>最渦出方藻0k蒋超】

念
》
》 蕊血牢園1 1 メー”i2･で虚両鞍愈量3． 5トン認I原験腱の鶴･綴醗ゾ､鱒1,k軒堕下1

河

１超
‐
’
．

一

Ｆ

鍔9，

＝二衡輪毎.運還風･岨に惨寸･ろ僻膳賎潅
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＝1 ｢F斗皇

10(“ ｜箙.11(11>、係3(>、 1 ．保細皆196. 1③

⑪H13． 8． 31 謬H14． 3． 31③H1 1． 10． 1

貰溌7人以卜”急鎚； ｜”l 《11，，侭58、線整告27，x河(2；

趣H1 1 ． 8． 31 秒H12． 3． 31③H1．． 10． 1

武職9入以下“3鋼》 ｜叩.4】(11､、侭58、嫌整雀27．>:皿

鑓 ｜噸41(11>、“0． 1，線細告“・ I (2’

①淵13， 8． sl 鯵H14． 3， 31③H1 1． 1o、 1

富隠7人以l:<10息盤〉 I”1111; 、陳鎚．保醗皆訂、螺T②

霧H1 1， 8． 31 ②H12． 3， 31鯵H1・・ 1o、 1

懲臘6人以下〈10息鎚〉 ｜叩41{11》 ．除58、保整告27．Xm

wdE ｜願41<il 悌鋤・ I ‘尿緬笹196． 1 （畠｝

職H12． s、 31 爵H13． 3． 31 ③H11， 1c、 1

灘“脳 束.11（遡 縦;ﾖ、録整沓曾7．XV<ﾕﾀ

97dB 願11<皿>、悌鋤・ I ，保細告196． 1 （2）

<1通H14． ﾖ． 31③H12． 1o、 1
X“d脳 箙41<11>、係興、媒難雀27．X藻麗

蝿｡E ｜車41《;1 、像辮・ I 保織皆19喝・ I （爵｝

①H1 1． 8． 31 2H12． 3． 31②H10． 1，． 1
”7.8 車41くり1 係”、操幣告【:7 ‘X皿

98認 販・11蝿I〉 憐3C・ I ，嫌細密l3f・ 】哩）

①憐13． 9． 3．1 轡H13． s、 31③H12. 、10． ．1

輪駆醐以外〈l鴫:脇〉 1噸11 <11)、佛錦、保輔W漣7．X頤，イ

愈迩H14． 8． 31③H13． 10， 1

全輪畷勘〈}錦｡！;､ l碓狐#風！、保調、保墜告27，XXI 源

謝遵 血4］ :;13、保諏・I保纒皆196． 1 （鳥｝

鋤H12． s“ 3 鱒H13． 3． 31 ③H1 ．1 ． 1，． 1

邇蛎者席前方に原勵機

<】輔(脇〉

蝋‘11<別>、保識、保整告男1' ・ 〉:､.〈ご； 、

①H18． 8． 31 ②H13． 8． 31鐵H12． 1｡． 1

･そ‘ｱ》他 （103鋤〉 ｜恥41<】1，、保調 璽倍鷺7 ，XIX ，'、
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ご宴雛僅鱗車

噂大型特磁・ ’;､型将嫁

●ぱい蝿等発縦時此装侭鞍傭:f､蔑車運転

’Iガ､'1シ・LPG庫ぴ､マイドリら'グ蝦糊】
3わ平爵日 ；鯰ﾉ､藤鐘毎､‘r，犀弓a〉玖鹸i二製作きね趙寓醗厩．主君L難人亦以外ダ･自励庫で舟‘で‘-ず．

3.露，郡.貝臓以降の、型式指瞳雌、 ・--駿化炭素等発倣騨止装臘認定砿一一箙化炭素等発徹隣止装鐵
獺定蕊，鞭弐潔定庫巻除く‘

《〈 .~:篭謹・特謙車瑛外.§:、

蓮〉当蘇脚蜜まめ原動雛､『，揖逮う:簿碑･号為ると国土交通夫巍が認篭Lγ二座式迂･膜齢車

'<三輪龍P
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『識畜器γﾉ改熟簿が ､甲
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､拝わ承てr､るく,の」

庫.11岨l>、採誕・I保継樫196． 1 〈2；

庫､蕊t1il、保榊・ I 、牒細告l聡・ I醤り

二輪E職車 （鰄鎚）
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噸めて箪肉番噌･の詣潅を受Iャ尋前I罵葱造マ言号一装稻亜》

車鎧(11)、採沁・ I 、保細皆』師． J （3） イ瀞灌万灌操』〃

『緋めて．血両爵￥･の措童毒受iすた骸'二歎進マ言，号一投蒲“

車釧〈1ル保56保寵機Z7・XXTI G d

⑪鰯H28． 12． 81 聾H26． 1 ． 1

瓢祁 ｜準‘11(11>，保晶 、保整告27.XXV(2)，

⑰毎H15、 8． 31 齢H1S、 10． 1

'i､撫堂総(9鋤B） ｜血.41（ 1〉、保韓、保轄皆27，XXI 、、
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排気管的嬢推 庫4】 ;2 副・Ⅷ、保維催弱7． 4，

溌繋さｵ1ていない 【ガソリン・ 『,PG車必.ｱ";.ドlドン〆規柵l及び
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ﾉ､製詩熱・溜､鍵特殊

【ディーゼル車鋤無負荷急加速黒煙鏡.制】
⑩‘鈩,年月鴬 〈輪人車紘②鱗年月日〉以肋に製作された自動車。ただL･輸入車;久外吟目蹴
球．？あつ･で．翁の年月日j入騒の．型式獺定車、一鹸化礎秦等亮撤防止装健認定庫、一鹸化
炭索等発撒鞠止装臓指定簾を時:<・

＊平.旗17年規制那愈躯ちれZ総油鞠燃料と･すZ；テ， .,グーゼル車鈴弓ち、オバンメーー･ぷを

使窮1. -で無負倦急鰄速蒋に緋儲.管から排出される光吸戒係敬を測篭す.る自職雛の器色・

にi裳、 僅勤車検驚溌鋤備奪翻に：才'くシメータ鰯龍j と記敏さ鮫ろ。

！
診嘩両蒜徳瞳;､71ﾝ津下
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｢F計 －岸

潅格出力塑職･以.上鋤0”未

湊L冷漂動織毒繕えたも52，

“： 1．u偽 砿：5“p”

車.11 <1識、侭31 ．Ⅱ、保細告1り7． 1 《;､’ 二

薊用除外(係饗沓26. 1僻〉 <1X2>H2o、 8． 31 動H19． 1･、 1

規赫髄

光讃収係数 6.鋤垂.人

血41(理》 ‘蝶31 ・ロ、灘織密約？. v 〈2;イ

③H22． 8． 31 鰯H22． 8． 31 ③H21 ． 1o、 1

規髄髄

光吸収係数 C､“瀞

蝋41(蓮>、侵副。Ⅱ、保猛借鵡・CXXXV

H19． 8． 31 ②H2c， 7． 31 熱掛？8． 9． 1

規溌髄

撫達による汚畿渡 2部

姫’41(蕊' ・保58．保整儲迩・こX測

とる』

規識髄

牌煙握

涛蕊変

4“

4;､薩重堂

単6剴蠣以下

雛漉速最

126靴9超

鋤H詞 1 ． 6‘ 30 ②H12． 3． 31 ③Hg、 10， 1

願,』1(12)、俣鎚、保塾皆23・XLW

⑪H1 1 ． 8． 31 ②H12． 3． 31 ③H1o、 1O、 1
.醜‘11 “、湶詑、媒歴驚2h．L

③淵7、 6 3 鱒H8． 3． 31 ③H6． 1｡． ’

魂鐵瀧

螺煙による汚染度“ｼ向

旗‘紐〈遼>、綴詑、保整告舞・XL

規鐡髄

光職収係裁 6.勢蓬i

噸‘棚（12>、保抑．、，爆細告灘7． 1 〈2>4

範H22． 8， 31 鍵H22． 8． 31 鰯“21． 1．． 1

規瀧髄

髭談収係數 C,§錘.4

順41<準' ・保31 ． 11 、傑整皆2*・《?XXXV

①H19． 8． 31 ②H20． 7． 31 ③H1急． 9． 1

蝋鐵髄

蝋燈;こよ曾汚鍛度Z謡

噸‘11<蓮>、娯鎚、保整告2＊・CXⅧ

職尉11． 6． 3， ②H12． s、 31 熱Hg、 1．． 1

規瀞魅

朧灌による汚染壇 ・1紙

師41 (鼬' ，侭5#･鍵霊告泌．X1．W

①H6． 6 3？ 蟻別7， 3‘ sl ③H5． 1c， 1

蝿謎髄

煙;こよる汚灸度50偽

噸’11<蓮j、保韮、保塵昔28．XXXW
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規制朧 i蝉4; (12' ・爆3; ．n、保維告捲7． 1鰹:イ
･彪張唯繰戦 C・Z“A1

③H22． 8． 31 鰯H23． 9． 31 ③H22． 1o、 1
規制憐

光竣砿孫殿 …1噸“
2>、像撫．、、保整告2S・ぐ臓蝋’

戦H19．831 ②淵20． 7． 31 轍H19． 9． 1

規制髄

鰈竪による汚紫礎25.、

師.､11<12,' ･繰誰、侭整告難・瞳XⅧ

①儲11． 6． 3O 鱒H12． 3． 31 ③H9． 1c、 1

規制隣

螺延による汚典便栂､，

‘繩<12； 、俣詑、保整告2息・X1W

鋤H6． 8． 31 ②H7． 3． 31 轍渕s、 1．1

規制髄

無埋による汚裟唖晶峡

嗽.無く121 農5§、保整告齢・XXXW

規制雛

竜畷収係鞍 1>,5“･’

蝋.閏112,1 ‘深3〕 . n、傑維告蒋7． 1 〈g:イ

①H23． 8． 31 ②H23． 8． 31 ③H2Z、 1，． 1

規制砿

光竣縦係数 （;.雛箙』

叩‘蝿(1鷺>、傑桝。Ⅱ、保整借25．C噸X{’

鋤剖19． 8． 31 像H20． 7． 31 動尉マ9． s、 1

規制朧

蝶理による汚蕊砥

i雌41 （12､， 、
1

2識；

保諏、保整告蛎・ に:XⅧ

①蹄11， 8． 31 鴬H12． 3． 31 ③H1．． 1，． 1

規制砿
０
９
０
９
０
９
台

婆達による汚染愛澗‘､！

噸‘蝿(1齢、保蛎、保整吉2§， ！．

轍H6． 8． 31 ②H7． 3． 31 轍H5． 1G． 1

規制雛

無哩;三よる汚紫騒 島狐

蝉紙(1動盤5儲、保整告躰・XXXW

規制髄

ｿ《蛾収係数 〃.5”‘’

逆4j<”､、保諏．n、保細告霊7． 1 $､2>イ

①H22． 8． 31 鱈H22． 8． 31 ③測21． 1，． 1

規制絃

吸収係穀 C､g“

蹴無〈12' ，保3j ・ ’1，保醗告2噂・ 〈?:<X熱

鋤H39． 8． 31 ②H2｡、 7． 31 ③H19． 9． 1

規制髄

曝嬢:二よる汚築塗滴06

即､,繩<12>、保詑、保整吉2息・CX朔

①H1 1 ． 6． 3｡ ②H12． 3． 31 ③H9． 1｡、 1

規制雛

黒濯i二よる汚染唯グー 崎、

師釧くゅ，保恭、侭整告28．X1.Ⅵ

③H7， 8． 31 鞍H8． 3． 31 ③H6． 1c， 1

郷制髄
…
８
８

蝋湾こJ冒少汚錐度息066；

ﾙﾙ笠〈lをﾉ 、爆詑、保監害2k． 》:1
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r誘罵買宝冒志一

…需零露悪琴諄悪壼弓
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｢F計 皇衿

覗溌減
光吸M係数 ！）職恥-』

廉‘11<蓮>、嫌瓢、n％保繩雀197 ． 1 〈2>イ

<1,H28． 9． so 趣>H23． 9． 30 〈鋤H22． 1｡． 1

規誘獄
哩収係詮 0.”師.． ’

雄41 {理' 、環21．． 11 、保整告鵠・ 〈.;:戦『

何》H19． 8． 31 《鰹H2｡， 7． 31 （勘H19． 9． 1

規溌漣
黒綴に節堂尋尭染靱 2識

職‘#】<12> ・保駆、爆整害2＊・CXⅧ

小H11． 8． 31 鍵>H12， 3，31 轡H1｡、 1｡、 1

硯識斌
鯉蟻'二よる海紫斑4“

瞳41《理.: 、畿黙、製墜雷霧・ I．

①H7， 2 31 ②H8． 3， 急1 鰯H6， 10， 1

規謝鞠
璽蝿;二よ悪癖染鍛5鵬

唯41(12.}、保認、深整告鯲・Xi．

過鰯頻
鵡収係塞． 3.謀舵･Z ’

車41<聖> ・保31 ．，，嫌靴雀197． 1 （2>イ

伽H22． 8． 31 ②｝。1段量． 8． 31 ③H21 1"0， 1

規識髄
粥駿噸係敏 f）“厳，

蕊41〈;2>、鎌31 ．Ⅱ‘保醗雀29、C》:XXv

、H19． 8． 31 （Z>H20． 7． 31 ⑧､H19． 9． 1

規赫値
興輝;こ.堂.菖猛婆唯2識 ’

雌41(理> 、保5さ、擬懸惜29・どXⅦ

》H12－ 8． 31 鍵H13． 3． 31 〈勘H,11． 10． 1

規溌値
曝癖i鳶よ悪鍔睡晦4慨 ’

躯‘l】<12>、保撚、嫌整告26’ 1.W

(1)H7－ 8． 3T （動H8． 3． 31 〈3,Hら、 10． 1

規轆髄
鯉嘩1鷺よる漉嘩邸鋤％ ’

雄41 <j・閏《; 、保認、保歴蟹然・XX．

蝿溌渡騨煙による汚染裟二識I 唾･雛(】二>、俣31 ． XI、保維需購7． X （2） 房

罰遁>H26． 1｡‘ 31 ③H25， 10． 1

銅識斌‘蝋罐によZ‘涛染唾3識I 曜笠il2ﾉ、供諏．Ⅱ、保瀧笛・28，“LIX

<1､:②H21 ． 8． 31 鋤H20． 10． 1・・・,遜用除外

論k恋以上鵜kr家燐

規懸懲鵬倖によ胃,溝染蕊25％ 康奴《12)、供31 ．，、保継鶯蕊7． 1 〈Z〉 蜜

(1X弾H26． 3． 31 ③H24． 1．． 1

規謡樋黒煙iこ､良患汚染壇訓泌I 隙報〈12)、裸3i ・ ’1、保醗告28‘傭XLXX

<1趣H22． 8． 31 ③H20． 1．． 1．､･･適用除外
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＠髄蛎装侭整備不良庫運転

e:ざ:蝉等発散防剛:蕊世羅傭不良顛運聴

く'の鯨.月蔭職入嘩は葦の年曙目〉以麟に製作された隙臨機1＃自転車、灸穴:し、雑17､､単謬"#”騨勵

転車-?鯵･ﾗ.-で． ･融の斗弓.S瑛降の發式認定車を．除輔

－243－

＝弓 ｢F－ﾄー

きき方が悪い 凍蕊蝋; 、媒釧・ I、保纒需鼻利．、

録潟速譲:)k､,'i'以下の嚥1種鳳髄寵付目転迩

箪.郷 保ら1 ． 1、保織告2”．Ⅲ

H23． 6． 17以前に製作さ末た原動機付自転車

<H21 ． 6． 18以降の型式麓定車を除く｡）

き､き方.沙x態上 、 軍鑑

撮

亜“

、線67め2．像難告錘、Ⅸ《101

礎璽5<jkm,.},以下（『境1種隙勵鰭付自転鳶

S>、操ら7鯲豊、保整告繩・Xi21

卜11 1 ． 6． 3Q以前に製作された原動機付自転車

<H9． 10． 1以降の型式蕊定蕊を除く｡）

ききぢが悪い ｜箪望《3> 、保87の2．保藍告52．W（2）

S35． 3． 31以前に製作された騒動磯付,自転車

きき方が懲も 、 鹿蕊紗、盤$7⑭2.‘保孵告錘・ I （2）

総えでいな｛， 雌“癌)、操61の2．m、操細告27＄。Ⅱ

識弊冬議て

いな' ､，

C0 3．G％

薮16(10伯”’ ，

車“《51、係61の2．Ⅱ、保報告275． 1

g'丑 陸,ていない 熊“(51 ．燦61紗2．，，磯細惜27F。Ⅱ

鉾， X苦轟破損 車“絹) ．線51縁2．1． ．像細告”F・1V

第
１
糠
艤
職
磯
付
自
転
車

<I>②H1g．

備.と.言い議し、

轆
求
い
い

調
・
幕
で
験

2“”窟

f’ 4.識吹79”pF癖
4サイ繩甑

<“4.識H<2“●”軸）
擢能(,･でル．､輩l‘

排気瀞'〕砿摘

①H1 1 ， 8． 31
備えでi ,承

調整されて 、１
，
《
《

’

↑

，

ｐ
、

懐薩Lでい 設い

排霞管の破損

8． 31 鐵H･18． 10． 1

率糾維) ．保51“: ．Ⅲ‘保細告”$。Ⅱ

箪蕊〈5）、保67〔麺保蕗皆63，､． イ

瀬“鋸） 、像6?心2，保整皆63．1． 画

雄.,測総)、像6”>胃.Ⅲ、保細皆”5．、

単‘州(罰、保61の2．1.、保細告”5． 1V(.!）

②H12． 3． 31 ③H10． 1C、 1
澱用除外

鯉用除外

適用除外

砿4‘I 5)、像H】鈴Z．V、磯細雀諏喋・1V(‘i〉

第
２
糠
艤
賎
娘
付
自
転
車

':,②淵20．

備えて＄､篭も、

調整

さｵ1

でい

ない

2サ職＃軍

<“4.蕊Iに79“”腿〉

4 ｲ鵡庫

(“4．5％HC2“《jp”〉
機徽 ’,でい華1，

排質 爵〃磁損

①H1急， 8． 31

備え-ごい華

調整されて ､ない

機能Lでい 農い

排寵構グ)破損

9． I , 1 ③卜1 ．19． 10． 1

車“ 5)、保飼縁曾，m，保細告27F． 】1

斑擢〈5ﾉ、保6?〔滝．保整告63.Ⅵイ

砿4‘;<5） 、侭67ざ;2，健整告63.Ⅵロ

車.』4 g) 、蝿61 '溌・、、保細告275・ロ

準‘湖
９
．

戸
欠
寺 61 り2．1 細告275．W(､!；

鐘H13． 3 31 ③H1 1． 10． 1

澱用除外．

篭用除外

鰯哨除外

熊“《5)、織蜘鍵2．1?、繰細雀27F・1V(‘&〉
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｢F~ｮ1 一十一

＄

猫え・旨1，な｛， 車‘郷《6>、擦錘 ）

欺付依臘不良 蕊專
－

左右対称

車“ 像62

南“<6>、灘52

、，保細皆27＄

、、保細告276

０
口
０
Ｊ
グ

ワ
ム

グ
・

▼
０
０
．

■
■
■
▲

脛

認雛されてい;袋:‘ ， 〈球切れ〉 車捌〈6}、保職〕 11 、保織告”隙 1 :,】.）

灯鶏破損 庫“（8） 、像錘 11、保細告276 I （4）

白色又は淡誌色"､ところ容色の灯光を点鍾 南“<6)、像錘 Ⅱ、保細告276 I総｝

H1｡、 3‘ sl以蘭に製作された原動樋付自転車〈鞠入された爆勤騒付目陸翠以外のも
仇や怒司〒H⑨ 1．1以睡の識式露壷塵塞畭＜曇》曇

備之でいない 迩盛.！ 齢、繰鋤・ I

取付位畷不良
公一

」｡ b
･●、合
一●

車“ 67齢2，保蕊告“・ 〕報

溌整さ末･でい亀いく球切れ） 車“ 、操67“2，保嚇雷“・ I

崖僅叉朧淡溌色のi:ころ●色の灯光鼬･点海 車“ 、蝶67㈱2、保弊告蝿・ I 〈3

S35． 9． 3･以前に§ さ Lた醗動樫付自騒軍

備えて･いない 砿“ 6)、像鑓・ I

距付位鯉不良 （主光軸の高さ〉 態“ 6) ．像鋪練目、保墜告64．．1 〈 、

澱蕊さｵ{.･でi:幸い（球切ｵi） 単:湖 6) ，保574乃:)．保整告64. M （1）

陰性.更は漆茜色のところC色の灯光を点灯 塵44 保S7i巧2．保蕊告64． 1 〈3）

桶え・て､,なi ， 東4,1(6)、 瞬 儲2願,息 1

取付位際不良 中心為さ

最外緑の師離
■cc●①◆◆◆●●①ゆ●･申申｡■■■■■｡■■■■■■■■①由①ー◆●◆｡●

左右対称

準44(6) 、 閥

車44総)、 閥

率ｲ‘I(6) 、 償

錘の3

62ｨ723

溌縁為

、
睦
澗

、 偽

、 街

細豊

細￥

細制

27s

275

”$

、｛2

、（:｝

n鞍

溌蕪きれてK &ない（球切水） 車“:‘)、綴62の3 Ⅲ
咽
痢
『

凸
■
□ 細豊 279 I 〈1

器破損 車矧維》、保62！” Ⅱ 閥 細曾 27息 I （4〉

券色(ｱ;と里ろi二.色の灯光を,載灯 噸4,↓(僻．保6液剰 Ⅱ 街 細告:』7賭 I （2〉

H17． 12． ヨ 1以前に製作された原動機付自転車

備えて．いない 車′泌維)、像6 の畠、保整皆“
Ｌ

ｆ

〃

も
Ｄ
《

〃
６
ｂ
、
寸
Ⅱ
■

取付位侭不良 中･心姦さ

最外縁鈴距離

左石対称

車4‘#<6､ 、保ら

車“(6}、操6

応“;‘f>、保6

、

●

◇

の

《
■
ゆ

ｅ
〆
呼

の2

ｱ亜じずe
〃－

係竪告熊

保墜告”

促整告“

一
一

可
が
■
■
ｇ

ｎ
発
⑭

〃
・
ｈｌ

l 〈3>ハ
一
一ｊ

ぢ
ぷ

〃
■
■
ｂ
Ｔ
Ｂ
■
。

溌整さｵ1でい鞍L， 〈球切雌） 雛“<6)、操ら ‘2 保墜告56 ］ 〈2)イ

赤色のとこるC釣”】光を点灯 車44(6) 、裸6 の2 保鞍皆” l 《21原

S39． 12． 31以前に製作された原勤擬憾自聴車

備えていない 備える星.とが､で;きるj旨鱗規定

敬付if;綴不良 商さ

左右鈴間隔

走右対称

車“{か、係67の2、保箪雷66

率‘A4《(;>、像67｛，>堂 保整皆“

単純<6)、保67緑:： 保墜告66

廻《41

1線）

I

識慾され-で｛ ､謡、 〈球切北） 保67の2車鍵〈 保驚皆“ Ⅲ
、
△
Ｉ
か
』

水色,力とニろ○色グ､灯･虻を点灯 寵“((;）、煤6丁”2 整告“ 、 3ノ

蝿えていない 甑“<6; ‘縄繩の4 I

取付位置不良 中‘L趣き

最外縛の距随
－－ー一ｰ一一一ーー一一一■

・笙右対称

単鑑崎、繰鍬の4

車坐噛.} 、操62の4

難“(6>、操も2の.；

IH、保識告279

、、保細告2?9

刑、繰識雷279

ロ<:群

U（3）

Wf‘l〉

蕊馨きれてい亀;、 〈球切れ） 車44ｨ腓、操62の4 、、擬総皆2” I f1ノ

‘汀恭破換 顧擁<6>、保錘の！ W、蝶維雷279 1瘤）

赤色のとニろC色縊灯光を.専灯 節.“(6>、操62の4 11、採細 I （3〉
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備えていない 蕪44《(:》、保62':》4． 1

l”j･妓侭下良 中,i′.澗さ

最外縁の鮒離

左石対移

螺.1“鈴、保67か2，保整沓67

蓮.14(鎌、保6”〕鼻、保整群67

蝦･'4“>・保675'〕畠、保整告57

1 （5）
、
●
″

序
ｄ
ｏ

〃

ｒ

‐

６

０

Ｔ
■
８
．

ｂ

ク

ナ
ａ

〃
も

Ｇ
８
■
●

調難されでいなミ ‘・ 〈球鋤ｵ1〉 箪.鍋(5>、保5”〕j〕、保雛告
、
旬
夕

勺
Ｆ
Ｏ
ｄ

Ｊ
０
Ｇ
Ｔ
‐
も

■
■
■
口

赤住めと二ろぅ色の灯･光を．点灯 噸44(5) ．係6 の2、操縦皆$7 l （4）

S48． 1 1． 30以前 ご製作された、 齢嬢付自転車

傭え.ていない 甑44(6)1％ 6 ］の4． 1

取付値侭ｲ長 中心高さ

最外除の漣熟

示右埼称

硴4.1(5) 、 償

球4.}(静． 偶

即､44(釣、僧

６
’
６
－
６

)2．街

『ぬ2 街

グj2 傷

職驚C7． 1 （5）

整告67． 1 87：

整告67． 1 （8：

調懸され・でい7群、 （鐵切オ “4(勢、偶 6 稜唯 街 稚告67． 】 『弘

赤色又は構色frと二ろぐ'色の‘海.光を南灯 ド44(6ﾉ、街 6
~

ノ
、今 街 鞭告67．m・ I ：43

S39． 10． 14以前に製作2 ｑ
口 ､た原勵機付 昌賑蕊､．､．･･蕊痢醗外

傭丸ていない 車拠(（； 、保6ボ ！

取付値置不良中心高さ

最外緑縁鍵離

球.､例

甑．14

、像63

保熊

、

、, 間

細鶯2榊・Ⅱ(1

細告鯲<』 ．Ⅱ(2

砿椴 車44<5 保撚 、、偶 剰皆露●・ I くう

亦世のと昂,ろ．急使の反射器 車44(6)。保 Ⅱ、 間 細皆撚(’ ・ i （4

像え.てい薮い 蹴44(9)、保闘の2 ）

取付憾溌不良 左右対称

指示部の間鴎

中心商苔

甑“(9> 、 側

南堀(9) 、 燗

庫4.1(，>、偶

83の2

“の2

“のを

、， 1$

m、 偶

、，偽

細催

細稽

維曽

281

231

28】

､“

、〈31

11（‘l）

測歴さｵ1 ．ご↓､ない（球切ｵ1,） 燗斑 63の2 Ⅱ、偶 維告281 I

燭.器霞損 車4.1 (9) 、保齢の暫 ロ、保織告281
、
Ｑ
Ｆ
グ

ー
的
”

ｇ
ｏ
も

で
■
９

梼色のと二.ろ邑色便'灯光を点灯 車44(,} 、保63の2 Ⅱ、保雑告・281 1 (3)

H17． 12． 31以前に
、

脚作された原動機付自職車

傭えてい龍い 車44(齢、保6”､2． 1

取付徽侭不良 左右対称

指示部の悶溝

中,[､混さ

蹴・14（9）、像6

砿･'4(9)、保6

旗44(9>、保6

の2，保聡皆69
殉
蓉

、
７
段

ノゲＯ
Ｂ 保報告6ポ

Lγ酒 保歴告“

I （3

I （‘』

I 〈5

渦離され-でいない（珪切ｵ1〉 単41(9> 、保6 の:） 保蕪告6さ I 〈7.〉

椎色伊'ところC色の灯光職･点蕊 通44(9) ，保6 の2 保硲皆碇 I （1）

S48． 1 1． 30以前に 島作された原鴎機付自転車
傭え.ていな↓ . 願44 ，> ｛鼎“I鯵2． 1

洲確され-丸・なi ， 〈球切れ〉 応“ 9，； 除‘7の2．悌盤皆“。H(3)"：

猟色又億堰色葬厩, .と二るこ:色の簿光を点す］ 寵 9; 、保線の2．係輔告鉈． 、｛雛二

S44． 2， 31以爾に製作さ； 守寧 ごI韻劉憾W国唖年.。 ・・・．． 霞用除タ

備えてい*俗↓ ． 聯.4-117 ，保6‘I ・ I

･らお1, 、 単4.1(7 保卿。Ⅲ、保細告2錘・ ’1 ｛1

調整され･てい鞍い 音が自睡的
●●●●わーー~－一

大きさが自鯵的

こ砺続

ｰ｡ 化

球44(了

車44{7

、保64．Ⅱ、保細告2S2． 1 イ1

、保64．Ⅱ、保細皆282． 1鯉

H15． 12． 31以前 こ製作された原動磯付自転車

憶えてい鮫い 瀬.14(7>、保67の2，線整幾．6台。 『 （1） ．

畷ら患い 藤.14(7>、保67の2，保頚告齢・ 】 （2>イ

調整され･て．いない 音がI
－

大きさがI

I働的;二断綴

1馳的に変化

蝋･j4(7) 、保6”>2，侭蕊告6§・ I （2）ロ

迦・14<7> 、保6”>鴬、黒繁奮“・ I (2)面

S48． 1 1． 30以前 ご製作された原醗機付自転車

傭え.てい家い 車“(7) 、保蝿・ ’

鳴らない 寵4-弧7）係67の2，綴難驚縄・ﾛ
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ハ;“ドクi,パｰｰ方式(r,かご欺装騰著･備えZ,朧動機付･自転噸で＃》"『,で車掌〈連転者･鴬･含運転畜嚇に熱↓､冤

巨醗蕊･乃左外側鐙鯏近．?〉挺珊牡混を砿認-響きろもの毒･除く，〉を梅.と‘強く％も“老除く“

'､き〃ド'ﾚパｰ･･万弐心かと球装臘奇臘えそ腺醗機綴目転願で藍‘衝,で車霊毒構.し鞍1. ,も‘瞳

：屯I嫌絹驚233．，'3:伊，葱癖;:と適合1－鞍いものとLて、侭織告2齢．Ⅲ(1)に蝿露

、消音器遊備卒良嘩運転
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傭ズ.ていない 蝋“ i9 保鈍1.り2． 1

瞳灘･位憧本良・破描 車.#‘』 1(i● I鐸.！'"2． YI、鐸譲俊2雛・ I （.！｝

S39． 10． 1 ‘ 以前に製作された原動機付自転軍．｡･･･・謹用除外

編えていない 廩糾 10)、像“ぬ2． 1

欺吋位儲率良 蕊“ ”)、擬鈍紳2．11'、擬細・鴬263.1V｛1）又継爪，/き）

賎諺(¥〉 庫“ ”)、糠ら鰔猶・服、艤鞭借2識．m《l〉

H18． 1 Z” 31以前に製作された原動樋付自転車

総え-てい較い 車“<”> ，保も4”】 ・ I

躍掠位澱不良・破掘 車441”) ，保碗鰯幽．保礁告70， 1

S39． 10． 1 ‘ ,以前に製作された原動機付自転車．．･･･・適用除外

補えていない 車4.1(鱗、保錦．、

砿擢、席食 雛4.1(6 保錦． n、保細告瀦･I ・ I1 I4〉

認整さｵ1でいない 本陣鎌斯
－－

芯披き
ーーー

■
■
■
Ｕ
６
■
■
■

車4．1(5

球44(8

、保鵺。、，保報告瀦・1 ． 11“

、保65．Ⅱ、保細告2“．、(3)

騒音〈壼睦函取動椎付自転車で排舜車糾(8)、保躍・ 1 、保細皆2“・ I“
■

戯が50(:cを悠魚幕も，?〉又;ま最商速騨

が5鍵､/hを超えるものを除く"〉 i
G O

『硝音鮒鐸改競等辨打われて1 ,る
：

&・もi『．

６
９
０
９
４
０
４
日
９
６
■
。
■
０
６
０

●

Ｆ
ｏ
９
４
４
ｄ
日
●
■
●
争
舎
ｐ
Ｄ

０
。
。
，
ｏ
９
９
９
，
，
り
り
６
Ｆ
台
Ｄ
ｂ

』
ｑ
ｄ
ｑ
ｏ
Ｑ
：
ロ
・
〆

I I
p p

8 8

8 8
8 8

8 8

i、
Ｐ
り
ゆ

近接排気騒音

塘1頚f3絵以卜のも“<は雄高速蕊が5鍬屈''h以~1

の4．4r，;’ g“｜

鋪2種〈3雄駄上のも〈z'又は内然織閣以外登原動雑

とす-る最高潔旋$糾狐li蕊;､･のもめ〉 9“’

球44(8j、係65． 1 ，保細告2“・ 】 ：21

逝接排笂騒音

節i職(3輪鉱.i:心もの又鐘躍凋速誕が511km/h以下

のもの’ 認拙

瀧Z種翰惚入i:のももr,又ば内僻犠閣ﾙ外を原醗機

とす.ろ最尚速礎5剥輌,'h以.･ドのi・の） 蜘鎚

猛者涙輪小朧醗催付崖転車で縢蕊

侭閃I輔04．‘:篭．超えZ,¥,!》〉又域最漉速度

龍5錐勵,’hを蕊えるものに隈Z． レグ

消音器綾,改進等が行われ･ている

_＃〕5， ｣

単44I8: 、煤65． 1 ，保維告:〕隅・ ’ （3> {鰯雇-謬逵:識；

近接排笂騒音

出
園
鍼
鍛蟻
か
率

’
尋
』
赤
ク
ズ
今
逃
〕

。
》
へ
謬
轡

識
凝
》
峠

が
毒
一

蜜
閣
速
機
商
燃
最
内

〃
１
１
ｊ
０
Ｑ

稗
我

、
ｐ
《
ユ
〃
↑

館
編

5i)k画‘hを超魚馨t､戯） 9M！

難4.1(8､: 、係E7m2，保整告アリ ・XII】

近接排気騒音

蕊1穂《最癌速痩顔50k回i,'賎･鯛える〈,吟､ 8．4錨

蕊2穂(内燃機閣を臓勤樵と･す幕弗必又ば最廟速度

謀)k且'.!,を鎚犬Z’も.”〉 9C鐘

H28． 可2． 31以前に製作された二輪の原動機付闘転車で霧気鍾が50“を超えるもの

又は簸高速度が5轆罰/hを超えるもの（輸入東以外の原馳機付自転車であぅて、H26． 1．

1以降の型式理定車を除く侭）

術えてい救い ｛単4‘1(跡、保 急。 、

破損、滝食 ；車44【Sﾉ、保 弓.、，保細告234 、（4

禰盤書ｵﾐ.-でいない 本体切鵬陣“r8〉、保’
芯挫き 1車14ｨ戯、

騒育 i*'4
1

保I

15．，、保細告”4

,愚．Ⅱ、保細篝234

、保67(了う2，保瀝告71． 1

近嬢排気騒畜蕊1種＊．

Ⅲ（2

Ⅱ(3

、<妙

錨 第2種9()dH
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鰯え-ていき錘、 恋44<g;、嫌6富、、

砿損、漉食 .＊･“<gﾉ、保65． 11、保整 I ・ 】 1 〈3

溌整されていな' ： 本体罰醗

惑抜き

騒音

蕊.郷礁;、傑鋪。、、灘整携・
●

１

１

８

●

■
も
◆
● ｌ

〃
▲
■
▽
ｂ

●
■
■
．

蝋‘↓“職、保錦・ ’1 ．操整告
■
、
１
１
６

●

ご

■

■

。 I （2

準44韓;、保57の鴬、繰磯告71 ．XI1

逝殻排気騒昔 第1:砿“鋤 第登諏”d2

H14， 8． 31以萠に製作された鰯2穂原動槍付自転率〈職人された露2種原動綴付自

転寧であって、 H13． 1C、 1以降の型式認定車を除く蜜〉

第
ｚ
種
原
付

惟え-ごいなく 、 寵“(8
■●｡

、縁65．，

破議、職食 雛4J(ぢ ，線蛎．Ⅲ、煤整告7X ・XI （:3．：

調整さ#iていな
ー墜一蕊撰縦

、様65・ ロ、蝶確告71 ．XI （1）

、保65．，、操愁告71 ．XI 〔劇：
↑
睡音騒

一
》
《

一
癖

一

砕

一

一
”
一
啼
一
“

－
０
０
。
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H1 1． 8． 31 （輸入車はH12． 3． 3”以前に製作された蕊1種原勵機付自転車
(輸入された第1漣原馳機付自転車以外⑳露1種原馳機付圏転率であづて、H1．． 1．．

1以降の型式認定軍を除く．）

錆
１
種
嫌

備え･て.いない

破撮．蔑食

調挙薄ｵﾐｰでい篭い喉体切鰄

,隙抜き

騒畜

準“(職、操銅・ ’1

雌44輪､、深65．n．保整告71 ． ' 1 （緋

蝋44(8)、熱65．，．保鞍密71 ． ; 1 （1）

率44鱈､: 、係65．，，僻:羅告71 、 ( ’ （2）

恥4.1“、慨67の道、傑整告71 ．可

近接排壊議青 鱒銀

型式鰯定車

昭和46年3月31日〈碕臼以前の型式趣定軍は、窃

和45年12月31日〉職統の製作

その他

昭和61年5月31日以前〈輪入害れた原動機付關転

蓮は平成元年3月3:臼以煎）

備えていな《、 雄州縛j 、侭65． 11

破損、鹿食 準‘↓4輪>、保fig．n．保轆告 I ・ Xl （3

編溌され-で､ ;な《 ， 本体鋤脳
毎＝ー＝ー＝一一＝一＝一

芯抜き

騒音

一

唯44噛}、保85． 11 ，保醗告

単“《夢、傑縄．Ⅲ．保摂吉
■
■
■
■
‐
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
■

'ヨ ・Xl (1

1 、Xl （2）

牢44輯; 、線67鈴2、傑雛皆7i ・、

排気騒音 85《IB

備えて1, ､熊い 単4‘I 11)、保65の図

指承溌;蕊全く戯がない 蕊44 11>、係I 5の2，保細告285． 1 （山

H1E 12． 31 1 A前に製伸された原勤磯侭自転車

傭えていない 漆44fll>、 7の2、繰鞁告だ。 I

指示談が衆'：聡か?語い 率‘l“11〉 .．係（ 7の2、線塾機72． 1 （1）

SgS 3、 31以前に製作された第二種原動機付自転車

備えて．いない i単・14'､11ﾉ、保67ケ》Z、保慾倍72． 1

S35． 3． 31以前に製作された第一濯煽勵樋付自転車･…適用除外
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斗一 Iニョ」
アルコール保有魚（上野式算定法による）

I’

上舘鑛はあくまでも一つの目安です曇
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一

飲漁後の

羅退時閥

どｰｰ･ル〈･勝通びん）
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－－ L三」
免許区分ごとの運転可能車種

I
無免爵運転〈運転免許条件違反） となる場合

：準中型自動車

3“0k際以上?’5“蝿未満

2,“0k臆以上4,5“k鴛米溝

10人以下Ⅷ 「㈹ ⅡⅧ 、 Ⅱ Ⅲ

I普通自動車

康闘総麓騨3.500k薦未満

最大機戦溌”’0”k侭未満

乗車定貝； 19ﾉ､以下

中型目馳車
｜大鑿自動車’

7.5”k際以上'1.000kg未満i ll.000k鳶以上；

･4.500kg以上6.5”kg来満I 6.500k関以上；
il人以．．k29人以下 抑ﾉ、以上 ；

岸毒誤競一一耐燕号免
静
区
分

雇
一
一
函
一

鍵
一
転
一
転
一
転
一

》
一
》
一
》
》
榊
一

運
》
一
一
一

》
一
一
一

一
一
一
一一

蝶免許運嘩

C運転可能な車種の判断は、必ず運転免許証と自動車検査証の記載事項を確認し、

車両総重量・最大積載量・乗車定員の3点全てで判断すること省

〈:＞第二種免許の区分ば、法改正〈H29.3.12)後も従来どおI) 、普通・中滋・大型の

3区分で､準中型の旅客自動車を旅客運送のために運転する場合には、中型惠種免

許が必要である。
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車両稔亜燈 最大穂載量 乗箪定貝

大製免許 11.“0趣以上 6,590kg以上 30人以上

中型免許 11.000k侭未満 “00k厘未満 11人以上29人以~ﾄﾞ

21,3,限定中型免許
淳戚19坪＄fI1II以薗&2取得し全村油免#ﾔ〉

雄中型免許
･子暎溺年3噌龍印･堀髄峨掬!_だ串11噸免鋳

5トン限定準中型免緋
平嘆Iや耳－6月背【1．．平護.29鷺:吾.列l》ロ;二

取得L,念償趣免許ノ

錘
職通免紳

9半魂雰年3男麗蔭敏瞬;:唯縛しだ賓逮免許：

8．“0k鷹未満 5“0k蔦米淡

7,500kg未満 4.5鋤kg未滋

5“0k鷲未満 3.0“kg未満

3.5“kg未満 2.“0kg未淡

10人以..ド
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進行距離早見表〈参考）

’ ’
注：各数値は、天候や路面状況、東種及び車両性能等により変化する
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l秒 2秒 3秒 4秒 5秒

km/h 2.81、 5.6m 8.3m 11.1m 13.9m

20km/h 5.6m 1]..1m ]､6.7m 22.2m 27.8m

30km/h 8.3m 16.7m 25.0m 33.3m 41.7m

40km/h 11.1r、 22.2m 33.3m 44.4m 55.6m

50km/h 13.9m 27.8m 41.7m 55.6m 69.4m

60km/h 16.7m 33.3m 50.()、 66.7m 83.3m

70km,′h 19.4m 38.9m 58.3m 77,8m 97.2m

80km/h 2m 44.4m 66.7m 88.9m 111.1m

90km/h 25.0m 50.0m 75.0m 100.0m 125.0m

100km,'h 27.8m 55.6m 83.3m 111.1m 138.9m

110km/h 30,6m 61.6m 91.7m 122.2m 152.8m

120km,/h 33.3m 66.7m 100.0m 133.3m 166.7m


